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第I章 序論

1. はじめに

1990年代の半ばから看護の大学教育化が急速に進み、 それから約10年経過した今日では、

130校を超える勢いになっている。 その変化には、 看護の大学教育を開始するために新たに大

学が設置された場合や、 季節の大学に看護学部や看護学科などを併設して、 新たに看護教育を

開始したところ、 或いは、 それまで専門学校や短期大学において行われていた看護教育を大学

に移行して継続することになったところなど、 の背景がある。 看護の大学教育における基礎教

育は、日本看護系大学協議会及び文部科学省において平成13年度及び15年度に設置された「看

護学教育のあり方に関する検討会Jにおいても明らかlこされているように、 保健師、 助産師、

看護師教育の統合教育の場として位置づけられている。平成17年度開設までの看護系大学にお

いては看護師及び保健師教育のカリキュラムは、 全校で行われて卒業時点で看護師、 保健師の

国家試験受験資格が得られるカリキュラムになって居る。 しかし、 助産師教育を含めて統合カ

リキュラムとしている大学は89校であり、全体の%にとどまっている。 又、行っている大学に

おいても科目履修或いは、 コース選択のいずれかのカリキュラムとして組まれており、 統合カ

リキュラムとしては含まれてはいない。 その理由としては、 助産師教育の場合には、 卒業まで

に実習において学生1人あたり1 0例程度の分娩を取り上げることが国家試験受験資格の要件

になっていることがある。 その要件を学生定数の全員に満たす程の分娩例数のある実習病院を

確保することが困難であることがあげられる。 少子社会の今日では一層困難になっている。

しかし、 少子、 高齢社会である今日、 妊娠、 分娩、 育児期さらに思春期から更老年期の女性

のケアの専門家としての助産師の必要性は増六している。 例えば、 安全で、 安楽な出産、 親役

割取得への支援、 虐待の予防とケア、 不妊相談や不妊夫婦へのケア、 低体重児及びその親のケ

ア、 思春期の性や親準備に関わる健康問題に関するケア、 更年期、 老年期の女性のケアなど、

病院内にとどまらず、 地域や職場などの幅広い場におけるケアの必要性が高くなっている。 そ

のような現象は、 これまでのように、 助産師のみの能力のみではなく、 看護師は勿論保健師の

基礎的な能力を有している助産師の有資格者や、 助産師の基礎能力を有する保健師の有資格者

等の高度な専門性を有している人材の必要性を示している。 そのような人材育成には、 大学に

おける看護師、 保健師、 助産師の統合カリキュラムで育成した人材が適しており、 そのために

統合カリキュラムにおいて未開発である助産師教育プログラムを開発する意義は大きい。 その

開発に当たっては、 近年大学教育制度にも規制緩和がなされてきていることから、 助産師教育

の多様化が進もうとしている。 たとえば、 専門職大学院、 大学院教育、 大学の専攻科などの開

設がわずかではあるが出現しはじめている。 それらの教育の創設の背景には、 助産師教育は看

護学の統合教育では困難である、 或いは不可能であるとの考えがあるようである。 しかし、 そ

れらの見解には、 必ずしも統合カリキュラムのメリットや創意工夫による改善への努力がなさ

れた結果とは言い難い。 これらの点からも看護学の統合カリキュラムにおける助産師教育カリ

キュラムの開発の意義は大きい。

現時点において確かに、 看護師、 保健師、 助産師の3 職種の統合カリキュラムを4年間の大

学教育において行うには、 実習施設の確保のみならず、 3 職種それぞれの専門性の育成に不可

欠な教育内容を所定の卒業単位に納める事に関わる課題や卒業生の受け皿である病院や診療所

他の関係者が助産師に期待する能力に関する課題など多くの課題がある。 そこで、 カリキュラ

ム開発についての実際の研究に取り組む前に、 それらの課題を克服するための要件などの準備
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調査を看護系大学において、 助産師教育を担っており、 カリキュラムの構築に関わり、 実習施

設や卒業生の受け入れ先などと密接な関係を有しているメンバーによる研究組織を編成して取

り組む必要があると思われることから企画調査として本研究に取り組んだ。 その企画調査の必

要性及び共同研究等の意義価値を次のように確認して研究組織を編成して取り組んだ。

1 ) 現在の看護系大学118校の全て、 看護師と保健師の統合カリキュラムであり、 助産師は

科目選択か コース選択で約1割未満の学生のみの受講が大半であるために、 全学生選択の統合

カリキュラムにするには、 現在、 助産師教育を含め或いは、 含めようとしている大学の教員を

メンバーとした共同研究による企画調査が必要である。

2)助産師教育を現在の看護系大学の統合カリキュラムにするには、全学生(1学年定員5 0か

ら1 0 0人)に学生1人あたり1 0例程度の分娩件数を実習において取り扱うこととする助産

師教育の指定規則の要件のハードルにどう対処するかとし、う課題への取組みのための準備調査

が必要である。 例えば、 卒業生の受け皿としての病院などの関係者に対する意見の聴取、 大学

にて教育を受けた助産師の新卒者の適応などに関する準備調査が必要であるc

3 ) 近年、 大学教育における助産師教育制度やカリキュラムが変化している国があり、 それら

の国の変化の背景やカリキュラムや社会の要請など準備調査は、 我が国の看護系大学における

統合カリキュラムへの助産師教育プログラム開発のためには、 重要である。

2. 研究目的

看護系大学の看護師・保健師の統合カリキュラムに助産師も含めた統合カリキュラムの開発

研究のための準備調査を行うことを目的とする。

3. 研究方法

研究課題を 3つに細分化し、その課題毎に次のように研究班を編成して、研究に取り組んだ。

1 ) 助産師教育を行っている大学、 短大、 専門学校のカリキュラムの検討を行い、 大学の統

合カリキュラムにおける助産師教育の特牲を明らかにする。

①看護学の看護師・保健師の統合カリキュラムの多様性、 及びその中における助産師教育プ

ログラムの現状などを既存資料(シラパス、 学生便覧、 報告書など) や関係者からの聞き取り

等により調査し、 統合カリキュラムにおける助産師教育プログラムの開発に必要な研究要件を

研究組織の観点から調査する。

2) 卒業生の受け入れ先の関係者が期待する大学卒業の助産師の能力、 とその適応課程や新人

教育プログラムなどの調査

①看護師、 保健師、 助産師の3職種の基礎的要素を備えた看護職の活動の場における、

社会的ニーズを近年の社会的問題(出生率の低さ、 思春期の性に関する問題、 妊産祷婦のスト

レスの増大、 不妊、 育児ストレスや虐待、 中高年女性の健康上の問題他) の実態とその解決策

を既存資料や関係者の聞き取りなどから探り、 3職種の統合カリキュラムにより育成される看

護職に期待される能力の傾向を把握する。

②カリキュラムの開発に不可欠である教育理念、目的、目標、 教育内容などの検討のために、

卒業生の卒業時の能力に対する社会の要請についての情報を得る方法論を特定するための準備

調査を行う。

③少子社会、 高齢社会によって、 保健医療制度が大きく変化する中で、 保健医療の現場にお
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ける看護系大学の卒業生の受け入れ先である病院や診療所、 地域の保健、 介護施設、 訪問看護

ステーションなどにおいて、 変化している大学卒の看護職に対する能力期待を調査するための

対象の特定やデータ収集の方法論の特定のために既存資料の分析や関係者の聞き取りなどの準

備調査を行う。

3 )開発するためのプログラムの基礎的要件の探索のための調査

①国外の大学における助産師教育プログラムを統合カリキュラムを実施している大

学とそうでない大学を対象に調査し、 それぞれの課題や調書、 特性を把握する。

4 . 結果の概要

看護の学士過程における統合カリキュラムの開発のための準備調査としてこの企画調査に取

り組んだ結果、 基礎資料となり得るデータを収集することが出来た。 さらに、 その過程におい

て、 統合カリキュラム開発のための組織化の準備を行うことができた。

1 )看護の学士過程における統合カリキュラム開発に向けての課題

( 1 )社会のニーズをどのようにカリキュラムに生かすか

周産期母子のケアについて

-助産師のコアコンビテンシーの明確化とそのレベル

母性のライフサイクルのケア能力の範囲とレベル

( 2 )実践能力育成のための方略

実践能力、 アセスメント、 計 画、 実践、 倫理、

( 3 )地域ケア、 家族ケアに関する能力の範囲とレベル

2)学士課程における教育と卒後臨床教育の連携のあり方

( 1 )卒後臨床研修と連携するか否かによるカリキュラムの内容の相違

( 2 )卒後臨床研修との連携のあり方によるカリキュラムの内容の相違

3 )現在の学士課程における統合カリキュラムの統合のありようにおけるカリキュラム運

営の相違と成果の相違、 それらの背景要因の分析

( 1 )統合カリキュラムと言われるカリキュラムに統合のレベルの差があるのではないか。

科目履修型、 コース選択型、 その他

( 2 )統合カリキュラムのメリットを最大限に生かす工夫

諸外国の助産師基礎教育の現状の分析の活用

4 )学士課程の統合カリキュラムにおける助産師教育プログラム開発組織

( 1 )研究チームの編成

( 2 )開発方略の選択

企画調査実施に取り組んだ1 年間にあミいても看護の学士課程教育を取り巻く情勢の変化や助

産師及び助産師教育を取り巻く情勢の変化が称してきている。 それらを視野に入れながら、 本

企画調査結果を活用して、 早急に統合カリキュラムにおける助産師教育プログラムの開発が必

要と思われる。
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第E章 我が 国 に おけ る 助 産 師教 育 カ リ キ ュ ラ ム の分析

1 . 第E章で明らかにすべき内容とその概要

我が国における看護系大学における助産師教育は、 近年、 専門職大学院や大学院修士課

程、 大学専攻科などにおいて1 年或いは 2 年をかけて行う大学が現れ始めているが、 助産

師教育を行っている大学8 9校のうち85校は統合カリキュラムで行っている。 しかし、

実際に助産師教育を担当している助産師資格の教員や他の専門領域の看護系教員の中から

統合カリキュラムにおける助産師教育の問題点や困難さが指摘する声が少なくはない。 し

かし、それらの声も明確なエピデンスがあるものはきわめて少ない。 そこで、この章では、

少子化が進み、 医療制度改革のなかで、 病院運 営に経営が優先され始め、 また、 産婦人科

医不足のなかで、 産科や産婦人科病棟の閉鎖が増加傾向にある今日、 助産師教育を行って

いる、 ①大学、 短大、 専門学校の各教育機関における教育をシラパス、 実習要項、 実習評

価表などの既存資料を基に、 教育科目や単位数、 教育内容、 実習目標、 を比較検討して、

大学の統合カリキュラムにおける助産師教育の特徴を明らかにする、 ②大学における助産

師教育について言及している文献を過去1 0年間検討して、 文献のなかで言及されている

看護系大学における問題状況を分析して、 統合カリキュラムにおける助産師教育の今後の

課題を明らかにする、 ことである。

2. 助産師教育 カ リ キュ ラ ム からの検討

1 ) 目的

助産師教育カリキュラムは看護師 等養成所の運 営に関する指導要領についての助産師教

育の基本的考え方、 留意点等のなかで、 基礎助産学6単位、 助産診断・技術学6単位、 地

域母子保健1単位、 助産管理1 単位、 助産学実習8単位の総 計22単位 720時間以上の講

義・実習が決められている。 近年、 急速に看護基礎教育の大学教育化が進むなかで、 短期

大学専攻科と助産師養成所は減少し、 それにかわって学士課程の中で統合カリキュラムに

よる助産師国家試験受験資格を得るための教育をおこなう大学が増加してきている。

このような背景の中、 ここでは各助産師養成所( 大学、 短期大学専攻科、 助産師学校)

別にその教育プログラムの現状を既存資料により分析することにより、 それぞれのメリッ

ト、 デメリットを明らかにするなかで、 統合カリキュラムにおける助産師教育プログラム

の特徴について考察する。

2 ) 方法

( 1 )分析対象とした既存資料は、シラバス提供の協力が得られた各助産師養成所( 大学、

短期大学専攻科、 助産師学校) のシラパスとした。

( 2 ) シラバスの内容を厚生労働省の助産師指定規則の①「助産師教育の基本的考え方、

留意点等」 と② 「教育内容と留意点( 助産師・看護師統合カリキュラム)J、 さらに ③「助

産師国家試験出題基準 」 に記載されている項目・内容を参考に分類した。

( 3 ) 分析は、 指定規則の 「基礎助産学J、「助産診断 ・技術学」、「地域母子保健J、「助産

管理」、「助産学実習j別に、 またf専門・教養」別、 「講義時期」別、「講義単位( 時間)J 

別、「担当教員の雇用形態J J3IJに各学校それぞれに整理した。
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3 ) 結果と考察

分析の対象校は、 大学5校(A校:私立、 B、 C、 D校:公立、 E校:国立大学法人)、

短期大学専攻科 3 校 (F校:国立大学法人、 G校:公立、 H校:私立)、 助産師専門学校

4校(1、 J、 L校:私立、 K校:公立) の合計12校である。

( 1 ) ブ常教育( 統合カリキュラム) における助産師教育カリキュラムの特徴

大学教育カリキュラム全体の組み立ての中で、 助産教育の指定規則の科目別にみると

「基礎助産学J はほとんどの大学において1年次から 2年次に教育されており、 人格形成

と生活行動、 家族援助論、 環境保健学、 生活機能論、 女性論など、 女性の生涯を心理、 生

活、 家族など多方面からとらえられるような科目立てになっている(表II-l、 表II-3 、

表II-4)。

また 「助産診断・技術学Jは、 助産師国家試験出題基準においてf女性の一生を通して

牲と生殖に関わる健康問題について、 相談・教育・援助技術の基礎的な能力を問う」が目

標に挙げられ、 小項目には コミュニケーションやカウンセリングなどが含まれている。 こ

れは大学教育の「教養科目Jである臨床心理学や コミュニケーション論などや「専門科目J

のカウンセリング概論などがまさに「助産診断・技術学j の内容に含まれ、 この科目自体

は専門科目であるが、 実際の教育は教養科目や関係科目でも教授されており、 実際の教育

内容が幅広いものとなっていることが考えられる(表II-1 )。

「地域母子保 健J はその技術のみならず、 グローパル社会と文化、 国際比較看護論、 文

化人類学などが統合カリキュラムとして考えられ、 《地域》のとらえ方が国内のみならず、

国外も意識した教育内容となっている。 それにより 地域母子保 健活動を圏内のみならず、

国際化に対応できる内容( 国際看護)となっており、 幅広い教養を身につけることにより、

教科内容に広がりと深まりがでて、「地域母子保健jを広く深く理解することができるよう

な組み立てになっている。

「助産管理jはこの科目名で助産師教育として教育している大学は今回の調査対象校で

は 5校中 2校みられ、 それぞれ1 単位(1 5時間)で、 残り3校は統合カリキュラムで行われ

ている(表II -5)。 読み替え科目の主なものは「看護管理Jでその科目に加え、 地域環境

論や経済学などの関連科目を統合したなかで教育されている。 それによって《管理》に関

して多方面から学べるカリキュラム内容となっている。 どの大学も「看護管理」は、 3 年

次後半から4年次にかけての履修であり、 看護のマネージメントに関する科目がほとんど

である。 これから考えると、 統合カリキュラムによる「助産管理Jは、 履修時期から考え

ても助産師教育が集中してはいる時期にその主たる 「看護管理Jがはいることによって、

思考の統合がしやすく、 助産師の活動分野を幅広く広い視野でみることができるように考

えられている (表II - 1 ) 。
「助産学実習Jは、 大学の平均は6単位(270時間) であり、 短期大学専攻科の9.7 単

位(435時間)、 専門学校の10.7 単位(480時間) と比較すると少ない(表II- 6)。 しかし

今回の調査対象校5校中 2校が継続ケースの実習も実施している。 ちなみに短期大学専攻

科は3校中 2校、 助産師専門学校は3校中 2校が継続ケースの実習をおこなっている。 こ

の結果から、 実習時間数の少なさがイ コール教育内容や実践的教育の低下とはいえない。

4 年間のカリキュラムをどのように作成するか、 その工夫と教育方法の検討が重要であり、
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実 習 の 質 の 向 上 に 影 響 を あ た え る 。

助 産 課 程 を 履修 す る 学 生 の た め の 選 択 授 業 開 始 時 期 は 、 3 年 前 期 が 1 校 、 3 年 後 期 が 3

校 、 4 年 前 期 が 1 校 ( 表 II - 1 ) と 3 年 後 期 から選 択科 目 と し て 開 始 す る 大 学 が も っ と も

多 い 。 こ れ は 看 護 師 教 育 の う え に 1 年 間 の 助 産 教 育 と い う 考 え 方 で は な く 、 4 年 間 の 統 合

カ リ キ ュ ラ ム の な か で の 助 産 教 育 を 考 え て い る 明 確 な 表 れ と 考 えられ る 。 こ の よ う に 統 合

カ リ キ ュ ラ ム で 、 入 学 し た 1 年 次 から助 産 関 連 の 科 目 が は い っ て い る こ と を 明 示 し な がら

意識化 さ せ て い く こ と も 重 要 で あ る 。 た と え ば C 大 学 はI年 次 前期 よ り 助 産 課 程 を 選択 す

る 学 生 に 対 し て必 ず 履 修 し な け れ ば な ら な い 選 択必修科 目 「 バ イ オ エ シ ッ ク ス j と 「人 体

構造機 能 学J を 定 め 、 さ ら に 2 年 次 前期 に は 「 健 康 教 育 論 J 、 「 人開発 達援 助 論」 、 2 年 次 後

期 に は 「 家族 援 助 論J、 3 年 次 後 期 に は 「 ベ リ ネ イ タ ル ケ ア j を 選択必修科 目 と し て い る 。

こ の よ う に 1 年 次 よ り 学 生 に 助 産 課 程 の 教 育 を 意識 さ せ る カ リ キ ュ ラ ム と な っ て い る ( 表

II - 1 ) 。 各大 学 カ リ キ ュ ラ ム の 組 み 立 て の工夫 を し な が ら質 の 高 い 助 産 教 育 を 組 み 立 て て

い る と い う の が 特 徴 で あ る 。

各 大 学 の 読み替 え 科 目 数 は 、 表 II - 2 に 示 す よ う に「基礎助 産 学 」 が圧倒的 に 多 く 、 専

門 科 目 で は 5 大 学 の 平均 16.6 科 目 、 教養 科 目 で は 2 .6 科 目 が 読み替 え 科 目 や 関 連 科 目 で あ

る 。 こ の よ う に 助 産 の 基礎 を 多 く の 科 目 で 統 合 的 に 系 統 的 に 学 習 す る こ と は 、 幅 広 い 基礎

ベ ー ス を 持 っ た 助 産 の学習 が で き る と 考 えられ る 。 こ の よ う に 幅広 い 基礎 ベ ー ス を も っ て

い る と い う こ と は 、 卒 業 後 、 助 産 師 と し て の 専 門 能 力 を 自 ら の 力 で 高 め 、 継続 ・ 発展 さ せ

る た め の 基礎 学 力 、 ク リ テ イ カ ル シ ン キ ン グ能 力 、 統 合 能 力 、 応用 能 力 を 学 習 で き る カ リ

キ ュ ラ ム に な っ て い る と 考 え られ る 。 た と え ば表 II - 4 で 示 し た よ う に 、 B 校 の 場 合 、 1

年 次 修 得 す べ き 2 6 単位 595 時 間 の う ち 、 基 礎 助 産 学 と の 統 合 カ リ キ ュ ラ ム 科 目 が 1 4 

単位 3 3 0 時 間 と 過 半数 を 占 め る 。 こ れ は 入 学 と 同 時 に 助 産 に 関 す る 基礎 的 な 知 識 の 習 得

が 開 始 さ れ 、 4 年 間 を 通 し て 広 い 知 識 を 蓄積 さ せ る こ と が で き る と 考 え られ る 。 こ の 得ら

れ た 知 識 の蓄積が 助 産 課 程 の 学 習 と ど の よ う に 結び つ い て い く の か 、 ま た そ の 知 識 を 応用

し 、 判 断 で き る 学 生 が 育成 さ れ て い る の か は 、 評 価 で 見て い く と こ ろ で あ る 。

以 上 み て き た よ う に 、 助 産 学 の 全 体 の 構成 や 組 み 立 て が、 1 年 次 から教育 内 容 に は い り 、

学年進 行 に し た が っ て 段階的 に 入 っ て お り 、 そ のほ と ん ど が 統 合 カ リ キ ュ ラ ム に よ っ て 組

み 立てられ て い る 。 ま た各科 目 は 助 産 に 関 す る 専 門 的 な 分野 に と ど ま らず、 教養 的 な 部分

も 含 め て 、 助 産 を 多方面 から幅 広 く と ら え る こ と の で き る 科 目 構成 と 科 目 の 組 み 立 て に な

っ て い る 。

( 2 ) 助 産 教 育 1 年 課 程 ( 専 攻 科 、 助 産 師 専 門 学 校 ) に お け る 助 産 師 教 育 カ リ キ ュ ラ ム の

特 徴

助 産 師 専 門 学 校 の 担当教員 は 表 II - 6 に 示 す よ う に 、 大 学 や 短 期 大 学 専 攻 科 に 比 べ て 、

専任 ・ 非 常勤 、 あ る い は 非 常勤 の み が 担当す る 場合 が 多 い 。 シ ラ パ ス を 詳細に み る と 、 専

門 学 校 の 付 属 機 関 や 実 習 病 院 先 で あ る 医療 機 関 の医師や助 産 師 が 授 業 を 担当 し て い る 場合

がほ と ん ど で あ る 。

助 産 課 程 選 択 の た め の 単 独科 目 の 平 均 単位 ・ 時 間 数 を 設 置 別 で み る と 、 各項 目 と も 短期

大 学 専 攻 科 、 助 産 師 専 門 学校 に 大 き な 差 は みられ な い 。 し か し 大 学 教 育 は 単位 数 ・ 時 間 数

と も に 短 期 大 学 専 攻 科 や 助 産 師 専 門 学 校 よ り も 少 な い 。 こ れ を 統 合 カ リ キ ュ ラ ム で ど の 程
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度読み替 え が で き て い る の か 、 上 述 し た よ う に 科 目 数 から は み る こ と が で き る が 、 実 際 の

時 間 数 な ど を 考 え た 量 的 ・ 質的 な も の に 関 し て は シ ラ パ ス だ け から で は 今 回 判 断 で き な か

っ た ( 表 II - 6 ) 。 今 回 、 時 間 割 ま で は 比 較 で き て い な い た め 、 実 際 の カ リ キ ュ ラ ム 運用 に

関 し て 定 か で は な い 部分が あ る 。 た と え ば 1 年課 程 の 場 合 、 4 月 の ス タ ー ト の 時点 で 、 い

く つ か の 看 護 学 校 から入学 し て き た 学 生 の 教 育 レ ベ ル を 調整 す る 時 間 や 学 生 が も っ て い る

知 識 ・ 思 考 過 程 の 理解 や 調整 に 多 く の 時 間 を 要 す る と い う こ と な ど で あ る 。

一 方 、 1 年課 程 は 1 年 間 、 助 産 に 関 す る 学 習 の み に 焦 点 が あ て られ る た め 、 集 中 し て で

き る と い う 利点 も あ る 。

ど ち ら に し て も 卒 業 時点 に お け る 1年課程 の 助 産 師 養 成 課 程 と 大 学 教 育 に お い て 、 ど う

い う 能 力 の 習 得 と そ の レ ベ ル の詳細 を で き る かぎ り 明 ら か に し て お く 必要性 が あ る と 考 え

る 。

教員 の勤務形態 ( 専任 、 専任 ・ 非 常勤 、 非 常勤 ) は 、 表 II - 6 に 示 す よ う に 、 専任 の 教

員 が 担当す る 割 合 が 、 大 学 は 単位 が 75 .8%、 時 間 数 85 .7% で あ り 、 短期 大 学 専 攻 科 は 単位

が 65 . 0% 、 時 間 数 は 7 1 . 9 % を 占 め 、 助 産 師 専 門 学校 に お い て は 単位 2 1 . 3%、 時 間 数 33 .5%

と 、 大 学 と 短 期 大 学 専 攻 科 は 専任 の 教 員 の 占 め る 割 合 が 多 い が 、 専 門 学校 は 専任 の 教員 の

占 め る 割 合 が 少 な く 、 逆 に 専任 ・ 非 常勤 の 割 合 が 40% と 大 学 と は逆の 結 果で あ っ た 。 専任

の 教員 が主 に 教 育 に あ た る と い う こ と は 、 学 生 の 理解 度 が 把握 で き 、 教員聞 の 調 整 も ス ム

ー ズ に 行 え る と い う 利点 が あ る と 考 え られ る 。 し か し 、 非 常勤講 師 に よ る 教 育 は 、 そ の分

野 の 第 1入者 が 授 業 を 担当 し て い る 場 合や付 属医療機 関 の医 師や 助 産 師 等 が 担当 し て い る

場 合 な ど 、 そ れ を 担当 し て も ら う 理 由 は い ろ い ろ 考 え られ る 。 し た が っ て 一概 に 専任 と 非

常勤 の 比 率 の み で 、 教 育 の質 を み る こ と は 難 し い。

3. 助 産技術教育 に関す る 検討一実習評価表をもとに-

分析 と し た 実 習 要 項 お よ び評 価 に つ い て は各養 成所 ( 大 学 ・ 短 期 大 学 専 攻 科・専 門 学校 )

に 調 査 目 的 を 説 明 し 、 承諾 の も と に 収集 し た c

1 ) 実 習 に 関 す る 分析概要

分析 を 行 っ た 養 成所は 大 学 3 校 ( そ れ ぞ れ C 、 E 、 L 校 と す る ) 、 短 期 大 学 専 攻 科 2 校 ( F 、

G 校 と す る ) 、 専 門 学校 2 校 (K、 J 校 と す る ) で あ る 。

分析 は各養所で 行 っ て い る 実 習 科 目 の 実 習 目 標 ( 表 皿 1 ，  2 ，  3 ，  4 ，  5， 6 ，  7) 
お よ び実 習 評 価 に つ い て 比 較 検 討分析 し た 。 実 習 要 項 から記述 さ れ て い る 実 習 目 標 を 資料

( 表 皿- 8) の よ う に 整 理 し 、 そ の 特 徴 を 検 討 し た 。 ま た 、 実 習 評 価 に つ い て は 2004 年

度 に厚生 労 働 省 が 示 し た 『 新 人 看 護 職 員 研 修到達 目 標』の「 助 産 技 術 に つ い て の 到達 目 標j

を ツ ー ル と し て 、 各養 成 所 の 実習 評 価 から到達 内 容 を 記 述 し て い る 項 目 、 一部記述 し て い

る 項目、 読み 取 れ な い 項 目 に つ い て 覧表 ( 表 皿 - 9) と し て 検討 ・ 比 較 し た。

2 ) 実 習 対 象

実習 は 、 大 学 C 、 E の 2 校 は 周 産 期 ( 妊 産 樗 婦 ・ 新 生 児 、 家 族 ) を 中 心 に 家 庭 訪 問 を 含

む 実 習 が 展 開 さ れ て い る 。 L 校 は 周 産 期 を 含 め 低 出 生 体 重 児 、 女性 の各 ラ イ フ ス テ ー ジ を

対象 と し て い る 。 短期 大 学 専 攻 科 F 校 は 周 産 期 ( 妊 産 樽 婦 ・ 新 生 児 ) 助 産管理 、 婦 人 科 疾
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患 お よ び不 妊 女性 を 対 象 に 、 G 校 は 周 産期 ( 妊 産婦婦 ・ 新 生 児 、 家 族 ) 、 ハイ リ ス ク 新 生

児 、 助 産 管 理 、 保健セ ン タ ー の 母 子 保 健 活 動 、 助 産 院 で あ っ た 。 専 門 学校 K で は 、 周 産 期

( 妊 産 樗 婦 ・ 新 生 児 ・ 家 族 ) お よ び助 産 管 理 、 地 域 の 母 子 を 対象 に 実 習 し て い る 。

3 ) 実 習 目 標

( 1 ) 大 学 の 実 習 目 標 と 評 価 の 特徴

大 学教 育 に お け る 助 産 学 科 目 は 、 読み替 え 科 目 と し て 履 修 さ せ て い る こ と が あ る こ と は

前章 で 述 べ た と お り で あ る が 、 実 習 内 容 も 同 様 の 考 え 方 で 目 標が 設 定 さ れ て い る 傾 向 に あ

る 。

C 校 、 E 校 の 目 標 は 周 産 期 に お け る 妊 産 樽 婦 ・ 新 生 児 の 助 産診 断過 程 ( ア セ ス メ ン ト ・

診 断 ・ 判 断 ・ 予 測 ・ ケ ア な ど ) の 展 開 を 中 心 と し 、 実 習 が 行 わ れ て い る 。 助 産 過 程 の 展 開

に 含 ま れ る が 「 ケ ア 技 術 J は ケ ア の 受 け 手 の ニ ー ズ ・ 期 待 ・ 考 え を 受 容 し 、 家族 を 含 め た

視点から実施 で き る よ う に な る こ と を 目 標 と し て 提 示 し て い る 。 つ ま り 、 身 体 的 変 化 の み

ならず 心 理 的 ケ ア を も 視 野 に 入 れ た 目 標 を 設 定 し て い る と い え る 。 加 え て 、 助 産 師 の責務

と し て 、 業 務 範 囲 ・ 法 的責任 お よ び ケ ア の 受 け 手 の 生 命 を 尊 重 し 、 権利 を 擁 護 す る 倫 理 的

視 野 を 培 う こ と も 目 標 と し て い る 。 さ ら に L 校 で は 周 産 期 に あ る 妊 産 祷 婦 ・ 新 生 児 を 対 象

と し た 実 習 を カ リ キ ュ ラ ム に 取 り 入れ 、 ハイ リ ス ク 新 生 児 お よ び女 性 の ラ イ フ サ イ ク ル 各

期 に お け る 女性 の 健康 問 題 に つ い て の 理解 を 深 め る こ と を 目 標 と し て い る 。 周 産 期 に お け

る 目 標の 到 達 レ ベ ル は 精神 運動 領 域 と し て の レ ベ ル 、 ハイ リ ス ク 新 生 児 や 女 性 の ラ イ フ サ

イ ク ル 実 習 に つ い て は 認 知 領域 の レ ベ ル で あ り 、 技 術 方 法 論 や 手 順 に は 重点 を お い て い な

大 学 に お い て は 「 助 産 管 理 j 、 「 地 域 母 子 保健j に 関 連 す る 実 習 科 目 は 地 域 実 習 や 看 護 管

理 実 習 と し て 開 講 し て い る 。 ま た 、 臨 地 実 習 ( 助 産 学 実 習 ) 内 で 母 子 の 家庭 訪 問 を 行 っ て

お り 、 地 域 へ の 継続 し た 看 護 の 提供 や 業 務 範 囲 ・ 責務 を 自 覚 し た 行 動 が と れ る 情意 領 域 レ

ベ ル を 目 標 と し て い る 。

大 学 に お け る 実 習 評 価 は 、 新 人 看 護 職 員 研 修 到 達 目 標 「 助 産 技術 に つ い て の 到 達 目 標 ( 表

2 - 2 )  J の 内 容 が 複数項 目 で あ る た め 、 そ の 目 標の 全 て が 評価 さ れ て い な い こ と に よ り「一

部 、 表 現 不 足 で あ る が 読み 取 れ る と し て い る 項 目 が 多 い 。 E 大 学 で は 評 価 項 目 が 妊 娠 期 ・

分娩期 お よ び新 生 児 で 設 定 さ れ 、 産 樽 期 に つ い て は読み替え と し て 行 わ れ 、 個人面接 に よ

る 指 導 で補 わ れ て い る 。 L 大 学 は 評 価 表 の 入 手 が で き な か っ た た め に 技術評 価 から は 除外

し た 。

( 2 ) 短 期 大 学専 攻 科 に お け る 実 習 目 標 と 評 価 の 特 徴

短 期 大 学専攻 科 の 実 習 一 般 目 標は 周 産 期 の 助 産 診 断 ( 健 康 診 査 ) や保健指 導 が 「 理 解 で

き る j と し て 、 認 知 領 域レベ ル の 達成 目 標が 多 く 、 G 校 は 行 動 目 標 と し て 到 達 レ ベ ル を 精

神運動 領 域 の レ ベ ル で 示 し て い る 。 F 校 は コ ー ド 目 標 も 認 知 レ ベ ル と し 、 精神運動 領 域 で

の 到 達 目 標 は 妊 婦 ・ 産 婦 ・ 樽婦 ・ 新 生 児 の 健康診 査 の 正 常 か否か が 判 断 で き る と し て い る 。

心 理 的 援助 に 関 す る 目 標表 現 の な い 養 成所も あ り 、 倫 理 に 関 す る 目 標 は 見 あ た ら な い 。

G 短期 大 学 専攻 科 で は 周 産 期 と ハイ リ ス ク 児 ・ 地 域 ( 行 政 ) ・ 助 産 管 理 を 目 標 と し 、 F

短期 大 学 専 攻 科 で は 周 産 期 と 生 殖 に 関 わ る 女 性 疾 患 の 実 習 目 標 を 設 定 し 、 そ れ ぞ れ養 成所
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の 個別 性 が 現 れ て い る 。 F 校 の コ ー ド 目 標 で は 業 務 の流 れ 、)1買序な ど 方 法論 に 重 き を お い

て い る 小項 向 に あ る 。

G 校 は 、 産 祷期 の 技術 評 価 は 正 常樽婦 の 助 産 過 程 お よ び母親役割 へ の 援 助 が 行 わ れ て い

る 。 ま た 、 G .F 校 と も 証 明 書 や 母 子 健 康 手帳、 助 産 録 の 記載 に つ い て は 評 価 し て い な い 。

( 3 ) 専 門 学校 に お け る 実 習 目 標 と 評 価 の 特 徴

K 校 は 平成 2 年 度 に 改 訂 さ れ た 保健 師 助 産 師看 護 師 学 校 養 成 所 指 定 規 則 に 基づ く 科 目 と

し て の 実 習 科 目 名 で 開 講 さ れ て い る 傾 向 に あ る 。 K 校 は 実 習 目 標 に 続 く コ ー ド 目 標 は な く 、

実 習 場所 別 の 行 動 目 標 と し て 表 現 し て い る 。 実 習 目 標 は 助 産過 程 の 展 開 ( 生活 援 助 と 健康

教 育 ) 、 分娩 介 助 お よ び周 産期 の ケ ア ・ 技 術 な ど 到達 レ ベ ル を 精神運動領 域 と し て い る 。 ま

た 、 助 産 師 の 役 割 ・ 責務 は 認 知 レ ベ ル を 目 標 と し て い る 。 さ ら に 精神 ・ 心 理 の 診 断 が で き

る こ と を 目 標 に し て い る も の の 、 心 理 ケ ア の 実施 に つ い て の 目 標表 現 は な く 、 J 校 は 心 理

の 診 断 ・ ケ ア や 倫 理 に 関 す る 目 標が 見 あ た ら な い 。 ま た 、 J 校 は コ ー ド 目 標 が な い た め に

実 習 目 標が 大 き な 表 現 に な っ て い る 。 そ の 反映 と し て 評 価 項 目 は 少 な く 、 新 人 看 護 職 員 研

修到達 目 標一助 産 技 術 に つ い て の 到達 目 標 の 2 9 項 目 と 比 較 す る と 7 項 目 と 少 な い 。 分娩

期 は 診 断 や 予 測 、 ケ ア の 視点 で の 評 価 で は な く 、 分娩 介助 の 方 法 や 手 順 と し て の 評 価 で あ

っ た 。 ま た 、 J 校 で 産者辱期 の 「 正 常 祷婦 の 健康 診 断 と 経過 診 断 」 の 評 価 が さ れ て い る の み

で 、 両 校 と も 指 導 ( 育児 ・ 退 院 指 導 ) に 関 す る 評 価 は み あ たら な か っ た 。

( 4 ) 各養 成 所 の 実 習 目 標 と 評価 項 目 の 一致

教育 目 標 と 評 価 は 表裏一 体 の 関 係 に あ る こ と は い う ま で も な い 。 目 標 は 教 育 の 方 向 性 を

定 め 、 評 価 は そ の 目 標 に ど の 程 度 到達 し て い る か を 測 定 す る も の で あ る 。 そ こ で 、 新 人看

護職員 研修到達 目 標一助 産 技術 に つ い て の 到達 目 標 (厚生 労働省 2004) の 項 目 に 従 っ て各

校 の 実 習 目 標比 較 表 と 実 習 評 価 比 較 表 から各大 学 ・ 短 期 大 学 ・ 専 門 学校 の 評価 の 傾 向 を 分

析 し た 。

① 目 標 と し て の 記 載 が あ る が 評価 し て い な い 技 術

大学 E 校 は 評 価 の な い 技 術 と し て 「 新 生 児 の 正 常 と 異 常 の 判 断 J I正 常持婦 ・ 新 生 児 の

健康診査 と 経 過 診 断 J I母親役 割 へ の 援 助 J I 育 児 指 導 J I祷婦 の 退 院 指 導 J な ど 6 項 目 で

あ る 。

短 期 大 学 専 攻 科 G 校 は 「破水 の 診 断J I分娩 進 行促進 へ の 援助 J I妊娠 期 ・ 分娩 期 の 異 常

へ の 援 助 J I新 生 児 期 の 異 常 へ の 援助J I 正 常持婦 の 健 康診査 と 経過 診 断 J I 育 児 指 導 J I産

樗期 の 異 常 へ の 援 助 j な ど 7 項 目 で あ る 。 F 校 は 「 破水 の 診 断 J I妊娠 期 ・ 分娩 期 の 異 常 へ

の 援 助 J I新 生 児 の 正 常 と 異 常 の 判 断 J r林裕J r 産 樽 期 の 異 常 へ の 援 助 J r証 明 書類 の 記載

な ど j な ど 8 項 目 で あ る 。

専 門 学 校 J 校 は 「 内 診 技 術 J 、 「分娩 1 期�4 期 の 経 過 診 断 j 、 「破水 の 診 断 J 、 「 産 痛 緩和

ケ ア J 、 「 育 児 指 導入 「 産祷 期 の 異 常 へ の 援 助j、 「 育 児 指 導 」 、 「 産 樽期 の 異 常 へ の 援 助 j 、 「妊

娠 期 ・ 分娩 期 の 異 常 へ の 援 助 J I 育 児 指 導j、 「 産縛期 の 異 常 へ の 援 助 J な ど 8 項目、 K 校

は 「 正 常 妊 婦 の 健 康診 査 と 経 過 診 断 、 助 言 」 、 「 分娩 進 行 促進 へ の 援 助 」 、 f正 常 祷 婦 ・ 新 生

児 の 健康診査 と 経過 診 断 」 、 「 育 児 指 導 J 、 「 産碍期 の 異 常 へ の 援 助 j 、 「 助 産 録 の 記 載」 な ど

7 項 目 で あ っ た c
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② 目 標 と し て の 記 載 の な い 技 術 評 価

大 学 C 校 は 目 標 と し て の 記 載 は な い が 「 妊 娠 ・ 分娩 ・ 産 祷期 に お け る 異 常 へ の 援 助 J な

ど 2 項 目 で 部 分 的 に 評価 を し て い る 。 E 校 は 「 助 産 録 の 記 載 J で あ っ た 。

短期 大 学 専 攻 科 G 校 は 「 心 理 的 援 助 ( ドゥ ラ ー効果 、 妊 産 婦 へ の 主 体 的 姿勢 へ の 援助 な

ど ) J の 1 項 目 で あ る 。 F 校 は な い 。

専 門 学校 J 校 も な く 、 K 校 は 「 分 娩 開 始 の 診 断J 、 「 心 理 的 援 助 j 、 「 新 生 児 の 正 常 と 異 常

の 判 断J 、 「 新 生 児 期 の 異 常 へ の 援 助 」 、 「 新 生 児 の 処置 」 な ど 6 項 目 で あ る 。

4 ) 考 察

学 士 課程 に お け る 助 産 師教 育 の 問 題 指 摘 は 多 い。 「 技 術 の 取得 が 十 分 に 期 待 で き な しリ、

「 ゆ と り の な い 教 育 で あ る J 、 「 周 産 期 以外 の ケ ア ( 思春期 ・ 更 年 期 ・ 不 妊 女性 な ど ) の 力

量 が 修 得 さ れ な しリ、 「 教 育 内 容 の質 の 低 下 」 な ど が あ る 。 C 大 学 で も 周 産 期 以外 の 対 象 に

つ い て の 実 習 は な い た め 、 そ の 実践 が 不 十 分 で は あ る 。 し か し な が ら 「 健 康 教 育 」 、 「 地 域

統 合 実 習 j で 得 ら れ た 知 識 ・ 技術 を リ ソー ス と し て 活 用 で き る 基礎 作 り の 教 育 を し て い る 。

卒後 そ れ ら を 活 用 し 、 実 践 し て い く 能 力 を 持っ と 考 え る 。 一方 、 1 年 課程 で あ る 短期 大 学

専 攻 科 G 校 ・ F 校 の 実 習 目 標 か ら 見 る と 、 地 域 母 子 保 健 実 習 で 思春期 ・ 更 年 期 ・ 不 妊 女性

な ど の 一 部 の 実 習 で あ る と 推 察 で き る 。 ま た 目 標表 現 も 「 理 解 で き る j で あ り 、 ケ ア の 到

達 目 標 と し て 考 え る と 、 ケ ア の 修得 ( 能 力 獲 得 ) を 教 育 目 標 に し て い る と は 言 い が た い 。

看護 専 門 職 ( 助 産 師 ) と し て の 自 覚 と 責任 あ る 行動 は 、 看護 倫 理 に 基づ く 行 動 で あ る こ

と は い う ま で も な い 。 看 護 倫 理 に 基づ く 行 動 ( ケ ア の 提 供) は 看 護 の質 を 高 め る こ と に な

る 。 大 学 の 実 習 目 標 に は看護 倫 理 に 関 す る こ と が 表 現 さ れ て い る 。 つ ま り 、 助 産 師 の 業 務

範 囲 、 助 産 師 の 役 割 に 基づ く 責務 の み な ら ず 、 人 権 を 擁護す る 視点 を も っ て 教育 し て い る

と い え る 。

各養 成校 の 実 習 目 標 と 実 習 評 価 の 比 較 は 結 果 で 述 べ た と お り 、 目 標 と し な が ら 評価 を し

て い な い 項 目 が 見 ら れ た 。 そ れ は 、 実 習 は し た も の の 、 そ の 修 得 に 関 し て 到 達 し た も の を

測 定せ ず 、 体 験 に 終 わ ら せ て い る 実 習 内 容 が あ る と い う こ と に な る 。 教 育 は よ り 多 く 体 験

すれ ば い い 、 時 間 を 多 く 費 や せ ば 到 達 レ ベ ル が 高 く な る と い う も の で は な く 、 目 的 的 に 実

習 内 容 を 設 定 す る こ と が 必要 で あ る 。

5 ) ま と め

各養 成所の 個別 性 が み ら れ る が 、

① 学 士 課 程 の 教 育 は ア セ ス メ ン ト ・ 診 断 ( 判 断) ・ 予 測 ・ ケ ア 、 責務 、 倫 理 的 側面の 目

標 を 設 定 し 、 方 法 論 、 手順 に は 重 き を お い て い な い 傾 向 に あ る 。

② 短 期 大 学 専 攻 科 の 実 習 目 標 は 認知 レ ベ ル の 目 標表現 が さ れ て お り 、 業 務 の 流れ 、 方

法 論 と し て の 目 標 が あ る 。 看 護 倫理 と し て の 目 標 は な い。

③ 専 門 学校 は コ ー ド 目 標 が な く 、 実 習 場所別 に よ る 目 標 と し て 記 述 し て い る 傾 向 に あ

る 。

④ 1 年 課 程 の 養 成所は 実習 目 標 と し て の 記 載 が あ る が 評 価 し て い な い 技 術 が 学 士 課程

に 比 べ 多 い 傾 向 に あ っ た 。
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終 わ り に

助 産 師 教 育 目 標お よ び 評 価 を 概観 し て 、 学 生 の 知識 ・ 技 術 ・ 態 度 の 到 達 目 標 を ど こ に 定

め る か 、 そ の た め の 目 標の 設 定 、 さ ら に は 実 習 内 容 の 厳選 と 目 標 に 基づ い た 評 価 を 行 う こ

と で 、 よ り 短 期 間 で 学 習効果の あ る 実 習 が で き る と 考 え る 。

(注) 調 査 は 助 産 師 の 教 育 形 態 ( 大 学 4 年 間 で 選 択 履 修 、 短 期 大 学 専 攻 科 の 1 年 間 で 履

修 、 専 門 学校 の 1 年 間 で 履 修 ) と い う 違 い に よ る 分析 で あ る が 、 そ れ ぞ れ 3 校 ま た は 2校

と い っ た 少 数 の 比 較 で あ る た め そ れ ぞ れ の 教 育 形 態 を 代表す る も の で は な い 。 ま た 、 入 手

し て い な い 他 の 実 習 目 標 ・ 評 価 表 が あ る か も し れ な い 。 今 後 、 さ ら に 多 く の 多様 な 養 成所

の 実 習 に 関 す る 詳細な 調 査 が 必要 で あ る と 考 え る 。

4 .  4年制看護系大学助産師教育に関する見解に関する文献検討(過去10年)

1 ) 目 的

4 年 制 看護 系 大 学 に お け る 助 産 師 教 育 に 関 し て 、 過 去 1 0 年 間 ど の よ う な こ と が 研究 さ

れ て い る の か 、 ど の よ う な 立 場 から ど の よ う な 根拠 に 基づ き ど の よ う な 見解 が 出 さ れ て い

る の か を 明 ら か に す る こ と に よ り 、 今 後 の 研究課題 を 明 確 化 す る 。

2 ) 方 法

医学 中 央雑 誌 の WEB 版検索ソ フ ト を 用 い て 、 1995 年以降の 文献 を 「 助 産 師 教 育J r 大

学 教 育 」 と い う Keyword で 検索 し た 。 そ れら を す べ て 取 り 寄せ て 、 内 容 を 確認 し 、 目 的

に 整 合 し た 文献 を 抽 出 し た 。 抽 出 さ れ た 文献 を 精読 し 、 そ こ で 述 べられ て い る ① 大 学 教 育

の メ リ ッ ト や デ メ リ ッ ト 、 ② 研究結 果 の 信 頼性や妥当性 の 検 討 、 結 論 ・ 考 察 が 研究結 果に

基づい た も の か ど う か 、 述 べられ て い る 見解 が ど の よ う な 根 拠 に 基づ い て い る の か に つ い

て分析 し た 。

3 ) 結 果 ・ 考 察

( 1 ) 対 象 文献 に つ い て の 概要

検索で き た 文献 は 、 50 件で あ り 、 そ の う ち 15 文献1)� 15) を 抽 出 し た 。 ま た 、 抽 出 さ れ た

文献の 引 用 文献 を 確認 し 、 そ の 中 から 目 的 に 整 合 し た 2 文献 16)， 17) を 抽 出 し た 。 分析 対象

と な っ た 文献 は 1 7 文献で あった 。

17 文献の筆頭著者 は 1 文献 を 除 き 、 助 産 師 教 育 の 担当者 で あ っ た 。 そ の う ち 、 4 年制 看

護 系 大 学 に お け る 助 産 師 教 育 の 担当者 に よ る 執筆 は 8 文献 で あ り、 2 文献 は 助 産 師 教 育 関

係機 関 の 研究 プ ロ ジェ ク ト に よ る も の で あ っ た 。

( 2 )  4 年制 大 学 に お け る 助 産 師 教育 に つ い て の 見 解 と 批評

17 文献 に み る 助 産 師教 育 に つ い て の 見解 に つ い て そ の ほ と ん ど は 、 研究的根拠 が不確 か

な も の で あ り 、 筆者 自 身 の 助 産 師 教 育 の 経 験 に よ る 見 解 、 あ る い は 、 助 産 学 専攻 科( 1 年)

の 教 育 課 程 や欧米 の 助 産 師 教 育 課 程 と 、 教 育 時 間 数や 取り扱い分娩 件 数 な ど を 単 純 に 比 較

し た も の で あ っ た 。 見 解 の 根拠 と な っ た 調 査 は 、 ①看護 系 大 学 に お け る 助 産 師 教 育 の 実態

調 査 報 告 書 1旬、 ② 「 看 護 系 大 学 に お け る 助 産 婦 教 育 に 関 す る 調 査j結 果報 告 17) 、 ③ 助 産

婦 の ケ ア 能 力 の 現状 と 課 題 ( 第 1 報 )一勤 労 助 産 婦 が 考 え る ケ ア 能 力 習 得 内 容 の 目 安 と

ーi可i



時期 18)の 3 文 献 が 主 な も の で あ っ た 。 そ の 他 、 平成 3 年 全 国 助 産 婦 教 育 協 議 会 の 調査 結

果19)、 平 成 7 年 に 行 わ れ た 全 国 助 産 婦 教 育 協 議 会 シ ン ポ ジ ウ ム 「 徹底討論会一助 産 婦 教 育

制 度 を 問うJ に お け る 見解 の 引 用 が 認 められ た 。 しかし、 こ れら根拠 と な っ た 文 献 に は 、

原著論 文 、 学 術 誌 に投稿 さ れ た 調 査 報 告 は 含 ま れ て い な か っ た 。

4 年制 大 学 に お け る 助 産 師 教 育 に つ い て の 見 解 は 、 4 年 制 大 学 で 助 産 師 教 育 を 担当し て

い る 教員 と し て の 意 見主、 そ れ 以外 の 教 育機 関 で 助 産 師 教 育 を 担当し て い る 教員の 意 見 が

認 められ た 。 4 年 制 大 学 に お け る 助 産 師 教 育 に つ い て の メ リ ッ ト よ り 、 デ メ リ ッ ト を 述 べ

て い る 文 献 が 多 く 認 められ た が 、 そ れら のほ と ん ど は 経 験 的 あ る い は観念 的 な 見解 で あ り 、

そ の 見 解 を 支 持 す る よ う な 研 究 成 果 は 認 め られ な か っ た 。 ま た 、 4 年 制 大 学 に お け る 助 産

師 教 育 と 専 門 学校・短大専攻 科 の 助 産 師教 育 を 比 較し た 研 究 も 認 め られ な か っ た。 さ らに 、

調 査 結 果 を 考 察 す る 際 に筆者 自 身 の 価 値観 に 基づ き 解 釈 さ れ て い る も の も 認 められ た 。

①4 年制 大 学 に お け る 助 産 師 教 育 の メ リ ッ ト

4 年 制 大 学 に お け る 助 産 師 教 育 の メ リ ッ ト と し て 以 下 の 6 つ が 認 められ た 。

a.多様 な 資 格 取 得 希望者 の ニ ー ズ に 答 えられ る 1)。

b .学 士 で 資 格 取得 が 可 能 で あ る 1)。

C.基 礎 看 護 教育 の 中 で 、 体 系 的 に 看 護 を 学 習 し な が ら資 格 が 取 得 で き る 1)。

d .助 産 学実 習 指 導 に 専念 で き る 教員 が 存 在 す る 16)。

e . 基 礎 教養 科 目 が 充 実して い る 16)。

f.助 産 師 学 生 が 大 学 院 生 と 接 す る 機 会 が あ る 6)。

助 産 学実 習 指 導 に 専念 で き る 教員 が い る と い う メ リ ッ ト d に つ い て は 、 看護系 大 学 に お

け る 助 産 師 教 育 の 実 態 調 査 報 告 書16) に よ る と 、 助 産 学 実 習 指 導 に 専念 で き る 教員が 「 い る J

の は 2 7 校 ( 7 9 . 4%)、 「 し 、 な しリの は 7 校 ( 2 0.6%) で あ り 、 多 く の 大 学 は 実 習 指 導 に 専念 で き

る 教員 が 数 名 存 在 す る と 報 告 さ れ て い た 。 こ の 見解 は 、 回 答し た 63 大 学(70 .8%) 中 卒業 生

を 出 し て い る 大 学 は 26 校 で あ る と い う 背 景 に 基づ く 結 果で あ る 。 実 習 時 期 が 4 年 次 で あ

る と す る なら ば 、 ま だ助 産 実 習 に 従 事 す る た め の 助 手 が雇用 さ れ て い な い た め に 、 助 産 学

実 習 に 専念 で き る 教員が九、 な しリ と 回 答 さ れ た 可 能性 も 考 えられ る 。

基礎教養 科 目 が 充 実して い る と い う メ リ ッ ト e に つ い て は 、 大 学 教 育 の 中 に は 、 基礎教

養 科 目 が 充 実し て お り 、 基礎 教 育 に は恵 ま れ て い る と し 、 助 産 学 は 時 間 的 制 約 を 受 け て コ

ア と す る と こ ろ を 明 確 す る こ と に よ り 、 卒 業 時 に 統 合 で き る 16) と い う 方針 に つ い て も 述

べられ て い た 。

助 産 師 学 生 が 大 学 院 生 と 接 す る 機 会 が あ る と い う メ リ ッ ト f に つ い て は 、 「 助 産 師 課 程 の

学 生 が 大 学 院 生 と 接 触 す る 機 会 は 、 実 習 ・ 演 習 で の 指 導 や・・・ さ ま ざ ま で あ る 。 学 部 学 生 に

と っ て は 、 将 来 の 進路の 可 能 性 に 出 会 う 機 会 で あ り 、 豊か な リ ソ ー ス と な っ て い る 。 j 仰

と 述 べられ て い た 。

②4 年 制 大 学 に お け る 助 産 師 教 育 の デ メ リ ッ ト

4 年 制 大 学 に お け る 助 産 師 教 育 の デ メ リ ッ ト は 、 12 認 められ た 。

a .助 産 技 術 の 習 得 が 助 産 学 専 攻 科 ( 1 年 間 ) の よ う に 十分期 待 で き な い1)，15)。
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b.夏休み の 実 習 も 必要 と な る ( ゆ と り の な い 教 育 )1)， 5)， 16) と い う 過 密 な カ リ キ ュ ラ ム と な

る 。

C.詰 め 込 み式 の カ リ キ ュ ラ ム で は 、 助 産 学 の 専 門 性 を 伝 え た り 、 学 ん だ り す る こ と が 難 し

く 、 専 門 職 の 力 を 弱 め る 可 能性 が あ る 2)。

d . 教 育 内 容 の 低 下 は 、 専 門 職 の パワー 不 足 を 招 き 、 助 産 師 と 産 科 で働 く 看 護 師 の 特 徴 に 差

が な く な る 2)。

e .各大 学 の 助 産 師課 程 の 定員 に 制 限 が あ り 、 多 く の 助 産 師 を 養 成 で き な い1).3)， 7)， 20)。

f.助 産 師課 程 を 持 っ て い な い 4 年 制 大 学 の 学 生 が 、 助 産 師 の 資 格 を 取 得 す る た め に は再度

学 部 に 編入 し な け れ ば な ら な い2)。

g.4 年 制 大 学 に お け る 助 産 師養 成 数 に 限 界 が あ る 3)，12)。

h.助 産 師職 の 専 門 性 を 発揮す る た め に は 、 4 年 間 の 看 護 基礎 教 育 の な か に 助 産 師 教 育 を 包

含 す る と い う 教 育 方 法 は 、 限 界 に き て い る 問。

1. 地 域 母 子 保健 に よ る ニ ー ズ が 多様 化 す る 中 で 、 従 来 の 助 産 師 教 育 よ り も 幅 広 く 、 深 い 知

識 と 技能 を も っ助 産 師 、 す な わ ち 、 修 士 課程 に お け る 助 産 師教 育 を 期 待 し た い と い う 潜 在

的 ニ ー ズ が あ る 11)。

J.助 産 業務 の 中 核 と な る ケ ア 能力 を 養 成 す る こ と は 、 4 年 間 と い う 助 産 師 基 礎 教 育 の 教 育 期

間 の 中 で は 、 無理 が 生 じ て い る 19)

k .現状の 6 か 月 以 上 の 助 産 師 教 育 期 間 で は 助 産 師 の 定義 に あ る 基本 は 習 得 で き な い19)。

1.更 年 期 、 思春期 、 不 妊 の 女性 な ど 、 妊 産樽 婦 以外 の ケ ア に つ い て の 力 量 が 身 に つ い て い

な い6).16)。

m.4 年 制 大 学 教 育 に お け る 助 産 実 習 で は 、 分 娩 介 助 1 0 例 を 行 え な い7)。

n.看護 師 の 国 家 資 格 を も っ て い な い者 が 助 産 学 実 習 を 行 う 問 題点 が 存 在 す る 6)。

O.修 業 期 間 が 短 い 。 大 学 院 に 進 学 し て し ま う 旬。

過 密 な カ リ キ ュ ラ ム ( デ メ リ ッ ト b ) に つ い て は 、 看 護 系 大 学 に お け る 助 産 師 教 育 の 実

態 調 査 報 告 書16) に よ る と 、 学 生 の 長 期 休暇 の 間 に 助 産 学実 習 を 行 う 大 学 は 、 37 . 1% で あ り 、

正 規 の 教 育 期 間 以外 に 助 産 学 実 習 が 実 施 さ れ て い る こ と が 報 告 さ れ て お り 、 学 生 や教員の

負 担 が 大 き く 、 ゆ と り の な い 教 育 実 態 に な っ て い る こ と が 浮 き 彫 り に し て い た 。 こ れ は 、

看 護 系 大 学 89 大 学 中 、 回 答 し た 63 大 学(70 .8%)の う ち 、 卒 業 生 を 出 し て い る 大 学 は 26 校

で あ る と い う 時 期 に 調 査 さ れ た も の で あ っ た 。 卒 業 認 定 に必要 な 専 門 科 目 の う ち 、 必修選

択 63 単位 と い う カ リ キ ュ ラ ム の 中 で 、 4 年 次 に 夏期休暇 も 含 め た 実質 8 ヶ 月 間 に て 助 産 師

教 育 課 程 1 5 単 位 を 取 得 す る こ と は 、 か な り 過密 な ス ケ ジ ュ ー ル と な る と 述 べ て い る 。 ま

た 、 一 般 大 学 の ゆ と り の あ る 教 育 と 比 較 し て 看護 大 学 で助 産 学 を 専 攻 し た 学 生 に は ゆ と り

は な く 、 専 門 性 が 高 け れ ば 高 いほ ど に ゆ と り を 必要 と し 、 学 生 の創造性や探 究 心 ・ 自 主 的

な 学 習 を 求 め た い5) と 述 べ ら れ て い る も の も あ っ た 。

ま た 、 詰 め 込 み式 の カ リ キ ュ ラ ム ( デ メ リ ッ ト c) に つ い て は 、 3 年 間 の看 護 教 育 プ ラ

ス 1 年 間 の 助 産 師 教 育 で 4 年 間 で あ る と い う 考 え の も と 、 教 師 と 学 生 は 、 時 間 と ノル マ に

追 わ れ て へ ト ヘ ト に な り 、 助 産 学 の 専 門 性 を 伝 え る こ と や 、 学 ばせ る こ と は 難 し い 。 簡単

に 資 格 の 認 定 が で き る 教 育 は 結 局専 門 職 の 力 を 弱 く し 、 同 時 に 質 の 良 い ケ ア が 提供 で き な

い2) こ と が 指摘 さ れ て い た 。
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さ ら に 、 教 育 内 容 の 低 下 に よ り 、 助 産 師 と 産 科 で働 く 看 護 師 の 特 徴 に 差 が な く な る 2) ( デ

メ リ ッ ト d) こ と が 指 摘 さ れ て い た 。

こ れら 4 年 制 大 学 に お け る 助 産 師 教 育 の カ リ キ ュ ラ ム に 対 す る 否 定 的 な 見 解 の 中 に は 、

助 産 学 専 攻 科( 1 年 ) に お け る 筆者 自 身 の 教員経 験 に 基づ く コ メ ン ト が 多 く 認 め られ た 。 ま た 、

大 学 教 育 に お け る 助 産 師教 育 の 大 変 さ が 報 告 さ れ て い る が 、 大 変 さ の 根 拠 と な る デ ー タ は

認 められ な か っ た 。 大 学 教 育 に お け る 助 産 師 教 育 の 大 変 さ に つ い て は 、 実 際 に 、 よ く 耳 に

す る こ と で は あ る が 、 教員側 からの 問 題 は 未 だ 明 確 に さ れ て い な い よ う に 思 え る 。 学 長 や

教科 担当責任者 だ け で は な く 、 実 際 に 実 習 を 担当 し て い る 教員から助 産 師 教 育 に つ い て の

生 の 声 を 聞 く こ と に よ り 、 問 題 の 一 部 を 明 確 に す る こ と も 可能 と な る の で は な い か と 思 う 。

さ らに 、 1 年 間 の 助 産 師 専攻 科 の 場 合 も 、 看 護 基 礎 教 育 と 重 複す る カ リ キ ュ ラ ム が 多 い

た め に 、 ゆ と り の な い 教 育 で あ る と 思 わ れ る が 、 そ の点 に つ い て 考 察 さ れ て い る も の は な

か っ た 。 ま た 、 助 産 学 専 攻 科 で あ っ て も 、 助 産 技術 の 習 得 が 十分で あ る と す る 根拠 と な る

デ ー タ は 示 さ れ て い な か っ た 。

そ し て 、 4 年 制 大 学 に お け る 助 産 師 教 育 カ リ キ ュ ラ ム は r 3 年 間 の 看護 基 礎 教 育 プ ラ ス

1 年 間 の 助 産 師 教 育 と い う 4 年 間 J で は な く 、 4 年 間 の 統 合 カ リ キ ュ ラ ム の 中 に 助 産 師教

育 が 包含 さ れ て い る も の で あ り 、 そ の こ と が 十分 に 理 解 さ れ て い な い こ と に よ る 見解 で あ

る と 考 え る 。

4 年 制 大 学 の 助 産 師課 程 の 定員 に は 制 限 が あ る た め に 、 多 く の 助 産 師 を 養 成 で き な い ( デ

メ リ ッ ト e ) こ と に つ い て は 、 平成 1 0 年 の 助 産 師教 育機 関 の 入 学状況 の 調 査 結 果20) に よ

る と 、 入学者 内 訳 は 大 卒 7 .2 % 、 短期 大 学 卒 3 1 . 3 % で あ る こ と と 、 志願者 が 3 ，..，_， 4 校 を 併

願 し て い る こ と が 報 告 さ れ て い た 。 ま た 、 大 学 の 教 育機 関 で は 、 助 産 科 目 ( 課 程 ) は 選 択

科 目 と し て 位 置づ け られ て い る た め 、 一定 の 定員 を 設 け な がら も 、 そ の 年 度 の 各機 関 の 教

育 能 力 ( 大 学 全 体 の カ リ キ ュ ラ ム ，助 産 科 目 ( 課 程 ) の 時 間 数 と 教 育 時 期 ， 教員数 ， 実 習 期

間 数や 協 力 体 制 な ど ) に 比例 し て 選 択 学 生 数 を 決 め 、 教 育 を 行 っ て い る こ と よ り 、 大 学 で

の 助 産 師 教 育 学 生 数 の 実数 を 明 確 に 表 現 で き て い な い 現状で あ る 7) こ と が 指 摘 さ れ て い た 。

そ し て 、 大 学 の 看 護 基 礎 教 育課程 内 で の 教 育 で は 、 助 産 課 程 選 択 を 希望す る 学 生 が 多 く て

も 、 学 内 の 諸 条 件 に よ り 全 希望学生 を 教 育 す る 余裕 が な い 。 従 っ て 、 大 学 卒 業 後 1 年 間 の

助 産 師 教 育 機 関 で 教 育 を 受 け る 大 学 卒 業 性 が 増 加 の 傾 向 に あ る 7) と も 指 摘 さ れ て い た 。

ま た 助 産 師 教 育 課程 を 持 っ て い な い 大 学 の 学 生 が 、 助 産 師 の 資 格 を 取 得 す る た め に再度

学 部 に 編入 し な け れ ば な ら な い ( デ メ リ ッ ト f) こ と に 対 し て 、 資 格 取 得 が 困 難 で あ る こ

と と 、 こ の ま ま で は 確 実 に 助 産 師 数 が 減少 す る 2) こ と が 指 摘 さ れ て い た 。

さ らに、 4 年 制 大 学 に お け る 助 産 師 養 成 数 に 限界 が あ る ( デ メ リ ッ ト g) こ と に つ い て

は 、 将来的 に 助 産 師数 が 減少 す る 12) こ と が 懸念 さ れ る と 同 時 に 、 看護 系 大 学 は ジ ェ ネ ラ リ

ス ト の 教 育 と す る な ら ば 、 助 産 師 教 育 は ス ペ シャ リ ス ト の 教育 で あ る と い う 考 え の も と 、

こ の 課 程 は 、 助 産 師 教 育 が 大 学 院 修 士 課程 で も 行 わ れ る よ う に な る ま で の 過 渡期 の も の で

あ る 12) と す る 考 え 方 が 述 べられ て い た 。

こ れらの 4 年 制 大 学 に て 助 産 師 教 育 を 行 う こ と に よ る 助 産 師 数 の 減少 に 関 す る 見解 に つ

い て は 、 助 産 師 数 の 減少 に 関 す る 見解 に 対 す る 明 確 な 実 数 の 提 示 は 認 め られ な か っ た 。 ま

た 、 助 産 師 数 の 減少 の 要 因 と し て 、 少 子 化 に 伴 う 減少 も 一 因 と し て 含 ま れ る な ど 、 多 様 な
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要 因 が 考 え られ る 。 こ れら の こ と よ り 、 一 概 に 4 年 制 大 学 に お け る 助 産 師教 育 課 程 を否定

す る 根 拠 と な り え ず 、 大 学 院 修 士 課程 で の 助 産 師 教 育 を 推奨す る 根拠 と も な り 得 な い と 考

え る 。 ま た 、 教 育 機 関 数や 入 学者 数 の 調 査 だ け で な く 、 実 際 に必要 な 助 産 師 の 数 を 明 確 に

す る こ と が必 要 で あ り 、 そ れ に よ り 具 体 的 に 行 政 に も 働 き か け る こ と が 可 能 と な る の で は

な い か と 考 え る 。

助 産 師職 の 専 門 性 を 発揮す る た め に は 、 4 年 間 の 看 護 基 礎 教 育 の な か に 助 産 師 教 育 を 包

含 す る と い う 教 育 方 法 は 限 界 で あ る ( デメ リ ッ ト h) と い う 見解 に つ い て は 、 「 助 産 師 の 役

割 を 確 実 に 実 践し かっ 専 門 職 と し て の 自 律 性 を 維持し て い く に は 、 そ の 専 門 職 に必要 な 教

育 時 間 を か け て 、 自 ら思 考し て 判 断し 、 的 確 な 実 践 の で き る 能 力 を 習 得 で き る 教 育期聞が

必要 で あ る j と い う 前提 の も と 、 他 職種 が 教 育 期 間 を 延 長 し て そ の 専 門 教育 の 向 上 を図 ろ

う と し て い る 今 日 、 助 産 師職 に お い て も 、 助 産 学 の 学 問 構 築 を 図 り な が ら、 看護 の 基礎 教

育 の 上 に 1 年 以 上 の 教 育 期 間 を か け て 、 確 実 な 教 育 を 目指 し て い く 必要 が あ る 10) と 指 摘 さ

れてい た 。

修 士 課 程 に お け る 助 産 師 教 育 を 期 待 し た い と い う 潜 在 的 ニ ー ズ が あ る ( デメ リ ッ ト i)

と い う 見 解 に つ い て は 、 I県 に お け る 母 子 保健医療 関 係施設責任 者 に 対し て 助 産 師 教 育養

成 に つ い て の 意 見 を 調 査 し た 結 果 11) に よ る と 、 「 全 体 と し て は 、 4 年 制 看護 系 大 学 で の 看

護 学 と平行した 助 産 師 教 育 を 望 む 回 答 者 が 最 も 多 か っ た J と し な が ら も 、 保健セ ン タ 一 回

答 者 が 助 産 師 教 育 を 修 士 課 程 で 行 う こ と が 望 ま しい と 答 え て い た 割 合 が 、 「 前 回 の 調 査 結 果

で は 40% が 賛成し て お り 、 今 回 は 22% が賛成し て お り 、 全 体 で は 2 1% が 賛成し て い た 」 と

い う 結 果 を 受 け て 、 地 域 母 子 保 健 に お け る ニ ー ズ が 多様化 す る 中 で 、 従 来 の 助 産 師 教 育 よ

り も 幅 広 く 、 深 い 知 識 と 技能 を も っ助 産 師 ならば期 待し た い と い う 潜 在 的 ニ ー ズ と も 受 け

取れ る と 述 べられ て い た 。

こ れら 4 年 制 大 学 に お け る 助 産 師 教 育 は 限 界 で あ る と す る 見解 に 対し て 、 4 年制 大 学 の

中 で 助 産 師 教 育 を 受 け た 助 産 師 が 専 門 性 を 発揮 し て い な い と い う デ ー タ や 根 拠 は 示 さ れ て

い な い 。 ま た 、 1 年 以 上 か け た 助 産 師 教 育 の 場 合 に は 確 実 に 教 育 の 実 が 得られ て い る と い

う デ ー タ や根 拠 も 示 さ れ て は い な い 。 さ ら に 、 母 子 保健医療 関係施 設 責任 者 に 対 す る 助 産

師 教 育 養 成 に つ い て の 意 見 を 調 査 し た 結 果11)で は 、 4 年 制 大 学 に お け る 助 産 師 教 育 が 望 ま

しい と 答 え た 保健セ ン タ ー の 回 答 者 は 3 1 名 (45% ) 、 病 院 の 回 答 者 は 5 名 (3 1%)、 診療所は

O 名 、 助 産 院 は 1 名 (20% )で あ り 、 全 体 で は 37 名 (38%) と 一 番 多 い こ と が 示 さ れ て い る 。

こ れらの 結 果 よ り 、 修 士 課程 に お け る 助 産 師 教 育 だ け が 望 ま れ る と 結 論づ け る こ と は で き

な い と 考 え る 。

助 産 業 務 の 中 核 と な る ケ ア 能 力 を 養 成す る こ と は 、 今 日 の 助 産 師 基 礎 教 育 の 教 育期 間 の

中 で は 、 無理 が 生 じ て い る ( デメ リ ッ ト j) と い う 見 解 と 、 現状の 6 か 月 以 上 の 助 産 師 教

育期 間 で は 助 産 師 の 定義 に あ る 基 本 は 習 得 で き な い ( デ メ リ ッ ト k) と い う 見 解 に つ い て

は 、 今 日行 わ れ て い る 助 産 業 務 内 容 に つ い て 助 産 師 基 礎 教 育機 関 に て 習 得 で き る 内 容 を 知

る た め に 、 卒 後 3 年未満 に 習 得 で き る 内 容 に つ い て 調 査18) が 行 わ れ て い た 。 助 産 師基礎教

育 実 習 病 院 59 施 設 に勤務 す る 409 人 助 産 師 に 対 し て 、 助 産 師 が必要 と す る ケ ア 能 力 35 項

目 に 対す る ケ ア 習 得 内 容 の 目安 と 習 得 時期 に つ い て 問 う も の で あ っ た 。 結 果 と し て 、 勤務
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助 産 師 の 45%以 上 が 基礎 教 育 期 間 で 習 得 可 能 と し た ケ ア 内 容 は 正 常 新 生 児 の ケ ア 、 裸婦 の

助 産 診断 と ケ ア 、 産 後 の 性 生 活 指導 の 3 項 目 で あ り 、 保助 看 法 に 定義 さ れ て い る 助 産 師 の

定義 の 中 核 と な る 『妊 産縛婦 ・ 乳児 を 対 象 に し たケ ア 』 内 容 を 習 得 し て い な い 実情 を 示 し

た 。 ま た 、 『妊 産 祷 婦 ・ 乳児 を 対 象 と し た ケ ア』 に つ い て は 、 「卒後 3 年未 満 」 ま で に「基

礎 教 育 で 多 く の 体 験 を し 、 卒後 少 し の 助 言 で実 践 で き る 」 ケ ア 能 力 で あ る と 評価 さ れ て い

た 。 こ れら の こ と よ り 、 助 産 業 務 の 中 核 と な る こ の ケ ア 能 力 は 、 今 日 の 助 産 師 基礎 教 育 で

は 教 育 期 間 的 に 無理 が 生 じ て い る こ と が 指 摘 さ れ て お り 、 回 答者 の 意 見 を 用 い て 現 状 の 大

学 教 育 の カ リ キ ュ ラ ム で は卒後 半年 く ら い の 研 修 を 義務づ け る と い う 提 言 が 行 わ れ て い た 。

さ ら に 、 ア メ リ カ や イ ギ リ ス の よ う に 、 助 産 師 教 育 を 修了 し た 段 階 で専 門 職 と し て 自 立 で

き る こ と が望 ま し い7) と 述 べられ て い た 。

こ れら 4 年 制 大 学 に お け る 助 産 師 教 育 の 期 間 に 関 す る 見 解 に 対 し て は 、 助 産 師教 育 期 間

の み が 問 題 で は な く 、 そ の 教 育 内 容 を 考慮 す る こ と に よ り 充 分 に 解 決 す る こ と が 可能 で あ

る と 考 え る 。 ゆ え に 、 助 産 師 教 育 期 間 の 問 題 を 示 す根拠 と し て は 弱 い と 考 え る 。 た と え ば 、

『 妊 産 祷 婦 ・ 乳児 を 対 象 と し た ケ ア 』 に つ い て は 、 「卒後 3 年未 満 j ま で に 「基礎教 育 で

多 く の 体験 を し 、 卒後 少 し の 助 言 で 実 践 で き る J ケ ア 能 力 で あ る と 評価 さ れ て 助 産 師 教 育

目 標に ほぼ到達 し て い る と い え る の で は な い だ ろ う か。 ま た 、 こ れら の 意 見 は 、 回 答 者 が

自 由 記 載欄 に 記 し た 意 見 で あ り 、 4 年 制 大 学教 育 の カ リ キ ュ ラ ム に 限 っ て 研修 を 義 務づ け

る こ と を 指摘 で き る 根拠 と な る も の で は な く 、 そ の 期 間 を 半 年 く らい と 設 定す る 根拠 と な

る も の で も な い 。 さ ら に ア ン ケ ー ト に 回 答 し た 対 象 と な っ た 助 産 師 が ど の よ う な 教 育 を 受

け て き た か と い う 背 景 に よ り 、 回 答 内 容 が 異 な る と 考 え る 。 つ ま り 、 回 答 者 自 身 が 助 産 師

専 攻 科 ( 1 年 ) の 教育 を 受 け て い る 場合 は 、 4 年制大 学 教 育 に 対 し て 批判 的 な 人 が 多 い可

能性 も 示 唆 さ れ る 。 さ らに 、 実 習 指導施設 と い う 変 数 も 回 答 を す る 際 に 影 響 と な る 要 因 で

あ る と 考 え る 。 回 答 し た 対 象 者 の勤務年 数 な ど は 提 示 さ れ て おらず 、 回 答 の 解 釈 の妥 当 性

は不 明 瞭で あ る と 考 え る 。

更 年 期 、 思 春期 、 不妊 の 女性 な ど 、 妊 産縛婦 以 外 の ケ ア に つ い て の 力 量 が 身 に つ い て い

な い ( デ メ リ ッ ト 1) こ と に つ い て 、 看 護 系 大 学 に お け る 助 産 師 教 育 の 実態 調 査 報 告 書 16)

に よ る と f妊 産 樽 婦 以 外 の ケ ア に つ い て は 、 カ リ キ ュ ラ ム 上 も 取 り 入 れられ て い な い 大 学

も あ り 、 4 年 制 大 学 の 中 で の 助 産 学 教 育 で は 、 助 産 学 に 関 す る 幅 広 い 分 野 の 学 習 時 間 の 確

保 が 困 難 で あ る こ と が 関係 し て い る 。 j と 述 べられ て い た 。

こ の 見 解 に 対 し て は 、 妊 産 樗 婦 以 外 の ケ ア に つ い て は 、 母性看護 学 と 重複す る 分 野 で も

あ り 、 そ の 到達 を ど の 程度 ま で 求 め る か と い う 到達 目 標の 設 定 に 関 す る 問 題 で あ り 、 学 習

時 間 を 確保 す る 必要性 に 関 す る 問 題 で は な い と 考 え る 。

ま た 、 大 学 教 育 の 中 の 助 産 課 程 と い う 限られ た 時 間 の 中 で は 、 内 容 的 に は 思春期 や 更 年

期 の 相 談やハイ リ ス ク 状 況 に 関 す る 実 践 が 不 十 分 で あ る こ と は否 め な い 。 卒業後不得 意 な

分 野 に 気 付 く 感受性 を 持 ち 合 わ せ 、 学 習 の 方 略 を 知 っ て い れ ば 、 リ ソー ス を 活 用 し て 習 得

で き る 6) と い う 考 え に つ い て も 述 べら れ て い た 。

こ の 見 解 は 、 筆者 自 身 の 4 年 制 大 学 に お け る 実 際 の カ リ キ ュ ラ ム を も と に 述 べられ た 見

解 で あ り 、 そ の 大 学 が 目 指 す助 産 師 教 育 に 対 し て 、 具 体 的 に ど の よ う な 実 習 目 標 が 設 定 さ

れ て い る か は不 明瞭 で あ る 。 し か し 、 大 学卒業 後 に 自 己 の不得意 な 分 野 に 気 付 き 、 そ れ に
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対 す る 方 略 を 理解 し て い る こ と は 大 切 で あ る と 考 え る 。 ま た そ の よ う な 修得方 法 を 目 指 す

こ と に よ り 、 4 年 制 大 学 に お け る 助 産 師 教育 の カ リ キ ュ ラ ム を ス リ ム 化 す る こ と が で き る

の で は な い か と 考 え る 。

4 年制 大 学 に お け る 助 産 実 習 で は 、 10 例 を 行 え な い ( デ メ リ ッ ト m) こ と に つ い て は 、

4 年制 大 学 の 約 3 5% の 大 学 の 助 産 実 習 に お い て は 、 1 0 例 を 行 え な い と い う 現 状 10)が 指 摘

さ れ て い た 。

し か し 、 こ の 見 解 に 対 し て は 、 4 年 制 大 学 教 育 に 関 わらず 、 ど の 教 育機 関 に お い て も 、 助

産 実 習 に お け る 分娩 介 助例数 を 確保 す る こ と が 困 難 で あ る と す る 問 題 は 存在 し て い る と 考

え る 。

看護 師 の 国 家 資 格 を も っ て い な い 者 が 助 産 学 実習 を 行 う ( デ メ リ ッ ト n) こ と が 問 題 点

で あ る 6) と し て 指摘 さ れ て い た 。

こ の 見 解 に つ い て は 、 分 娩 介助 を 行 う た め に は 、 助 産 師 資 格 が 必要 で あ り 、 た と え 看 護

師 免 許 を 持 っ て い て も 、 助 産 実 習 を 行 う 上 で は 無資 格 者 で あ る と 考 え る 。 無 資 格 者 が 実 習

を 行 う こ と は 法律 に よ り 守られ て い る た め 、 4 年 制 大 学教 育 に お け る 助 産 実習 を 否 定 す る

根拠 と は な り 得 な い と 考 え る 。

修 業期 間 が 短 く 、 大 学 院 に 進 学 し て し ま う ( デ メ リ ッ ト 0) 傾 向 8) に つ い て は 、 根拠 と

な る 研究 デ ー タ は 示 さ れ て い な か っ た 。 4 年 制 大 学 の卒業 生 が 担 う 研究者 ・ 教 育者 と し て

の 存在 意 義 を 無視す る こ と は で き な い 。 助 産 学 の ケ ア に お け る EBM の 構 築 に お い て も 4

年制 大 学 を 卒 業 し た 助 産 師 の 存在 意 義 は 大 き い と 考 え る 。

③助 産 師 教 育 は 修 士 課程 ・ 専攻 科 で行 う べ き で あ る 。

a. 平成 3 年 に 行 わ れ た 全 国 助 産 婦 教 育 協 議 会 調 査 19) に よ る と 、 4 年制 大 学 ( 学 士 課 程 ) に

て 助 産 師 教 育 を 行 っ て い る 5 大 学 の 学 生 と 教 員 を 対 象 に 、 調 査 を し た 結 果、 「 大 学 院 修

士 課 程 の 教 育 、 専 攻 科 で の 教 育 が 理 想 で あ る 」 と 述 べ て い る 。 こ れ は 、 4 年 制 大 学 に お

け る 助 産 師 教 育 課 程 の 単位 数 9 ・ 1 8 単 位 と 幅 が 有 る こ と と 、 実 習 を 含 め た 助 産 師教 育 時

間 数 が 345・720 時 間 と 開 き 有 る こ と を 理 由 に し て い る 。 ま た 、 平成 7 年 に 行 わ れ た 全 国

助 産 師 学校 教 育 協 議 会 シ ン ポ ジ ウ ム 「 助 産 師 教 育 制 度 を 問 う J 10) で は 、 大 学 院 修 士 課 程

で の 教 育 ・ 専 攻 科 で の 教 育 を 理想、 と し て お り 、 助 産 師 教 育 の み が 、 4 年 制 大 学 の 看 護 基

礎 教 育 から取 り 残 さ れ る 危機感 を 持 っ て い る と い う 意 見 が 出 さ れ 、 1 年 以 上 の ゆ と り を

持 っ た 助 産 師教 育 が 主張 さ れ て い た 。

ま た 、 高 度 専 門 職 業 人 養 成 を 行 う 実 践 的 な 大 学 院 の 設 置 を 推進 す る こ と は 、 時機 を 得

て お り 、 高 度 な 教 育 を 受 けた、 専 門 職 業 人 が 求 められ る 時代 で あ る 5) と 述 べられ ていた

も の も あ っ た 。

こ れら の 見解 に 対 し て は 、 高 度 な 教 育 を 受 け た 専 門 職 業 人 を 求 め る た め に、 助 産 師 教

育 を 卒業 あ る い は 修了 し た 時点に お い て 、 全 て の 能 力 が 備 わ っ て い る 必要 性 が あ る の だ

ろ う か? と 疑 問 を も っ。 助 産 師 教 育卒業 後 に 自 主 的 な 学 習 を も 求 め る 必要 が あ る の で は

ni
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な い か と 考 え る 。

b .欧米の 助 産 婦 教 育 に つ い て 調 査21) に よ る と 、 欧米 で の 修 士 課程 に お け る 教 育 、 ダ イ レ ク

ト エ ン ト リ ー の メ リ ッ ト が 報 告 さ れ て い た 。 日 本 の 助 産 師教 育 に つ い て 、 修 士 課 程 に 位

置づ け る こ と や 、 4 年 制 大 学 の 看 護 基礎 教 育 に 助 産 学 を 包 含 す る こ と の 是 非 論 が 多 く あ

る 中 で 、 助 産 学 の 発 展や助 産 師 の 教 育 に つ い て 更 に 検討 が 必要 で あ る と 結 論づ け て い た 。

こ の 見解 に つ い て 、 ダ イ レ ク ト エ ン ト リ ー コ ー ス は 、 日 本 と は 異 な る 文化 、 医 療 体 制 、

地 域 のニー ズ に 基づ い て 培わ れ た 教 育 課程 で あ る こ と よ り 、 ま ず 、 日 本 に お け る ダ イ レ

ク ト エ ン ト リ ー コ ー ス が 必 要 と さ れ て い る 背 景 や 地 域 のニー ズ を 明 ら か に す る 必要 が

あ り 、 一概 に 望 ま し い と は 言 え な い の で はない か と 考 え る 。

C.助 産 師 の 教 育 、 卒業 後 の 継 続 教 育 、 活 動 の 方法、 免 許 更 新 等 の 検討 が必要 で あ る 21) と い

う こ と も 指 摘 さ れ て い た 。

こ の 見 解 に 対 す る 根拠 と な る 結 果 は 示 さ れ て おらず 、 筆者 自 身 も 実 際 の デ ー タ 不 足 で

あ る と 指 摘 し て は い る も の の 、 4 年 制 大 学にお け る 助 産 師 課 程教 育 を 最 初 から否定 す る

立 場 を と っ て い る 。 し か し 、 そ れ を 否定す る 根 拠 と な る 数字 は 示 さ れ て おらず 、 ゆ え に 、

根拠 と な る デー タ が 不 足 し た 中 で の 見 解 と なっ て い る と 考 え る 。

④ 4 年 間 の 看 護 教 育 は 妥当 で あ る

対 象 者 の ニ ー ズ の 変 容 と 多様 化 、 看護 ケ ア の 専 門 分化 、 看 護 業務 の 拡 大 と 高 度 化 と 複雑

に な る 中 で 、 4 年 制 大 学 に お け る 4 年 間 の 助 産 師 教 育 期 間 を 推進 す る こ と は 、 時節柄必須

な こ と で あ る 10)左、 4 年 間 の 看 護 基 礎 教 育 が妥当 で あ る と い う 意見 が 述 べられ て い た 。

こ の 見 解 の 中 で 、 助 産 師 教 育 や 統 合 カ リ キ ュ ラ ム に は 言 及 し て い な い た め に、 4 年 制 大

学 に お け る 助 産 師 教 育 の メ リ ッ ト で あ る と も 言 い 難 い 。 ま た 、 助 産 師職 の 専 門 性を発揮す

る た め に は 、 4 年 制 大学 に お け る 看護 基礎 教 育 の 中 に 助 産 師 教 育を包含 す る こ と へ の 限 界

も 述 べ て お り 、 看 護 基 礎 教 育 4 年 間 の 中 に 助 産 師 教 育 を 包含 す る こ と へ の反対 意 見 と も 読

み と れ る 。

以上 の こ と よ り 、 4 年 制 看護 系 大 学 に お け る 助 産 師 教 育 に 対 す る メ リ ッ ト に 関 す る 内 容

は 6 項 目 、 デ メ リ ッ ト に 関 す る 内 容 は 15 項 目 、 そ し て 、 4 年制 大 学 に お け る 学 部 教 育 よ り

修 士 課 程 の 教 育 ・ 学 部 専 攻 科 の 方 が望 ま し い と い う 見 解 が 認 められ た 。

こ れらの 見 解 の 中 で 、 今 後 必要 と さ れ る 研究 と し て 、 以下 の よ う な 示 唆 4)が 認 められ た 。

a . 未来 の 助 産 師 に 何 が 求 められ 、 助 産 師 業 務 は ど の よ う に 変 化 す る の か

b . ま た そ れら の 変 化 に よ り 、 必要 と さ れ る 助 産 師 数 は ど の よ う 仁変 化 す る の か。

現 在、 増 加 し て い る 4 年 制 大 学 に お け る 助 産 師 教 育 の 成 果 を 把握す る こ と が 今 後 の 課題

で あ る と 考 え 、 4 年 制 大 学 に お け る 助 産 師 教 育 を 受 け た 助 産 師 が 、 大 学卒業 後 数 年 を 経 た

時点で 、 卒 業 後 の 実 践 能 力 は ど の よ う な も の で あ る か に つ い て 、 他 の 教育機 関 の卒業 生 と

比 較 す る よ う な 研究 が 必要 で あ る と 考 え る 。
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大学
指定規制

基礎動産牢

A校
専門・轍饗jþj

車内

専門

専門

専門

専門

専門

専門

専門

専門

捜.科目

心身種情論1-1栄
養等

OC>..嫡an-2‘消化器系、内分海系

心身犠4陸自由[-2膏
形{先天輿常LIi理搾

用薬理動態帯

生魯学的環境歯:感綾霊場

地薄理事量論 、 物理的要国，化学的要因等

む』骨4量調陣画廊z精神の
健康‘線神障害由理解 発建標題a ライコ
サイウル

家集社会学:家族社会
学と1;1:. 臼本由�
襲、.他艶の家族e今目的容篠問題

糧費E学療自由z司tll学際
織密愈

の旗と各開期.小 の児特者徴E
、
E4申、

倉
児
憲

期
審、 牲的理

と
健.主母主康砲性問

。
署
題

援
と

の健棚

生選発灘撞:者箆にお
ける主主語量発量1.ライフサイヲル時発輩出骨期
におけ晶特徴‘

日投
園町・ 積蹟 担量 専門思ーj教義期間 時間 教員

守年
期

前 1単位却時間 専任 尊門

1年 1単位前期 捕時間 専任 専門

，.手 1単位 専侵 専門後期 30蹄間

定年 1単位 専任 車問前期 四時間

2年 ?単位初期 却時間 車笹 車問

E年 宮単位 専怪・
前期 卸時間 非常 専門動

2単位2年 即時期 非常 専門前期 動(選択)

2年 2単位 理事笹 専門前期 問時間

3単位2年 '5時間 尊侵 専門前期 t選択}

畢n-1大学即Iの勘違飾教膏銃合カリキュラムに関する臨み管えおよび関連すると考えられる科目同容ν7

C枝 D校
授業科目 横書E 様車庫 担当 専門・教 控.科目 積議 揖掻 担当教 専門・教 捜lI!科目期間 時間 教員 寮別 期間 時間 員 蓑�Ij

育成顕著書量争観鎗、次現.. 撮聾学 I 人体田 人体積遺操富島学ー人樟 世代田膏成に関わる
正常な傍輩、構造、住 T年次 2単位 #常 の檎遣と徳能につい 1年次 3単位 人々や次世代を扱う
緩みf受精‘向分語、 前網 45時 動 専門 て、基本的な知蟻由習 前期 即時簡 非常勤 専門 手どもを対車とした喧神経} 間 得、生体生命のメカ二 震活動的基本的な帯ズム由把握 え方的車解

バイオエシックス; /\ 
イオエシックス(!I?歯鎗 人体の物質交換�^

医撞苧司直融ザイン 1年次 1単位 高島申基本的理念由理 1年?Ji 可単位 テム人体的し〈みを学
フォームドコンセント 前期 30時間 専任 専門 車軍‘現代箆痩立おける IffIA 時8#1111 非常重量 専門 ぴ、人体膏構成する紐等 鎗理上由緒憾量t-f 胞の構遺と働曹と代餅司艶蓮性. (体舛聾 について理解する.積、守口ーン主主備など】

王監曽田蕃盛:生殖と発 1単位惜 テムl体外E聖域Eへ，'-'由A漉
著書E牢原槍宥援にお 、毎"ðl. 1単位 専任 専門 生，遺伝干と形置の遭 1 年 時間{遺 非常劃 専門 応と体内環境田恒常
ける倫理的謀題等 事l織 四時間 伝寄 前期 択} 性維持に闘する一連

自プロセスについて学

底割臨情報牢4生梓槽 t単位 2単位 保健苧禄撞人口・保
報ME磁器と情報， 1録次 30時 専任 教書

人格形成k生活行動: 1年 30時間 非常動 専門 健統計 へルスブロ

医療情報システム 後期 間 持運理鎗等 主量期 (選択) モーンヨン、国際保健

健班と社会等

生活様健福: 童品と栄 生震発遺槍:生議発逮饗 ， 童生活の安全性を 、書芋"ðl. 2単極 社会由動態と生活軍事 1年 2単位 とは子どもの突進a
脅かす諸国子 健康と 後期 45時間 専任 教義 態:現代社会における 後期 30時間 非常勤 専門 膏年期回発達i成人期
哩員生7邑 章旗等 (選択} 回発達等

人開発遠鏡助自由.人間 戚人春換へ掛か期の移 ら宥 人積行 間期学とで概 しあ偉てるの
大J思

発遺骨共通性と特異
形館揖能学EホJレモ 下年次 T単位 性。発遺書期における 2年� t単位 専任・ 完成期で畠晶君年期ま
ンと代謝調節、J!uillc 畿揃 3口時 専任 専門 看護援助の視商.母 前期 30時間 非常勤 専門 で五主煎織ととらえ‘こ町
免疫) 間 性、小児、成人、老年 時期にある人々の憧看護掻助檎田義礎知 蟻宣活的特撮と署謹

蟻 活動的基本的考え方を理解する.
育高E期宥置方法3:父
性a母性的特徴とIζ税学後編と環境z穆々 れら各織における発還な環境問腹自現状苦 標題と署捜援助町必

発達心理学:生涯発逮 2 単位 理解し人間の活動や 2単位 要性よび署聾援助の
心理学と心理践底的 ?年次 30時 専任 教養 科や学鑓療法稀にどがの主主よ活う環な壌髭 2年 so時間 葬常勤 専門 あり方について学習す後期 前期 るとくに女性的各ライ問題 間

響を与えているのか，

〈選択}
フステージにおける発

持続可能な社会につ 逮様舗と看護極助由いて考える 必要性および審議活
動の方法について牢.，匂s:‘ 
自己保存・種族保存シ

T単位 栄義代:11学;栄養とは ステム生殖由メカニ常態極陸学習体捜循 1年次 30時 理事任 専門 日本人と栄張所要量 2年 市単位 非常勤 専門 ズムやtト出髄体経持域的積書 後期 ライフステージと栄養 前期 '5時間間 等 由主拝能力について
埠..s�、‘

形聾唱属能牢n，ヒト由 2単位 成λ接続治療治:代袈 育成期審理E方法S小

各器官町生理且びそ 1年次 45時 非常 専門 的な成人軍事患の病織 と 2年 2単位 非常勤 専門 史的成長発遣を支える

由Jl化{円分語系〕 間 Iil 臨床捷状等 前期 四時間 署蟻と援助方法につい
て学ぶ.

E枝
撹事E 積櫨 担当

員
噛 週車内教期間 時間 養別

3年次 2単位前期 即時間 専任 専門

?年次 1単位
前期 30時間 葬常'Jl 専門

T年次 T単位 非常劃 専門前期 30時間

?年次 1単位 専任 専門前期 却時間

1年次 1単位 非常蜘前期 30時間 専門

1年次 2単位
暫1槻 回時間 専任 専門

?年次 市単位 事任 専門唱量織 30時間

1年次 ?単位 非常E 専門後期 30時間

1年次 ?単位 専任 専門後期 30時間

授業料自

響額牢原輸:署趨の目的を文献から解曹明曲、
l. ，宥11町必要性を浮
かび上がらせるような
人間由見つめ方と宥霞専門臓蘭有の判断寧
庭の倫理在学習する

官番組檀能噌I 人体的なりたちをまの営みの視卓から理解する

形態栂能学I(演習1既習した人体構造を署11由視点から見直す
舵静牢胆珊 I 1聾際碁平礎凪と憎して暗， 暗
人体白骨自陣器の徳能を理解し ! さらに生体の

I�す2聾k櫨船三ついて学脅

底調匝福祉牢I(援療倫lllHli史) ケア由斡学的基重症となる底牢 的特貨と路活動を歴史に繍
観する麗様・宥慢に
漂〈関わる倫寝的接思
の概容を概説する

人間学n:乳幼児から
者茸期にいたる各時期
における特異性 人 間
鱒保の特徴 ， および発
逮標題について心理社金的生活環境との関
わりを古めて学習する

代謝柴費学 I 生体由笠命活動や恒常性に
関与する物質を科学的な側面iから現解l.，さらに主体の獅聾損能に
ついて学習する

病態学ト宇肉実習を過して各器官甚由主要
な疾構について理解す
る

基礎保信牢 I 環壌汚染等

2費量 積蟻 担当教期間 時間 員

"字決 Z単位
前期 即時 専任間

1年次 E単位
前期 30時 車侵間

市単位も年次 却時 専任後期 間

2単位市空手次 回時 車任後期 間

"軍次 1単位 専任後期 市時 非常劃間

専務常任勤|2年次 T単位
前期 時時間

E単位2年次 60碕 専任前期 間

Z単位E年次 45時 車任前期 r"， 

2
前

年
期

次 T 占 専任
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査H-1 文学車'Jの動産節教育統合カリキュラムに翻す晶臨み替えおよび劉還すると考えられる科目向容2'7

膏成期帯叢方法8女
性のライフサイfフルに
おける犠旗とその評価
についてセルフケア的

方法華実践しながら学
ぶ小児期における成
長発理由許処方法を
学ぶとともに 成長尭
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墨U -1 大学Jlljの助産師教育統合カリキュラムに鯖ずる臨み替えおよび騎遣すると帯えられ品科目向容 d円
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稜lI-l文字削の助産邸教育統合カリキュラムに関する様み替えおよび関連すると考えられる科目両容517
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褒ll-l大学jjlJO)動車部教育統音治リキユラムに摘す晶読み替えおよび関連す晶と帯えられる科目向容&7
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唖耳-1 文学期的助産部教育統合力リキ込ラムに槌する臨み替えおよび関連すると考えられる科目問容7/7
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表n-2大学教育別の助産師教育統合カリキュラムに関する読み替えおよび関連すると考えられる科目敏

A校 B校 C校 D校 E校 分布 平均
基礎助産学 専門 20 21 13 15 1 4 13-21 16:6 

教養 6 3 3 。 1-6 2.6 
音寺 26 24 1 6 16 14 14-26: 19.2 

助産診断 専門 8 7 10 4 8 4-8 7.4 
技術学 教養 。 2 。 0-2 0.8 

計 a 9 11 5 8 5-11 8.2 
地域 専門 5 6 2 7 5 2-7 5 
母子保健 教養 。 2 。 。 0-2 0.6 

畿とと 忌事 ，，，&;φ 3 7 5 "".:3:叫8 5‘8 
助産管理 専門 2 3 2 3 1-3 2.2 

教養 3 2 。 。 0-3 1.2 
!語学 下介護品 〉 乞釜三 [;;，<i3 3í';議!1\...:3 3!:"-ゑ 続殺ふ

臨地実習 専門 5 4 6 4 2 2-6 4‘2 
助産実習 教養 。 。 。 。 。 。 。

経 5 0..34:山 器、3fi:':>04 . 、窓 .，2�6 之さ4汲
助産研究 専門 3 2 。 。-3 1.4 

教養 。 。 。 。 。 。 。
意t r 、f 2 .:::...:0 γ れR';:;';;;q V1海

合計 専門 43 40 36 33 32 32-43 36.8 I 
教養 9 9 5 3 。 0-9 5.2 
計 位'1 49 r枇 36 32 32.....5ål 42 ;1 



表II-3統合カリキュラム科目・助産課程科目の配当年次とその内容(日大学の場合) V4 
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基礎助産学 助産診断・技術学 地域母子保健 助産管理 臨地実習・助産学実習 助産研究
専門・

単位・ 担当 専門・
単位・ 担当 専門・ 単位・ 担当 専門・ 単位・ 担当 専門・

単位・ 担当 専門・ 単位・ 担当
年次 教養 授業科目 教養 授業科目 教養 授業科目 教養 授業科目 教養 授業科目 授業科目

)ll] 時間 教員 別
時間 教員

)l1J 
時間 教員 )ll] 

時間 教員 日1] 時間 教員 教養jjl] 時間 教員

コミユーケーショ ふれあい実習ン諭，コミュニ E地域に暮らすケーシヨンの成り
経済学:医療問 乳幼児 から思春形態機能学I 立ち，比較行動 文化人類学性・

人体の正常な発 2単位 学的視点，様々 2単位 生殖、 婚姻， 家 2単位 題を経済的側面 2単位 期の各ライフス 1単位1年次 専門 生、構造、仕組み 45時 非常
教養 な種類のコミュニ 30時 専任 教養 族・親族l地減宇土 30時 専任 教養

から理解し判断 30時 非常 専門 テージにある子ど 45時 専任前期
(受精、内分泌、 問

動 ケーション手段l 間 会『国際協力と文 問
できる基礎知識， 間 動 もに関わり，子ども 間

神経) 様々な場面にお 化 能力を身に付け の心身の状態や
けるコミュニケー る 健康が地域特性

lシ害�ョンの果たす役 とどのように関連
しているかを知る

心理学ー心理学
の歴史と研究方
j去I基本的な心

医療学概論:イン 1単位 の機能，臨床心 2単位
専門 フォームド・コンセ 30時 専任 教養

理学媛助の方 30時 専任
ント等 問

j去l心理アセスメ
間ント ! 現代社会に

おける心の問題『
看
能

護
性

心理学の可

看護学原論看 1単位
専門 議における倫理 30時 専任

的課題等 間
健康科学1 :性・ 1単位

教養 年齢、発
運
育
動
発達 専任

に応じた

形態機能学E 1単位 保健学保健統 2単位1年次 専門 ホルモンと代謝鯛 30時 専任 専門 言十，母子保健，地 60時 非常
後期

節、血液と免疫) 間 域保健，環境保 間 動
健

形態機能学N: 1単位 社会福祉学1 : 1単位 非常専門
体液循環の障害 30持 専任 専門 児童と家庭福祉 30時 動間 の実際 閑
医療情報学:生 1単位
体情報， ME機器専門
と情報!医療情報

30時 専任
システム 閑

生活機能論. 社
会環境と食生活、 2単位

尊門 ライフステージに 45時 専任
応じた望ましい食 問
習慣
発達心理学:生 2単位

専門 j度発遠心理学と 30時 専任
心理臨床的問題 間 」 一一 」一一
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1年次
通年

2年次
前期

2年次
後期

専門

尊門

専門

専門

専門

専門

教養

教養

専門

形態機能学E ヒ
トの各器官の生
理及びその 変化
[内分泌系)

母性看護学概
論 母性看護の
概念、 理論、 シス
テムと看護の役
割。倫理。

臨 床病態学IV :
新生兜・ 小児疾
患の 理解

I精
論
神
:心

宥
の

鍾
メ

字
カ

概ニズ
ムについての 主
要な概念の基礎
知識、 心理社会
的な視点 からの
対象理解と看護
(ストレスコーピン

(ーグ、忠、告小1 児虐待、 う

成人看護学概
論 ライフサイク
ルにおける成長・
発 達を考慮して
成人期にある 人
を理解する
臨 床病態学I
子宮 ・ 卵巣、 前立
腺 ・ 精巣疾患の
基礎

物理学電磁波
等

女
性

雇
役

請
害ll

1
(
男女の
ンエン

ダー) ， 様々な
フェミニズムの運

|雪 主張を理解す

臨 床病態学m :
婦人科疾患の理
解、 周産期の管
理や異常妊娠 ・

分娩等

2単位
45時 非常

間
勤

1 単位
30時 専任 専門

問

1 単位 非常30時
勤間

1 単位
30時 専任

間

1 単位
30時 専任
間

1 単位
30時 専任

間

2単位 非常30時
勤

問

2単位 非常30時
勤間

1 単位 非常30時 動 専門
間

表 II - 3統合カリキュラム科 目 ・ 助産課程科 目の配当年次とその 肉 容(日大学の場合) 214 

小児看護学概 母性看護学概
1 単位 論 : 母性看護の論 子どもの成長 30時 専任 専門 概念 、 理論、 シス 本 専任発 達とその援助

問 子ムと看護の役
等 割。倫理。

行政学' 現代行 2単位政の あ り 方と。 そ 非常教養 の あるべき姿に 30時
勤

ついて学ぶ 間

小児看鍾方法 住居学生活の
1 : 健全な発達を 地域看護方法 場としての住宅，
遂げる ための 援 1 :地域診断の 療養・ 仕事場とし
助内容、 健康問 2単位 方法、 地域看護 2単位 ての病院 ・ 福祉系 2単位 非常題を持つ児の看 45時 専任 専門 活動の展開方 45時 専任 教養 諸施設の環境の 30時 動E聾 (先天性疾患、 間 法、 地域看議管 間 あり方 ・ 評価の方 問
障害を持つ 子ど 理、 地域ケアシス j去 . 病棟の環境
も 、 死に逝く 子ど 子ム についての設計
も) 演習
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ー
ωH
ll

時
I

怪
女

看
性

護
の

万
各

法
ライ

フステージにおけ 地域看護方法
る母性の 特性の 精神看護方法 II :地域活動にお
理解、 各時期に 2単位 1 :コミュニケ 2単位 ける媛助技術の 2時間

専 門 おける対象の健 45時 専 任 専 門 ション後術の基礎 45時 専 任 専 門 基本、 面後技術 、 45単 専 任

康保持、 疾病の 間 知識 、 援助的コ 間 相談活動、 保健 位
予 防 、 健康への ミュニケーション 指導の方法論を
回復の 過程にお 修得
方
ける

法
看護の 目 的・

成人看護方法1 :
代表的な虚血性 2単位

専 門 心疾患を持つ態 45時 専任
者の理解 f 看護 間
援助等
老年看護学方法
I 高齢者特有 2単位

専 門 の疾患 (骨粗緊 45時 専 任

症等) についての 問
理解， 看護援助

母性看護方法 地域看護実習II: マヲニティサ 地域看護方法
3年次

臨床病態学区 1 単位 非常 イクルにおける母 1 単位 E学校保健 ・ 看 2単位 個 人 ・ 家 族・地域 Z単位
前期 専 門 小児の外科的疾 30時

勤
専 門 性の特性 ・ 健康 30時 専 任 専門 議、 産業保健・看 45時 専任 専 門 の集団 生，舌を対 45時

患と外科的治療 間 問題の理解と看 間 護、 在宅看護 間 象にした看護活 閉
議方法 動の方法
小
E

児
・ 小

省
児

護
看

方
護

法
の

臨床病態学X :
1 単位 事例を用いて、 看 1 単位

専 門 遺伝性疾患 30時 専 任 専 門 議過程の展開や 30時 専 任

間 小児看護に必要 問
な看護技術を学

精神看護方法
1 単位 E 主な精神障害 2単位

専 門
成人看護方法 30時 専 任 専 門

の基本、 精神症 30時 専任H : 看護記録 間 状と看護、 フ才一
問カスチャーティン

グ
小児看護方法
E小児看護にお 1単位

専 門 ける特殊技術 (1 \ 30日寺 専 任
イヲ ルサイン測定 間
等)
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基礎助産学 助産診断・ 技術学

表 1I -4 統合カリキュラム科 目 ・ 助産課程科 目 の配当 年次数( 6大学の場合) 1/2 
地域母子保健 助産管理 臨地実 習 ・ 助産実習 助産研究 合計

1 年次
前期

専任 非常勤 言十 専任 非常勤 百十 専任 非常勤 言十
尊 2単位 2単位 4単位 尊 尊
門 60時間 45時間 1 00時間 門 門
教 1 単位 1単位 教 4単位 4単位 教 2単位 2単位
養 30時間 30時間 養 60時間 60時間 養 30時間 30時間
百十 I�単0 時位間 45E時単間位 13

50単時位間 計 60
4

時単間位 604時単間位 百十 302時単間位 3言0時車間直 I 

尊{壬 非常勤 官十 専任 非常勤 百十 尊任 非常勤 !t 専任 非常動 E十
尊 尊 1 単位 1 単位 尊 尊 3単位 2単位 5単位
門 門 45時間 45時間 門 r� 1 05 時 40時間 1 45時間問
教 2単位 2単位 教 教 教 7単位 2単位 9単位
饗 30時間 30時間 饗 養 養 1 20時間 30時間 1 50時間
Z十 RFJ匝|主3単0時位間 2十 451時単間位 451時単間位 官十 言十 1?0空単目自寺位 70

4
時単間位 �単5時位間

1 年次
後期

専任 非常勤 百十
尊 7 単位 7単位門 1 65時間 1 65時間
教
養計 7 単位 7単位1 65時間 1 65時間

尊イ壬 非常勤 言十 尊任 非常勤 言十
尊 尊 3単位 3単位 |門 門 90時間 90時間
教 教
養 養
言十 言十 3単位 3単位90時間 90時間

専任 非常勤 2十 尊任 非常勤 百十 専任 非常勤 言十 尊任 非常勤 計

尊 尊 尊 尊 7単位 3単位 1 0単位1 65時門 門 門 門 間 90時間 255時間
教 教 教 教
養 奏 養 養
2十 E十 言十 百十 7単位 3単位 1 0単位1 65時間 90時間 255時間

前期

ー
ωω
|



包

3年次
後期

4年次
後期

尊
p， 
教
養

言十

専
p， 

教
養
言十

専任 非常勤 計

専任 非常勤 言十

専任 非常勤 百十

尊 尊
門 p， 
教 教
養 養
百十 E十

尊任 非常勤 言十

尊 尊
門 門

教 教
養 養
計 言十
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専任 非常勤 言十 専任 非常勤 百十 専任 非常勤 百十

車 専 2単位 2単位
p， 門 90時間 90時間
教 教
養 養
百十 言f

2単位 2単位
90時間 90時間

専任 非常勤 計 専任 非常勤 計 専任 非常勤 計

1 単位 1 単位
1 5時間 15時間
( 自 ) ( 自 )

尊 専
門 門

教 教
養 養

1 単位 1単位
15時間 15時間 計 百十
( 自 ) {自)

専任 非常勤 百十 専任 非常勤 計

尊 専 2単位 2単位

門 門 90時間 90時間

教 教
養 養
言十 言十

2単位 2単位
90時間 90時間

専任 非常勤 計 専任 非常勤 百十

耳事 専
1 単位

p， 門
1 5 時間 1 5 時間
( 自 ) ( 自 )

教 教
養 養

1単位
言十 百十 1 5時間 1 5時間

( 自 ) ( 自 }



産助礎基
学

助産診断

技術学

地域

母子保健

ω
印
ーー

助産管理

臨地実習

助産実習

JT
 

azロ

A大学

尊任
専任 ， 非

非常勤 言十
常勤

尊 2単位 2単位
門 45時間 45時間

教
養

言十
2単位 2単位
45時間 45時間

専任
専任 ・ 非

非常勤 言十
常勤

専 3単位 1 単位 4単位
門 90時間 30時間 1 20時間
教
養

計
3単位 1 単位 4単位
90時間 30時間 1 20時間

専任
専任 ・ 非

非常勤 言十
常勤

専
門
教
養

言十

専任
専任 ・ 非

非常勤 計
常勤

専 1 単位 1 単位
門 1 5時間 1 5時間
教
養

言十
1 単位 1 単位
15時間 1 5時間

専任
専任 ・ 非

非常勤 言十
常勤

専 7単位 1 単位 8単位
門 31 5時間 45時間 360持問
教
養

言十
7単位 1 単位 8単位
31 5時間 45時間 360時間

専任
専任 ・ 非

非常勤 言十
常勤

専 1 0単位 5単位
5
1 5
4

単
0時
位

間門 405時間 1 35 時間
教
養

計
1 0単位 5単位 1 5単位
405時間 1 35時間 540時間

日大学
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C大学 D大学

専任
専任 ・

非常勤 富十
非常勤

専
門

教
養

言十

専任
専任 ・

非常勤 計
非常勤

専 3単位 3単位
門 75時間 75時間
教
養

言十
3単位 3単位
75時間 75時間

尊任
専任 ・

非常勤 言十
非常勤

専
門
教
養

言十

専任
専任 ・

非常勤 E十
非常勤

尊
門
教
養

言十

尊任
専任 ・

非常勤 言十
非常勤

専 5単位 5単位
門 225時間 225時間
教
養

5単位 5単位
計 225時間 225時間

専任
専任 ・

非常勤 計
非常勤

導 8単位 8単位
門 300時間 300時間
教
養

言十
8単位 8単位
300時間 300時間

専任
専任 ・

非常勤 百十
非常勤

尊 2単位 3単位 5単位
門 30時間 45時間 75時間

教
養

言十
2単位 3単位 5単位
30時間 45時間 75時間

専任
専任 ・

非常勤 官十
非常勤

専 4単位 4単位
門 1 20時間 1 20時間
教
養

言十
4単位 4単位
1 20時間 1 20時間

専任
専任 ・

非常勤 言十
非常勤

専
門
教
養

言十

専任
専任 ・

非常勤 E十
非常勤

尊
門
教
養

計

専任
専任 ・

非常勤 言十
非常勤

専 5単位 5単位
門 225時間 225時間
教
養

言十
5単位 5単位
225時間 225時間

専任
専任 ・

非常勤 計
非常勤

専 9単位 2単位 3単位 1 4単位
門 345時間 30時間 45時間 420時間
教
養

百十
9単位 2単位 3単位 1 4単位
345時間 30時間 45時間 420時間

専任
専任 ・

非常勤 言十
非常勤

尊 2単位 2単位
門 30時間 30時間

教
養

言十
2単位 2単位
30時間 30時間

専任
専任 ・

非常勤 百十
非常勤

専 2単位 2単位
門 60時間 60時間
教
養

言十
2単位 2単位
60時間 60時間

専任
専任 鴫

非常勤 E十
非常勤

専
門
教
養

言十

専任
専任 ・

非常勤 言十
非常勤

尊
門
教
養

計

専任
専任 ・

非常勤 言十
非常勤

専 5単位 5単位
門 225時間 225時間
教
養

計
5単位 5単位
225時間 225時間

専任
専任 ・

非常勤 言十
非常勤

専 9単位 位 |門 315時間 31 5時間
教
養

言十
9単位 9単位
31 5時間 315時間 l

E大学

専任
尊任 ・

非常勤 言十
非常勤

専
門

教
養

言十

尊任
専任 ・

非常勤 百十
非常勤

専 1 単位 3単位 4単位
門 30時間 60時間 90時間
教
養

言十
1 単位 3単位 4単位
30時間 60時間 90時間

専任
専任 ・

非常勤 百十
非常勤

専
門
教
養

言十

専任
専任 ・

非常勤 言十
非常勤

専 1 単位 1 単位
門 15時間 1 5時間
教
養

言十
1 単位 1 単位
1 5時間 1 5時間

専任
専任 ・

非常勤 言十
非常勤

尊 7単位 7単位
門 3 1 5時間 315時間
教
養

言十
7単位 7単位
3 1 5時間 31 5時間

専任
専任 ・

非常勤 言十
非常勤

専 8単位 4単位 1 2単位
門 345時間 75時間 420時間
教
養

言十
8単位 4単位 1 2単位
345時間 75時間 420時間



F短大専攻科
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専任 専任 ・ 非常勤 不明 言十

尊 6単位 3単位 1 単位 1 0単位
門 1 35時間(選含) 75時間(選含) 1 5時間 (選択) 225時間 〔選含)
教
養

計 6単位 3単位 1 単位 1 0単位
1 35時間(選含) 75時間(選含) 1 5持問(選択) 225時間(選含)

専任 専任 ・ 非常勤 非常勤 言十

奪 9単位 9単位
門 270時間 270時間
教
養

計 9単位 9単位
270時間 270時間

専任 専任 ・ 非常 勤 非常勤 計

専 1 単位 1 単位
門 30時間 30時間
教
養

言十 1 単位 1 単位
30時間 30時間

専任 専任 ・ 非 常 勤 非常勤 言十

専 1 単位 1 単位
r� 30時間 30時間
教
養

言十 1 単位 1 単位
30日寺問 30時間

専任 専 任 ・ 非常 勤 非常勤 言十

専 1 0単位 1 0単位
門 450時間 (選含) 450時間(選含)

d 教
養

計
1 0単位 1 0単位
450時間 (選含) 450時間( 選含)

専任 専任 ・ 非常 勤 不明 言十

専 1 7単位 13単位 1 単位 3 1 単位
門 61 5時間 ( 選含 ) 375時間(選含) 1 5時間 (選択) 1 ∞5時間(選含)
教
養

計
1 7単位 1 3単位 1 単位 31 単位
615時間(選含) 375時間 (選含) 1 5時間(選択) 1 005時間(選含)
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G短大専攻科 H 短大専攻科

専任 専任 ・ 非常 非常勤 富十勤
尊 1 単位 2単位 1 1 単位 1 4単位
門 1 5時間 45時間 1 95時間(選含) 255時間 (選含)
教
養

百十 1 単位 2単位 1 1 単位 1 4単位
1 5時間 45時間 1 95時間(選含) 255時間(選含)

専任 尊任 ・ 非常 非常勤 言十動
専 3単位 4単位 1 単位 8単位
門 90時間 1 05時間 30時間 225時間
教
養

言十 3単位 4単位 1 単位 8単位
90時間 1 05時間 30時間 225時間

専任 専任 ・ 非常 非常勤 計動
専 1 単位 1 単位
門 30時間 30時間
教
養

言十 1 単位 1 単位
30時間 30時間

専任 専任 ・ 非常 非常勤 言十勤
尊 1 単位 1 単位
門 30時間 30時間
教
養

計 1 単位 1 単位
30時間 30時間

専任 専任 ・ 非常 非常勤 言十勤
尊 1 0単位 1 0単位
門 450時間( 選含) 450時間 (選含)
教
養

言十
1 0単位 1 0単位
450時間( 選含) 450時間( 選含)

専任 専任 ・ 非常 非常勤 百十動
専 14単位 8単位 1 2単位 34単位
門 555時間(選含) 21 0時間 225時間 (選含) 990時間(選含)
教
養

百十
1 4単位 8単位 1 2単位 34単位
555時間(選含) 21 0時間 225時間(選含) 990時間 (選含)

専任 専任 ・ 非常勤 言十非常勤
曹早 1 0単位 1 0単位
門 210時間(選含) 210時間(遺含)
教 2単位 2単位
養 30時間 (選択) 30時間( 選択)

言十 1 2単位 1 2単位
240時間(選含) 240時間 (選合)

専任 専任 ・
非常勤 言十非常勤

専 8単位 8単位
門 240単位(選含) 240単位(選含)
教
養

言十 8単位 8単位
240単位(選含) 240単位(選含)

専任 専任 ・
非常勤 言十非常勤

専 2単位 2単位
門 45時間 45時間
教
養

言十 2単位 2単位
45時間 45時間

専任 専任 ・ 非常勤 言十非常勤
専 1 単位 1 単位
門 1 5時間 1 5時間
教
養

百十
1 単位 1 単位
15時間 15時間

専任 専任 ・ 非常勤 計非常勤
専 9単位 9単位
門 405時間 405時間
教
養

言十 9単位 9単位
405時間 405時間

尊任 専任 ・
非常勤 言十非常勤

専 30単位 30単位
門 91 5時間(選含) 91 5時間(選含)
教 2単位 2単位
養 30時間 (選択) 30時間(選択)

言十 32単位 32単位
945時間(選含) 945時間(濃含)



w h司

1助産師学 校

専 任 専任 ・ 不明非 常 勤
専 1 0単位
r� 225時間 (選含)
教
養

計
1 0単位
225時間(選含)

専任 専任 ・ 不明非 常 勤
専 1 1 単位
】門 300時間
教
養

言十 1 1 単位
300時間

専任 専任 圃 不明非常勤
専 2単位
r� 30時間
教
養

言十 2単位
30時間

専任 専任 ・ 不明非常勤
専 1 単位
r� 30時間
教
養

百十
1 単位
30時間

専任 専任 ・ 非常勤非常勤
尊
門
教
養

)ìr十

専任 専任 ・ 不明非常勤
専 24単位
門 585時間 (選含)
教
養

計 24単位
585時間 (選含)

助 産研究は除く

J助産師学校

計 専任 専任 ・ 非
常勤

1 0単位 専 2単位
225時間(選含) 門 60時間

教
養

1 0単位
225時間(選含) 言十 2単位

60時間

言十 専任 専任 ・ 非
常勤

1 1 単位 専 9単位
300時間 r� 270時間

教
養

1 1 単位
300時間 言十 9単位

270時間

言十 専任 専任 ・ 非
常勤

2単位 専 1 単位
30時間 門 30時間

教
養

2単位
30時間 言十

1 単位
30時間

計 専任 専任 ・ 非
常勤

1 単位 専 1 単位
30時間 F号 30時間

教
養

1 単位
30時間 言十 1 単位

30時間

百十 専任 専任 ・ 非
常勤

専 2単位 7単位
門 90時間- 31 5時間
教
養

言十 2単位 7単位
90時間 31 5時間

言十 専任 専任 ・ 非
常勤

24単位 専 2単位 20単位
585時間(選含) 門 90時間 705時間

教
養

24単位
585時間(選含) 言十 2単位 20単位

90時間 705時間

表 Il - 5 学校別助産課程の単位数および時間 数 3'3
K助産師学校

非常勤 言十 専任 専任 ・ 非 非常勤 言十常勤
4単位 6単位 専 1 単位 5単位 8単位 1 4単位
90時間 1 50時間 門 1 5待問 75時間 1 20時間 210時間

教
養

4単位 6単位
90時間 1 50待問 言十

1 単位 5単位 8単位 14単位
1 5時間 75時間 1 20時間 210時間 」

非常勤 言十 専任 専任 ・ 非 非常勤 言十常勤
9単位 専 1 1 単位 1 1 単位
270時間 門 21 0時間 21 0時間

教
養

9単位
270時間 言十 1 1 単位 1 1 単位 | 

210時間 210時間

非常勤 言十 専任 奪任 ・ 非 非常勤 計 |常勤
1 単位 専 2単位 2単位
30時間 円 30時間 30時間

教
養

1 単位
30時間 言十 2単位 2単位

30時間 30待問

非常勤 計 専任 専任 ・ 非 非常勤 言十常勤
1 単位 専 2単位 2単位
30時間 門 30時間 30時間

教
養

1 単位
30時間 言十 2単位 2単位

30時間 30時間

非常勤 言十 専任 専任 ・ 非 非常勤 言十常勤
9単位 専 13単位 1 3単位
405時間 門 585時間 585時間

教
養

9単位
405時間 百十

1 3単位 1 3単位
585時間 585時間

非常勤 計 専任 専任 ・ 非 非常勤 言十常勤
4単位 26単位 専 14単位 20単位 8単位 42単位
90時間 885時間 門 600時間 345時間 1 20時間 1 065時間

教
養

4単位 26単位
90時間 885時間 言十 1 4単位 20単位 8単位 42単位

600時間 345時間 1 20時間 1 065時間

L助産師学校

専任 専任 ・ 非 非常勤 官十常勤
尊 3単位 9単位 1 2単位
門 45時間 1 35時間 1 80時間
教
養

言十
3単位 9単位 1 2単位
45時間 1 35時間 1 80時間

専任 専任 ・ 非 非常勤 E十常勤
専 6単位 6単位
門 1 80時間 1 80時間
教
養

百十 6単位 6単位
1 80時間 1 80時間

専任 専任 ・ 非 非常勤 百十常勤
専 1 単位 1 単位
門 30時間 30時間
教
養

計
1 単 位 1 単位
30時間 30時間

専任 専任 ・ 非 非常勤 言十常勤
専 1 単位 1 単位
r� 30時間 30時間
教
養

計 1 単位 1 単位
30時間 30時間

専任 専任 ・ 非 非常勤 百十常勤
尊 1 0単位 1 0単位
r� 450時間 450時間
教
養

E十 1 0単位 1 0単位
450時間 450時間

専任 専任 ・ 非 非常勤 言十常勤
専 1 0単位 1 0単位 1 0単位 30単位
門 450時間 255時間 1 65時間 870時間
教
養

計 1 0単位 1 0単位 1 0単位 30単位
450時間 255時間 1 65時間 870時間
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間単位75;80量342隊関85.70揖

専任 ・ 非常勤 非常勤 不明
0.8単位 。宮β時単間故

。1 5時間 。
。 。 。
。 。 。

03.58綿挙織銭 GSS時単限位 。
。

専任 ・ 非常勤 非常勤 不明0.8単位 。 。
1 8締罰 。 。

。 。 。
。 。 。

B1B塁審単幸喜位重 也 。
。 G 

専任 E 非常勤 非常勤 不明
。 。 。
。 。 。
。 。 。
。 。 。
。 s 。
。 。 。

専任 ・ 非常勤 非常勤 不明
。句4単位 。 。

5時間 。 。
。 。 む
。 。 。

aSA勝単隠位 。 。
o 。

尊任 ・ 非常勤 非常勤 不明
0.2単位 9 。9時間 。 。

。 。 。
。 。 。

0
9.2鶴単間位 。 。

。 8 

専任 ・ 非常勤 非常勤 不明
2.2単位 0.6単位 。
48時間 9時間 。

。 。 。
。 。 む2，2単独 制単位 。

1，9.桜鴻 5;20品川i E覧 !
尋8時間 S時開 。
12.30覧 I 2.00揺 。世

表 ll - 6 各養成所別 助産課穏のみの単位数および担 当教員勤務形態

計
1.8単位 |30時間

。
。

1388時2単間位

計3.4単位93時間
9 
。

a宮34鈴単関伎 I 
E十
。
c 
G 
。
。
。
言十0.4単位 l6時間
。
9 0;4単位 i自書寺筒
言十

S単位270時期
。
。

2S70態時位間 l
言十

1 1 .6単位389時間
。
。

1t6単位
10喝首

389時熊
100覧

短期大学専攻科 助産飾学校
専任 専任 ・ 非常勤 非常勤 不明 計 | 専任

専 5.7単位 1.7単位 3S15時単間位 0.3単位 121238時尊重間栓 I 同 12司勝瀬 40時間 58奇問
専 0.3単位内 3.8時隠

0.7単位 。 。 。 0.7単位 | 教 。1 0待問 。 。 。 1 0時間 養 。
語十 18330懲務役関 ; 1407時耳証間役 3S35草単寺衛位 E53時単間位 12単位 |:230時間 董t ロ3ャB3単時間般

専任 軍事任 ・ 非常勤 非常勤 不明 計 専任
専 3.7単位 14235単単位位 0.3単位 。 8.3単位
門 1 1 0待問 1 0時間 G 245時間

専 。
F可 。

教義 。 。 。 。 。
。 。 。 。 。

教 。
養 。

者十 13138単待位機♂ 4.3単位 0.3単位 。
2ね:45単勝位俄125議位 .10疎開 。 言十 。

。

専任 専任 ・ 非常勤 非常勤 不明 計 専任

専門
1単位 0.3単位 。 8 1.3単位25時間 10時間 。 。 35時間

専 。
門 。

教
養

。 。 。 。 。
。 。 G 。 。

教 。
養 。

ま十 215単時f間立 。省3単位 。 。 1335時単間
位

何時間 世 。
言十 。

8 

専任 専任 ・ 非常勤 非常勤 不明 言十 専任
書草 0.3単伎 。.7単位 自 。 1 単位 専 。
門 5時間 20時間 。 。 25時間 門 。
教 。 。 。 。 。
養 。 。 自 。 。

教
養

。
。

量ま a5s時単間位 S2J8単勝間位 。 。 1単位
。 a 25時腐 計 。

。

専任 君事任 ・ 非常勤 非常勤 不明 言十 専任
専 9.7単位 。 。 。 49375単時位間 I 門 435時間 。 。 。

理事 6.3単位
門 281 .3時間

教 。 。 Q 。 。 教 。
養 。 。 日 。 G 養 。
計 49375単時位間 。 。 む 9.7単位 |

。 。 。 435時間 計 6 3
3単時位

開281. 
専任 専任 ・ 非常勤 券常勤 不明 計 l 専任

理事 20.3単位 7単位 4単位 0.3単位 31 .7単時間位 I 内 695単位 1 95時間 75時間 5詩書号 自70跨
専 6.5単位
門 285単位

教 0.7単位 。 。 。 0.7単位 i 教 。
養 1 0時間 。 臼 。 10時間 養 Q 

211韓役 7単位 142単.併位総 ;
0:.3態依 32

m
3単的位 l

者f I 65.00置 2t70�詰 0.90耗705時織 1事5待関 775RB1寺0樹見 5時間 980時間 i
71.9部 1息切韓 0.50% 100軍

6.5単位
計 21.30% 

23835.25単0位時

専任 ・ 非常勤 非常勤 不明
1.8単位 5.3単位 2.5単位33.8時筒 86.311寺間 56.3時間

。 。 。
。 。 。

313SAS単島幸位隈 5.3導監俄 E2853韓持主役続 q 86β縛間吋
専任 ・ 非常勤 非常勤 不明6.5単位 。 2.8単位1 65時間 。 75時間

。 。 。
。 。 。

6 .5単位 。 2 .8単位
165時間 。 75時煎

専任 ・ 非常勤 非常勤 不明
0.8単位 0.3単位 。.5単位1 5時間 7.5単位 7.5時間

。 。 。
。 。 。01.5B時単額位 0.3単位 。.5単時位間7.5単位 7.5 

専任 ・ 非常勤 非常勤 不明
1単位 。 0.3単位22.5時間 。 7.5時間

。 9 。
。 。 。

1単位 。 07.，35単時位間22.5時間 。
専任 ・ 非常勤 非常勤 不明1 .8単位 。 。

78.8待問 。 。
。 。 。
。 。 。

1 .8単位 自 。
78.8時期 。 。

専任 ・ 非常勤 非常勤 不明1 2.5単位 5.5単位 S単位326.3待問 93.4時間 1 46.3時間
。 。 。
。 。 。

12.5単位 5.5単位 S単位
41.∞事 l8.00% 20，00坦

326.3時間 93.4時間~ 146.3時繍
38.30覧 1 1;0昌也 17.20覧

臨地実習 は . 記載のない学校を除くと1 0.7単位480

昔十
1 91.3時間

。
。

1I9a153量時挙位間 I 
計9.3単位240時間
。
。

也3単位240時間
H 

1.5単位30時間
。
。

30時間
計1 .3単位30時間
。
。

1.3単位30時間
計* 8単位京 360時間
。
。

* 360時間
言十30.5単位851.3時間
。
。

30.5単位
100出851.3時間100% 時間となる
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表 ill - 1 学校別 実習 目 標 (C校)

科 目 名 | 実習 目 標

、 妊婦 ・ 産婦 ・ 祷婦 ・ 新生児の心身の変化お よび経過の助産診断ができ大学 | 助産学実習 | る

2、 妊婦 胃 産婦 ・ 祷婦 ・ 新生児およびその家族の 自 立と健康で満足な出産の
ために助産診断に基づいた基本的なケアの計画立案 固 実施 ・ 評価をする

ヨ二E旦墨
①母体の変化や胎児 ・ 新生児の情報を収集 し ， 妊娠 ・ 分娩 ・
産祷の経過および新生児の健康状態のアセスメン トができ
る ②妊婦 ・ 産婦 圃 祷婦 ・ 新生児の健康生活のアセスメント
ができる

①妊婦 ・ 産婦 ・ 樗婦 ・ 新生児の健康生活のための援助がで
きる ②基本的生理的欲求、 安全・ 安楽や心理や社会的
欲求の充足をはかるための援助ができる ③マイナートラ
ブル( 不快症状) を緩和することができる ④出産の準備
教育( 身体的 ・ 心理的 ・ 社会 的) ができる ⑤産婦および家
族に対し、 出産が安楽で満足となる援助ができる ⑥親役
割獲得および愛着形成を促すことができる ⑦母乳育児
のため に基本的指導やケアができる ⑦母乳育児のため
の基本的指導やケアができる ⑧新生児や乳児が健
康に成長発達するための援助ができる ⑨新しい家族と
の生活適応のための援助ができる ⑩正常な経過から の
逸脱を予測し、 予 防することができる ⑪実施したケアが
目 標に達成したかを判定 ・ 評価できる

①妊婦 ・ 産婦 ・ 祷婦と円満な人間関係を築くためにコミュニ
ケーション技術を活用できる ②健康レベルに応じたケ
アを行うために、 健康教育の技法を活用できる ③産婦の

3、 妊婦 ・ 産婦 ・ 祷婦陶 新生児にニーズや期待や考えを受容し、 ケア技術能力 |安楽の援助技術を習得し、 個別に用 いる ことができる ④ 
を高める | 分娩の満足と達成感を受容するため に、 産祷婦とともに分

4、 助産師の義務および責任を 自 覚した行動が取れる

娩を振り返ることができる ⑤新生児の安全・ 安楽の
ニーズを満たし、 成長 ・ 発達を促進するため のケア技術を活
用できる

①妊婦 ・ 産婦 ・ 祷婦を尊重してケアすることができる ②業
務範囲を理解し、 リ ス クマネージメントについて考えることがで
きる ③生命を尊重し、 倫理について考えることができる
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表 ill - 2 学校別 実習 目 標 ( E校)

科 目 名 実習 目 標

大学 助産論E 1 . 妊産祷婦 ・ 新生児を全体論的、 経時的に把握することができる

2 、 妊産祷婦・ 新生児のニーズに即した個別 的な看護実践能力を養うことが
できる

3 、 妊産祷婦 ・ 新生児に対し、 継続性のある看護を提供するための助産師と
しての役割を考察する ことができる
4、 自 己の看護実践を客観的に評価する」とから、 助産師として必要な知
識 ・ 技術 ・ 態度を統合した 自 己の課題を明確に見出 し、 解決していく方法に
ついて考察する ことができる

コード 目 標

①対象者の状態を全体論的に把握する ことができる( 身体
的 ・ 心理的側面、 ライフサイクル側面、 対象者を 取 り まく 家族
や環境の側面から)②時間の経過とともに変化している対
象者を経時的に把握することができる

①
系統

身体的 ・ 心理的側面の視点に基っき対象者からの情報を
的にかつ的確に収集することができる ②得られた情

報を意味づけて、 その関連性と、 さらに今後の経過や健康
状態に及 ぼす影響を分析できる ③対象者の状態を統合 |
的かつ経時的看護( 助産) 診断することができる ④看護 l
( 助産) 診断に基づき看護の 目 標を設定することができる
⑤看護( 助産) 診断に対応し、 対象者の個別性を考慮した具
体 的方法を立案することができる ⑥援助するために適切 |
な実施時期を考慮することができる ⑦立案した看護( 助
産) 計画に基づき、 原理原則をふまえて対象者に必要な看
護を実践することができる ⑧立案した看護( 助産) 計画に !
基づき、 対象者の個別な状況に合わせて看護を実践するこ
とができる。 対象者との関係を築き、 母子の 生命 権利を尊 l
重した看護を実践することができる ⑨実施結果を 多角 的
に評価することができる ⑩ 自 己評価 陶 他者評価に よ り 、
妊産構婦 ・ 新生児に対する適切な看護方法について考察す



表 ill - 3 学校別 実習 目 標 ( L校)

科 目 名 実習 目 標( 4例 以上 の 目 標)

， . 妊婦の健康診査とアセスメン トから、 対象者の個別性に応じたケアや保助産学実習 I 健指導を展開できる

大学 助産学実習 E 1 . 産婦の健康診断 ・ 分娩経過予測かできる能力を養う
2 . 分娩期1:.おいて正常から逸脱した状態が判 断できる能力を養う
3 . 助産計画を立案 ・ 実施 ・ 評価する態度を身につける
4 . 正 常分娩経過をとる産婦の分娩介助ができる能力を養う
5 . 出 生直後の児の健康診査と看護ができる能力を養う
6 . 異常分娩児の救急処置を見学し、 そのケア ・ 介助について理解する
7 . 妊娠中のハイリ スク 因子が分娩に及ぼす影響について理解し、 異常の 予
防と対処ができる能力を養う
1 . 対象を継続して受け持つ』とにより 、 妊娠期か ら 出 産後1 ヶ月 頃までの全

助産学実習 E 経過の 中で、 家庭、 地域社会で成長していく母子として、 その全体像が捉え
られるようになる

#泊‘ 2 . 母子保健ケアの継続の意義と必要性を理解し、 対象のパースプわやお
産への思いをふまえて、 各時期において継続した援助 ・ 保健指導が実施で
きるようになる
3 . 地域社会および病産院の母子保健管理シスァムを理解し助産師として
の役割を学ぶ
4 . 妊娠期に家庭訪問を実施する」とによ り 、 妊婦の生活への理解を深め実
施した指導について評価し、 その後の保健指導とケアの参考にする
5 . 母子家庭訪問について計画の立案 圃 実施 ・ 評価 E 報告ならびに地域との
連携を経験し理解する

助産学実習W 1 . 低体重児 ( 未熟児) ならびにハイリスク児の看護について見学実習を行う
助産学実習 V 1 . 女性のフイフサイクル各期1:.おける女性の健康 問題が理解できる

2 . 女性のケアについて、 ケアの場を知る
3 . 女性の健康アセスメントについて知る

コード 目 標
!①

過
妊

の
婦の健康診査ができる

出
②

・ 把
今後の妊娠 分娩 産構経

予測ができ、 問題点の抽 握ができる ③健康診
査に基づいて、 妊婦および家族に対して必要なケア( 保健指
導) が実施できる ④健康教育の実際を計画し、 実施す
る。 ( 母親学級の一部)



表 皿 - 4 学校別 実習 目 標 ( G校)

科 目 名 | 実習 目 標(前期 ・ 後期)

2 . 産婦の助産過程と健康診査 ・ 保健指導が理解できる

コード 目 標 き孟!こ行覇自覆まで提示)
前期妊婦; ①妊娠経過および適応の診断に必要な情報収集
ができる ②情報をアセスメン トできる 後期妊婦 ; ①妊
娠経過の診断に必要な情報が収集できる ②情報を分析
して診断ができる ③診断に基づき助産計画が立案できる
④計画に基づいて援助が実施できる 妊娠中の異常の対
応について理解できる
前期産婦 ， ①分娩経過および適応の診断に必要な情報収集
ができる ②情報を分析し、 分娩各期の分娩経過および適
応の診断ができる ③診断に基づきケア計画ができる
@分娩4期の診断ができる 後期産婦 ; ①分娩経過の診
断に必要な情報が収集できる ②情報を分析し、 分娩経過
の診断ができる ③診断に基づき実施できる ④ケアの
計画に基づき、 実施できる ⑤分娩第4期の診断ができる
⑥助産過程の評価ができる ⑦異常を早期発見し、 医師、
助産師に報告できる ⑧異常産婦にケアについて理解でき
前期祷婦+①産祷経過およ び適応の 診断に必要な情報が
収集できる ②情報を分析し、 産樗経過および適応の診断
ができる ③診断に基づきケアが計画できる 後期祷婦 ;
①産祷経過の診断に必要な情報が収集できる ②情報を
分析し、 産祷経過の診断ができる ③診断に基づきケア計
画ができる ④福婦および家族に健康生活上の援助 ( 心理
的援助も含む) ができる ⑤母子関係の 成立を助け、 家族
役割が調整できるよう援助する ⑥母乳栄養確立への援
助 ができる ⑦育児への援助ができる ⑧産後の性生活
について援助できる ⑨産褐経過中 の異常の早期発見と
前期新生 児 ; ①新生児経過の診断による必要な情報が収集
できる ②アセスメン ト項 目 に沿って体外生活適応につ い
て診断できる ③診断に基づきケアが計画できる 後期
新生児 ; ①新生児経過の診断による必要な情報が収集でき
る ②分娩直後の健康状態が診断できる ③胎外生活
適応について診断できる ④診断に基づきケアが計画でき
る ⑤新生児仮死の蘇生の方法を理解できる ⑥異常 の
早期発見ができる
* 後期産婦、 祷婦は継続ケースで展開

短大 | 助産学実習 I 1 1  . 妊婦の助産過程と健康診査 ・ 保健指導が理解できる

-
b
l

 
3 祷婦の助産過程と健康診査 ・ 保健指導が理解できる

4 新生児の助産過程と健康診査 ・ 保健指導が理解できる

5 . 1 - 4までの過程lご吾、扇子二天蚕穂読的{こ受け持ち理解できる
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( N ICU実習)

a・ ・ ・・""....."・......，.，

地域母子保健

助産管理

①
申 請

ハイリ スク新生児 ・ 乳児の概念を理解する
リ
②
ス

ハ
ク

イ リ スク l
に乳児の症状、 治療を理解する ③ハイ 新生

児 ・ 乳児の看護を理解する ④母子および家族の鮮を深
める援助について考えられる ⑤ハイ リ スク新生児 ・ 乳児
に対する法的医療、 施設について理解する ⑥望ましい周
産期管理につ いて考えられる
①
域

地
に

域のおける母子保健活動の特徴か理解できる
て

②
理

地
解おける母子保健活動の計画、 実施、 評価につい

できる ③母子保健サービスの組織( 公的、 民間) 各々 の
機能について理解できる ④地域における母子保健活動
と助産師に役割、 連携について理解できる
①

②
助

助
産師の法的業務範囲と職業的責任について理解する
産業務を効果的に遂行するための助産管理の過程 ( 計

画 a 実施 ・ 評価) を理解する ③助産業務の行われる場の
特性を理解して、 他の職種 ・ 部門 ・ 期 間との調整や連携の必
要性を理解する
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表ill - 5 学校別 実習 目標 (F校)
科 目 名 実習 自標

短大 産科外来 1 . 産科外来の機能について理解できる

2 . 妊娠の健康診査について理解できる
3 . 妊娠中に行われる検査について理解できる
4 個別的な保健指導が理解できる
5 . 診察の記録および必要な記録類が理解できる

6 . 産祷1ヶ月検診について理解できる

7 産祷期の受胎調節法について理解できる
8 . 赤ちゃんの1ヶ月検診について理解できる

妊産祷婦・新 1 . 母子保健管理に必要な個別指導ができる能力を養う生児継続事例 2 . 母子の健康管理上の問題点を把握し、 適切なケアができる能力を養う
実習 3 . 妊娠 ・分娩・産祷経過中 1::起」りうる異常及び潜在的異常、 そして合併症に対処できる能力を養う4 . 助産業務の基本技術(健蔵診査・助産・保健指導)を修得する5 . 家庭訪問を通して、 母子が家庭および地域社会に適合できるような保健

管理能力を養う
母子センター 1 . 産科病棟の機能について理解できる実習(産科)

2 . 構婦の健康診査について理解できる

3 . 新生児の健康診査について理解できる

コード 目 標

き①る産科外来の業務が理解できる
科
②と診の

察
連
の
型
順序が理解で③妊娠に合併する疾患と他 携が理解できる

④助産師の役割が理解できる ⑤他部門、 地域(行政) と
の連携が理解できる
l①③

必診要な情報が収集できる ②
④

診
正

察項 目 が理解できる察の方法が理解できる 常か否か判断できる
で①き

妊
る婦

の一般検査およ
とそびの随対時処

行
法
わ

が
れ

理る検査について理解
②検査結果 解できる

I①カt妊E里
娠週数に応じた保健指導ができる ②妊婦の個別性
解できる①②記外来力ルァ、 母子健康手帳その他の記録が理解できる
録の必要性について理解できる

|①月産検
祷1ヶ月検診の意義について理解できる

婦
②

の
産
生祷活

1 ヶ
指診の検診事項について理解できる ③楊

導ができる ④継続看護の必要性が理解できる
I①でき産る祷期の生理的特長が理解でき必要な保健指導が理解

|児①
1
の
ヶ
発
月検診の意義について理解できる

育
②
児
正
指
常
導
な
が
1ヶ月

育 剛発達が理解できる ③必要な 理解

l①患産
が
科病棟の 日 課 業務か理解できる

看②護入業院務妊が
婦
理

の
解疾で理解できる ③日 常行われている

きる ④医療チームの一員であると 自覚できる ④助産
師の役割が理解できる
|①③

必
診要な情報が収集できる ②

④
診
橋

察
婦

項
の

目 が理解できる
察の方法が理解できる 生理的経過が理解

できる ⑤正常か否か判断できる
I①
情報

新生児の生理的変化が理解できる
③
②
健
健康

康
章
診査に必要なが収集でき看護診断ができる 診査項 目 が理解できる ④健康診査の方法が理解できる ⑤正常か否

か判断できる
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分娩介助実習

婦人科外来

4 . 新生児の処置について理解できる

5 乳房管理について理解できる

6個人指導について利点 ・欠点が理解できる

7 . 母子相互作用について理解できる
1 . 産婦の健康診査を行い分娩の経過を判断し、 産婦のケアが適切に行える能力を養う
2 . 産婦管理上の問題点を総合的に判断し、 適切な助産計画を立案し、 実
施評価できる能力を養う4 . 分娩介助の知識と技術を修得する
5 . 分娩経過中に遭遇する突発的産科異常や合併症などを早期に発見し
て、 適切な処置及び介助(産科手術・緊急処置・産科麻酔の介助)ができる6 . 出生直後の新生児のケアができる能力を養う
7 . 分娩経過が児に及ぼす影響を理解し、 祷婦及び新生児ケアに応用でき
る能力を養う8 . 記録、 連絡、 報告ができる能力を養う9 . 助産所の業務範囲と法的責任について理解する
1 0 . 医療チームの一員として、 円満1::.業務を遂行できる能力を養う
1 . 婦人科外来の機能について理解できる

2 . 妊娠の診断について理解できる
3 . 不妊症の治療・検査が理解できる
4 . 避妊指導が理解できる

l①が
涼でき浴、 瞬処置、 点眼などの必要性が理解でき、 ケア 処置

る ②K2シロップの与薬について必要性・投与方法
を理解できる ③CMEについて理解できる ④退院時診
察項 目 が理解できる ⑤処置を行う際、 母親に説明できる
①
解

母
でき乳る

の利点について説明できる
理
②
解
乳で

汁
き

分泌機能が理
③乳汁分泌促進方法が る ④SMCが理解でき実行できる ⑤捜乳指導を見学し必要性を理解する⑥乳頭亀裂・うつ乳時の処置について理解できる

l①解涼でき浴る、 産祷指導要点が理解できる ②
④

セ
育
ルフケアが理③退院指導が理解できる 児指導が理解できる ⑤指導中の祷婦の反応が理解できる

i①離母(未
子熟相児互室

作
入
用室をな促ど進)

する方法が理解できる ②母子分
時の援助が理解できる

l①の
新

種
患患者 再来患者の診察手順が理解できる

で
②
き疾る患

類や治療法が理解できる ③診察の介助が④看護師の役割が理解できる
l①法

診
!こ

断の方法について理解できる ②妊娠週数の算出方
ついて理解できる

l①④
不

排
妊患者の心理が理解できる

る
②検査の介助ができる

卵誘発などの治療が理解でき
|①避妊器具・避妊使用法や副作用について理解できる
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表 直 一 6 学校別 実習 目 標 ( J校)

科 目 名 実習 目 標( 1 、 2段 目 標)
専門 助産診断 ・ 技 1 外来の構造や備品 とその配置を理解する術学実習

2 . 産科外来を受診した妊婦の診察経過を理解する
3 継続事例2名 を決定する
4 . 病棟の構造や備品とその配置を理解する
5 . 分娩期の助産過程を理解する
6 . 分娩期の助産過程が展開できる
7 . 産構 ・ 新生児期の助産過程が展開できる
8 . 産祷期の集団指導が実施できる
9 . 緊急時の助産師の対応を理解する
1 0 . 女 性の性と生殖の健康生活に影響する 因子をアセスメン トできる
1 1  . 女性の性と生殖をめぐる健康 問題に対して、 助産師の果たす役割を考察
1 2 . 異常児が出生した原因について考察できる
1 3 . 児が入院している母親 ・ 家族への援助について理解する
1 4 . 妊娠 ・ 分娩 町 産祷期を通して、 母子のプライマリ ケアができる

地域母子保健 1 . 市町村保健センターの組織と、 地域における役割を理解する
実習 2 . 保健医療チームメンバーの協働した活動を理解する

3 . 地域保健活動に参加 し、 女性のフイフサイクルにおける健康について助
産師の果たす役割を考察する
4 . 祷婦の 家庭訪問を通して、 母子の 日 常生活に応じた助産活動が展開でき
5 .  ( 助産所の) 施設 ・ 設備 ・ 運営の実際を理解する
6 . 妊婦、 産婦、 祷婦および新生児の援助の実際を理解する
7 . 単 産所の地域!こおける役割を理解する



表 ill - 7 学校別 実習 目 標 (K校)

科 目 名 | 実習 目 標

3 原理にもとづいて分娩介助の実際ができる

実習場所別行動 目 標
|①妊娠の確…る ②妊婦の助産診断雨明
の状態の診断ができる 胎児の状態だ診断できる 胎児付
属物の診断ができる 各期の経過診断ができる 基本的生
活行動の診断ができる 精神 ' 心理的生活行動の診断がで
きる 社会的生活行動の診断ができる 出産に向 けての準
備状態の診断) ③診断に基づき問題の優先順位を決定
し、 助産計画の立案ができる ④助産計画に基づいて妊婦
に対して安全 ・ 安楽に援助する ことができる
⑤妊婦の正常逸脱からの判 断と適切な援助の実際を学ぶこ
と ができる ⑥助産過程が評価できる ⑦集団を対象とし
た分娩準備教育ができる
①助産診断ができる( 分娩開始の診断ができる 分娩経過
の診断ができる 基本的生活行動の診断ができる 精神 ・ 心
理的生活行動の診断ができる 社会的生活行動の診断が
できる 分娩進行に伴った産婦独 自 の対処行動がとれる か
否か判断できる) ②診断に基づき優先順位を決定し助産
計画の立案ができる ③産婦の状態に応じた安全 ・ 安楽な
分娩介助ができる ④産婦の正常逸脱からの判 断と適切
な援助の実際を学ぶことができる ⑤助産過程が評価でき
①橋婦の助産診断ができる( 生殖器の復古が診断できる
全身の復古が診断できる 進行性変化と授乳状態が診断で
きる 基本的生活行動が診断できる 精 神 ・ 心理的生活行
動が診断できる 社会的生活行動が診断できる 出 産 ・ 育児
行動が診断できる) ②新生児 の健康診断ができる ③新生
児の養育環境診断ができる ④診断に基づき 問題の優先順
位を決定 し、 助産計画を立案することができる ⑤助産計画
に基づいて母子に対して安全 ・ 安楽に援助することができる
⑥祷婦の 正常逸脱か らの判断と適切な援助の実際を学ぶこ
⑦ハイリ スク新生児のアセスメン ト と適切な援助の実際を学
ぶことができる ⑧助産過程が評価できる
①乳幼児の成長をアセスメン トできる ②乳幼児の健康保持
増進について、 母親と家族に保健指導ができる ③出生か
ら の健康 問題を継続して考える ことができる ④ハイ リ スク
児の健康生活診断と適切な援助の実際を学ぶことができる
⑤乳幼児に起こり ゃすい疾患の病態、 症状、 治療、 ケア、 予
防手段の理解ができる
①ライフサイクル各期の性機能と行動、 発達課題についてア
セスメン トできる ②対象者に応じた健康生活の援助が理解
できる

専門 |結語 技 1 1 妊産祷婦、 新生児の助産診断ができる

2 . 助産過程にもとづいて母子およびその 家族にケアができる

品
、吋
|

4 . 母子のライフサイクルに応じた健康診査ができる

5 . 助産過程にもとづいて生活援助と健康教育ができる



品
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助産管理実習

地域母子保健

1 . 医療施設、 助産所の機能を理解し、 助産管理の過程が理解できる

2 . 助産業務の実際を通して助産業務の責任と役割が理解できる
3 . 保健医療チームの 中での関連諸機関との連携 ・ 調整の方法およびその
必要が理解できる
1 . 地域における母子のフイフサイクルの段階に応じた援助が理解できる
2 . 施設と地域の関連において継続した母子保健活動の実際が理解できる
3 . 地域での母子保健活動が理解できる

1①
経

病
営

院における助産業務管理の実際を知る
際

②
を通

助産所の
と管理の実際を知る ③助産業務の実 して助

産業務の責任と役割が理解できる
④助産業務と法的責任の実際を学ぶ
⑤助産師としてのプライマリ ー ・ ケアの提供のあり 方を学ぶ

1①
②
市
時

町村における母子保健活動の実際を理解する
間 的連続性を持った育児支援の実際を知る

③助産所における母子保健活動が理解できる
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表ill - 8 新人看護職員研修到達目標一助産技術についての到達目標 (厚生労働省 2∞4) と 各養成所の実習 目標の比較

大項 目 中 項 目 大 学
C E L 

主主産婦 正常撒需の健康診査 と 経過診断、 助言 。 。 。
外診技術 ( レオポル ド触診法、 子宮底 ・ 腹囲測定、 ザイ ツ法、 胎児心音聴取 。 ム 。
内診技術 。 。 。
分娩間見装置の装着 と 判読 ム ム ム

分娩開始の診断、 入院時期の判断、 ム ム ム

分娩第 1 ""' 4 期の紐晶診断 。 。 。
破水の診断 ム ム ム

産痛緩和ケア (マ ッサージ、 温署1去、 温浴、 体位な ど) 。 ム 。
分娩進行促進への援助 (体位、 リ フ ク ゼージ ョ ンな ど) 。 ム ム

心理的援助 ( ド ウ フー効果、 知童婦への主体的姿勢への援助な ど) 。 ー ム 。
正常分娩の直接介助、 間接介助、 。 。 。
女王虫膨朝、 分娯却の異常への援助 (指導下での実施) 。

新生児 新生児の正常 と 異常の判断 (出生時、 入院中、 却期寺) 。 。 ム

正常新生児の健康診査 と 紐晶診断 。 。 。
新生児胎外適応の促進ケア (呼吸 ・ 循環 ・ 初同世 ・ 栄養な ど) 。 ム 。
新生児の処置 ( 口鼻腔 ・ 胃 内吸引 ・ 腐処置な ど) ム ム ム

令同谷
新生児への予防薬の与薬 ( ピタ ミ ンK z、 点眼帯 ム ム ム

新生児期の異常への援助 (指導下での実施) ム ム

中耕帯 正常欄需の健康診査と 経過診断 仇院中、 退院時) 。 ム

母親役割への援助 (児 と の早期櫛虫、 出産体験への想起な ど) 。 ム

育児指導 (噛乳育児揮幕、 討す谷、 育児法な ど) ム ム

槻需の退開時 (生活相談 ・ 指導、 産後家族計画な ど) ム ム
母子の 1 ヶ 月 健康診査 と 助言 。
産樽期の異常への援助 (指導下での実施)

証明書 出生証明書の翫識 と 説明 ム
な ど 母子健康判長の記載 と 説明 ム

助産録の記載 ム
0昔刊面 している ム一部、 表現不足である が (読み取れる) 音羽面 している 空 白 (読み取れない)

安調大学 専門学校 備考 |
G F J K 
。 。 ム 。
。 。 ム 。
。 。 。 。
ム ム ム ム

。 ム
。 。 ム 。
ム ム ム 。
ム ム ム 。
ム ム ム ム

ム

。 。 。 。
ム ム ム
ム 。 ム

ム 。 。
。 。 ム
。 。 ム

。
。

ム ム

。 。 ム 。
ム ム

。 。 ム 。
。 ム 。

ム ム

ム
。 ム
ム ム
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表ill - 9 新人看護職員石刑彦到達目標 縄 助産技術につての到達目標 (厚生労働省 2∞4) と 各養成所の実習評価の比較

大項 目 中 項 目 大 学 短期大学
C E G F 

妊産婦 正常矧需の健康診査 と 経過診断、 助言 。 。 。 。
外診技術 ( レオポル ド触診法、 子宮底 ・ 腹囲測定、 ザイ ツ法、 胎児心音聴取 。 ム 。 。
内診主主術 。 。 。 ム

分娩酎見装置の装着 と 判読 ム ム 。 。
分娩開始の診断、 入院時期の判断、 。
分娩第 1 � 4 期の経過診断 ム 。 。 。
石波フkの診断 ム 。
産痛緩和ケア (マ ッサージ、 温署法、 温浴、 体位な ど) 。 。 。 。
分娩進行{尼隼への援助 (体位、 リ フ ク ゼー ジ ョ ンな ど) ム ム ム

心理的援助 ( ド ウ フー効果、 妊産婦への主体的姿勢への援助な ど) ム ム 。 。
正常分娩の直接介助、 間接介助、 。 。 。 。
妊娠期、 分娩期の異常への援助 (揮尊下での実施) ム

新生児 新生児の正常 と 異常の判断 (出生時、 入院中、 避完時) 。 。
正常新生児の健康診査 と 経過診断 ム ム 。
新生児胎外適応の促進ケア (呼吸 ・ 循環 ・ 損同世 ・ 栄養な ど) ム ム ム ム
新生児の処置 ( 口 劃腔 ・ 宵 内吸引 ・ 購処置な ど) ム 。 。 ム
材陣谷
新生児への予防薬の与薬 (ビタ ミ ンK z、 点眼帯 ム ム

新生児期の異常への援助 (指導下での実施) ム ム

欄需 正常欄帯の健康診査 と 経過診断 (入院中、 退院目前 ム 。 。
母親役割への援助 問 と の早期接触、 出産伸験への想起な ど) 。 ム 。一一一
育児指導 (晴乳育児指導、 i村谷、 育児法な ど) ム ム
欄需の退開時 (生活相談 ・ 掃事事、 産後家族計画な ど)

「一
ム ム

母子の 1 ヶ 月 健康診査 と 助言

産樽期の異常への援助 (指導下での実施) ム
証明書 出生証明書の記載 と 説明 ム
な ど 母子健康手帳の記載 と 説明 ム

助産録のま!載 ム ム
0評価 している ム一部、 表現不足であ る が (読み取れる) 評価 している 空 白 (読み取れなし 、)

専門学守交 備 考
J K 
ム

。 。
。

。 。
ム

。
。
。

ム

。 。

ム ム

ム
ム 。

ム
ム

ム

。
。



第E章 看護師 ・ 保健師 ・ 助産師、 3 職種の統合カ リ キ ュ ラ ムによ り 育成 さ れる、 看護職

に期待 さ れる能力

研究概要

従来か ら 大学の卒業生は、 過密カ リ キ ュ ラ ムであ り 人間的陶冶が さ れていない、 技術が未熟であ る な

どの諸問題 も指摘 さ れて き た。 しか し、 そ の評価は卒業時の分娩介助件数や、 実習総時間数、 経験項 目

か ら 評価 さ れて き たが、 果た して 内容的にそれで良いのか、 ま た継続的は評価 も されて こ なかっ た。 今

後は実際に助産師 と して就職 した後の評価を してい く 時期であろ う と 考えた。 本格的調査を始め る 前 に

おいて、 社会のニーズ、 卒業時の能力、 卒業後に大学で、助産師教育を受けたメリ ァ ト ・ デ 刈 ッ ト な どを聞 く 3

調査を実施 した。

1 つ 白 は、 「本土会のニーズ、か ら考 え る 助産師教育」 と して、 現代の女性 と 家族の健康問題 と して と り 上

げた事項 (①乳幼児虐待、 ②子育て支援、 ③不妊、 ④産科医療機関の閉鎖 と 助産師、 ⑤性に関する諸問

題、 ⑥ ドメ ス テ ィ ッ ク ・ バイ オ レ ンス (DV) 、 ⑦女性の生涯を通 じた健康、 ③妊工妊娠中絶、 ⑨性感染

症、 ⑩性教育) は周産期以外の ラ イ フ ステ ー ジに関わ る 問題が多い こ と か ら助産師教育において広 く そ

れ ら を包括する 内容が求め られる。 そのためには、 1 ) 他職種連携の必要性 と その方略、 2 ) 当事者

を尊重する 姿勢 と その方法、 3 ) 倫理的な基盤の醸成を教育課程の 中 で さ ら に意識 して行 う 必要がある。

2 つ 目 に、 大学卒業時におけ る 「 リ プロ ダク テ ィ ブ ・ ヘルス/ ラ イ ツ に関する理解」 の予備調査であ

る。 ICM 必須能力のカテ ゴ リ ー 1 社会学的、 公衆衛生お よび保健専門職の一般知識、 技術お よ び態度 と 、

同 2 リ プロ ヘルス と 家族計画の方法は、 「性 と 生殖」 に関与する看護職 と して必要な学習 と 想定 し、 助産

選択科 目 を有する 大学 と 有 しない大学の卒業時の学生の習得状況を明 ら かにする こ と を試みた。 そ の結

果、 両者に差異は些少で、あ っ た。 助産選択科 目 を有 して い る 大学 も 有 していない大学 も 同様に行われて

いる こ と がわかっ た。 助産師教育課程の基礎も 現在の看護の基礎教育の中で充分お こ なわれてお り 、 す

でに看護統合カ リ キ ュ ラ ム と して行われて い る と 考え る。

3 つ 目 は、 「大学で、助産師教育を受けた助産師への調査J を大学の学士課程で助産師教育を受けた助産

師 11 名 に、 助産師 と して就職 した後の体験を 聞 く こ と か ら 、 学士課程で助産師教育卒業性の特徴を導

いた。 大学で助産師教育を受けたメ リ ッ ト は、 看護 (助産) の基礎教育の上で、 最 も重要な対象の理解

と 、 そ の個人や家族に対する個別的ケ ア と し 、 う 部分を核に教育 さ れてお り 、 ま た地域 と のつなが り の 中

で対象者を と ら えていた。 生涯看護を学ぶ素地 と しての、 自 己教育力 と しての必要な学習方法な ら びに

職業人 と してのアイ デンテ ィ テ ィ や 目 標を持っ て し も と し 、 う こ と 、 他者に伝 え る た めの概念化能力 、 ま

と め る 力 、 書 く 力 も 望ま しい姿で、あ っ た。 一方、 デメ リ ッ ト であ る 技術 自 体については、 就職当初確か

に不足感を感 じている ものが多 く 、 そ の克服に よ っ て約 1 年間で問題は解決 さ れる と している。 技術 自

体が充実す る のは さ ら に経験や修練に よ っ て獲得 さ れる ので、あっ て、 実は業務 と しての成立を技術と い

う 言い方に な っ て い る か も しれない と し 、 う 発言 も あ った。 克服については、 大学卒業者の受け入れも徐々

に増加 し、 大学で助産師教育を受けた助産師が増加する こ と で、 すでに受け入れ側は (臨床は) なれて

き た こ と も 大 き な要因であ る こ と がわかっ た。

こ れ ら の結果か ら見る と 、 大学 4 年間で助産師教育を受けた助産師た ちが、 現場の助産師 と して充分

に活躍でき る 存在 と 思え る が、 一部の教育課程な らびに助産師のデー タ であ り 、 今後、 調査範囲 を拡げ

引 き続 き 検討してい く こ と が望まれる。

守iRU
 



1 . 消費者ニーズか ら 考 え る 助産師教育

1 . 目 的

1999 年 に改訂 さ れた IICM 助産師 の 国 際倫理綱領j の 1 1 . 助産 に お け る 関係性」 に よ る と I b . 

助産師は、 女性 と 連携 を 図 り 、 女性が 自 己 の ケ ア に 関す る 決定に積極的に参加する 権利 を支持 し 、 そ れ

ぞれの文化 ・ 社会に お い て 女性 と 家族の健康に影響 を与 え る 問題 に 対 し て 、 女性が 自 ら 声 を 上 げ る よ う

そ の力 を 高 め る 。 J と あ る 。 助産師は時代 と 共 に変 容す る 女性や家族の健康 問題 を 把握 し て い く 必要が

あ り 、 基礎教育 におい て も 敏感 に 最新 の健康問題 を 取 り 上げて い く 姿勢が 求 め ら れ る 。 と く に近年 は 生

殖医療の進歩、 性や生命 に対す る 人 々 の 意識 の変容、 多様化が あ り 、 対象で あ る 女性 と そ の家族の ニ ー

ズ を 的 確 に捉 え る に は継続 し た努力 が必要で あ る 。 こ こ で は 、 近年の社会の情勢 ・ 社会問題を反映 し た 、

現実の健康問題の解決や予防に 向 け て 、 サー ビス の受 け手 で あ る 消費者が保健医療 に 対 し て 何 を 求 め て

い る か、 そ の ニ ー ズ に 対 し て助産師教育 で は何 を 準備 して い く の かに つ いて 明 ら かに し て し ペ 。

2 . 方法

1 ) 現代の 女性 と 家族の健康問題 と し て と り 上げた も の。 (分担者)

① 乳幼児虐待 (遠藤 ・ 丸 山 )

② 子育 て 支援 (遠藤 ・ 丸 山 )

③ 不妊 (遠藤)

④ 産科 医療機関 の 閉鎖 と 助産師 (遠藤)

⑤ 性に 関す る 諸 問題 (渡部 ・ 鈴木)

⑥ ド メ ス テ ィ ッ ク ・ バイ オ レ ン ス : D V  (渡部 ・ 鈴木)

⑦ 女性の生涯を通 じ た健康 (渡部 ・ 鈴木)

⑧ 人工妊娠 中絶 (斉藤 ・ 加藤)

⑨ 性感染症 (斎藤 ・ 加藤)

⑮ 性教育 (斎藤 ・ 加藤)

2 ) 情報収集範囲

①-④yahoo に て 各 々 の キー ワ ー ド か ら 新聞 に て 2004，2005 年 の記事 を検索 し た 。

⑤ 日 本性教育協会資料室の蔵書 ・ 資料か ら におい て性/セ ッ ク ス /高齢者/障害

者/セ ッ ク ス レス /性行動/セ ク シ ュ ア リ テ ィ /性 同 一性障害 の キ ー ワ ー ドで検索 し た も の の う

ち お よ そ 1990 年代か ら 現在 ま で の も の を 収集 し た。

⑥⑦パ ド ・ ウ ィ メ ンズ ・ オ フ ィ ス 発行 の 「 女性情報J 2005 年 1 月 ........ 7 月 号 よ り 、 D V 、 女性の生涯

を 通 じ た健康、 女性医療 に 関す る 記事 を収集 し た 。

③yahoo に て 「人工妊娠 中絶J を キー ワ ー ド に 2004， 2005 年 の記事 を 検索 し た。 お よ び看護系論文

よ り 抜粋 した。

⑨⑩新 聞切 り 抜き 誌 よ り 「性教育J 1性感染症J 1エイ ズJ 関連の記事 を収集 し た

3 ) 資料の分析方法

各文献 ・ 記事 に つ い て 実態 を報告 し て い る も のか、 そ の 問題へ の 対策や支援 に つい て 述 べ て い る か に

つωFD
 



よ っ て 2 分類 し て整理 し た。 「実態」 の 資料 か ら はそ の 問題 に 顕在 ・ 潜在す る 女性 と 家族の ニ ー ズ、 を ま

と め、 そ の ニー ズ に対 し て 、 「支援J の 資 料か ら と く に保健 医療職、 看護師、 助産師が果たす役割、 助

産師教育への示唆 を検討 し た。

3 . 研究結果及び考察

①乳幼児虐待

虐待 を 受 けて い る 年齢 は乳幼児が 多 く 、 学童期 に は心理的虐待、 ま た思春期 は性的虐待が 目 立つ。

乳幼児 の虐待は 、 「子 ど も が泣 く j な ど の育児 に 不慣れの母親が行い、 夫の無関心や経済的困窮が拍

車 を かけ て い る 。

支援の方向性 と し て 、 家庭訪問や健診の 充実 と と も に ボ ラ ンテ ィ ア の活用 な どが 示 さ れ る

親支援プ ロ グ ラ ム の開 発

期麿J静♂教、脊影時道受験
「親」 に な ろ う と し て い る カ ッ プルへの 支 援 の必要性。 男性 も 女性 も 親 に な る こ と を支援す る こ と で、

虐待は予防で き る はず で あ る 。 妊婦健診や家庭訪問 時 の ス キ ル と と も に様々 な アセ ス メ ン ト ツ ール の 活

用 な ど を 知 る こ と が重 要で あ る 。 ま た、 思春期の性的虐待な ど に 対応 し た親への教育が課題 と な る 。 (表

1 ) 

表 1 乳幼児虐待

2005.6.3 : 
児童虐待問題を追う第
1 部 凍える瞳 帯広児
童相談所の事例から
①ベIDネグレクトー養育
怠慢 (上下) 、 身体的虐
待 (上下) 、 現状と対策
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実態 6 四 国新聞 2005. 1 1 .3 児
童虐待相談、 過去最多
の 209 件ー県内

実態 7 毎 日 新聞 2005.1 1 . 1 2 : 3 
ヵ 月 の長女重体 愛知
の 1 8 歳母逮捕

実態 8 共同通信 2005. 1 2. 7 : 食
事与えず長女死なす
生後 7 カ月 、 21 歳母親
逮捕

実態 9 南 日 本新聞 2005. 1 2.1 9 : 
揺さぶられっ子症候群
鹿県の 4 児、 一時重体

実態 10  毎 日 新聞 2006.1 . 1 7 : 児
童虐待白書. 認識広が
り阜期発見増加も、 認
めない親 4 割一 都福祉
保健局/東京

実態 1 1  十勝毎 日新聞
2006.1 . 1 7  : 児童虐待問
題を追う第 3 部

し
レ悲

か
Tニ

し
ら

い① 記憶 告 白 メ-)
ー④DV 夫と過ご
日 々 (上下) 、 実父に受
けた性的虐待、 体験持
つ人から見た虐待社会
への意見

支援 1 2  読売新聞 2004.7.26 :乳
幼児虐待 小児科医を
“ 防波埋"に

支援 1 3  神戸新聞 2004. 1 1 .25 : 虐
待された児童 24 人が家
庭復帰 県の支援事業

支援 1 4  岩手 日 報 2005.4.9 : 児童
虐待発見マニュアル開
発

支援 1 5  読売新聞 2005.4. 1 9 : 乳
児マッサージで虐待防
止 呉の NPO 普及計画

目芝援 1 6  読売新聞 2005.4.22 : 子
育てにエール 福山市
が家庭訪問事業 虐待
防止めざす

�援 1 7  共同通恒 2005.1 0.25 : 夜
や週末でも電話して 虐
待防止へ相談マラソン

支援 1 8  毎 日 新聞 2006. 1 . 1 7 : 勉
強会 : 子供への暴力防
止テーマに母親ら 100
人参加 一金沢

②子育て 支援

消費者認ーズ

香川県内の 2∞5 年度上半期の児童虐待相談件数が 209 件と、 過去最多となった。
年齢別では小学生がトップ、 次いで 3 歳から就学前。 言語による暴力など心理的虐
待の増加が目 立った。
1 8 歳の無職少女 (母親) が 3 カ月 の長女1=暴行を加えたとして逮捕。 母親は「育児
に疲れていた」と話している。

7 カ月 の長女にミルクや離乳食などを十分1=与えず栄養失調で死tさせた 21 歳の
母親を逮捕。 夫と別居したショックで養育を怠 り 、 本人も食事をしていない状態だっ
た。 母親は「どうして」んな」とになったのかわからない」と話している。

鹿児島県内の乳幼児 4 人が硬膜下血腫、 眼底出血など「揺さぶられつ子症候群Jの
症状で一時重体。 1 人は 1 歳、 3 人は 6 ヵ月 未満。 いずれも虐待が疑われるとして、
病院が県児童相談総合センターに通報した。 2 人には重度の障害が残った。
都福祉保健局が、 都内の児相が03 年度に受理した児童虐待の相談事例 2481 件を
分析。 虐待期間 6 カ月 未満が 1 2 ポイント増の 41 %など早期 に発見されるケースが
増えている。 一方、 58%の実父が虐待を認めない、 「しつけ」と主張。 指導に応じる
虐待者は 4 害IJ弱にとどまっている。

①②3 カ 月 の子どものお腹を殴る、 ベビーベッドから落とす、 風81=沈めるなどの虐
待を行う夫。 妻や子どもに向けてエアガンを至近距離から撃ち、 子どもは全身に血
豆。 夫婦げんかのたびに子どもが標的に。 夫からの暴力の恐怖から追求できず。
自分も無力感からネグレクトに。 子どもを連れて駆け込みシェJレターに逃げ込む③
10 代で実父から性的虐待。 恐怖心から慢性的な寝不足などに@体験者の声「子ど
もの奇声や叫び声が聞こえたら、 疑わしいだけでも近所の人が通報するのが当たり
前の世間にしてほしいj

盛岡市で起きた 4 ヶ月 女児の虐待死事件で、 女児が運ばれた病院の医師
トを

が
つ
f盤
なぎ

盆
システムの質が高ければ防げたかもしれない」と振り返る。 わずかなヒン
合わせて、 虐待の予防や早期発見につなげるべき。 困っていることを 口 にできない
母親の心理にも配慮するべき、 と話す。 市は健診票の記載内容1=ついて再検討を
始めている。 北里大病院では、 小児科、 精神科の医師、 ソーシャルワー力ーらで委
員会を構成。 子どもの生活状況全般の情報を共有し、 行政や地域と連携する体制
を作った。
虐待を受けた子どもと親とのきずなを取り戻そうと県がスタートした「家族再生支援
プログラム」で3-1 6 歳の子ども 24 人の子どもが窒庭に復帰できた。 虐待を 自 覚して
いる親、 家族再生に意欲を持つ親が対象。 専門職員1=よるチームで、 親への面談、
訓練などを実施した。
県立大福祉学部の助教授らがネグレクトのアセスメントマーユアル歪開発。 乳児、 幼
児、 児童ごとに30 項 目 の設問L数値を入力すると危陵度などが判明する。 ネグレク
トは家庭内で行われ、 発見や判断が難しいことや身体的虐待と異なり、 加害者 自 身
が自覚していないケースもあるため。
子どもへのスキンシップを通じて乳幼児虐待を防ぐ活動をしている呉市由 NPO

る
人

法

ど
科

し

人| 
「 日 本タッチ 'コミュニケーション協会」が、 広島市内の家庭にボランティアを派
子どもへのマッサージ法を両親らに教える支援事業を始める。 同協会は産婦
や小児科の医師、 主婦らで構成。 スキンシップにより 育児ストレスが軽減でき
ている。
市が出産後間もない若い両親や未熟児を持つ家庭など、 子育て支援が必要と思わ|
れる世葺に、 保健師や助産師を派遣する 「育児支援家庭訪問事業」を始めた。 対象
は 0-3歳児を持つ家庭。 健診結果などを基に、 ストレスやノイローゼなどが推測さ
れる家庭を調査し、 訪問する。
悩みを抱えた親の相談にのろうと、 1 6 都道府県で週末と夜間I=r全国電話相談マ弓
ソンJを実施 。 日本子どもの虐待防止民間ネットワーク主催。 北海道、 東京、 大阪、
宮崎などの各団体が、 順次、 電話相談を実施する。
児童虐待防止や母親のための活動を続けている 4 団体と市が主催して、 子どもへ
の暴力 防止をテーマに勉強会を開催。 母親たちが子どもの気持ちを受け止めるた
めのコツや子どもとの関わり方を学んだ。
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子 ど も 子育て応援 プ ラ ン に 向 け て の 具体策 : 企業 と 提携 し た 取 り 組み

国 の 方 向性が 、 よ り 具体的 な実行性 に欠 け る

県や市町村独 自 の取 り 組み の 開 始

保育施設の 多様化やア イ デア : 幼保一元化の総合施設の紹介、 通所介護施設 の夜間保育所への活用

保 育ボ ラ ンテ ィ ア の多様化 と 研修

馳産自市教育訓務課題
助産師教育 に 限定 し た課題では な く 、 看護教育 〔地域看護学、 小児看護 学 と の連携〕 に

よ り 、 子 ど も の育 ち が 可能 と な る 施策や、 実 際 を 知 る こ と 。 ボ ラ ンテ ィ ア組織の 支援や

育成 に 関 わ る 看護者の役割 も 考 え た い。 ( 表 2 )

表2 子育て支援

検討していく。 これまでの 出産育児一時金、 児童手当 は少子化を食い止める決め
手にならなかった。 無料化は子育て夫婦にとって大幅な負担減にはなるが、 少子
化は長期間にわたってできた社会全体の風潮やライフスタイル、 環境などが深く
かかわっている。 経済的支援だけで解決できるほど単純な問題ではないと指摘。
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実態 9 日 本経済新聞 2006. 1 .23 : 「第 2 次男女共同参画基本計画は、 2020 年までL指導的地位に占める女性の割
生活ワーキング どうな 合を 30%にする 目 標設定、 家庭に入った女性の再チャレンジ支援など女性の参
る 男女共同参画 第 2 次 画を強化する取り組みを 多く盛り込んだ。 出産を機に退職している人が 7 割いるこ
基本計画 猪 口 担当栢に とにも注目 し、 家庭と仕事の両立支援も重要な柱。 男女の固定的役割分担を意識
聞く するために『ジヱンダ一』は不可欠な視点として記載した。 GEM の国際比較で日本

は 43 位ときわめて低い。 継続して働ける社会こそ共同参画の基礎。 1 人ひとりの
認識の構造改革が必要で、 そのために具意的ニーズを政府が率先して示すこと
が大切 。 『女性だからこの程度で十分』という女i生の認識も改めるべき」

支援 1 0  読売新聞 2004.9.27 : 幼稚 品川区の幼保一体型施設「ぷりすくーる西五反田」は 1 階が 3-5 歳児対象の幼児
国と保育所の一体化施 教育施設で、 2 階が 0-2 歳児を対象にした認可保育所。 職員のほとんどが幼稚園
設 多様な子育てを支援 教諭と保育士両方の資格を持つ。 「保育所でも幼稚園のような教育を受けさせた

い、 幼稚園の通わせながらフルタイムで働きたい」という親の一一ズに」たえる。
幼児教育施設、 保育所のいずれも午前 7 時半から午後 B 時半までの保育に対応
する。

支援 1 1  神戸新聞 2004. 10. 1 3 : 育 子育てr=悩む親を支援する人のコミユーケーション技術を評価し、 「マザーズサボ
児支援者の資格認定 ータ-Jの資格を与える事業を尼崎市の NPO 法人が始める。 子育てを終えた人た
子育ての昧方増やす 尼 ち に高度なコミュニケーション技術をつけてもらい、 支撞にかかわってもらう。 資格
崎 は 4 段階で、 記述式のァスト、 面接誌験などを行う。

支援 1 2  神戸新聞 2005.3.5 : 子育 明石市が 1 000 万円の冗金を拠出したr;:ども基金」を壷l設。 子育て支撞などに取
て支援に募金型基金 明 り組む市内の団体へ助成する。 趣旨に賛同する企業や個人に基金への寄付を募
石市が創設 る。 寄付金を募るのは全国初。

支援 1 3  紀伊民報 2005.3.24 : 5 年 田辺市が少子化対策の施策をまとめた「次世代育成支援行動計画」を策定。 41
後の 目 標設定 子育て支 事業の 09 年度の 目標を設定。 保育園児童を増やすほか、 延長保育の定員を 30
援で行動計画 田辺市 人から 200 人に、 学童保育を 6 カ所から 10 カ所、 家庭児童相談員の充実などを挙

げている。
支援 1 4  四 国新聞 2005.5.4 : 子育 穴吹興産は子育て中の主婦らの考えを基L企画 ・設計する新ブフンドの分譲マン

て対応マンション発売へー ション「アルファウィズJを販売する。 主婦らの会員組織「ウィズクラブJを立ち上げ
穴吹興産 て要望や意見を募集する。 アルファウィス、は子どもの成長に合わせた間取りの変

更ができるほか、 共有部分に遊び場を設置。 ベビーシッターの派遣サービスも行
う。 ウィズクラフは子育て支援団体を連携する。

支援 1 5  読売新聞 2005.7.1 3 : (;: 出産や子育てで職場を離れた女性をスムーズ、に復帰させるための取り組み。 新
だわりワーク事情)r出 生銀行は邦銀で初めて企業内託児所を設置。 損保ジャパンは育児休業 中の社員
産 ・ 育児」復職支援 をカバーするrOB ・OG ネットワーク化シスァム」で、 退職した社員が代役を務め

る。 日 本テレコムは「テレワーク」制度として、 専用パソコンや携帯電話を貸与し、
時間や場所を 自 由に選んで仕事ができるシス7ムを導入した。 仕事と子育ての両
立支援だけでなく、 企業のイメージアップ、 人材の流出回避に効果があるとしてい
る。

支援 1 6  山陰中央新報 2005.7.20 : 島根県東出雲町が、 夜間は使われない要介護老人のデイサービス施設を活用
デイサービス施設を使っ し、 認可外の夜間保育を計画している。 保育士免許を持った特養の職員がスタッ
た夜間保育事業計画 フ。

支援 1 7  中 国新聞 2005.8.7 :高齢 広島県正原市内で福祉施設内にある託児所の子どもたちに、 デイサービスに訪
者が子育て支援 庄原 れた高齢者が折り紙を教えるなどして楽しんでいる。 市社協に登録した高齢者が

育児サークルに参加して育理相談にのるなどしている。
支援 1 8  沖縄タイムス 2005.8. 1 0 : 就業時間が不規則な観光パスの乗務r=かかわる社員L合わせて、 那覇ハ.スが託

子ども預けてハ.ス乗務/ 児所を設置。 午前 5 時半から午後 9 時まで利用できる。 パスガイドら育てた人材が
那覇ハ.スが託児所設置 退職するケースが多く、 安定した人材を確保するため。 一方、 従業員が定着する

ことで高齢化の問題も出てくると予想。
支援 1 9  読売新聞 2005. 10.25 : 子 札幌市にあるf託児付きママさんボーカルスクール」 。 子どもを託児室に預け、 練

育て応援 第1 部ストレス 習する。 参加者は「子育てしていると入と会う機会が減るが、 閉じ世代の母親とも
の 中 で 歌えば心もスッ 会えたJ r声を出すのが楽しい」 と好評。
キリ

支援 20 朝 日新聞 2005. 1 1 .4 : 子ど 社会全体で子育てを支える、 仕事と育児の両立、 子どもが大切にされるーなどを柱
もの権利と子育て支援、 にした「県子ども ・子育て支援条例 (仮称) J 。 条例検討委には、 医療・ 福祉などの
一体条例化へ検討委 実務家、 企業代表者、 高校生らが参加。 アンケート調査、 保護者へのインタビュー
秋田 県 などを実施し、 条例作りを進める。
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支援 21 読売新聞 2005.1 1 . 1 9 : 子 札幌大谷短大は学内 に子育て支援センターを開設。 教皇らによる育児相談、 親子
育て支援 大学 ・短大も が利用できるスペースがある。 一部の授業ではセンターでの実習も。 札幌学院大

ではr;:ども発達学科Jを設置。 総合的な学習の時間での 指導力がある教員 、 地
域の子育て支援に対応できる人材育成。 北海道大内 には認可保育園。 学外から
の利用者も。

支援 22 朝 日新聞 2005. 1 1 .25 : 厚 子育て支援策として 06 年度から導入を検討しているf生活塾J制度で、 さいたま市
労省の子育て支援「生活 が試行 自 治体に。 親の帰宅が遅い幼児、 児童を地域住民が自 宅などで預かる。
塾」、 来年スタート さい 有料。 岡市ですで、に行っているファミリーサポートと重なる内容だが、 生活塾では
たま 複数の子どもを預かる、 しつけをするなども盛り込まれている。

支援 23 高知新聞 2006. 1 .5 : 男女 高知県内の子育てグループが CD r皇女共同参画まんが紙芝居」を販売。 皇女が
共同参画 CD を販売 県 互いに家事・ 育児を分担する必要性査啓発。
内子育て支援グループ

支援 24 朝 日新聞 2006.1 . 1 4 : 少子 福島県は 4 月 から県庁に無認可保育所を開設。 0-6 歳を午前 8 時から午後 8 時
化対策 、 福島県庁に無認 まで預かる。 改修費用は県職員の福利厚生組織から出資。 運営は民間事業者に
可保育所 県民も利用可 委託する。 一般県民も利用できる。

支援 25 徳島新聞 2006. 1 . 1 9 : 子育 少子化対策の一環として、 国は企業の子育て支援の取り組みを数値的L評価す
て支援で入札優遇検討 るなどして、 国の事業への入札参加資格に反映する優遇制度創設の検討に入つ
政府、 企業評価に反映 た。 中小零細企業には経済的負担につながるため、 逆に政府から経営上の支援

を求める声があがっている。
支援 26 毎 日 新聞 2006.1 .20 : 子育 育児の相談業務を行う「子育て総合支援センター」を常滑市が設立する。 職員とボ

て総合支援センター: 育 ランティアスタッフで運営。 面談、 電話での育児相談、 子育てサークル、 ボランティ
児の悩み解消へ、 常滑 アの育成などを行う。
市が開設-4 月 /愛知

支援 27 毎 日新聞 2006. 1 .21 ・ 〈厚 厚労省は「保育ママJ制度の要件を緩和する。 複数の保育ママが賃貸物件で「ミー
労省〉保育ママ制度の要 保育所j 的な運嘗をすることも認める。
件を緩和 4 月 以降

③不妊

不妊専門相談施設は 2005. 12 現在 92 箇所 と な り 、 目 標 は達成 し て い る

不妊専門相談員 の充実

相 談 内容は、 不妊治療や検 査 に 関する 情報提供、 医療機 関 の 不満や精神的 ス ト レス が多 い

産婦人科医が産科か ら 不妊への ク リ ニ ッ ク の流れが あ る

社会の 不妊への無理解や、 不妊への差別感 ( í未妊J と い っ て欲 し い)

精子、 卵子の売買 と 法規制 の早期充実を 求 め る

新治療法の紹介 〔 生殖医療の進捗〕

不妊医療費助成

場産輔教響機均課題
女性の権利 と 尊厳 を 守 る こ と を知 る こ と 、 不妊患者 の理解 を進 め る 。 〔 生 の 声 を生 かす〕 看護者の役

割が十分に果 た さ れ て い な い実態か ら 、 ど の よ う に発展 さ せて い く か考 え る 。 社会への 関 心 を も つ こ

と を促す (表 3 )

表3 不妊

で助産師ら相談員とマンツーマンで話せる。 無料。 設置は国庫補助事業。 (同様の
不妊専門相談センターは他県にも開設されている)
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実態 2 毎 日 新聞 2004. 1 0. 1 8:病 園内で生まれる体外受精児の4分の 1 にあたる 3000 例を扱う東京 ・ 新宿のクリー
院がわかる第2部 ・診療 ツクで「旺盤胞移植jを実施。 妊娠率は 30%。 産科から不妊への流れがある 中 、 病
うらおもて/3 産婦人科 院間での技術格差があるため、 治療成績の公開など患者への情報提供が求めら
(不妊治療) 妊娠率は2 れ

者
る
は

。
負
保
担
険
も
外
大

の
き

高
い

額医療だが、 国の助成制度を実施していない 自 治体もある。 患
-3害IJ ため、 治療前に回数、 年齢を考慮する必要を指摘。

実態 3 日 本経済新聞 特集記事「少子化に挑む」に対する読者の声 : í保険が利かない不妊治療はお金
2005.1 . 1 9 :  í少子化に挑 だけでなく命のリスクも女性に強いるもの。 きちんとした経済的、 医療的サポートを
む」読者の声「不妊」 するべき」 「不妊治療を 6 年ほど続けたが、 費用も時間もなくあきらめるしかない。

会社の上司 が 日 本の少子化は結婚しない子どもを産まないわがままな女性が増
えているせいだと怒っていた、 反論する気にもならないJなど。

実態 4 産経新聞 2005.2.1 :教育 未熟児で生まれた子どもが、 小学校入学を1 年遅らせる「就学猶予」を選ぶケース
を考える《すくすく》未熟 が増えているようだ。 背景には新生児医療の発達や、 不妊治療による 多胎児の増
児の小学校入学í1 年待 加で小さい赤ちゃんが増えていることがある。
って」増える就学猶予

実態 5 北 日 本新聞 2005.2.4:県 富山県が 06 年度から不妊治療費助成制度の年齢制限を廃止する。 妻の年齢を
が年齢制限を廃止 不 45 歳未満としていたが、 晩婚化の進行を踏まえて要件を緩和。
妊治療費の助成

実態 6 神戸新聞 2005.4. 1 3:卒業 南あわじ市内の小学校の男性教諭が卒業生1=配られた記念の DVD でf子どもの
文集で不妊女性中傷 できない5人のうちの4人はクラミジア患者Jl不特定 多数の男性と関係をもち、 う
南あわじの小学校教諭 つされたと考えていい」などと発邑していた。

実態 7 熊本日 日新聞 2005.6.30・ 2004 年に結婚、 不妊治療に取り組んでいる神田さんが「不妊治療を受けている人
くまもと子育てトーク 講 には1 人で悩んでいる人が多い。 医師の心ない言葉によるドクハラや親など理解
演者に聞く 神田陽子さ してもらいたい人に理解してもらえないJ í不妊治療をしている夫婦は『子ども待望
ん (講談師) 不妊治療 家族』、 不妊より『未妊』と言ってほしいJ í不妊治療は重い経済的負担。 保険適用
通して少子化考える 箱 など優遇措置を考えてほしい」と訴えている。
物より人づくりを 行政は
経済的支援もっと

実態 8 サンケイスポーツ 都内の 民間精子パンク業者が韓国での代理出産の仲介を始めた。 日 本人2組が
2005.9.2 韓国での代浬 契約している。 法規制の必要性の是非をめぐり議論を呼びそう。
出産を仲介一東京の業
者、 2組が契約

実態 9 読売新聞 2005.9.3:不妊 不妊治療を受ける夫婦の経済的負担を軽減するため、 厚労省が 06 年度から、 現
治療の助成5年!こ・ ・ ・ 「通 在、 通算2年間に限定している助成期間を5年に延長する。 所得 650 万円以下の
院 2 年以上Jの実態を考 夫婦が対象で、 年間上限 10 万円 の助成金額は変わらない。 実施主体は都道府
慮 県、 政令指定都市、 中核市。 国 は半額を補助。

実態 1 0  読売新聞 2005.9. 1 3:染色 北九州市の産婦人科医院が、 染色体異常Lよる不妊症男性の精巣から未成熟の
体異常の男性不妊、 未 精子細胞を取り出 して体外受精を行い、 5人の子どもが生まれていた。 患者はクラ|
成熟精子で5児誕生 インフェルタ一症候群。 多くの場合無精子症になるが、 精巣内の後期精子細胞を

使った。 男性不妊患者の後期精子細胞も 99%染色体異常は見られず、 正常出産
も可能としている。

実態 1 1  読売新聞 2∞5.9.1 4:65 入 体外受精Lよって圏内で生まれた子どもが 2∞3 年の1 年間で過去最高の 1 万
に1 人「体外受精』で誕 7400 人に達した。 妊娠率はそれほど向上していないが、 不妊の患者数が増えた結l
生、 高齢出産増加も影 果か。 件数を引き上げているの は高齢出産の増加。
響

実態 1 2  日 本経済新聞社 不妊治療で実績を持つ永遠幸 (とわ」う)グループが、 上海市1=不妊治療専門病
2005.9.27:永遠幸グルー 院をオープン。 10 月 1 8 から診療開始。 ニューヨークなどにも病院を持つが中国へ
プ、 上海に不妊医療病 は初の進出 。 西安、 北京にも開設する計画。
院

実態 1 3  毎 日 新聞 2005.9.28:岡山 岡山大大学院医歯薬学総合研究科倫理委員会が、 放射線治療などを受ける女性
大大学院卵巣凍結保存 患者が副作用で不妊にならないよう、 事前に卵巣を摘出し、 凍結保存する研究を
を承認 がん治療で不妊 承認した。 描出した卵巣は液体窒素で凍結保存。 完治後に卵巣を体内に戻すこと
防ぐ で、 出産できる可能性が残る。

実態 14 朝 日 新聞社 2005.9.29:凍 不妊治療を行っていた夫の病死後、 凍結保存した精子で体外受精した女性が出
結精子による体外受精、 生した女児を男性の子と認知するよう求めた訴訟の判決で、 「死者の精子を使つ
子の認知認めず 東京 た生殖補助医療を受け入れる社会的な共通認識が現段階であるとは邑えない」と
地裁 電求を棄却。 「自 然な生殖との本離が著ししリとしている。

実態 1 5  読売新聞 2005.1 1 .6 : 韓 韓国で日 本人に韓国人女性の卵子をあっせんしていたブローカーグループを摘
国女性の卵子、 日 本の 発。 関与していた産婦人科4力所も複素された。 1 件 1 50 万円で、 日 本にも事務所
不妊女性 249 人にあっせ を置いていた。 韓国では 05 年から精子、 卵子の売買は禁じられている。
ん
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実態 1 6  読売新聞 2005. 1 1 .24:未 北九州市の不妊クリーツクが「後期精子細胞」を使用した体外受精で生まれた赤ち
成熟精子で体外受精、 ゃん約 1 50 人の健康状態を調べたところ、 自 然妊娠と差が見られなかった。 後期
出 生児に影響なし・ ・ -医 精子細胞を使った手法での妊娠率は 1 9%0 147 人のうち2人に障害が見られた。
院が調査 流産率は3劃だった。

実態 1 7  毎 日 新聞 2005. 1 1 .24:社 日 本では卵子の扱い方を使い道によって別 々 に謹論されている」と1=問題がある
説:ø�子の行方一議論 と指摘。 ルール作りも遅〈、 不妊治療1=ついて厚童省の部会で卵子、 精子、 旺の売
一本化し総合ルールを 童を禁止する報告書をまとめてから2年以上たっても法制化は進んでいない。 ヒト

クローン旺や卵子を使った受精卵作成研究も条件付きで認められているが、 法整
備は文科省と厚労省に丸投げ。 それぞれに議論していると規制に抜け穴が生じる
恐れもあるため、 生殖医療まで含めた総合的な法整備につなげるべきと指摘して
いる。

実態 1 8  読売新聞 2005. 1 1 .25:米 米国での 代理出産で生まれた双子の出生届が日 本で受理されなかったのは不当
で代理出産での出生 として 日 本人夫婦が不受理処分の取り消しを求めた家事審判。 最高裁の判断で
居 、 最高裁「不受理」を 不受理が確定。 夫婦は不妊治療では妊娠せず、 米国人女性の卵子で体外受精
支持 後、 受精卵が別の米女性に移された。 米国で双子の父母として出生証明書を発行

されたが、 居住する 自 治体が出生届を不受理とした。
実態 1 9  朝 日 新聞社 2005. 1 1 .28: 染色体異常1=よる習慣流産の患者らに受精卵診断を実施している大谷産婦人科

不妊症の夫婦にも受精 が、 習慣流産ではない不妊症の女性にも受精卵診断をし、 女性は双子を無事に
卵診断を実施 大谷産 出産した。 院長は高齢で不妊に悩んでいる人に流産でも苦しめないよう、 妊娠率
婦人科が公表 アップのためL実施した」と説明。

実態 20 日 本経済新聞 電機各社の労組で作る電機連合が、 多 目 的休眠や休職の 目 的に「不妊治療休
2005.1 2.1 7電機連合「不 眼」を盛り込むよう経営側に要求する方針を固めた。 不妊治療を受ける女性の増
妊治療休眠J要求へ・ 来 加で「休眠が足りないJなどの相談件数が増えていることなどが背景。
春の労使交渉

支援 21 沖縄タイムス 20倒.7.27: 不妊専門相談センターへの相談内容が、 不妊治療や検査に関する情報を求める
当事者に沖縄特有の悩 棺談、 医療機関への不満や精神的ストレスなどが多かった。 治療と仕事の両立の
み 不妊相談センター 難しさ、 医療現場でのインフォームドコンセントが行き届かないことなど全国共通の
女性が9割近く 悩みのほか、 家系継承者を望む周囲からの期待に苦しむ実情もあった。

支援 22 北陸中 日新聞 クリーツクリストの会“いと"は、 体や心の悩みを気軽1=話せる場「おしゃべり会」を
2005.2.22:NPO 通信 クリ 聞く。 「不妊/不育症」 のおしゃべり会では「子どもはまだ ? 早くつくりなさい」という
ニックリストの会“いと" 周囲の言葉に傷ついた経験、 治療のつらさ、 治療方法などの話題が出る。 仲間と
(3)女性の悩み語る場開 話し、 分かち合う」とで楽1=なってもらうための支援。
く

支援 23 日 本経済新聞 2005.7.6 : 人工授精などを実施する医師で組織する民間団体が質の高い不妊治療の医療機
不妊治療の 医師団体、 聞として圏 内 1 0 施設を認定。 治療実績、 患者への対応など自 主基準L基づいて
「優良施設」を認定公表 審査。 不妊治療を受ける患者が質の高い医療機関を選ぶ参考にしてもらう。

支援 24 中 日新聞 2006.1 .22 : 県 東海市では市単独で不妊検査や不妊治療、 人工撞精、 特定不妊治療まですべて
内一手厚い不妊治療補 を補助の対象にしている。 特定不妊治療以外、 自 己負担額を全額補助。 05 年末ま
助奏功 東海市、 半年強 で1= 1 69 組が 301 件の補助を申請。 計 345 万円を支給した。 7 組が妊娠。 新年度
で 7 組妊娠 も制度を継続する。

④産科医療機 関 と 助産師

産婦人科医師の高齢化、 過 重労働、 訴訟の 増加 な ど に 関連 し た産科診療所の 閉鎖傾向

診療所 と 大学病院 の役割分担の 明確化 〔分娩の集約化〕 オープン シス テ ムへ の順次移行

島や僻地 な ど健診 に通 う 距離が遠い場合 の 精神的、 経済的負担 と と も に安全の確保 の あ り 方

「お産 と 地域医療 を 考 え る 会J な ど の発足。

助産師外来 の 開 始

朗建輔教議械の穣癒
助 産 師 の 業 務 は 、 法 律的 に も 正常な妊娠 ・ 分娩 ・ 産拝 ・ 新生時期 の 診 断 と ケ ア が認 め ら れ て い る 分

野 と い う こ と を 自 覚 し た教育 を 行 う 。 そ の た め に は、 そ の 業務 が行 え る 、 時代の 求 め に応 じ た働 き 方

の で き る 基礎教育 と 現任教育 〔卒後 臨床研修〕 の組み立て を 早急に行い、 医 師 な ど産科医療 に 関 わ る
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他職種 と 合意 を 得 な が ら 、 役割分担す る こ と が強 く 求 め ら れて い る 。

教育以前 に 、 わ が 国 の 産科医療の あ り 方 を 、 国 民 の 視 点 を外 さ ない で議論 し 、 共有化 し た の ち に新 し

い仕組み と 、 経済的なパ ッ ク ア ッ プ も 考 え る 必要 が あ り そ う であ る 。 (表 4 )

表4 産科医療機関の閉鎖と助産師

2005.5.23:島根県の医
師不足 赤ひげの
求めたい

2005.1 0.4 社説 医師
不足 医療の地域格
差広げるな

し、 医療技術の進歩で1 人の妊婦にかかる診療時聞 は3、 4倍iこ。 さらに高齢出産
が増え、 ハイリスクの患者も増える傾向で、 産科は暇になっているわけではないと
する。 日本産婦人科医会 は日 常の診療はかかりつけ医が行い、 お産は大学病院で
という産科オープンシステムへ順次移行する方針を決めた。 診療所と大学病院の
役割分担をきちんとしていくことも重要。

めて医師不足となり事態が深刻に。 一時期、 産婦人科医がいなくなるなど、 地域や
診療科 目 によっては医療供給体制に不安が募っている。 各診療科 目 にわたって臨
床体験を積むことが義務付けられてから、 研修医の指導のため県内に派遣されて
いる医師を大学病院に戻さなければならず、 その影響が公立病院に現れている。 こ
のため常勤の産婦人科医がいなくなって分娩を取り扱えなくなった病院も3院ある。
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実態 10 沖縄タイムス 2005. 沖縄県立北部病院の産婦人科が休止されている問題で、 名護市婦人会のメンバー
10. 8 : 再開求め 1 万人 が県に 1 1407 人分の署名を提出 し、 産婦人科の早期再開と存続、 他病院まで通う
署名/産婦人科休止 ための経済的支撞を要請した。

実態 1 1  共同通信 2005. 1 0. 小池百合子沖縄北方担当相が沖縄県の 県立 ・公立病院で産婦人科医が不足して
25 : r産婦人科医を急 いるとして全国からお医者さんを募集したいと呼びかけた。 沖縄県各地では産婦人
募J小池担当相が異 科医の退職などから 医師が不足し、 産婦人科を休診する病院が出ている。
例呼びかけ

実態 1 2  朝 日 新聞 2005.1 1 .4 : 地方での医師不足が深刻化している問題で、 35 都道府県が「奨学金制度Jなど独
35 都道府県医師確保 自 策を導入して医師確保を急いでいる。 医学生を対象に地元で一定期間働くことを
策 一方で「悲鳴」も 義務付けた奨学金制度、 全国公募して職員枠で採用、 期間限定で職員採用して診
本社調査 療所などに派遣ーなど。 一方、 42 都道府県が小児科、 産科での 「医師確保が難し

い」と回答し、 診療報酬上の優遇や、 不測地域での一定期間の勤務義務付けなど
政策誘導を求めている。

実態 13  朝 日新聞 2005. 1 1 .  医師不足が深刻な小児科や産婦人科を置く病院が滅り続けている」とが厚労省の
05 : 小児科・ 産婦人 04 年医療施設調査 ・ 病院報告でわかった。 小児科がある病院は前年比 1 .6%減の
科、 減少止まらず 厚 3231 カ所。 産婦人科は 3.6%減の 1469 カ所。 ピークだった 90 年と比べると産婦人科
労省調査 は 32.9%減。

実態 14  朝 日新聞 2005. 1 1 . 全国の医師数は 27 万 37 1 人で、 02 年の前回調査に比べて 7684 人増。 実際に医
1 7  : 医師数増加でも産 療施設で働いているの は 25 万 6668 人。 循環器科や消化器科は前回調査より7%
婦人科、 外科医など滅 程度増えているの に対し、 産婦人科は 4. 3%、 外科 2.6%、 内科 1 .4%減。 人 口 10
少 厚労省調査 万人に対する医師数は青森、 山梨の2県で減少した。

実態 1 5  四国新聞 2005. 1 1 . 1 7 : 私立病院など 自 治体が設置、 運営する病院の関係者ら による 「 自 治体病院危機突
医師確保対策を要望 破全国大会J が都内で聞かれた。 小児科や産科の医師不足など診療科別の量りの
/ 自治体病院危機で 改善などを国 に要望することを決定した。
大会

実態 1 6  高知新聞 2005. 1 2.20 : 診療報酬の見直しで、 医師不足が問題となっている小児科、 産科などを手厚くする
社説【診療報酬見直 など、 引き下げの 中 にもメリットをつけていることについては評価しているが、 診療
し】数字合わせでなく 報酬体系そのものへの踏み込みがないと指摘している。

支援 1 7  岩手 日 報 2005. 2. 4 :  県立宮古病院産婦人科が常勤医不在の危機に直面している問題で、 宮古市が医
産婦人科医確保へ署 「安心してお産のできる宮古広域圏の医療の安全体制を守る」主旨で医師確保を求
名 県立宮古病院 める署名 活動を始める。 署名は知事に提出する。

支援 1 8  神戸新聞 2005ι25 : 医師不足から市民病院の小児科と産婦人科が縮減される問題で、 母親たちが急き
市民病院小児科縮減 よ組織したr = 木市小児医療を考える会」が縮減見直しを求める嘆願書に署名を添
再考求め 3628 人分署 えて市に提出した。 母親たちは「安心して子どもを産み育てる」とがで、きないJ rすで
名 、 市に嘆願書 に 2 子、 3 子をあきらめた仲間もいる」と話す。

支援 1 9  毎 日 新聞 2005.1 1 .27 : 県立病院での産科休診をきっかけに「お産と地域医療を考える会Jを結成。 一部の
お産と地域医療を考え 県立病院で助産師外来がスタートした。 しかし、 現状は総合病院の産科休診、 個人
る会代表 ・新田文子さ 病院の閉鎖などで人 口 10 万人の新花巻市に個人の産科医が 1 人の状態。
ん=花巻市/岩手

支援 20 東奥田 報 2005.12.6・十 医師不在で産科を休診している十和田市立中央病院が、 助産師が妊婦健診を行う
和 田 中 央病院に「助産 「助産師外来」を開設した。 同病院は八戸市立病院から派遣された非常勤の産婦人
師外来」 科医が外来を行ってきたが出産や妊婦健診には対応できなかった。 助産師は原検

査、 超音波検査などの健診や保健指導などを行う。
支援 21 山陰中央新報 2005. 育児などのために現場を離れた女性医師を登録し、 パートタイムでの復帰を仲介す

1 2. 07 : r女性医師パ る「女性医師パンク」を来年度設立する。 医師不足が指摘されるの は小児科、 産
ンク」設立へ厚労省、 科。 小児科の 30% 、 若手産科医の半数を 占めるなど女性医師の役割が大きい。 遅
医師不足解消狙い 職、 休職の理由を 「育児」と答えた人が最長多く、 子育てをしながら働ける環境の整

備が急務。
支援 22 毎 日新聞 2005. 1 2. 小児科と産科の医師が地域によって偏在している問題で、j 公立病院を 中心!こ両科

1 0 : 厚労省 : 小児科、 を集約、 重点化を検討するよう支持。 来年度中に対策を取りまとめ、 医療計画に盛
産科重点化へ 都道 り込むよう求めた。 集約 ・重点化する病院は「連携強化病院」と位置づける。
府県に対応指示

支援 23 朝 日新聞 2005.1 2.20 : 産婦人科の勤務医不足が深刻な東北6県の国立大医学部や公私立の 医大が協力
東北6大学、 拠点病院 し、 各地に拠点病院を定めて産婦人科医査集豹する準備を開始。 数の病院に医師
に産婦人科医集約 が分散していると個 々 の負担が大きくなるため。 設備が整い、 交通の便も良い拠点
医師不足で対策 病院に医師を集め、 出産や手術を一手に担う。 ほかの病院は外来診療や健診のた

めの 「連携病院jとする。
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支援 24 朝 日 新開 2006. 1 .4 : 大 厚労省は公立と公的病院に対して知事がへき地や離島などにある医療機関への
病院の医師のへき地 支援を命じ

ど
る
の

権
公

限
的

を
病
与
院
え
の
る

「
こ
責

と
務
を

」
決
と

めた。 07 年度からの実施を 目 指す。 医療法に 自
派遣、 知事に命令権 治体立な して、 へき地などでの診療や 医療などの支
偏在緩和狙う 援を明記。 知事は公立 ・公的医療機関の管理者らに地域医療支 命令を出す」

とができる。 従わなくても罰則はない。 都市部に医師が集中する偏在を緩和させた
い考えだが、 派遣を求められる病院からの反発や、 へき地勤務を避けるために開
業するケースも予想される。

支援 25 熊本 日 日新聞 日 本医師会は、 出産時1=子どもが障害を負った場合など、 医師に過失がなくても補
2006.1 . 1 1 : 医師に過失 慣する「無過失補償制度」の創設を提言する。 医療保険などから補償金を拠出。 障
なくても補償 医師会 害児を安心して育てるための環境整備という少子化対策と、 訴訟が多いことも要因
が救済制度を提唱 とされる産科の医師不足を解消する狙い。

実態 26 湘南新聞 2005. 4. 2 :  思夜を問わない分娩を扱う医師の過重労働、 高齢を理由に産科を廃止する診療所
足りない産婦人科医 の増加 、 医療事故による訴訟を敬遠して若い医師の志望が少ない』となどが医師

不足L拍車をかける背景として挙げられている。 平塚市内の産婦人科医はf20 年
前に医師が足りなくなることが予測されていたが、 何も改善されないままに今に来て
いるjと話す。 産婦人科医の希望者は年間で 1 ∞ 人を割ると言われ、 病院 自体が機
能しなくなるレベル。 圧縮財政の中 、 保険診療の点数も上げられない。 (岩手、 富
山、 神戸など同様の記事多数)

⑤性に 関 す る 諸問題

性 に 関 す る 問題は増加、 多様化 し て い る 事実

日 本は対応が遅れ て い る

当 事者 の 気持 ち 、 状況 を理解 し て ほ しい。

施設職員 と し て 、 し て ほ しい こ と 、 し て ほ し く な い こ と を知 っ て ほ し い

高齢者や障害者、 性 同 一性障害 な ど少数派の性 の 問題 に も 触れ て 、 当 事者の置かれた状況 を理解で

き る よ う に し て い く 。

看護職員 と し て の 対応 につ い て 現状 の課題を知 り 、 学 生 に 倫理的な 基盤 を 持た せ る 。

(表 5 '"'-' 8 ) 

表5 高齢者の性
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日芝援 4 荒木乳根子 : 要介護高 介護者がセ ク ハフ や性的邑動を受けたのは15-48%。 (熊本1996) の調査では
齢者のセ ク シ ュ ア リ 恋愛や性の ト フ ブルは女性利用者の問題22%、 男性利用者の問題30%の施設で
テ ィ と 介護者の対応 経験。 介護者に対する性的言動は 「性的な話をするJ r r 自分の性器を見せ るj
をめ ぐ っ て 、 日 本性科 「介護者の身体 を じ ろ じ ろ見るJ 「性行為を求めるJ それに対する介護者の反
学学会誌、 1 9 ( 1 ) 、 2001 応は f話題を変えるJ 「無視する J 「離れるj で 「は っ き り 拒否」 は少な い。

教育段階で は教科書の記述も 少な く 不十分で、 現場で シ ョ ッ ク を受 ける 」 と が
多 い。 実態や対応を教育に組み入れた い。 高齢者の性的昌 動への対応1:: は 3 タ
イ プあ る 。 ①セ ク シ ャルハフ ス メ ン ト で あ る 。 ②自 然な欲求 と 受 け止め、 性
欲の解消 を 図 る 。 風俗庖 を勧める 。 ③性は生 き る エ ネルギー性的エネルギー
を活用 し よ う 。 ユーモ ア で返す。 性的言動は 「所属 と 愛の欲求、 承認の欲求
の メ ッ セー ジ」 と と ら えて 、 宵後の意味を考え て い く こ と が大切。

表6 障害者の性

人たちの性一性の ノ |れた。 性ある も の と 認識 し 、 認識させる こ と が大切。 ①知 ら さ れる権利 「起 き
マ ラ イ ゼー シ ョ ン |た子も寝かせるJ が行われて いる。 ②教育 される権利、 知 的障害者に も個々に

を め ざ して 、 序章障害| あわせた性教育が必要。 ③性 を表現す る権利。 ス キ ン シ ッ プを求め、 性交 を
を持つ人た ち の 「性J I め る求愛行動の権利 。 ④結婚する権利 ⑤親に な る権利。 優生保護法の改正
の歴史 と 今 日 の課題、 I ( 1 996年) ⑥地域社会か ら サー ビス を 受 け う る権利
明石書庖、 1 998 I今目 的課題①性教育の不足。 r性シナ リ オ」 誰 と 、 どのよ う に、 いつ、 ど こ で、

3 1 ト イ レ
的障害者に殺人罪等
問 う 公判 . 朝 日 、
2005. 3. 23 (鳥取)

人の性 と その周辺を
理解す る 、 20∞年

なぜを計画する ②周囲の無理解。 介護者や親は成熟への変化に否定的。 近年
の障害者の性に関す る集会な どは風俗での体験のハウ ツーが多い。 夢精や月経
がぞん ざいに扱われている 中 で、 比司』 リー 占 ' 一

L 、が

で-
れた知 的障害者の女性 (25) の公判。 検察側は相手の男性の行方も わか ら ず
計画的に汲み取 り 便所に産み落と して殺害 と 主張。 弁護側はこ の よ う な説明
自 ら で きたか疑問視。 精神年齢は小学校中学年。 複雑な会話では意思疎通が難
し い。 証言は誘導さ れた可能性があ る。 知的障害者は一般に相手に迎合する傾
向がある。 弁護士に 「おなかが痛か っ たので ト イ レに行 っ た ら 産まれた」 。
塑立盈出童でパニ ッ ク に な っ た と 見て い る 。
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実態 2 阿部輝夫 : セ ッ セ ッ ク ス レスの 受診者は増加 し て い る 。 原因は勃起障害27. 8%、 性嫌悪症1 5. 7%、 性
ク ス レス ・ カ ウ 欲障害 1 5. 4%、 性交落痛症12. 6%、 性的回避1 2. 3%。 男性は性的回避が多 く 、 性欲が
ンセ リ ング、 小 あ り 自 慰が可能で妻 と の性交が成立 し ない。 女性では性嫌悪症。 セ ッ ク ス レスのタ イ
学館、 1 997年 プ A し た く て も で き な い B飽きた、 倦怠期、 あ き らめた。 G二人の合意で しな く

て も いい Cは挙児希望でやっ と 受診す る。

実態 3 朝 日新聞社 : 調 結婚生活に不満を感 じ て いる 5 0 代の妻は夫の倍。 全国の既婚男女 1 0 0 0 人 を対象
査 「夫婦の性 に した 朝 日 新聞社の 「夫婦の性」 調査。 こ の 1 年でセ ッ ク スが全 く な い と い う 人が 1
1000人に聞 く 」 4 %お り 、 特に 3 0 代では夫は仕事に妻は育児に追われ、 2 人の時間がな い現状も浮
荒木乳根子監 き彫 り に な っ た。 セ ッ ク ス レスの理由は20代夫 「面倒 く さ い」 妻 「痛みが伴 う 」 。
修、 2001 年実施 30代夫 「仕事の疲れ」 、 妻 「出産後なん と な く J 40代夫 「勃起不全の不安J2Q代妻 「他
イ ンタ ーネ ッ ト に楽 し い 」 と がある」 。 性的感情を伝え合 う のは44%、 性的コ ミ ユ ーケーシ ョ ンがあ
データ 取得 る ほ ど結婚生活の満足が高い。 r妻の求めに応 じ るのが夫の役割」 に 『はいJ (ま夫 7
2002. 1 0. 2 割以上、 妻 4 割で夫側に は気負いがあ る。

実態 4 木原正博 : 日 本 1 999年50∞名の確率サン プル。 戸別訪問面前 自記式質問紙調査。 3652回収数。 ①日 常
人のH I V/A I DS 生活でのHI V感染の知識は普及 し て いる が、 STDの種類や感染経路、 則 V と STDの相互作
関連知識、 性行 用、 H I V検査の タ イ ミ ン グや保健所での検査な どに関する情報の欠落が大き い。 ②若
動、 性意識つい 者、 特に若 い女性で急速に初交年齢の低下が進み、 1 8-24蟻では男女差が消失 した。
て の全 国調査、 学校で出会 っ た周年程度の相手 と 初交 を経験す る傾向が強ま っ て い る 。 ③過去1年間
平成1 1 年度構成 に不定期の相手、 ある いは金銭の授受を介 し た ( 以下売買春) 相手 と セ ッ ク ス を し た
科学研究費補助 人は、 男で約1割、 女では数%以下。 複数の相手がいた人は、 男約2害IJ、 女約1 割で、
金エイ ズ対策研 男女 と も 1 8-24歳で特に高い割合。 ④過去 1 年間に フ ェ ラ チオ、 ク ンニ リ ン グス は6
究事業 H I V 割近 く で行われ、 若い世代ほ ど割合が高 〈 、 性行為的 多樺化が進んで いる幅向 固 虹門
感染症の疫学研 性交は5-6% と 少ない。 ⑤コ ン ドーム不使用者の割合は、 決ま っ た相手、 不定期の相
究、 平成1 2年 手 いずれの場合 で も 、 男女 と も約50%程度で 、 若 い世代ほ ど低い。 売買春の相手では

不使用者は1/2以下に低下。 ⑤これま で に同性/両性を性的棺手 と した こ と があ る 人
は、 男性1 . 2%、 女性2. 0%。 過去1 年間にH I V感染不安の あ っ た人は、 全体で4%、 若
い ほ ど高 く 、 1 8-24歳では男8. 3%、 女性で4. 4%。 こ の 内H I V検査を受けた人は、 約1/6
程度。 ⑦ ピルがHI V/STDを予 防 し ない こ と への正答率は、 男約70%、 女約60% と 、
女性で低い。 また、 コ ン ドーム使用の 目 的は、 ほ と んどが避妊で、 H I V/STD予防は、
塁1 5-1 6'�也 、 女5-6%。 ⑧未婚男女のセ ッ ク スへの認容が、 急速に進み、 1 8-34歳で
は、 80-90%が認容だが、 既婚男女の婚外セ ッ ク スへの認容は低 く 、 特に女性で低い
( 男約10% 、 女約3%) 。 ⑨向性の性行為に関する認容が女性で急速に進み、 1 8-24

歳で約30%に。 ⑩売買春の認容は、 男性の25-44歳層で高 く 、 20-30%に及ぶ。 女性
では、 1 0% 以下 と 低い。 ⑪ 日 本人の売童春率は欧米諸国に比 し て著 し く 高い。

以上の結果よ り 、 現代の 日本において 、 H I V/STD予防上重要な知識の普及が遅れて
い る 、 その性行動に は先進国の影響 (若者に おけ る性の開放) と ア ジア性 (買春) が
混在す る こ と が明 ら かに。 今後は これ ら の事実を踏まえたH IV/STD予防対策の展開が
望まれる。
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実態 4 ハワ イ 大学性と
社会パ シ フ イ ツ
ク セ ン タ ー ; イ
ン タ ーセ ッ ク ス
の子どものマネ
ー ジ メ ン ト ガイ
ド ラ イ ン、 助産

婦雑誌54 (2) 、
2000 

支援 5 輪島香織ほか .
性同一性障害息
者の看護、 日本
性科学学会誌
21 (2) 、 2003

支援 6 奥野恒枝ほか :
性同一性障害患
者の看護、 日本
性科学学会誌
21 (1 ) 、 2003

⑥ D V 

イ ンタ ーセ ッ ク ス は生物学的多様性の一つ。 r正常j で はな く 「典型的』 「一般的』
旦E童を使用 し た い。 彼 ら が性器を非典型的ではあるが正常で ある と 受容す る 」 と を
助

腺の
け

除
る 。 出 生時の暖昧な性器の症例の精査。 - 両親への説明 ・ 割 り 当 て る性別 ・ 性

去の時期 ・ 両親は中 性ではな く どち ら かで首尾一貫 し て養育すべき ・ 本人、 親
の カ ウ ンセ リ ング ・ サポー ト グループの紹介な ど

埼玉医科大で最初の手術か ら 5 年たち、 5仰� を超えた。 最初は個室だ っ たが、 最近は
大部屋で違和感がな く な っ た 。 メ ン タ ルケア (就職 ・ 結婚問題) 望む性でのカ ルテ作
成がまだ一般化 されていない。 周囲の (入院患者、 他の医療者、 社会) がも っ と 踏み
込んだ理解をす る こ と が必要。

平成13年か ら 1 5年に岡山大学で性別適合手術を 受けた患者で‘同意を得た1 2名 を対象
に質問紙調査。 9 名 の 回答 を得た。 全例個室。 全額自 己負担。 ネーム プ レー ト は仮名
を希望 した。 ベ ッ ドネーム と 手術申 し込みは本名 を使用。 MTF 1 名 、 FTM 1 期 6 名 、 乳
房切除 2 名 。 手術を 受 けて 『よか ったJ 9 名 。 - 患者の望む性 と し て接する 。 ・ 好奇
の 目 に さ ら さ な いよ う 1::する ・ G I Dに関する チームの連携 ・ 事務系 ・ 医療系全職員に
対する 啓発活動。 (清掃職員 に ヒ ソ ヒ ソ話を さ れて いやな思い を した)

D V は被害調査、 意識調査か ら 支援体制 の 整備、 加 害者支援へ と 関心が進化 し て い る 。

民 間 団 体 の支援、 行政の 支援 が 多 く 、 医療者の対応、 医療者が実施す る 支援策は遅れ て い る 。

看護職 と し て 救急外来等で よ く 遭遇す る こ と であ る の に 、 教育が さ れて い な い。

児童虐待 と 女性への虐待は複合 的 に起 こ っ てい る こ と が多い こ と か ら 、 発 見 と 支援 に つ い て の 内容

が必要で あ る 。

妊娠 ・ 出 産 を 契機 と し て も D V が起 こ る こ と 、 D V は性被害 を伴 っ て い る 実態 か ら 助産師教 育 で は

D V支援は と く に必須の 内 容で あ る 。 (表 9 )

表9 DV 
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支援 1 8  D V被害者支援へ基金 市民団体、 九州初の設立 : 朝 日 2005. 2 . 1 (佐賀)
支援 1 9  D V加害者更正へ県が相談体制 : 朝 日 2005. 2. 8 (鳥取)
支援 20 密室の暴力 い ま だ - 4 年 目 D V 防止法現状 と 課題 ( 中 ) 変わ ら ぬ体制対応苦慮 増え続ける相談

者 : 信濃毎 日 20052. 2
支援 21 D V被害 3 人の物語 き ょ う 、 津で朗読劇 体験の声集め脚本 尊厳あ る女性像描写 ・ 朝 日 2005. 2. 25

(三重)
支援 22 密室の暴力いまだー 4 年 目 D V 防止法現状 と 課題 (下) 支援者に も ケア が必要 被害者 自立への

道 : 信濃毎 日 2005. 2. 3
支援 23 D Vの実態映画で迫る なぜ ・ ・ ・ 疑問 を き っかけに : 恒濃毎 日 2005. 2. 1 3
支援 24 子 ど も に も 理解 し て も ら いた い 絵本形式の D V 翻訳本 ア ジア女性セ ン タ ーが出版 : 西 日 本新聞

2005. 2. 1 8  
支援 25 韓国 D V 対策 女性パワ ー国動か した 日 韓ホ ッ ト フ イ ン父流 「連合j の朴代表広島で講演 防止

法、 日 本に先行 「福祉で はな く 人権問題」 難 し い職探 し : 中 国新聞 2005. 3. 28
支援 26 D V過去最多 1 万 4000 件 事件に発展 1 000 件超 04 年警察処理 : 信濃毎 日 2005. 3. 1 0
支援 27 D V 防止法の普及1:::取 り 組む欧州議会議員 ク リ ス タ ・ プ レ ッ ツ さ ん (57) D V は公的な問題、 社会

が責任 を : 東京新聞 2005. 3. 23
支援 28 若 い世代か ら 認識を 防 げ D V被害 切 り 離せ な い虐待 県 が 7 月 に 開設する 」 ども 家庭セ ン タ ー

複合性重視 し、 相談に対処へ N P O が冊子作成 「大切 な人 と の い い関係J 朝 日 2005. 3. 6 (広島)
支援 29 D V に悩む男性毎火曜電話相談 県が午後 5 - 9 時 : 朝 日 2∞5. 3. 29 (千葉)
支援 30 外国人の D V被害者支援へ 通訳者養成 福山 で講座 ・ 朝 日 2005. 3. 1 5 (広島)
支援 31 NPO 法人ア ウ ンジ ャ D V被害者支援 高 ま る関心活動も 多様化
支援 32 D V被害に悩む外国人救いた い : 朝 日 2005. 3. 31 (埼玉)
支援 33 D V被害支援 5 日 に講演会 ァ ィ ー ピ一、 高知市で : 朝 日 2∞5. 3. 2 (高知)
支援 34 D V での被害考える講演会 あす小倉北区で : 朝 日 2005. 3. 1 1 (福岡)
支援 35 男 女 と は、 親子 と は D V ・ 虐待一映画で家族問 う 性の問題 目 をそ ら さ ず 「子 ども の希望描 きた

いJ : 朝 日 2005. 3. 7
支援 36 長崎で も rNO ! D V J 被害者支援策を探る 佐賀の講師招 き講演 : 朝 日 2005. 3. 22 (長崎)
支援 37 D V ・ ス ト ー力 一 被害防止に強い見方 通報装置無料 レンタ ル 秋田 県警 G P S  1 1 0 番よ り 早

く 連絡 . 東京新聞 2005. 4. 29
支援 38 増える児童虐待 : D V  24 時間相談窓口 県が 13 日 設置 信濃毎 日 2005. 4. 6
支援 39 D V被害者 を一時保護 民間 シ ェ ルタ -1:::補助制度 京都市が新設 明 日 か ら適用団体を募集 : 京都

新聞 2005. 4. 1 9
支援 40 民間 シ ェ ル タ ー縮小へ 広島 「救命j の視点 」 そ必要 志1:::頼る運営に限界 行政は踏み込んだ

支援を 独 自 の持ち味 燃え尽き寸前 : 中 国新聞 2∞5. 4. 1 0
支援 41 D V被害者が全国ネ ッ ト 福岡市な ど 8 団体が設立 「支援施策に声反映を」 西 日 本新聞 2005. 4. 1 9
支援 42 デー ト D V を防止 ・ 啓発 県 、 学生対象に講演会 : 朝 日 2005. 4. 1 3 (埼玉)
支援 43 D V 一人で悩ま ないで リ ー フ レ ッ ト カー ドを作製 相談機関の連絡先掲載 京都市、 市 ・ 区役所で

無料配布 : 京都新聞 2 0 0 5 . 4 . 3 
支援 44 京の市民団体 D V 、 過労死、 自 殺 ・ ・ ・ 解決目 指 し 男性学会議を立ち上げ 10 月 初会合 参加呼

びか け : 京都新聞 2005. 4. 1 9
支援 45 「 オ ン ブ ッ ドJ 設置か ら 2 年半 男 女平等武生に芽 D V 被害の救済一役 企業や社会 、 な お厚い

壁 : 朝 日 20054. 1 6  (福井)
支援 46 中 3 長男刺殺事件判決 と D V 「裁判所冷たい」 と 田 っ た母 懲役は 「恐怖の小休止J : 毎 日 新聞

2005. 4. 1 4  
支援 47 D V 防 げ 5 ヶ 国語で支援 相談窓 口 な ど紹介 京都市 リ ー フ レ ッ ト配布 : 京都新聞 2005. 6. 20
支援 48 医療機関 D V被害者支援態勢を 医師ら 6 1 6 人の回答で判明 マ ー ユ アルな く 対応苦慮 半数が被害

者に接する : 朝 日 2005. 6. 9
支援 49 D V啓発キ ッ ト 貸 し 出 し を開始 お き なわ女性財団 : 沖縄タ イ ムス 2005. 6. 29
支援 50 D V は心理的児童虐待 教育現場に対策要請も 県会議 : 朝 日 2005. 6. 7 (熊本)
支援 51 高校生に D V啓発講座 男性の指導者 も必要 お き なわ女性財団 : 沖縄タ イ ムス 2005. 6. 22
支援 52 配偶者暴力 相談 24 時間体制 で 札幌市がセ ン タ ー開設へ 就職 ・ 住宅 ・ 生活支援 も : 北海道新聞

2005. 6. 1 5  
支援 53 D V 防止 と 被害者の保護 県 、 初の策定委 を開 く : 朝 日 2005. 6. 24 (愛媛)
支援 54 D V被害者 と意見交換 支援計画策定へ検討会 県 . 朝 日 2∞5. 6. 1 7 (愛知)
支援 55 「暴力やめたい」 を後押 し D V加害男性対象に教育講座 県募集へ : 朝 日 2005. 6. 1 0 (千葉)
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支援 56 「夫か ら 暴力」 ど う 救済 札幌弁護士会が本出版 実際の事件 1 8 編の物語1:: 一時保護や離婚訴訟
紹介 25 日 に電話相談 : 北海道新聞 2005. 6. 20

支援 57 安藤舞季子 : 性暴力被 医療機関で、 被害者の 受診か ら 別れまでの手順。 電話か ら 来院まで、 来院 して
害者の ア セ ス メ ン ト と か ら 、 挨拶、 話 を聞 く 、 診察をする、 全身の フ ィ ジ カ ルアセス メ ン ト 、 記録 し
基本的対応、 看護学雑 ながら観察する 、 証拠採取、 記録用紙の詳細
誌 65 (1 1 ) 、 2001

支援 58 加納尚美 性暴力被害 北米の SANE の活動の紹介。 「女性の安全 と 健康のための支援教育セ ン タ ー」
支援看護婦 と は、 看護 では 2000 年か ら 性暴力被害支援看護婦の養成を行 っ て い る 。
学雑誌 65 (1 1 ) 、 2001

支援 59 片岡弥恵子 : 日 本にお 強姦認知件数 1 857 件/年 (H 1 1 ) 。 成人女性の 5-8%は 「意に反 した性父」
ける性暴力被害 : 看護 の被害にあ っ て いる 。 看護職の調査 (片岡 1 999) 2 割強の看護職が暴力被害女
学雑誌 65 (1 1 ) 、 2001 性のケア経験あ り 、 強姦被害のケア は 1 割。 性暴力被害の看護を学習 し た者は

1 7 % と 少な か っ た。 関連す る診療科は産婦人科、 救急外来 を 中 心 と し て 多岐1::
わた っ た。

実態 60 新聞記事多数 (奈良の女児殺害事件、 小児性愛者、 6 月 か ら再犯防止策 と し ての 1 3 歳未満へ性暴力
支援 犯罪者の出 所情報を警察が把握)
実 態 61 新聞記事多数 (国立大学内での教官の学生へのセ ク ハ フ が多 く 、 1 6 年度は国立大学教官の処分が最多
支援 と な っ た 。 その他の記事も 教師のセ ク ハ ラ が大半。 教育実習中のセクハラ被害、 女性上司の 男性部下

へのセ ク ハ ラ の記事 も あ った。 )

⑦女性の生涯を 通 じ た健康

女性外来に つ い て は女性情報 2002 年 12 月 号 に特集が あ る が 、 以 降は 記事 の 量 は減 っ て い る の で社

会 の 関心が下火 に な っ て い る の で は な い か ?

と り 上 げ ら れ て い る 健康 問 題 に は 女性特有の 疾 患 (乳房 ・ 生 殖器系) と 、 女性の 生活行動 に 関 連 し

た健康問題 ( ダイ エ ッ ト 食品の誤っ た利用 な の が あ る

乳がん は増加 し て お り 関心が高 ま っ てい る 。

助藤宮市教審泌綴若宮唆
女性外来= 女性医師の外来 が強調 さ れて い る が 、 じ っ く り ゆ っ く り 女性の訴 えや悩み を 聞 く こ と

は看護師が で き る こ と で あ り 、 生活 を 中 心 に 考 え る こ と が で き る 。 ジ ェ ン ダー と 医療に構造につい

て基本的な知識 と 現在 ま で の経緯 を助産学教育に含め る 必要が あ る 。

外来看護 と し て は と く に 女性の健康問題に 関 し て 検査 の 実施、 治療法の 選択 な ど に 自 己決定 を 支援

す る 関 わ り が必要で あ る 。 ま ず、 自 分 自 身 の性や人権 に 対す る 価値観を 認識す る た め の 演習 な ど を

通 し て 一 人 の 人 間 と し て 大切 に さ れ る こ と の意味 を感 じ る こ と が必 要で あ る 。 (表 10、 11 )

表 1 0 女性の健康
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実態 6 元院長免許取 り 消 し 富士見産婦人科 「乱診乱療J 事件 不適切医療で初めて、 厚労省 : 日 経 2005. 3. 3

実態 7 富士見産婦人科事件 : 朝 日 2005. 3. 3
実態 8 富士見産婦人科事件 : 読売 2005. 3. 4
実態 9 富士見産婦人科事件 : 東京新聞 2005. 3. 1 2
実態 1 0  薬害 C 型肝炎訴訟 沈黙破る女性たち . 朝 日 2005. 3. 2 (原告 81 %が女性。 出産時の止血剤 と し て フ

ィ ブ リ ノ ーゲン を投与 された)
実態 1 1  中 国の一人 っ 子政策に抜け道 排卵誘発剤で 「双子j 増加 母体に悪影響と 警告 : 毎 日 2005. 3. 29
実態 1 2  気管支炎 女性1::.集中 ア マ メ シパ (健康食品) 厚生労働省調査 発症 9 人 中 男性 1 人 : 恒濃毎 日

2005. 3. 28 
実態 1 3  胎児の先天異常 出生前に判明 初の半数超 産婦人科医会な ど調べ 親へ事前説明不十分 (超音波

診断で見つかる こ と が多 い。 22 週未満のデータ は含まれて いな い) : 日 経 2005. 4. 4
実態 14  J . フ ォ ンダさ ん過食症告白 米で 自伝友人や家族も 知 ら ず : 東京新聞 2005. 4. 4
実態 1 5  診察装 う わ いせつ事件続発 「 ドク ハ フ 」 心傷つ ける メ ス 医師 と 患者微妙な主従関係 : 東京新聞

2005. 4. 2 
実態 1 6  被害 20 都道府県 ダイ エ ツ ト 食品 「天天素J 神奈川 では男性も : 京都新聞 2005. 5. 31
実態 1 7  40 代女性 7 人に 一人貧血 厚生労働省調査 タ イ エ ッ ト で鉄分不足 : 西 日 本新聞 2005. 6. 1 5
実態 1 8  妊婦糖原病胎児1::.影響 学会調査死亡や先天異常 中国新聞 2005. 2. 3
実態 1 9  医師装い切 開 「別の妊婦に注射も 」 被告罪状認め る : 臼 経 2005. 2. 1 7
支援 20 3 月 1 - 8 日 「女性の健康週間j 婦人科 「身近にJ 学会な ど新設 : 恒;麗毎 日 2005. 1. 1 5  
支援 21 台湾特派員 メ ール 産後 1 ヶ 月 、 病院でのんび り ー 読売 2005. 1 .  1 1  
支援 22 北見の女医 ・ 西野 さ ん カ ンボジアで小冊子発行 女性に 正 し い体の知識を 「妊娠や出産時の事故

な く し た いJ 医療支援体験を基に 北海道新聞 2005. 1 . 5
支援 23 乳がん専門医 450 人 」 こ 1::. います 氏名/勤務先/診療科学会ホームページで公開 : 臼経 2∞5. 3. 1 9

支援 24 乳がん闘病体験 率直1::. 21 歳で診断札幌の大原 さんが手記 r お っ ぱいの詩」 患者会結成 し H P 立ち
上げ情報の発信に意欲 : 北海道新聞 2005. 3. 27

支援 25 「産めない事情」 無料の電話相談 N P O き ょ う か ら : 朝 日 2005. 3. 6
支援 26 初の女性健康週間 特有の病気に関心 を持 っ て : 京都新聞 2∞5. 3. 2
支援 27 女性の健康 を重点課題に 少子化対策で、政策提昌 : 神奈川新聞 2005. 3. 22
支援 28 専業主婦に も健康指導 来年度か ら モデル事業保健師が 自宅訪問 . 京都新聞 2 0 0 5 3. 29
支援 29 統合失調症闘病体験語る 誤解や偏見解 く 一助に 発病 ・ 結婚 ・ 出産 家族の理解が支え : 中 国新聞

2005. 3. 30 
支援 30 女性のス ト レス ネ ッ ト で診断 「心の健康J のサイ ト登場 育児や仕事生活1::.即 し メ ールでカ ウ ンセ

リ ングも : 北海道新聞 2005. 4. 1 0
支援 31 乳がんへの意識 ど う 変える 「アイ リ スの会J 会長鈴木俊子 さ ん (57) 乳腺外科の情報充実を :

朝 日 2005. 4. 1 7 (岩手)

支援 32 拒食症 過食症の社会復帰支援 カ フ ェ で リ ハ ビ リ 客 と 接 し心身慣 らす、 居場所見つ け復学 ・ 就職
活動 初診か ら 4 年以上半数全快 : 朝 日 2005. 5. 20

支援 33 急な体重減 脈拍 60 未満 思春期やせ症早期発見を 厚生労働省診療指針 西 日 本新聞 2005. 5. 23

支援 34 聖路加国際病院 乳がん治療へ新セ ン タ ー : 朝 日 2∞5. 5. 1 0
支援 34 歌姫も乳がん手術 闘病女性に共感の声援 : 朝 日 2∞5. 5. 28
支援 36 更年期の健康考える N P O  1 0 周年迎え フ オ ーフム ( メ ノ ポーズを考 え る会 ) : 読売 2005. 5. 1 8
支援 37 更年期克服が7ーマの連 ドフ 「 ダイ ヤモ ン ドの恋J 西 日 本新聞 2005. 6. 27
支援 38 尿失禁広がる 治療法 1 泊の手術や女性医師対応 専門外来も 各地に 女性患者L多 い腹圧性の尿失

禁 : 西 日 本新聞 2005. 2. 6
支援 39 乳がん ・ 子宮がん検診の質評価 ・ 公表 市町村医師技量や設備 : 朝 日 2005. 2. 21
支援 40 ピル普及向 け指針改訂検討 産婦人科学会 : 朝 日 2∞5. 2. 1 
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支援 41 川野雅資 : 看護 と セ ク 入院と性、 医療 ・ 看護行為が招 く 患者の性反応、 疾病が性に及ぼす影響、 治療
シ ュ ア リ テ イ 、 日 本性 が性に及ぼす影響、 患者 と 医療関係者の性関係
科学学会誌、 1 8 ( 1 ) 、
2000 

支援 42 茅島江子 : 看護に おけ 看護者が 自 分 自 身 を性的存在で あ る と 受け入れる 」 と が必要。 患者は性的一一
る セ ッ ク ス カ ウ ンセ リ ズを表出 し に く い。 セ ッ ク ス カ ウ ンセ リ ン グの前提条件①信頼関係 ②性に つ
ング、 セ ッ ク ス ・ カ ウ いて の基礎知識 ③看護者 自 身の性の価値観を認識す る ④感情 を 引 き 出 す
ンセ リ ング入門 改訂 コ ミ ュ ニケーシ ョ ン技術 ⑤性に関す る秘密を保持で き る
第 2 版、 金原出版、 2∞5

支援 43 森村美奈ほか : 婦人科 婦人科手術の術後 あ る いは予定者への質問紙調査。 48 票の回収。 良性疾患は
手術 と セ ク シ ュ ア リ テ 悪性疾患よ り も 術後の性生活に関，c，\があ っ たが全体で は 「関心な し J が 57%
イ 、 日 本性科学学会誌 と 多か っ た。 40 歳以降で性機能の配慮につ いて希望する も の は 1 名 のみ。 性
2 1 ( 1 ) 、 2003 的関心は月 経の有無 と 相 関 、 卵巣機能の有無 と は相 聞がなか っ た 。 子宮の喪失

は心理的影響が大 き い。 性生活よ り も 治療優先の考えがある 。

表 1 1 女性外来

③ 人 工妊娠中 絶

消費者丘制対
人 工妊娠 中絶は社会的 に ほ ぼ容認 さ れ て い る が 、 中絶実施者は複数回数行 っ て いた り 、 未成年者の

中絶割合が 高 い。

人工妊娠 中 絶 の 経験者の 多 く は精神的 シ ョ ッ ク を受 け て お り 、 中絶後支援 が必要。

人工妊娠中絶後 の胎児 の人権(権利) に つ い て 生命倫理を 考 え る こ と (処理方法や医療への利用)

人 工妊娠 中絶 を 受 け る 女性の権利 と 国家権力 と の 関係

助産輔教育へ綴議機
望 ま な い妊娠予防への取 り 組み(命 の 尊重 と 確実な避妊)

人工妊娠中絶 と リ プp ロ ダ ク テ ィ ブ、ヘルス ・ ラ イ ツ につ い て考 え る 機会 を持つ

女性の 権利 の 尊重、 胎児 の権利 の 尊重 に つ いて 現状の課題 を知 り 、 生命倫 理 ・ 看護倫理の面か ら 人工

妊娠 中 絶 を 考 え る 基盤 を持 たせ る 。

人 工妊娠 中絶前後 の女性への身体的 ・ 精神的支援の必要性 と 方向性 (表 12)

Qd
 
pb

 



表 1 2 人工妊娠中絶

児 :
みJ として処理 1 8 5
件 長野県」
『 毎 日 新 聞 』
2005/8/8 

4 I r厚労省 : 死亡胎児
の利用指針作り、 当
面断念 専門委JW毎
日 新聞』
「死亡胎児の細胞、
研究指針見送りJW読
売新聞』
2005/5/20 

5 I r緊急避妊薬をめぐり
迷走する米国の論争
(上)(下)J
WWíred News� 
2005/5/6 

棄、 元院長に有罪判
決JW読売新聞』
「 中 絶胎児投棄の元
院長、 廃棄物処理法
違 反 で 有 罪 判 決 J
『朝 日新聞』
「横浜の中絶胎児生
ごみ廃棄 ・ r 1 2週未
満 は廃棄物j 元院
長 に 有 罪判 決 一 一
横浜地裁J W 毎 日 新
聞』
2005/5/6 

1 0決議採択し閉幕j
『毎 日新聞』
2005/3/1 2  
「国連: 影落とす米保
守主義JW毎 日 新聞』
2005/3/1 2  
「国連女性会議 . 米国

し、

r子どもの性行動に大人はどう向き合うべきかJ といった議論が東京都議会で 4 ヶ月
激論が繰り広げられた。 青少年健全育成条例の改正のための議論の中でのことで
あるが、 その背景には 20 歳未満の人工妊娠中絶件数が 1 980 年には 1 万 9 千
あったものが、 2∞0 年以後年 4 万件を越えていることから、 性行為の
で出てきた。 結果としては「青少年に慎重な性行動を促すことを、 保護者らの努力
義務として条例で定めるj こと等を都に提言する内容に落ち着いた。

一般ごみと一緒に捨てた事件で、 廃棄物処理法 (委託基準) 違反の罪に間わ
元院長に対し、 懲役1 年、 執行猶予3年、 罰金 1 00万円 (求刑 ・ 懲役1 年、 罰金1
万円) の判決が言い渡される。

、 95
再確認し、 実行推進を求める政治宣言を採択する。
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採 択 J � 毎 日 新 聞 』
2005/3/4 
「 北京行動綱領を再
確認 国連女性委が
政 治 宣 言 J �産経新
聞�2∞5/3/5

実態 9 「国連「女性の地位 米国 は国連「女性の地位委員会」閣僚会議が採択する宣 昌 1=中絶禁止を盛り込み
委員会」 、 欧州が米 たい考えだが、 欧州連合 (EU) はこの動きに反対している。 今回の会合 は『北京行
国の中絶禁止推進 動綱領』を検証し、 女性の地位向上への努力を推進させることが 目 的である。 米ブ
に反対」 ッシュ政権は、 宣言の最終案に中絶の権利に関する修正を盛り込むことを提案して
『ロ イター�2005/3/2 おり、 会合では意見が対立している。

実態 10 「 北 京 行動綱領 採 ーユーヨークの 国連本部において国連婦人の地位向上委員会が聞かれる 。 「北京
択 1 0 年」 綱領をもとに女性政策を推進してきた達成度を検証し、 今後の取り組みを討議する
ニュースミックス : 大 のが狙いである。 女性の人権という視点に立った北京綱領は世界の女性政策の流
手小町 れを変えたと言われてお り、 それ以後 目 覚しく変化している国は少なくない 。 しかし
http://www.yomiuri.c 米国をはじめとする保守勢力のパッククラッシュ (揺り戻し) への警戒心もある。 被災
ojp/komachi/news/ 地や紛争地の女性に対する支援の充実が課題として挙げられ安全な出産の確保と
2005021 9sw61 .htm ともに性的暴力対策が求めれられている。 日 本でも女性政策を統括する政府機構

が強化され、 女性の権利を保護するほうの整備が進んできたが、 圏外の評価として
は社会進出度 38 位と厳しいものになっている。

実態 1 1  「死亡胎児幹細胞の 神経などを再生する医療への活用が期待される死亡胎児から採取した幹細胞の臨
臨床研究利用、 指針 床研究利用について、 庫労省の委員会による指針作りが先送りされる可能性が漉
作り先送り濃厚にJ 厚になる。
『読売新聞』
2005/2/3 

実態 1 2  「ハンセン病 実態 全国の国立ハンセン病療養所などで胎児らのホルマリン漬け標本 1 14 体が残って
解明に力を尽くせ」 いたことが、 有識者らで作る第三者機関 「ハンセン病問題検証会議」の調べで分か
『京都新聞�r社説J る。
2005/2/5 
「ハンセン病 悪政
の証拠あいまいにせ
ずにJ �毎 日新聞』
「社説J2005/2/2
「 【ハンセン病】 人間
の尊厳を無視した非
道な“殺人"J�南日
本新聞�r社説」
2005/1 /29 
「ハンセン病 * 標本
の 叫びが聞こえるJ
『北海道新聞�r社
説J2∞5/1/29
「ハンセン病一一こ
れは殺人ではない
かJ�朝 日 新聞�r社
説J2∞5/1/28
「ハンセン病 : 療養所
などに胎児標本 中
絶 ・ 堕胎強制 ? J�毎
日 新聞�2∞5/1/27
「胎児 ・新生児1 1 4
遺体、 ハンセン病施
設で保存J�読売新
閉�2∞5/1127
「ハンセン病施設に
遺体標本「泣く子 押
さえつけJ " ・入所者
証言J�読売新聞』
2005/1/27 
「ハンセン病の胎児
発見「胸ふさがる思
いJJ�朝 日新聞� (My
town 熊本)
2005/1/27 
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実態 1 3  「中絶反対デモ : ブッ ロ ウ判決から 32 年 目 の 日 1=、 首都ワシントンで中絶反対派を 中心に数万人が参加
シュ米大統領も支援 して大規模なデモが行われる。
演説 命の重さ、 揺
れる米国一一 ワシン
トン」
『毎 日新聞』
2005/1 /25 

実態 14  関西地区の大学生 2001 人を対象とした1)矛盾なきプロ ・ライフ派とよべるもの
は，394 人であり，全体の 2倒を 占めていた の矛盾なきプロ ・チヨイス派とよベる人数は

松浦賢長 : 我が国の 1 85 人であり，全体の僅か 9%を 占めるに過ぎなかったω約 3 人に 2 人という高率で
大学生の人工妊娠 対象者は，中絶は女性『権利』ではない，と考えていた4)胎児や中絶に対する意識の
中絶に対する態度に 点からみるとそれら対象者の特徴は，受精した時から胎児を人とみなしそして，胎児
関する研究 胎児 に対する憐欄惑を有し，中絶を恥ずべき行為 ・罪深い行為 ・親に申し訳ない行為だと
観・ 死生観との関連 思っていた.5)死生観及び先祖・子孫観からみるとそれらの対象者の特徴は，将来子
母性衛生 41 20∞ どもたちの生きる世界のことを気にかけ，先祖の墓参りに行き，水子供養を不必要だ

とは考えてはいなかった.6)これらの特徴は，中絶は女性の『権利』であるべきだと思
っているものにも少なからず見られた傾向であった

実態 1 5  常盤洋子， 土江田奈 人工妊娠中絶後の心のケアのあり方に関する具体的な検討の手がかりを得る 目 的
留美， 渡辺尚 人工 で，中絶前後の心理的反応と心にケアに関する先行研究の レビューを，MEDUNE，医
妊娠中絶前後の心 学中央雑誌を 中 心に行った結果，以下の課題が明らかとなった.1 )我が国では人工
理的反応と心のケア 妊娠中絶後の心のケアに関する研究がほとんどなされておらず，中絶前後の心理的
に関する研究の現状 反応と心のケアに関する基礎的研究が必要である.2)中絶を受ける，あるいは受けた
と課題 女性を対象とした中 絶前後の心理的反応と適応に関する調査が必要であるお中絶
群馬保健学紀要 24 後の心のケアについては，中 絶前から の継続的なケアが求められていることが多く
2004 の 研究によって明らかにされていることから，中絶前から 中絶後にかけての縦断的

な研究が求められる 4)人工妊娠中絶後の 心のケアに関する 医療現場の実態を調
査しケアを実践する側の問題点を明確にする必要がある

実態 1 6  堀井節子， 桝本妙 十代の人工妊娠中絶を減少させる方策を検討するため，中学・高校の養護教諭を対
子， 福本恵 . 中学生 象に，学校にお ける性に関する教育 ・相談・ 実現可能な取り組みなどについて質問
および高校生の望ま 紙調査を行った.その結果，養護教諭の 82.5%は在校生の望まない妊娠予防のため
ない妊娠を予防する に実現可能な取 り組みがあるとしその内 容として 「養護教諭の個別 相談強化」
取り組み 養護教諭 (69.0首)，f思春期保健に関する教職員研修J(62.8見)が高率であった.蓑護教諭の年齢
の属性および性に関 や経験年数，現任校における勤務年数，学校種，学校の設置者と在校生の望まない
する活動状況との関 妊娠予防の取り組み内容には有意な関連を認めた 養護教諭の性教育へのかかわ
逮 りや避妊に関する集団指導，妊娠した生徒への対応，性に関する相談や実態把握の
京都府立医科大学 活動状況と在校生の望まない妊娠予防の取り組み内容には相関があった
看護学科紀要 14
2005 

実態 1 7  岸田泰子， 北村俊 青年期の性意識および性行動の実態を明らかにする」とを 目 的に，全国の大学生を
具IJ : 青年期の性意 対象にアンケート調査を実施し，4224 名(うち，女性 2894 名)より有効回答( 1 2.5首)を得
識・性行動に関する たその結果，男女とも約 6 割が性交経験を有し初交年齢は男性 1 7.7 歳，女性 1 8.2
研究(第 1 報) 大学 歳であった調査時点で複数の性的パートナーがいる者は 4.1 %で，男性より女性の方
生の性意識・性行動 が高い頻度で避妊を実行していたまた，性交経験のある女性の 4.7%に妊娠既往が
に関する基礎集計 あり，そのうち 92.3協は人工妊娠中絶に至っていた
母性衛生 46 2005 

実態 1 8  木戸 久美子， 中村仁
志， 林隆: 1 0 代の人 圏内の医学文献データベース(医学中 央雑誌)で「人工妊娠中絶J f出産」をキーワー
工妊娠中絶および出 ドに検索し出力された文献の 中から「抑欝jとの関連について研究されたものを絞り
産と抑うっとの関連 込み，そのうち 1 0 代・ 思春期を対象にしたものについて検討を行った固また，外国のデ
山 口 県立大学看護 ータベース(MEDUNE と CINAHL)で同様の検索を行い検討した.検索の結果，圏内で
学部紀要 8 2004 は，10 代 ・ 思春期の「人工妊娠中絶」と「抑欝」との関連についての論文はなく， 10 代 ・

思春期のf出産」と「抑欝Jとの関連についての論文が 1 件あった.外国では，10 代 ・
思春期の 「人工妊娠中絶」 に聞して 1 970 年代ころより欧米で Post Abortion 
Depression という精神面の障害が報告されていたーその後，Post Abortion Syndrome 
や Post Abortion Trauma という表現でいくつか研究されていた.一方で，人工妊娠中
絶後の精神症状の存在を疑問視している研究もあった. 10 代 ・思春期の「出産Jに関
しては，depression 徴候を示すことが多く報告され，depression と自尊感情
(sel←esteem)の低さとの関連が示されていた
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実態 1 9  杵淵恵美子， 高橋真 人工妊娠中絶を経験した女性の心理経過を事例を通して明らかにする」とを 目 的
理 : 人工妊娠中絶を に，3 名(21 -28 歳E未婚 2 名)を対象に，中絶手術 当 日 から術後 4 カ 月 まで，半構成的
経験した女性の心理 面接を継続的に行った(2-4 回)その結果，3 名の女性の心理変化は一様ではなく，
経過 個別の経過を辿っており，心理的な危機状態に陥ることはなかった.人工中絶の経験
石川看護雑誌 1 は，女性たちにとってパートナーや夫との関係や 自 分 自 身を振り返る契機となってい
2004 た

支援 20 「性犯罪被害の治療 警察庁が来年度から、 強姦事件の被害者1=、 緊急避妊や 中絶手術の費用などを
費支援、 避妊 ・ 中絶 全額支給する方針を固める。
は全額・ ・ ・警察斤」
『読売新聞』
2005/9/1 

支援 21 「性犯罪被害の治療 警察庁が来年度から、 強姦事件の被害者1=、 緊急避妊や 中絶手術の費用などを
費支援、 避妊 ・ 中絶 全額支給する方針を屈める。
は全額・ ・ ・警察庁」
『読売新聞』
2005/9/1 

支援 22 「中絶経験 6 人に 1 厚生労働省研究班と 日 本家族計画協会の共同調査Lより 、 1 6-49 歳の女性の 6
人JW朝 日新聞』 人のうち 1 人の割合で人工妊娠中絶を経験しているといった推計が出た。
2005/4/26 人工妊娠中絶を経験した人は 1 6.3%うち 3 割が複数回実施し、 初めて手術を受け
f中絶経験6人lこ1 た年齢は 20 歳以下が 31 .7%を絞めた。 最初に手術を受けた理由は「相手と結婚し!
人」 ・ ・ ・厚労省共同調 ていないJ22. 1% 、 「経済的余裕がないJ 1 7.2%、 「仕事・学業を中断したくないJ9.0%
査JW読売新聞』 「体が妊娠・ 出産に耐えられないJ8.3%であった。 全体の 3 分の 2 近くが条件付も含
2005/5/23 めて中絶を容認しているが、 経験者の多くが精神的なショックを受けていたこともう

かがえた。

支援 23 「妊婦の服薬相談 厚生労働省が、 妊娠中 の薬の使用について相談に応じる 「妊婦とクスリ情報センタ
窓 口 少なく、 不必要 -J (仮称) を来年度に開設することを決める。
な中絶の原因に」
『読売新聞』
2005/1 /21 

支援 24 鈴井江ニ子， 蔵本美 性教育講演を行った思春期の学生 1 267 名 (男子 512 名 ，女子 755 名)を対象に，性に
代子， 平岡敦子， ì中 関する意識調査とメール相談を受けた 相談内容は男女の性の特徴とジェンダーを
田一彦， 辻下守弘: 反映した内容であったー男子では身体的，心理的な悩み以外に，性行為への興味・ 関
高校生の性意識に 心が最も 多い相談肉容であった.男女交際に聞する悩みは，ほとんどが性行為に対
関する一考察 する葛藤を含むものであり ，自 分としては妊娠が不安なために性行為をするのが抵
思春期学 22 2004 抗があるが，彼が我慢しているので性行為をするという内容であったー思春期の性教

育を実施する際は，性の 自 己決定権を育成する指導が必要であると考えられた

⑨ 性感染症

- 東ア ジア の H I V増加 が 急激 に進行 し て い る 中 で、 日 本人の性感染症 に 対 す る 意識 は低

く 、 無関心な者や 自 分 に は 関係 な い と い う 考 えが多い。

鱗緩解教育;階的;示鞠
- 性感染症予防 に 関 し て 更 な る 教育 を地域 ・ 学校 ・ 家庭が連携 し て 進 め て い く こ と が求 め ら れ て お り 、

助産師教育で こ れ ら の能力 を強化す る 。 (表 13)
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実態 3 朝 日 新聞 機器はアジアに迫る : 国際エイズ会議 ・ - 感染者の 急増で、 アジアのエイズ問題が
h1 6 ・ 7 ・ 1 7 岐路に立っている。 今どう対処するか、 それが地域の将来を決める。 日 本ではエイ

ス、への 関心がいま一つ薄かった。
実態 4 神奈川新聞 AIDS文化フォーラム ・ - 問題意識をもって・性をテーマに活発に議論 : デイスカッシ

h1 6 ・ 8 ・ 7 ョンで、l;:I: r学校の性教育でHIV検査を呼びか けるなどもっ と啓発すべきJ などの意
見が出された。

実態 5 産経新聞 目 を覚ませ ・アジアの指導者に向けられた警告 :
h1 6 ・ 1 0 ・ 4

実態 6 読売新聞 自 覚促す等身大の性教育 ・綿密な生徒意識調査・ 個人差を踏まえた操業 ・ 感染症
h1 6 . 1 0/20 の理解を深める : rエイズ、だけを特別視した考え方では、 生徒は 自分とは無縁と考

えがち ・ ・ 感染予防という観点では、 ほかの性感染症と何ら変わらないということを i
まず自覚させる必要があるJと指摘する。

実態 7 読売新聞 「学校任せ」路線修正、 性体験の低年齢化進む: 性教育は実態が見えにくい ・ . .
h1 6 ・ 1 0/20 「教育現場に性教育の基準がないJ r学校ごとに教える肉容が異なる、 子どもに間

違いを教えたら取り返しがつかないJ rどこまで教えればいいのかJ . . こんな現場の
声が相次ぎ、 性教育をめぐる混乱が浮き彫りlこなった。 HIVIこ隈らず、 STDが広が
りやすい危機的な状況、 性教育の重要性は増すばかり ・ ・ ・ 。

実態 8 産経新聞 HIV感染者 割いた940万人 : 東アジアで急増
1 1 圃 24

実態 9 神奈川新聞 世界のHIV 感染者最多 女性の緊急対策重要 : 成人感染者の半数以上が女
1 1 ・ 24 性 ・ ・ ・女性差別の解消や予防教育を感染拡大防止の鍵とした。

実態 10  産経新聞 新感染症時代 ・ ・ 女性化と東アジアの拡大指摘: r流行の女性化」は新規感染者に
h1 6 ・ 1 1 /29 占 める女性の割合が増えていることを指摘、 f女性化J Iま異性聞の性行為による感

染の増加を反映しており 、 HIVが社会の多数を形成する人口 層に広がってきたこ
とを示す。 日 本に関しては男性問の性行為による感染の急速な増加が指摘されて
いる。

実態 1 1  読売新聞 高校生の 1 割、 性感染症 : 年齢別では1 6歳の感染率が最も高く、 男子 8.6%、 女子
h1 6 ・ 1 2/2 が 23.5%に達している。 無症状のクラミジア感染率は欧米でも人口 の 1 -2%止まり

で、 日 本の実態は世界最悪。 効果的な性教育を進める必要がある。
支援 1 2  読売新聞 感染増加 ・歯止めに成功 タイに学ぶエイズ対策 : エイス、の拡大を沈静化させたタ

h1 6 ・ 1 2/1 イ、 「手編を緩めればエイズは拡大する。 特効薬がない現状では、 抑制手段は地
道で継続的な教育・ 啓蒙以外にないjと。 地域が連帯して真正面から向き合う。

支援 1 3  朝 日新聞 性教育は大人から ・ ・親との対話 子に効果 : r教育は中学だけ・ ・女子だけにそっ
h1 6 ・ 1 2/1 6 とやっている感じだ・ ・ ・ 大学での取り組みも 目 立つ、 若者!こSTDが増えているこ

と、 望まない妊娠をさせて悩む男子学生に棺談を受けた経験などから 、 大学で「性
の健康学J講座を取り組み始めた。 多くの受講者が殺至IJ ・ ・ 。

⑩ 性教育

地域や学校 な どでの計画的 な教育、 子 ど も の発達段階や年齢に基づいた教育、 科学的で正確な情報、

生命 の 尊重 をベース に し た性感染症予防教育 が 求 め ら れ て い る 。

性感染症予防教育 は人権や人間 教育 を基盤 にす る 必要が あ り 、 コ ン ドー ム の装着方法 に つ い て は、

全体で の指導 で は な く 、 小 グループや個 別の 理解度に 合 わせた指導が大切。

中 学 生 に は学習指導要綱 の範囲で指導す る こ と が必要で、 具体的 に な り す ぎず発達段階に応 じ て 、

段階的 に 計画 的 に行な っ て欲 しい と し 、 う 意見が多い。

性行動 の 経験や悩 み は個人差が大 き く 、 個別に教育す る こ と で可能な こ と は個別指導です る な ど、

集団指導 と 個別指導の 内容 を検討す る こ と が 大切で あ る 。
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義務教育 に お け る 性教育は 現在、 保守的傾 向 で あ る 。 助産師 と し て 、 学習指導要領 を踏 ま え逸脱 し

な い こ と 、 発 達段階、 年齢、 関連教科、 既習学習 と の 関 連 を 踏 ま え た テ ーマ の選定、 方法 を 検討す

る 必要が あ る 。

助産師の強みは、 生命誕生 に 関 わ る 、 生命尊重 に基づ く 性の 大切 さ を説 く こ と がで き る こ と 。 し か

し 出産場面を安易 に扱 う こ と や、 性交 に ま で話題 を拡大す る こ と は義務教 育 で は支持 さ れて い な し 、。

中 学生 で は受 精・ 妊娠を扱 う が、 性交の方法 に は言及 し す ぎ ない こ と が 大切。 対象者の許容範囲 を逸

脱す る 可能性 も あ る こ と を 常 に 意識す る 必要が あ る 。 リ ア ルす ぎ、 な い 、 専 門 的 に な り 過 ぎ な い こ と

が 求 め ら れて い る 。

指導計画、 公 開模擬授業な ど 、 多面的 に教育内容 を検討 し 、 性教育指導 モ デル を 作成す る こ と が必

要で あ る 。 助産師だか ら で き る こ と を 大切 に し て 、 子 ど も 達の助産師 に抱 く イ メ ー ジ を 大切 に し て

関 わ る こ と は 、 保護者 に も 支持 を 得 ら れ る 。

学校関係者か ら は専門家に よ る 教育 を期 待 す る 声 も あ る 。

激遊関教脊刑制治蝶
助産師の 「生命尊重J を 基盤 と し た 出 前講座は、 子 ど も や教諭か ら の支持が多 く 、 マ ス コ ミ に も 多

く 取 り 上 げ ら れ て い る 。 な か で も 小集 団 を 対象 と し た ピ ア カ ウ ンセ リ ン グ は手法 と し て 有効 で あ り 、

看護職が 関 る 高校生を対象 と した ピア カ ワ ンセ リ ン グや 出 前講座に 対す る 有用 性は高い。 こ れ ら の

性教育 を実践で き る 能力 を助産師教育課程 に おい て 習 得 さ せ る 。

大学で は保健師教育 も な さ れて お り 、 地域や家庭での性教育 も 含 め て積極的 に 展 開す る 能力 を 育成

す る 。

性教育 を 学生時代 に経験す る者 は 少 な い。 性教育の見学ま た は実施す る機会を持つ こ と が望 ま し い。

地域の学校 と の連携を も ち 見学ま た は実習 す る 機会を積極的 に導入す る 。 (表 14)

表 1 4 性教育

折教科書の工夫・ 時代への対応から : 小学校の保健で 4 年生から一斉にi 性教育jが
場する。 学習指導要領に対応したもので、 5 年生で教えていた内容を 1 年前倒しする。 中
学校の保健体育の教科書では、 自慰について詳しく説明するものがあるなど、 従来より
踏み込んだ記述が目 立つ。 新指導要領では保健教育が重視され、 3 年生から教えること
に。 第二次性徴や体の発育については、 4 年生で取り上げる。 文科省は「早期からの教
育で、 自分の体、 自 分の存在に肯定的になれるように導きたいj とする。 各 、 出版社と
も、 若者に広がる STD について、 コンドームの使用など予防法も織り交ぜてある。

実態 I 2 I j生程
h14 ・ 10/ 14

谷えりこ・ 過激な性教育は虐待だ : アメリカでは性教育のあり方が根本から間い且
れ、 "愛と人間の価値""責任と抑制"を教えるプログラムに予算が付け替えられている。
その結果、 十代の妊娠と性感染症が減少することが確かめられた。 また「十代の妊娠を
防ぐ全国キャンペーン」調査では、 中高生の9割以上が「高校卒業までは、 社会が責任
をもって性への抑制を促すことが重要」 と答えており 、 性教育は大きく転換している。 虐
待にも似た性教育は見直し、 魂をもっ人間の豊かさ!こ気づく教育の場を子どもたちに与
える義務が大人にはある。

触れあい・ 快楽の追求、 性行為容認の指導書 : 相模原市教育委員会が作成したI 人間
して豊かに生きる 性教育の手引き改訂版J について、 性行為を 「ふれあいJと紹介した
り 、 円突楽の追及�J といった表現があり、 文科省では「学習指導要領を逸脱している疑い
があるJとして調査に乗り出す。 教育委員会は「実態を考えると、 内容には 自信があり必
要性もある。 指導書だから学校の判断で教える内容は吟味され、 生徒に応じた指導をし
ている。 指導要領に避妊がないの は知っていたが、 STDの予防教育はあるので逸脱は
ない」と説明 。 8月 に絶版となった中学生向 けの 「思春期のための ・ ・ ・ Jを保管し、 市肉の
中 学3年生全員に卒業時配布する 。 山谷えり子は 「小学校6年生に性行為をコミュニケ
ーションの一手段のように教えるのはどうか、 性交を助長する内容で義務教育段階の教
育にふさわしくない」 と批判した。
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実態

実態

実態

小5に過激教育 お父さん、 お毒舌瓦亡詰言わな己で・ 指導要領逸脱。 東京蔀正雇瓦
小5の理科の授業で、 性交の方法を説明 ・ ・ - 精子は父親から 出るが「母親のどこから入
るんだろう ? J などと、 性交についての質問があった。 男 女の性器の 名称を記載しなが
ら、 父母の性行為のついて詳細に説同月し、 「このことをセックス (性交) と呼ぶ」などと記述
していた。 人の受精については中学勧の保健体育で扱うことになっているが、 そこでも性
交については含まれていなしト ・ -小学生への教育は指導要領を大きく逸脱している。
Iピル冊子」 波紋拡大 ・ ・ ・厚生労働省の財団法人が作成した中学生向けの小冊子l 思
期のためのラブ &ボディ bookJの扱いをめぐり 、 教育現場に混乱が起こっている 。 保護
者からは「配慮が欠けるJ との批判が続出、 配布を差し止める教育委員会も出始めた。 こ
の問題では「 中学生には不適切jとする文科省と「特に問題はない」 とする厚労省の見解
が対立、 事態をいっそう複雑にしている。 「小冊子には生命尊重の視点が欠けており、 中
学校には不適切と判断J (熊本県教育委 員会) 、 コンドームの使い方を図入りで詳しく説
明 . . ・ 、 中学生という発達段階でそこまで・ ・ ・ というわけだ。

再 刀、ら商業主義排せ : 1 思春期のためのラフ &ボディ BOOKJの最大の問題点は、
この教材がocの 関連製薬 8 社によって共同運営されているoc情報センターからの支
援を受けて作成されたことだ。 大人の商業主義が子どもをターゲツトにしている ・ ・ ・ 。 ピル
に関する記述だけではない。 性の奥にある生命の大切さや人間としての生き方ゃあり方
を深〈考えさせる視点が欠落しているのは、 中学生向 け教材として はバランスを欠いて
いる。 欧米の直輸入ではないわが国独 自の性教育の確立が時代の要請だ。

ピル安全性への議論肩巷v恵春期面7ご面白ヲヲ亙末デ-{ bo示jの語版百収扇訳まっ
たが、 厚労省が新たに提唱する性教育プログラム「性育J (仮称) でも 、 ピルの使用を性
教育の中 に位置づけていいのか ・ ・ ・ 。 感染症も心配。 ピル服用によって妊娠を避けられ
るとする"安全教育"のためか、 若者の間ではコンドームも使わぬ無防備な性行為によっ
て、 すでにSTDやHIV感染が増加している。

宵の充実こそ怠蕎7世界人白白書Iこ瓦る若著の蚕:百7刷工薩済訳語予就学率な
発展途上国とは比較にならない高水準にある。 だが、 一方で、 不十分・ 不正確な知識の
まま、 性体験の低年齢化が急速に進んだのが実態。 エイズやクラミジアなどのSTDが若
者の間で急増しているのは日 本だけ(木原京大教授) 。 世界人 口 白 書は様々な世代によ
るグルー立カウ ンセリングや避妊教育など、 若者にも受け入れやすく、 プライバシーを尊
重した性教育の成功例を豊富に紹介している。
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百E
h 1 5 ・ 2 ・ 24

h 1 5 ・ 7/2

1f\61三面産Eデ才一兼修正二.yヨ示ヲを蔓m子転京都市北部の公立小学校。 性教育長
業として、 性器が映った無修正の 出産シーンが入ったビデオを児童に見せていたことが
分かつた。 一部父母からは「いき過ぎではないか・ . J との声があがり、 文科省は「ビデオ
内容を保護者に説明する必要があるJ としている 。 授業は6年生の総合授業で行われ
た。 母親の一人は「明らかにいき過ぎで止めて欲しい。 こういうシーンを見せるの は早過
ぎる」と不快感 ・ ・ 。 児童は「気色悪かったJ r怖かった』 と述べる一方、 学校側に提出 した
感想文では「お母さんの苦しみがわかり、 ずっと感謝したし、」と感動の気持ちを書いた子
どももいた。

児童に過激な内容は慎め : 小学校1 年生に性器の名称を教えるなど過激な性教育の
態が次々と明らかになった。 十代の性の乱れを助長しかねない危険な徴候である。 小学
校の学習指導要領では性教育について、 4年生の保健の授業で思春期になると初潮が
あ り 、 異性への 関心が芽生えることを教え、 5年生の理科で、 人は母胎内で成長して生
まれることを教えるように求めているだけである。 1 年生に性器の名 称を教えたり、 理科
で性交にまで踏み込んだ授業は、 明らかに指導要領を逸脱している。 指導要領に頼らず
とも、 常識で判断すべき問題であろう。

胃 ・理解妨げるl 過澱」批判 : 若者の性行動は驚くほど活発になったのに、 住め知F
や理解が一向 に深まらないのは何故だろう ・ ・ 。 昨年ごろから、 一部の新聞や週刊誌が、
若者の性行動について「ゆき過ぎた性教育の結果」 と決め付け、 パッシングし続けてい
る。 パッシングの対象は性教育に留まらない。 自 治体の男女共同参画条例作りや、 「リプ
ロダクティブヘルス・ライツ」のうち 、 特に人工妊娠中絶を取り上げ、 これを禁ずる方向へ
と世論づくりをする構えがうかがえる。 米国での新保守主義の台頭が、 男性中心の「伝
統的」な家族 ・性秩序を望む日本の 勢力を勇 気つけている。 一部の政治的な思惑によっ
て性教育が妨げられている。

ア二五ビデオ」で性教育 . 町田市立小学校の女性教諭、 少女が父親から1ヱIf�
虐待を受けているアニメーションビデオを教材として児童に見せる 。 これはr"人間と性"護育研究E議会J (性教協)の季刊誌に実践例として掲載されたもの。 また都立護学

では男 教諭が小学部の性教育で児童らに男性器と女性器の名 称が歌調に盛り込
まれている「 からだの歌Jを歌わせた。 このほか、 中学校の知 的障害学級では、 性器の
部分が協調された男女の人形二体を使用し、 性行為の授業を行っていた。

あ:
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小5男女同室で宿泊 ・ 子どもだから太丈夫 ・ 沼津市立の9つの小学校(16夜市7の5
が、 自 然の家に宿泊 (高原教室) 。 男女混合で宿泊、 事前に保護者から寄せられた抗議
に対して 「 これまで問題は起こっておらず問題はない 」と回答した学校もあった。 文科書
は「男 女同室での宿泊が続いていたこと 自 体がまず非常識」としつつも、 地域で問題に
ならずにいたことも憂慮「一体、 学校や市教委はもちろん、 地域住 民の判断力 はどうなっ
ているんだろう ・ ・ 。

字校での性教育 ・ どこまで教えるべき l 教材 ・ 教具が不適切 J :学校での性意育語、 1ロl
どこまで教えるべきなのか。 必要と分かりながらも明確な線引きは難しいと感じる管理
職、 教員は少なくない。 学芸大学の加瀬進助教授は 「これまで性教育の実践と研究に触
れていない人が、 自 分の価値観で、 これは良い、 悪いを決めないJ と主張する。 今後の
性教育のあり方は、 早い段階か ら 自 己責定感、 自尊感情を育めるような教育を行い、 自
分も相手も大切という認識を育てる ・ -社会性を育てるよう提案。
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実態

いき過ぎ気遣う教師 : 学習指導要領によると中学校では l 受精・ 妊娠までを取り扱うもの
とし、 妊娠の経過は取り扱わないものとするjとある。 胎児の成長や中絶について教えた
授業は、 この範囲を超える。 県教委が授業 内容に敏感になる一方で、 若者の望まない
妊娠や中絶. STDが広がる。 同 区サービス課の女性助産師と女性保健師が区内の 中
学校4校で出 前講座をした。 異性と接する機会の増える高校入学前の 3 月 を選んだ。
「知っているのは言葉だけで、 もっと学校で教えるべきなのに・ ・ ・ 」と講義後に女性助産
師。
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行き過ぎた性教育に歯止め・模範前吾妻麗取集1現場五屯面可可吾Eこ言で教えていい
のか分からないJ r実際の捜業に使える内容の手引書が欲しい」との声。 逸脱した過激な
授業が各地で問題化 ・ ・ ・ 現場の混乱を収拾するため、 より具体的なガイドラインを求め
る声が高まっている。
混凱する現場、 体系的な提言期待: 性の低年齢化が叫ばれる学校での性教育の役割は
拡大する反面、 期待を逆手にとって過激な内容を推進する民間団体や一部教職員も存
在する。 性感染症の観点から医学的情報を重視するあまり、 発達段階の検討や教育的
議論が希薄になることも少なくない 。 このため、 「エイズ教育でも模範的事例は数少な
いド 取り上げる基準は難しい」と事例収集に慎重さを求める意見も出された。 学校におけ
る性教育 ・ -どこまで体系的に
ジエンターフリー用語やめましょっ:

字砥(:.在ぜきりだった子どもの性教育を親王ちが画�事び桔あでUる7二子ともを同き曾つ
ためにも正しい知識を身に付けたいというこーズがあるようだ。 現在、 小学校 4 年で初経
や精通を学び、 5 年の理科で受精を学ぶなど、 学校教育も親世代が学んだ内容からか
なり進んでいる 。 「我 々 に は性教育に関するノウハウや心構えがない。 子どもに話す恥
ずかしさもあり 、 どうしていいか分からない ・ ・ J(30 代、 父親) ・親が性教育を学ぶ機会は、
行政や学 交が聞く講座や、 非営利 の専門団体が主催するものなど様々 。 受講した親の
なかには「講義は理解できたが、 子どもと性について話すのは、 抵抗がある」といった意
見もある。

、 山張

T出張摂業 ・ 命の尊さ、 ありのまま 増え続ける十代の人工妊娠中絶やSTD。 ス
トップをかけるため、 助産師による出張授業が全国に広がり、 相談の体制も整えられた。
性の知識だけでなく、 妊娠や出産について生き生きと語 り 、 生命の重みを伝える取り組
み。

みλJTJ1I初冠瓦、さな高官云克己じ正面を話三事教育1 墨田区立両国小学校で、 助産師の
杉山道子さんをはじめとする地元の助産師さんによる授業。 毎年、 日 本助産師会の協力
で5年生!こ「命の誕生jを考えさせる捜業を行っている。 今年は総合学習の時間を使い、
一般に公開された。 最初はとても小さな存在だったことを教えた後、 妊娠3ヶ月 、 5ヶ月 、
7ヶ月 、 1 0ヶ月 と徐々 に大きくなる胎児を人形で示した。 十ヶ月 の人形を抱いた坂本さん
は「重かった。 お母さんのお腹にいたのにすごいJとびっ くり ・ ・ ・ 。 生命は温かい・ ・ ・ 。 「心」
や「命』を重視した教育を実践している学校も多い。 保護者や地域と連携し、 母の愛情や
生命の重さを実感させる。

の問題語り合う : 北皇太字の実践酬を紹介。 ペアを次々と代えて踊るフォークダンスで
は、 STDの感染ルートを実体験。 コンドームに見立てたゴム手袋が破れていたり、 はめ
ていないと"感染する"ゲームで、 避妊の大切さを強調した。 生徒は 学校ではあまり教
わることがなく、 気恥ずかしさもあって友達同士で話すことも少ない。 大学生だと親近感
があるJと感想を話した。
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t納得できる内容に牙主情報のE濫、 出会いサイトの利用なc:.干夜の
や性感染症の急増が、 社会問題になっている。 正しし性教育は必要不可欠。 その際、 年
齢に応じた教育を踏んで実施する 。 学習 指導要領を無視し、 中学校、 高校で学ぶ性教
育を小学校で教えると、 性に対する恐怖感、 嫌悪感を子どもに植え付けることにもなりか
ねない。 問題になったケースはいずれも、 子どもの年齢を無視し、 あまりに過激だ。 性に
ついて教えることを避けるのではなく、 一部の教師の価値観を押し付ける突出 した性教
育でもなく、 生き方や性の倫理についても子どもに考えさせる性教育でありたい。

正しい

10 1{の妊娠 ・ 傷つくの は 自 分 : 学校で避妊の方法を学んだ記憶はない。 晶校tJ l 長14�� 
な避妊方法までは教えていない。 j高校生間士の場合 、 結婚はもちろん、 経済的な 自 立
は難しい。 多くの女子は中絶を遷び、 妊娠を機に高校を 中退する子や親にさえ相談でき
ない子もいる。 「リスクのある出産を増やさないためには、 若い人たちにコンドームを付け
るように呼びかけ、 実行させていくしかない」と助産師。

4 . ま と め

各事項 に 関す る 、 消費者 の ニーズ と 助産師教育への示 唆 を 表 1 5 に整理 し た。 こ の表 を概観 し て 以 下

の特徴 を 挙げ、 ま と め と す る 。

1 ) 各 ラ イ フ ス テ ー ジ を 包括す る 教育 内 容

現代の 女性 と 家族の健康問題 と し て と り 上 げた事項 (①乳幼児虐待、 ②子育 て 支援、 ③不妊、 ④産科

医療機 関 の 閉鎖 と 助産師、 ⑤性に 関 す る 諸 問題、 ⑥ ド メ ス テ ィ ッ ク ・ バイ オ レ ン ( D V ) 、 ⑦女性 の 生

涯 を 通 じ た健康、 ⑧人工妊娠中絶、 ⑨性感染症、 ⑩性教育) は周産期以外の ラ イ フ ス テー ジ に 関わ る 問

題 が 多い こ と か ら 助産 師教育 に おい て 広 く それ ら を包括す る 内容 が 求 め ら れ る 。

2 ) 他職種連携の必要性 と その方略

乳幼児虐待、 子育て支援、 D V支援の ボ ラ ンテ ィ ア や行政職、 不妊や産科 医療、 女性医療 に お け る 医

師 と の連携、 性教育 に お け る 教育分野 と の連携な ど有効 な活動 をす る た め に は有機的な連携が不可欠 で

あ り 、 他職種理解、 協働 に つ い て 学ばせ る 必要が あ り 、 衛生行政、 地域看護 、 社会福祉等の科 目 の学習

が 統合で き る 働 き か け が 必要で あ る 。
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3 ) 当 事者 を 尊重す る 姿勢 と そ の方法

D V ・ 不妊 ・ 虐待 ・ 人 工妊娠 中絶 ・ 性感染症な ど の 問題 を抱 え る 当 事者女性 に 、 「 寄 り 添 う 看護J が

求 め ら れて い る 。 こ の提供のた め に は、 当 事者 に 学び、 当 事者 と と も に考 え る こ と が必要で あ り 、 演習

や見学な ど 当 事者 を よ り 理解す る た め の 工夫が必要で あ る 。

4 ) 倫理的な基盤 の醸成

D V 、 女性医療、 不妊、 人 工妊娠 中 絶 な ど 、 女性の健康問題へ の支援の多 く は女性 自 身の意志決定 を

軸 に 展 開 さ れ る 。 看護者 と し て 、 自 分 自 身 の価値観や倫理観、 道徳観 と 支援す る 女性の価値観 と の 間 で

葛藤す る こ と も あ る 。 ま た 、 時代に と も な い 一般的 と さ れ る こ と も 変化す る 。 こ の よ う な複雑な正解の

な い 問題 に 女性 と 共 に 立 ち 向 かい、 リ プ ロ ダク テ ィ ブヘルス ・ ラ イ ツ を支援 し て い け る 基盤 と し て の看

護観、 倫理観を養 う こ と を教育課程の 中 で さ ら に意識 し て 行 う 必要 が あ る 。
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資料 消費者ニ ー ズ と 助産師教育への示唆

消費者

ニーズ

助産師

教育へ

の示唆

① 乳幼児虐待
-虐待を受けている年齢は乳幼児が多
く、 学童期には心理的虐待、 また思春
期 は性的虐待が 目 立つ。

-乳幼児の虐待は、 「子どもがなく」など
の育児に不慣れの母親が行い、 夫の
無関心や経済的困窮が拍車をかけて
いる。

- 支援の方向性として、 家庭訪問や健
診の充実とともにボランティアの活用
などが示される

- 親支援プログラムの 開発

② 子育て支援
-子ども子育て応接プランに向けての
具体策 : 企業と提携した取り組み

・ 国の方向性がより具体的な実行性
不足

- 県や市町村独 自の取り組みの開始
聞 保育施設の 多様化やアイデア : 幼
保一元化の総合施設の紹介、 通所
介護施設の夜間保育所への活用

. 保育ボランティアの 多様化と研修

「親」になろうとしているカップルへの i 助産師教育に限定した課題ではなく、
支援の必要性。 男性も女性も親にな | 看護教育〔地域看護学、 小児看護学
ることを支援することで、 虐待は予防 ! との連携)1こより、 子どもの育ちが可
できるはずである。 妊婦健診や家庭 | 能となる施策や、 実際を知ること。 ボ
訪問時のスキルとともに様々なアセス| ランティア組織の支援や育成に関わ
メントツールの活用などを 知ること州 る看護者の役割も考えたい。
重要である。 また、 思春期の性的虐
待などに対応した親への教育が課題
となる。

③ 不妊
・ 不妊専門相談施設は 2005. 1 2 現在 92
箇所となり、 目標は達成している

・ 不妊専門相談員の充実
- 相談内容は、 不妊治療や検査に関す
る情報提供、 医療機関の不満や精神
的ストレスが多い

- 産婦人科医が産科から不妊へのクリ
ニックの流れがある

・ 社会の不妊への無理解や、 不妊への
差別感 ( r未妊」といって欲しい)

- 精子、 卵子の売買と法規制の早期充
実を求める

- 新治療法の紹介〔生殖医療の進捗〕
. 不妊医療費助成

④ 産科医療機関の閉鎖と助産師
- 産婦人科医師の高齢化、 過重労働、 訴訟の増加などに関連
した産科診療所の 閉鎖傾向

- 診療所と大学病院の役割分担の明確化〔分娩の集約化〕オ
ープンシステムへの順次移行

- 島や僻地など健診に通う距離が遠い場合の精神的、 経済的
負担とともに安全の確保のあり方

・ 「お産と地域医療を考える会」などの発足。
. 助産師外来の開始

女性の権利と尊厳を守ることから 、 不妊 | 助産師の業務は、 法律的にも正常な妊娠 ・分娩・産祷・新生時
患者の理解を進める。 〔生の声を生か | 期の診断とケアが認められている分野ということを 自覚した教
す〕看護者の役割が十分に果たされてい| 育を行う。 そのためには、 その業務が行える、 時代の求めに
ない実態から 、 どのように発展させていく | 応じた働き方のできる基礎教育と現任教育〔卒後臨床研修〕
か考える。 社会への関心をもつことを促 | の組み立てを早急に行い、 医師など産科医療に関わる他職
す | 種と合意を得ながら、 役割分担することが強〈求められてい

る。
教育以前に、 わが国の産科医療のあり方を、 国民の視点を外
さないで議論し、 共有化したのちに新しい仕組みと、 経済的な
パックアップも考える必要がありそうである。
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消 費者
ニーズ

助産師
教育へ
の 示唆

⑤ 性に関する諸問題
・性に関する問題は増加、 多様化している事実がある
. 日 本は対応が遅れている
・ 当事者の気持ち 、 状況を理解してほしい。
- 施設職員として、 してほしいこと、 してほしくないことを知ってほ
しい

- 高齢者や障害者、 性問一性障害など少数派の性の問題にも触
れて、 当事者の置かれた状況を理解できるようにしていく。
-看護職員としての対応について現状の課題を知り、 学生に倫
理的な基盤を持たせる。

⑥ ドメスティック・ バイオレンス
.DVは被害調査、 意識調査から支援体制の
整備、 加害者支援へと関心が進化している。
" 民間団体の支援、 行政の支援が多く、 医療
者の対応、 医療者が実施する支援策は遅れ
ている。

⑦ 女性の生涯を通 じた健康
・ 女性外来については女性情報2002 年 1 2 月 号に特集があ
るが、 以降は記事の量は減っているので社会の関心が下
火になっているのではないか ?

- とり上げられている健康問題には女性特有の疾患 (乳
房・ 生殖器系) と、 女性の生活行動に関連した健康問題
(ダイエット食品の誤った利用など) がある

- 乳がんは増加しており関心が高まっている

-看護職として救急外来等でよく遭遇すること | ・ 女性外来=女性医師の外来 が強調されているが、 じつ
であるのに、 教育がされていない。 I くりゆっくり女性の訴えや悩みを聞くことは看護師ができる
・児童虐待と女性への虐待は複合的に起こっ | ことであり、 生活を中 心に考えることができる。 ジェンダー
ていることが多いことから、 発見と支援につい| と医療に構造について基本的な知識と現在までの経緯を
ての内容が必要である。 I 助産学教育に含める必要がある。
・妊娠・ 出産を契機としてもDVが起こること、 い 外来看護としてはとくに女性の健康問題に関して検査の
DVは性被害を伴っている実態から助産師教 | 実施、 治療法の選択などに 自 己決定を支援する関わりが
育ではDV支援はとくに必須の内容である。 I 必要である。 まず、 自分 自 身の性や人権に対する価値観

を認識するための演習などを通して一人の人間として大
切にされることの意味を感じることが必要である。
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⑧ 人工妊娠中絶個性感染症
消費者 | ・ 人工妊娠中絶は社会的にほぼ容認されているが、 中
ニーズ | 絶実施者は複数回数行っていたり、 未成年者の 中絶

割合が高い。

助産師
教育へ
の示唆

・ 人工妊娠中絶の経験者の 多くは精神的ショックを受け
ており、 中絶後支援が必要。

- 人工妊娠中絶後の胎児の人権(権利)について生命倫
理を考えること(処理方法や医療への利用)

・ 人工妊娠中絶を受ける女性の権利と国家権力との関
係

- 東アジアのHN増加が急激に進行している中で、 日 本
人の性感染症に対する意識は低く、 無関心な者や 自
分には関係ないという考えが多い。

- 望まない妊娠予防への取り組み(命の尊重と確実な避
妊)

- 人工妊娠中絶とリプロダクティブヘルス・ライツについ
て考える機会を持つ

・ 女性の権利の尊重、 胎児の権利の尊重について現状
の課題を知り、 生命倫理・看護倫理の面から人工妊娠
中絶を考える基盤を持たせる。

- 人工妊娠中絶前後の女性への身体的・精神的支撮の
必要性と方向性

- 性感染症予防に関して更なる教育を地域・学校・家庭
が連携して進めていくことが求められており、 助産師教
育でこれらの能力を強化する。

⑨ 性教育
園地域や学校などでの発達段階や年齢に基づいた教育、 科学的で正確な情報、 生命の尊重を
ベースにした性感染症予防教育が求められている。

-性感染症予防教育は人権や人間教育を基盤にする必要があり、 コンドームの装着方法など、
全体での指導ではなく、 小グループや個別の理解度に合わせた指導が大切。

・学習指導要綱の範囲で指導することが必要で、 具体的になりすぎず発達段階に応じて、 段階
的に計画的に行なって欲しい

-性行動の経験や悩みは個人差が大きく、 集団指導と個別指導の 内容を検討が必要。
・ 義務教育における性教育は現在、 保守的傾向である。 助産師として、 内容方法を検討する必
要がある。

・ 出 産場面を安易に扱うことや、 性交にまで話題を拡大することは義務教育では支持されていな
い。

- 中学生では受精・ 妊娠を扱うが、 性交の方法には言及しすぎないことが大切。 対象者の許容範
囲を意識し、 リアルすぎない、 専門的になり過ぎない。

・助産師だからできることを大切にした授業は、 保護者にも支持を得られる。
.学校関係者からは専門家による教育を期待する声もある。

- 助産師の 「生命尊重Jを基盤とした出前講座は、 子どもや教諭からの支持が多く、 マスコミにも
多く取り上げられている。 なかでも小集団を対象としたピアカウンセリングは手法として有効で
あり、 看護職が関る高校生を対象としたピアカウンセリングや出前講座に対する有用性は高
い。 これらの性教育を実践できる能力を助産師教育課程において習得させる。

・大学では保健師教育もなされており、 地域や家庭での性教育も含めて積極的に展開する能力
を育成する。

-性教育を学生時代に経験する者は少ない。 性教育の見学または実施する機会を持つことが望
ましい。 地域の学校との連携をもち見学または実習する機会を積極的に導入する。



II . 大学卒業時にお け る 「 リ プロ ダ ク テ ィ ブヘルス ・ ラ イ ツ に 関す る 理解J 予備調査結果

1. 目 的

助産師国家試験受験資格 を得る た め の科 目 (以後助産選択科 目 をす る ) を有 し て い る 大学は 3 職種の看

護統合カ リ キ ュ ラ ム を展 開 し て い る た め 、 助産選択科 目 を有 し な い 大学 と の 間 に、 リ プ ロ ダ ク テ ィ ブヘ

ルス ・ ラ イ ツ に 関す る 全体的な到達度 に 違 い が み ら れ る こ と が 考 え ら れ る 。 そ こ で保健師 ・ 助産師 ・ 看

護 師の統合 し た 教育フ。 ロ グ ラ ム の有用性 を 考 え る た め に 、 大学卒業時に お け る 「 リ プ ロ ダ ク テ イ ブ‘ヘル

ス ・ ラ イ ツ に 関す る 理解J につい て 、 助産選択科 目 を持 っ て い る 看護 系大学(統合カ リ キ ュ ラ ム) と 選択科

目 を持 た な い看護系大学の卒業 時 にお け る 学生の知識、 技術、 態度 を 知 る こ と を 目 的 と し た。

2. 方法

対 象 は 、 「助産選択科 目 を有 し て い る 看護 大学J 9 校の選択科 目 を 履修 し て い る 学生、 履修学生 と 同

数 の非履修学生 148 名 と 「助産選択科 目 を有 し て いな い看護大学の学生J 5 校 50 名 の計 198 名 を対象

に 、 大 学 の 学科責任者を と お し て調査を依頼 し 、 郵送に て 回収 し た。 調査実施期間 は 2005 年 11 月 1 4

日 -12 月 3 日 で あ る 。

調 査 内容 は ICM エ ッ セ ン シ ャ ル コ ン ビテ ン シー 1 . II の項 目 を元 に 作成 した 40 項 目 の 「習得度」 と 「必

要度J に つ い て行 な っ た。 習 得度 を 「 で き る J í ま あ で き る J í あ ま り で き な い J í で き な し リ の 4 段階で、

学習 の必要度 を 「ぜひ必要J í必要J í あ ま り 必要でな し リ の 3 段階で回答 し て も ら っ た。 そ の後 「で き

る 」 を 4 点、 「 ま あ で き る J 3 点 「 あ ま り で き な し リ 2 点 「 で き なし リ 1 点 と し 、 習 得度 を得点化 し た 。

同様に必要度 も 3 点か ら 1 点 に 得点化 し た。

回答 は無記名 と し、 統計的 に処理 を す る こ と 、 個人特定 は で き な い こ と 、 回答 は個人の 自 由 意志 に よ

る も の で、 調査協力 の有無が学業成績、 就職等 に 関 し て 一切影響す る こ と は な い こ と を 書面 に て 説 明 し 、

返信 に よ り 同 意を確認 し た。

得 ら れた デー タ の処理 に は統計 ソ フ ト SPSS Ver. 11 .0  for Windows を使用 し 、 5 % の 確率で有意差あ

り と し た 。

3 . 結果

198 部配布 し 107 部回収。 回収率 54.0%。

助産選択科 目 を有する 大学は 148 部配布 し

88 部 回収(回収率 59.5%)助産選択科 目 を有

し ない 大学 は 50 部配布 し 19 部 回収 ( 回収

率 34.5%) で あ っ た。

1 ) 回答者の背景 (表 1 )

年齢は 2 1 歳 か ら 33 歳 、 平均年齢 22.4

歳 (SD2. 18) で あ っ た。 性別 は女性 100 名

(94.3%)、 男性 6 名 (5.7%)で あ り 、 助産選択

科 目 を 履修 し た者 は 45 名 (42.5%) で あ っ た。

表 1 回答者の背景

年齢 平均年齢 (標準偏差) 22. 4 (2. 1 8) 歳
(最年少， 愚年長) (21 歳， 33 歳)

男性 6 5. 7弘
性別 女性 100 94. 3九

無回答
履修 し た 45 42. 5略

助産選択科 目 履修 し て な い 42 39. 6弘
履修の有無 教育課程がな い 1 9  1 7. 9弘

無回答

看護職と し ての就 あ り 0. 9見

業経験の有無 な し 105 99. 1 略
無回答

現在の大学への編 あ り 4 3. 8効

入学の有無 な し 102 96. 2九
無回答

nhu
 
nδ

 



看護職 と し て の経験を有 し て い る 学生は 1 名 で看護師 と し て 7 ヶ 月 の職歴で あ っ た。 現在の 大 学へ編入

学 し た者 は 4 名 で、 すべて 3 年 次編入で あ っ た。

2 ) 選択科 目 の実習状況

助産選択科 目 履修者の主な実習状況を見 る と 、 分娩介助例数は 4 例か ら 1 1 例 で 、 平均 8. 16(SD1 .8) 

例 で あ っ た。 入院 か ら 退院 ま での受 け持ち例数は 1 例か ら 12 例で、 平均 3.23(SD3.0)例で あ っ た (表 2) 。

分娩第 1 期 か ら 第 4 期 の 受 け 持 ち 例数 は 4 例か ら 10 例 、 平均 7.37(SD2.0)例 で あ っ た。 継続ケース へ

の家庭訪 問 も 78.3%、 36 人 の 学生 が あ り と 回答 し て いた 。 一部 の大学で は、 実習 が未終了 で あ る 時期 で

あ っ た。

3 ) 必須能力 の 習 得度 と 必要度 (表 3)

(1)必須能力 の 習 得度

習 得度で最 も 平均得点の 高か っ た項 目 は 「看護業務に従事 し続け る た め の 知識 左 技術 の継続的 な努力

を 自 覚 し てい る J 3.63(SDO.54)で、 助産選択科 目 の有無、 選択科 目 履修の是非は 関係 な く 、 ど の 教育課

程 の 学生 も 最 も 得点 の 高 い 項 目 で

あ っ た (履修 し た 3.49(SDO.59) 非 表 2 分娩介助受け持ち事例

履修 3.74 (SDO.50) 助 産選択科 目
| 現在の分娩介助例数

な し 3.74(SD0.45))。 そ の他平均得 | 入院から退院までの受け持ち例数

平均 (標準偏差)

点 3.0 以 上 の項 目 は íDV や幼児虐 | 分娩 1 期から 4 期の受け持ち例数 I 4 例 I 1 0 例 I 7.37 (2.0) 例

待 な ど、 人権 と そ れが健康 に 及 ぼす影響 に つ い て理解 し て い る J í 自 分が行 う ケ ア 提供に対す る 責任 を

も っ て 意思決定 し 、 そ れ を相手に説明す る 義務 を 自 覚 し て い る J í ス タ ン ダー ドプ リ コ ー シ ョ ン (普遍

的 予防策) 、 感染管理の方策、 清潔操作の重要性を意識 し て い る J í ケ ア 提供 に お い て 、 批判的 で な く そ

の 人 の持つ文化に敬意 を 持 っ た対応を心が け て い る J í 女性 と 協働 し、 女性達が健康 に 関す る 説 明 を受

け て選択す る こ と に対 し て の 支援 的態度 が 取れ る J í相手の状況 に応 じ た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と る 態

度 が 取れ る J í セ ク シ ュ ア リ テ ィ に 関す る 成長 と 発達， 性的発達 と性行動 につ い て知 っ て い る J í受胎 と

生 殖に 関す る 女性 と 男 性 の解 剖 学 と 生理 学 を知 っ て い る J í リ プ ロ ダ ク テ ィ プヘルス 、 特 に性感染症

(STD) 、 HIV/AIDS に 関す る 保健教育の 内容を知 っ て い る J í コ ン ド ー ム 、 ヒ。ル、 IUD 、 殺精子剤、 性

周 期 を利用 し た 受胎調節 法 を知 っ て い る J の 10 項 目 で あ っ た。 こ の う ち 助産選択科 目 履修学生 の 平均

得点が そ の他 の 学生 よ り 高 か っ た 項 目 は 「 リ プ ロ ダ ク テ ィ ブヘルス 、 特に ・ ・ ・ j の 1 項 目 のみ で あ っ

た。 平均得点 が 3.0 未満の も の で も 選択科 目 履修学生の 平均得点が 3 種類 の 学生 の 中 で最 も 高い項 目 は

「地域の妊産 婦 と 新生児の死亡及び擢患の直接、 間接の原因 を知 っ て い る J í健康 に 関する 女性の健康

を 守 る た め の権利 を尊重 し 、 権利を擁護 で き る J í利用 可能な 出産 の 場に つ い て の利 点 と 欠点 を知 っ て

い る J r安全に 出 産で き る 多様 な 場 を確保す る た め に女性 と 共に情報 を得 る こ と が で き る J r助産ケ ア

に必要な 国及び地域の保健医療機 関 の利用 方 法 を知 っ て い る J í受胎調節法 を選択す る 必要 の あ る 女

性への カ ウ ンセ リ ン グ方法 を知 っ て い る J í そ の女性の症状や訴 え に焦 点 を 絞 っ た健康診査が実施で き

る J r健康教育 と 基本 的 な カ ウ ンセ リ ン グ技術の適切な . 活用 が で き る J í入手可

能で、 文化的 に 受容で き る 家族計画の方法が提供で き る j の 1 0 項 目 で あ っ たO 助産選択科 目 履修の 有

無 に よ り 習 得度 の 平均得点 に有意な差が見 ら れた も の は íOV や幼児虐待 な ど 、 人権 と そ れ が健康に及ぼ

す影響に つ い て 理解 し て い る J í利用 可能 な 出産 の 場 につ い て の利点 と 欠点 を 知 っ て い る J í助産 ケ ア

8.1 6 ( 1 .8 )例
3.23 (3.0) 例

門ioo
 



表 3 大学卒業時に おける 「 リ プ ロ ダク テ ィ ブヘルス ・ ラ イ ツに関す る理解」 予備調査結果

合計 履修をしt:: 履修してない 薮育課程なし
(n=106) (n=45) (n=42) (n=1 9) 

平均値 (SO) 平均値 (SO) 平均値 (SO) 平均値 (SO) 
地域特有の文化について理解し、 そ 習得度 I 2.67 0.67 2.73 0.62 2.57 1 0.70 2.74 0.73 
の文化が尊重できる 必要度 1 2.36 0.54 2.29 0.5 1  2.50 0.55 2.21 0.54 
有益及び有害な伝説的、 また、説 一 習得ïi r- …2.6ぶ五;元 一 。 2.60 0.72

…… 一- 236 -075r…2.68… 0.75
代的な 日 常的健康習慣を知ってい l 
る 必要度 1 2位 0.57 2珂 0.48 2.55 0.55 2.26 0.73 
地域の病瓦で正り嵩度な浩療がïQ:;

一一…~…
習得度要な人の緊急連絡、 搬送【救急ケ 2.09 0.72 2.1 1 0.71 

ア】のための資源とそれらの活用法 l 必要度 I 2.67 0.47 2.67 0.48 を知っている | 

1 .86 0.68 2.58 0.61 

2.67 0.48 2.68 0.48 
地域め妊麗婦正新生児め日死亡Biぴ… 告{�m 2.20 0.77 ω 2.27 0 五一 “ 三. 1 0 0.82 … 2説- b.Ei- -ー
羅患の直接、 間接の原因を知ってい | 
る 必要度 I 2.44 0.55 2.49 0.59 2.43 0.55 2.37 0.50 
健麗に闘する女性め鍾康を守る五 一 … 雪得m 2.86 0.81 2.93 0.69 2.76 o.白 i.89 -i:05 ……ー
めの権利を尊重し、 権利を擁護でき l 
る 必要度 1 2.68 0.51 2.69 0.47 2.67 0.57 2.68 0.48 
DV ヤ幼児逼語tj_I!� ιÀ“権とそれが 習得度 3.21 0.55 吋 3.07 0.58“ Iii 0.53-…… 3.26… O品… ♂
健康に及ぼす影響について理解し 必要度 2.77 0.44 2.69 0.51 2.88 0.33 2.74 0.45 

利用可能な出産の場についての利 習得度 I 2.86 0.74 3.04 0.60 2.71 0.86 2.74 0.65 
点と欠点を知っている 必要度 1 2.53 0.52 2.53 0.50 2.61 0.49 2.37 0.60 
安一全に面産モきる多様な場を確保 “ 習得m 2.58 0.82 日 2.7) “ 0.69 “ 2.38 0.88 2.68 0五5
するために女性と共に情報を得るこ
とカfできる 必要度 2.61 0.49 2.64 0.49 2.57 0.50 2.63 0.50 
通場経;蚕め保慢の1天涜をJ謝ってL5 F m

M i 
…

ー………… 一一…
習得度 I 2.08 0.71 2.1 1 0.65 1 .98 0.75 2.26 0.73 る (給水、 住居、 環境に有害なもの、 I 

食物、 健康への一般的な脅威を含
む) 必要度 2.39 0.49 2.34 0.48 2.48 0.51 2.32 0.48 
モデルでの成人と新生児・乳児の心 習得度 2.51 0.90 2.27 0.91 2.60 0.83 2.89… 0.88 
肺蘇生実施の指針を知り、 それを実 | 
施できる 必要度 1 2.74 0.44 2.69 0.47 2.81 0.40 2.68 0.48 

看護業務を実施する場の器械・物品 習得度 I 2.32 0.82 2.33 0.74 2. 1 7  0.85 2.63 0.90 
の保持 ・ 管理ができる 必要度 1 2.68 0.47 2.62 0.49 2.76 0.43 2.63 0.50 

7 疫学および衛生の視点からの地域 習得度 I 2.1 3 0.78 2.0位2 0.78 2.1 口2 0.77 2.4担2 0.7η 
診断と人 ロ統計を知つている 必要度 I 2.32 0.58 2.31 0.6印o 2.33 0.57 2.32 0.58 

助崖崖、ゲ狩ケゲ作デアï::謡必萎ななな一町…画
健医療機関の利用方法を知つてい i 
る 必要度 I 2.51 0.52 2.58 0.50 2.45 0.55 2.47 0.51 
健康増進と疾病予防の方策を用い 習得度 I 2.30 0.77 2.24 0.71 2.26 0.77 2.53 0.90 
た地域に根ざしたプライマリーケアを
知っている 必要度 2.46 0.52 2.52 0.55 2.38 0.49 2.47 0.5 1  
国の予防接種計画正地域住民ヘめ「一 言得亙 … 2.58 0.79 …248 b.76 252 6 83h m j.95 1ii … m  
予防接種サービスの供給と利用に
ついて知っている 必要度 2.54 0.52 2.55 0.50 2.48 0.55 2.68 0.48 
掛揃うケア提供巳対する責任を… 習得度 3.42 0.73 3.33 0.77 3.52 0.67 3.訂- 676
もって意思決定し、 それを相手に説 | 
明する義務を 自 覚している 必要度 I 2.89 0.32 2.89 0辺 2.95 0.22 2.74 0.45 
看護業務に従事し続けるための知 習得度 I 3.63 0.54 3.49 0.59 3.74 0.50 3.74 0.45 
識と技術の継続的な努力をする意
思がある 必要度 2.90 0.31 2.84 0.37 2.98 0.1 5 2.84 0.37 
えーージタードプij云ニシージ(普遍的 " 習得度一 3.44 証72 吋 31 8 0.8 1 - 1:56… 0.60 …153 0;51 
予 防策) 、 感染管理の方策、 清潔操 | 
作の重要性を意識している 必要度 I 2.93 0.25 2.87 0.34 3.00 - 2.95 0.23 

ケア提供における、 適切な専門医の 習得度 I 2.85 0.85 2.76 0.9 1  2.90 0.79 2.95 0.85 
診察と照会の必要性がわかる 必要度 1 2.6 1 0.51 2.62 0.49 2.64 0.53 2.53 0.51 

88-



ケア提供において、 批判的でなくそ 習得度の人の持つ文化に敬意を持った対
応を心がけている 必要度 I 2.80 0.40 2.76 0.43 2.86 0.35 2.79 0.42 
女性と協働し、 女性遣が健康1=関す I 3.1 6  0.68 3.09 0.67 3. 1 7  0.70 3.32 0.67 』 習得度 |る説明を受けて選択することに対し i 必要度 I 2.76 0.43 2.76 0.43 2.76 0.43 2.79 0.42 ての支撞的態度が取れる | 
相手の状況に応じたコミュニケーショ 習得度 1 3.38 0.62 3. 1 6  0.71 3.52 0.51 3.58 0.51 
ンをとる態度が取れる

3.40 0.63 3.36 0.6 1 3.36 0.69 3.58 0.51 
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セクシュアリティ、 出産を取り巻く文
化的規範と揮習について知っている

習得度 2.60 0.73 2.67 0.67 2.50 0.80 2.68 0.67 
必要度 2.47 0.50 2.53 0.50 2.45 0.50 2.37 0.50 

健康歴、 家族歴、 遺伝歴の内容を知 習得度 I 2.68 0.83 2.50 0.82 2.90 0.76 2.58 0.90 
っている 必要度 I 2.43 0.50 2.48 0.51 2.40 0.50 2.37 0.50 
生殖機能の評価とその健康診査の 習得度 I 2.33 0.78 2.31 0.70 2.24 0.82 2.58 0.84 
内容と臨床検査の内容を知っている 必要度 I 2.55 0.50 2.56 0.50 2.55 0.50 2.53 0.5 1 
リプロ初子ぷヘルス、 開地感染…

習得度 3.03 尚 一 3-oj -o i5 … 3207 0-64 m 2:24 6:ゐ …
症 (STD ) 、 HIV/AIDS に関する保健 | 
教育の内容を知っている 必要度 I 2.71 0.48 2.73 0.45 2.79 0.42 2.47 0.6 1  
コンドーム、 ピル、 IUD 、 殺精子剤、 習得l3! 3.31 0.7 1  3.33 0.71 3.36 0.73 3. 1 6  0.69 
性周期を利用した受胎調節法を知っ | 
ている 必要度 I 2.69 0.47 2.62 0.49 2.80 0.40 2.58 0.51 
受胎調節法を選択する必要のある 習得度 I 2.06 0.86 2.41 0.97 1 刊 0.61 1 .84 0.83 
女性へのカウンセリング方法を知っ l 
ている 必要度 I 2.51 0.57 2.57 0.59 2.52 0.59 2.37 0.50 

泌尿器系感染と性感染症の徴候と 習得度 I 2.53 0.78 2.47 0.81 2.48 0.80 2.79 0.63 
症状を知っている 必要度 I 2.57 0.50 2.56 0.50 2.60 0.50 2.53 0.51 
計画科あるいほ望孟ない主主娠につ ......_- 習得ïl " r ……2.54 0.91 2.53 0吟 - 243 m683 4 

m m
2刊 “ 1 -b3 -いての意思決定に関する要因を知 | 

っている 必要度 I 2.60 0.53 2.60 0.54 2.60 0.54 2.63 0.50 
性的問題、 家庭内暴力 、 心理的虐 | 習得度 I 2訓 0.79 2.02 0.75 1 .90 0.76 2.21 0.92 待、 ネグレクトを含む対人関係の障 1 

害に対するカウンセリングの指針と i 必要度 [ 2.63 0.48 2.67 0.48 2.62 0.49 2.58 0.51 方法を知っている | 
健康教育や保健医療サービスを提 習得度 I 1 .90 0.75 1 .91 0.7 1  1 .76 0.69 2. 1 6  0.90 
供するための包括的な問診ができる 必要度 I 2.57 0.52 2.6 1  0.49 2.55 0.55 2.53 0.5 1  
その女性の症状や訴えに焦点を絞 習得度 I 2.1 0  0.78 2.33 0.71 1 .76 0.69 2.32 0.89 
った健康診査が実施できる 必要度 I 2.60 0.49 2.66 0.48 2.55 0.50 2.58 0.51 

ヘマトクリット値、 尿、 覇微鏡検査 習得度 I 2.48 0.84 2.42 0.75 2.34 0.88 2.89 0.88 
等、 一般的な臨床検査の必要性が
わかり、 その介助と解釈ができる 必要度 I 2.66 0.48 2.67 0.48 2.66 0.48 2.63 0.50 

健康教育と基本的なカウンセリング 習得度 I 2.39 0.79 2.42 0.75 2.36 0.79 2.39 0.92 
技術の適切な活用ができる 必要度 I 2.63 0.48 2.70 0.46 2.67 0.48 2.39 0.50 
入手可能で、 文化的に受容できる家 習得度 I 2.40 0.86 2.62 0.83 2.21 0.78 2.26 0.99 
族計画の方法が提供できる 必要度 I 2.49 0.57 2.53 0.55 2紹 0.59 2.42 0.61 

行ったケアと継続してみるべき事項 習得度 I 2.98 0.76 2.96 0.64 3. 14 0.72 2.68 1 .00 
に関する記録ができる 必要度 I 2.75 0.43 2.73 0.45 2.83 0.38 2.63 0.50 
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に必要な 国 及び地域の保健医療機 関 の 利 用 方 法 を 知 っ て い る J í看護業務 に従事 し 続 け る た め の知識

と 技術の継続的 な努力 をす る 意思が あ る J íス タ ン ダー ドプ リ コ ー シ ョ ン (普遍的予防策) 、 感染管理

の方策、 清潔操作の重要性を意識 し て い る J í相手 の状況に応 じ た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と る 態度 が 取

れ る J í健康歴、 家族歴、 遺伝歴 の 内容 を知 っ て い る J í受胎調節法を選択す る 必要 の あ る 女性への カ

ウ ンセ リ ン グ方法を知 っ て い る J íそ の 女性の症状や訴 え に 焦 点 を 絞 っ た 健康診査が実施で、 き る J í入

手可能で、 文化的 に受容で き る 家族計画の方法が提供で き る j の 10 項 目 で、 あ っ た (表 4) 。

助産選択科 目 履修 を し て いない学生 と 助 産選択科 目 が な い大学の学生に 関 し て は、 表 5 の よ う に 4 つ

の項 目 に 有意差が あ り 、 助産選択科 目 の な い大学の学生 ほ う ががすべ て の 項 目 で平均点が高か っ た。

表 4 助産選択科 目 を履修 した学生 と 履修 し て な い学生の習得度
履修 し た学生有意差の あ っ た項目 平均値 (SO)

ov や幼児虐待な ど、 人権 と それが健康に及ぼす 3. 07 (0. 58) 影響1:::ついて理解 し て い る
利用可能 な 出 産の場に つ い て の利 点 と 欠 点 を 3. 04 (0. 60) 知 っ て い る
助産ケア に必要な 国及び地域の保健医療機関 2. 36 (0. 77) の 利用方法を知 っ て いる
看護業務 に従事 し 続 け る た め の 知識 と 技術の 3. 49 (0. 59) 継続的な努力 をす る意思がある
ス タ ン ダー ド プ リ コ ーシ ヨ ン (普遍的予防策) 、
感染管理の方策、 清潔操作の重要性を意識 し て 3. 1 8  (0. 8 1 )  
いる
相手の状況に応 じ た コ ミ ユ ーケーシ ョ ン を と 3. 1 6  (0. 7 1 )  る 態度が取れる
健康歴、 家族歴、 遺伝歴の内容を知 っ て いる 2. 50 (0. 82) 

受胎調節法 を選択す る 必要の あ る 女性への 力 2. 41 (0. 97) ウ ンセ リ ン グ方法 を知 っ て い る
その女性の症状や訴 え に焦 点 を絞 っ た健康診 2. 33 (0. 7 1 )  査が実施で き る
入手可能で、 文化的に受容でき る家族計画の方 2. 62 (0. 83) 法が提供で き る
2)必須能力 の教育の必要性

履修 し て な い学生 有意確率平均値 (SO)
3. 33 (0. 53) 0. 027 

2. 7 1  (0. 86) 0. 043 

1 .  81 (0. 7 1 )  0. 001 

3. 74 (0. 50) 0. 035 

3. 69 (0. 60) 0. 001 

3. 52 (0. 5 1 )  0. 006 

2. 90 (0. 76) 0. 006 

1 .  79 (0. 6 1 )  0. 024 

1 .  76 (0. 7ω 0. 000 

2. 2 1  (0. 78) O. 021 

全て の 項 目 で 平均得点 2. 0 以 上 と い う 結果 で、 あ っ た。 最 も 高 い得点の項 目 は 「 ス タ ン ダー ドプ リ コ ー

シ ョ ン (普遍的予防策) 、 感染管理の方策、 清潔操作の重要性 を意識 し て い る J 2.  93 (SOO. 25) で あ り 、 助

表 5 助産遺択科 目 を履修 して な い学生 と 助産師教育課程がな い学生の習得度

有意差の あ った項目 履修 し て な い学生 教育課程がな い学生
平均値 (SO) 平均値 (SO)

地域の病人で よ り 高度な治療が必要な人の 緊
急連絡、 搬送 【救急ケア】 のための資源 と それ 1 . 86 (0. 68) 2. 58 (0. 6 1 )  
ら の活用法 を知 っ て いる
国 の 予防接種計画 と 地域住 民への予 防接種サ 2. 52 (0. 83) 2. 95 (0. 7 1 )  ー ビス の供給 と 利用 につ いて知 っ てい る
その女性の症状や訴 え に 焦 点 を 絞 っ た健康診 1 .  76 (0. 70) 2. 32 (0. 89) 査が実施で き る
ヘマ ト ク リ ッ ト値、 尿、 顕微鏡検査等、 一般的
な臨床検査の必要性がわか り 、 その介助 と解釈 2. 34 (0. 88) 2. 89 (0. 88) 
がで き る
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有意確率
(両側)

0. 000 

0. 047 

0. 022 

0. 029 



産選択科 目 非履修の学生は全員 が 「ぜひ必要」 と 回答 した。 平均得点 2. 5 以上の項 目 は 40 項 目 中 3 1 項

目 あ り 、 助産選択科 目 履修学生に と っ て他 の 学生 よ り も 必 要度 の 高 か っ た 項 目 は、 「地域の妊産婦 と 新

生児の死亡及び擢患の直接、 間接の原因 を 知 っ て い る J r健康 に 関す る 女性の健康 を守 る た め の権利 を

尊重 し 、 権利 を擁護 で き る J r安全 に 出産で き る 多様 な 場を 確保す る た め に女性 と 共に情報 を 得 る こ と

が で き る J r助産ケア に必要な 国及び地域の保健医療機関 の利用 方 法 を知 っ て い る J r健康増進 と 疾病

予防の方策 を 用 い た地域に根 ざ した プ ラ イ マ リ ー ケ ア を 知 っ て い る J r ス タ ン ダー ドプ リ コ ー シ ョ ン (普

遍的予防策) 、 感染管理の方策、 清潔操作の重要性 を 意識 し てい る J rセ ク シ ュ ア リ テ ィ 、 出 産 を 取 り

巻 く 文化的規範 と 慣習 につ い て 知 っ て い る J r健康歴、 家族歴、 遺伝歴 の 内容 を 知 っ て い る J r 生殖機

能の評価 と そ の健康診 査の 内容 と 臨床検査の 内容 を知 っ て い る J r受胎調節 法 を 選択す る 必要の あ る 女

性への カ ウ ンセ リ ン グ方 法 を知 っ て い る J r性的問題、 家庭内暴力 、 心理的虐待、 ネ グ レ ク ト を含む対

人 関係 の 障害 に対する カ ウ ンセ リ ン グの指針 と 方法 を 知 っ て い る J r健康教育や保健医療サー ビス を 提

供す る た め の包括的 な 問診が で き る J r そ の 女性の症状や訴 え に 焦 点 を絞 っ た健康診査が実施 で き る 」

「へマ ト ク リ ッ ト 値、 尿、 顕微鏡検査等、 一般的 な臨床検査の必要性が わ か り 、 そ の介助 と 解釈 が で き

る J r健康教育 と 基本的 な カ ウ ンセ リ ン グ技術の適切 な活用 が で き る J r入手可能で、 文化的 に 受容で

き る 家族計画の 方法が提供で き る 」 の 16 項 目 で、 あ っ た。

4 . 考察

助 産 師教育 を 含 め た 看護職の統合カ リ キ ュ ラ ム を 実施 し て い る 助産選択科 目 を 持 っ て い る 看護 系 大

学 と 助産選択科 目 を持 た な い看護系 大 学の 学 生 の 、 卒業時 に お け る リ プ ロ ダ ク テ ィ ブヘルス ・ ラ イ ツ に

関 す る 到達度 に違 い が 見 ら れ る こ と を仮定 し て今 回 の 予備調査を 行 っ た。

助産選択科 目 の履修学生 と 非履修学生で は 、 40 項 目 中 10 項 目 に有意差がみ ら れ た が 、 そ の う ち 履修

学生の方が習得度が高い も の は半分の 5 項 目 で あ っ た。 そ れ ら の項 目 に は 「 出産J r助産J r受胎調節J r家

族計画J r女性J と い っ た助産選択科 目 で重点的 に 学ぶ 内容 と 考 え ら れ る キ ー ワ ー ド が含 ま れ て い る 。

助産選択科 目 を履修 し た 学生は履修 して い な い学生 と 比 べ て 、 助産選択科 目 で特化 し た 学習 内容 に お い

て は習 得度 の 高 い結果に は な っ て い る が 、 項 目 数か ら 考 え て も 助産選択科 目 履修学 生が特に助産師 と し

て の必須能力 に 関 し て 重 点 を 置 い て 学習 し て い る と い う こ と は こ の結果か ら 言い が た い。 助 産選択科 目

履修学生が最 も 平均点 の低かっ た 項 目 も 18 項 目 と 半数近 く の項 目 が上が る 。 こ れは助産選択科 目 にお

け る 実習 にお い て 、 妊産祷婦 に個人、 集 団 の保健指導 を す る 機会が 多 く 、 個別性 を 考慮 し た 保健指導の

難 し さ を 実感 し て い る か ら と 考 え る こ と も で き る 。 ま た、 ス タ ン ダー ドプ リ コ ー シ ョ ン を意識 し た環境

設定、 自 分の ケ ア に 責任 を も っ大切 さ と 難 し さ 、 助産ケ ア に必要な知識 と 技術 と い っ た こ と を、 と く に

実際の分娩介助 の実習場面で実感 し 、 自 己評価が他の学生 よ り 厳 し く な っ て い る こ と も 予測 で き る 。

助産選択科 目 を 持 っ て い て履修 を し て な い 学 生 と 助産選択科 目 を持 っ て い な い大 学 の 学 生 と で は有

意差の あ っ た項 目 が 4 項 目 で、 あ っ た が 、 そ の いずれ も 助産選択科 目 の な い 大 学 の 学生 の ほ う が 平均点は

高 く 、 こ れ ら の項 目 に つ いて 自 信 を も っ て い る 様子が う かが え る 。 こ れ ら か ら看護系 大学 に お け る 国際

保健等保健師の 学習 内容や、 公衆衛生 の分野にお け る 母子保健の 占 め る 割合が重要かっ大 き い も ので あ

る こ と が推測で き る 。 こ れ ら の 内容 は助産師の必須能力 で は あ る が 、 助産選択科 目 の有無に 関 わ ら ず看

護職 と し て 人間 理解の上 にお いて必要な学習 内容で あ り 、 看護系 大学の教育内容 と して 重要視 さ れて い
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る と い え る 。

必要度 を見 て も 助産選択科 目 の履修の有無、 助産選択科 目 の有無は影響 し て お ら ず、 こ れは いずれの

項 目 も 学習 内容 と し て必要で あ る と 学生 に も 認識 さ れ て い る と い う こ と で あ る 。 助産選択科 目 履修学生

は 40 項 目 中 16 項 目 で最 も 高 い必要度 を示 し て い た が 、 非履修学生 は 2 1 項 目 で最 も 高 い必要度で あ っ

た。 そ れ ら の 中 に は看護職 と し て必要な 「対象の 尊重J r イ ン フ ォ ー ム ド コ ン セ ン ト J r生涯学習 の必要

性の 自 覚J と い っ た 内容が含 ま れ て お り 、 助産師教育課程の ない 大 学 に おい て も それ ら の 内容は教授 さ

れ、 学生た ち はそ の重要性を認識 し て い る と 考 え る 。

今 回 調査 を 行 っ た ICM 必須能力 1 . II の習 得度 は看護職 と し て必要な学習 内容で あ り 、 助産選択科 目

の有無 に 関 わ ら ず看護系 大学 に おい て 行 な われ て い る 学習 内容 で あ っ た。 そ れ ら の卒業時 の 習 得度 も 、

分娩介助実習 を行 っ た り 家庭訪問 、 保健指導を 行 っ て い る か ら と い っ て、 自 信を 持 っ て実施で き て い る

も の で は なか っ た。 そ れ よ り も 看護職 と し て 大切 な対象 を 尊重す る 態度や、 看護職 と し て の 「 自 分の 向

上 の た め の努力J の必要性 を 充分 自 覚 し て い る 現状が わ か っ た。 助産師 と 他の看護 2 職種を特別 に分 け

た 教育 を考 え て い く よ り 、 看護の基礎教育 と して 人間や地域や性を 理解す る こ と が必要な こ と で、 4 年

間 の大学教育 の 中 で学 ば な く て は い け な い こ と で あ り 、 助産選択科 目 を 有 し て い る 大学 も 有 し て い な い

大 学 も 同様に 行 な われて い る こ と が わか っ た。 助産選択科 目 の基礎 も 現在 の看護の 基礎教育 の 中 で充分

行 な われ て お り 、 すで に看護 の統合カ リ キ ュ ラ ム と し て 行 な われて い る と 考 え る 。 看護系 大学 の教育課

程では な い看護教育課程を経て 、 助産師のみの教育を 受 け て い る 学生(た と え ば専 門 学校、 短期大 学卒業

後 の助産師教育課干� と 、 看護統合カ リ キ ュ ラ ム を受 けて い る 学生 と を 比較す る こ と で、 こ れ ら 人 間 理解

に 関す る 教育内容に差が 出 て く る 可能性は考 え ら れ る 。
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資料 1 大学卒業時 に お け る 「 リ プ ロ ダ ク テ ィ ブ、ヘルス ・ ラ イ ツ に 関す る 理解j

予備調査結果

習得度 必要度
できる まあ あまりで できない ぜひ必要 必要 あまり必

できる きない 要でない
地域特有の文化について理 助産 度数 4 25 1 6  。 14  30 

解し、 その文化が尊重できる 履修 % 8.9 55.6 35.6 3 1 . 1  66.7 2.2 
助産履修 度数 2 23 1 4  3 22 1 9  

なし % 4.8 54.8 33.3 7.1 52.4 45.2 2.4 
選択科 目 度数 2 1 1  5 5 1 3  

なし % 1 0.5 57.9 26.3 5.3 26.3 68.4 5.3 

全体 度数 8 59 35 4 41 62 3 
% 7.5 55.7 33.0 3.8 38.7 58.5 2.8 

有益及び有害な伝統的、 ま 助産 度数 4 21 1 8  2 1 6  29 。
た、 現代的な日 常的健康習慣 履修 % 8.9 46.7 40.0 4.4 35.6 64.4 
を知っている 助産履 度数 6 23 10  3 24 1 7  

修なし % 14.3 54.8 23.8 7.1 57.1 40.5 2.4 
選択科 度数 2 10  6 8 8 3 
固 なし % 1 0.5 52.6 3 1 .6 5.3 42.1 42.1 1 5.8 

全体 度数 12  54 34 6 48 54 4 
% 1 1 .3 50.9 32.1 5.7 45.3 50.9 3.8 

地域の病人でより高度な治療 助産 度数 2 8 28 7 30 1 5  。
が必要な人の緊急連絡、 搬送 履修 % 4.4 1 7.8 62.2 1 5.6 66.7 33.3 
【救急ケア】のための資源とそ 助産履 度数 。 7 22 1 3  28 1 4  。
れらの活用法を知っている 修なし % ー 1 6.7 52.4 3 1 .0 66.7 33.3 

選択科 度数 9 9 。 13  6 。
目 なし % 5.3 47.4 47.4 68.4 31 .6 

全体 度数 3 24 59 20 71 35 。
% 2.8 22.6 55.7 1 8.9 67.0 33.0 

地域の妊産婦と新生児の死 助産 度数 1 6  22 6 24 1 9  2 
亡及び曜患の直接、 間接の原 履修 % 2.2 35.6 48.9 13.3 53.3 42.2 4.4 
因を知っている 助産履 度数 4 4 26 8 1 9  22 

修なし % 9.5 9.5 6 1 .9 1 9.0 45.2 52.4 2.4 
選択科 度数 。 9 6 4 7 1 2  。
自 なし % 47.4 3 1 .6 2 1 . 1  36.8 63.2 ー

全体 度数 5 29 54 1 8  50 53 3 
% 4.7 27.4 50.9 1 7.0 47.2 50.0 2.8 

健康に関する女性の健康を守 助産 度数 8 27 9 31 14 。
るための権利を尊重し、 権利を 履修 % 1 7.8 60.0 20.0 2.2 68.9 3 1 . 1  
擁護できる。 助産履 度数 7 21 1 1  3 30 10  2 

修なし % 1 6.7 50.0 26.2 7.1 7 1 .4 23.8 4.8 
選択科 度数 7 5 5 2 1 3  6 。
自 なし % 36.8 26.3 26.3 10.5 68.4 3 1 .6 

全体 度数 22 53 25 6 74 30 2 
% 20.8 50.0 23.6 5.7 69.8 28.3 1 .9 

DVや幼児虐待など、 人権とそ 助産 度数 9 30 6 。 32 1 2  
履修 % 20.0 66.7 1 3.3 71 .1 26.7 2.2 

れが健康に及ぼす影響につい 助産履 度数 1 5  26 。 37 5 。
て理解している 修なし % 35.7 61 .9 2.4 88.1 1 1 .9 

選択科 度数 5 14  。 。 14  5 
目 なし % 26.3 73.7 73.7 26.3 

全体 度数 29 70 7 。 83 22 
% 27.4 66.0 6.6 78.3 20.8 0.9 
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利用可能な出産の場について 助産 度数 9 29 7 。 24 21 。
履修 % 20.0 64.4 1 5.6 53.3 46.7 ー

の利点と欠点を知っている 助産履 度数 B 1 7  1 4  3 25 1 6  。
修なし % 1 9.0 40.5 33.3 7.1 6 1 .0 39.0 
選択科 度数 2 1 0  7 。 8 10  
目 なし % 10.5 52.6 36.8 42.1 52.6 5.3 

全体 度数 1 9  56 28 3 57 47 
% 1 7.9 52.8 26.4 2.8 54.3 44.8 1 .0 

安全に出産できる多様な場を 助産 度数 5 23 1 6  28 1 6  。
履修 % 1 1 . 1  5 1 . 1  35.6 2.2 63.6 36.4 

確保するために女性と共に情 助産履 度数 4 1 5  1 6  7 24 1 8  。

報を得ることができる 修なし % 9.5 35.7 38.1 1 6.7 57.1 42.9 
選択科 度数 3 9 5 2 1 2  7 。
固 なし % 1 5.8 47.4 26.3 1 0.5 63.2 36.8 

全体 度数 12  47 37 10 64 41 。
% 1 1 .3 44.3 34.9 9.4 6 1 .0 39.0 

地域社会の保健の状況を知っ 助産 度数 。 1 2  26 7 1 5  29 。
履修 % 26.7 57.8 1 5.6 34.1 65.9 

ている (給水、 住居、 環境に有 助産履 度数 2 5 25 10  20 22 。

害なもの 、 食物、 健康へのー 修なし % 4.8 1 1 .9 59.5 23.8 47.6 52.4 
選択科 度数 5 1 1  2 6 1 3  。

般的な脅威を含む) 目 なし % 5.3 26.3 57.9 1 0.5 3 1 .6 68.4 

全体
度数 3 22 62 1 9  41 64 。

% 2.8 20.8 58.5 1 7.9 39.0 6 1 .0 

モデルでの成人と新生児 ・乳 助産 度数 3 1 7  14  1 1  31 14  。
履修 % 6.7 37.8 3 1 . 1  24.4 68.9 3 1 . 1  

児の心肺蔀生実施の指針を知 助産履 度数 5 1 9  1 4  4 34 8 。
り 、 それを実施できる 修なし % 1 1 .9 45.2 33.3 9.5 8 1 .0 1 9.0 

選択科 度数 4 1 1  2 2 13  6 。
固 なし % 21 . 1  57.9 10.5 1 0.5 68.4 3 1 .6 

全体 度数 12  47 30 1 7  78 28 。
% 1 1 .3 44.3 28.3 1 6.0 73.6 26.4 

看護業務を実施する場の器 助産 度数 1 9  1 9  6 28 1 7  。
履修 % 2.2 42.2 42.2 13.3 62.2 37.8 

械 ・ 物品の保持・ 管理ができる 助産履 度数 3 10  20 9 32 10  。
修なし % 7.1 23.8 47.6 2 1 .4 76.2 23.8 
選択科 度数 3 8 6 2 1 2  7 。
呂 なし % 1 5.8 42. 1 3 1 .6 1 0.5 63.2 36.8 

全体 度数 7 37 45 1 7  72 34 
% 6.6 34.9 42.5 1 6.0 67.9 32.1 

疫学および衛生の視点から 助産 度数 2 8 24 1 1  1 7  25 3 
履修 % 4.4 1 7.8 53.3 24.4 37.8 55.6 

の地域診断と人口 統計を知っ 助産履 度数 2 9 23 8 1 6  24 
ている 修なし % 4.8 2 1 .4 54.8 1 9.0 38. 1 57.1 

選択科 度数 8 8 2 7 1 1  
固 なし % 5.3 42. 1 42. 1 1 0.5 36.8 57.9 5.3 

全体 度数 5 25 55 21 40 60 6 
% 4.7 23.6 5 1 .9 1 9.8 37.7 56.6 5.7 

助産ケアに必要な 国及び地 助産 度数 2 1 8  1 9  6 26 1 9  。
履修 % 4.4 40.0 42.2 1 3.3 57.8 42.2 

域の保健医療機関の利用方 助産履 度数 。 7 20 1 5  20 21 
法を知っている 修なし % 1 6.7 47.6 35.7 47.6 50.0 2.4 

選択科 度数 。 6 10  3 9 1 0  。
固 なし % 3 1 .6 52.6 1 5.8 47.4 52.6 

全体 度数 2 31 49 24 55 50 
% 1 .9 29.2 46.2 22.6 5 1 .9 47.2 0.9 
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健康増進と疾病予防の方策 動産 度数 2 1 2  26 5 24 1 9  
履修 % 4.4 26.7 57.8 1 1 .1 54.5 43.2 

を用いた地域に根ざしたプライ 助産履 度数 3 1 0  24 5 1 6  26 。
マリーケアを知っている 修なし % 7.1 23.8 57. 1 1 1 .9 38. 1 6 1 .9 

選択科 度数 3 6 8 2 9 1 0  。
自 なし % 1 5.8 3 1 .6 42.1 1 0.5 47.4 52.6 

全体 度数 B 28 58 1 2  49 55 
% 7.5 26.4 54.7 1 1 .3 46.7 52.4 1 .0 

国の予 防接種計画と地域住 助産 度数 2 22 1 5  5 24 20 0 1 
履修 % 4.5 50.0 34.1 1 1 .4 54.5 45.5 

民への予防接種サービスの供 助産履 度数 5 1 6  1 7  4 21 20 

給と利用について知っている
修なし % 1 1 .9 38.1 40.5 9.5 50.0 47.6 2.4 
選択科 度数 4 1 0  5 。 1 3  6 。
自 なし % 21 . 1  52.6 26.3 68.4 31 .6 
全体 度数 1 1  48 37 9 58 46 

% 1 0.5 45.7 35.2 8.6 55.2 43.8 1 .0 
自 分が行うケア提供に対する 助産 度数 23 1 4  8 。 40 5 。

履修 % 5 1 .1 3 1 . 1  1 7.8 88.9 1 1 .1 
責任をもって意思決定し、 それ 助産履 度数 26 1 2  4 。 40 2 。
を相手に説明する義務を 自 覚 修なし % 6 1 .9 28.6 9.5 95.2 4.8 

選択科 度数 9 9 。 1 4  5 。
している 自 なし % 47.4 47.4 5.3 73.7 26.3 

全体 度数 58 35 1 2  94 1 2  。
% 54.7 33.0 1 1 .3 0.9 88.7 1 1 .3 

看護業務に従事し続けるため 助産 度数 24 1 9  2 。 38 7 。
履修 % 53.3 42.2 4.4 84.4 1 5.6 

の知識と技術の継続的な努力 動産履 度数 32 9 。 41 。

をする意思がある
修なし % 76.2 2 1 .4 2.4 97.6 2.4 
選択科 度数 1 4  5 。 。 1 6  3 。
固 なし % 73.7 26.3 84.2 1 5.8 

全体 度数 70 33 3 。 95 1 1  。
% 66.0 31 . 1  2.8 89.6 1 0.4 

スタンダードプリコーション(普 助産 度数 1 8  1 8  8 1 39 6 。
履修 % 40.0 40.0 1 7.8 2.2 86.7 1 3.3 

遍的予防策) 、 感染管理の方 助産履 度数 31 10  。 42 。 。
策 、 清潔操作の重要性を意識 修なし % 73.8 23.8 2.4 1 00.0 

選択科 度数 1 0  9 。 。 1 8  。
している 固 なし % 52.6 47.4 94.7 5.3 

全体 度数 59 37 8 2 99 7 。
% 55.7 34.9 7.5 1 .9 93.4 6.6 

ケア提供における 、 適切な専 助産 度数 1 0  1 8  1 3  4 28 1 7  。
履修 % 22.2 40.0 28.9 8.9 62.2 37.8 

門 医の診察と照会の必要性が 助産履 度数 9 22 9 2 28 1 3  
わかる 修なし % 2 1 .4 52.4 2 1 .4 4.8 66.7 3 1 .0 2.4 

選択科 度数 6 6 7 。 1 0  9 。
固 なし 3 1 .6 3 1 .6 36.8 52.6 47.4 

全体 度数 25 46 29 6 66 39 
% 23.6 43.4 27.4 5.7 62.3 36.8 0.9 

ケア提供において、 批判 的で 助産 度数 1 9  23 3 。 34 1 1  。
履修 % 42.2 51 . 1  6.7 75.6 24.4 

なくその人の持つ文化に敬意 動産履 度数 20 1 7  5 。 36 6 。
を持った対応を 心がけている 修なし % 47.6 40.5 1 1 .9 85.7 14.3 

選択科 度数 1 1  8 。 。 1 5  4 。
B なし % 57.9 42.1 ー 78.9 2 1 . 1  

全体
度数 50 48 8 。 85 21 。

% 47.2 45.3 7.5 80.2 1 9.8 

5
 
Qd

 



女性と協働し、 女性達が健康 助産 度数 1 2  25 8 。 34 1 1  。
履修 % 26.7 55.6 1 7.8 75.6 24.4 

に関する説明を受けて選択す 助産履 度数 1 3  24 4 32 1 0  。
ることに対しての支援的態度 修なし 九 3 1 .0 57.1 9.5 2.4 76.2 23.8 

選択科 度数 8 9 2 。 1 5  4 。
が取れる 固 なし % 42. 1  47.4 1 0.5 78.9 2 1 . 1  

全体 度 数 33 58 14  81 25 。
% 31 . 1  54.7 13.2 0.9 76.4 23.6 

相手の状況に応じたコミュニケ 助産 度数 1 4  25 5 36 9 。
履修 % 31 . 1  55.6 1 1 . 1  2.2 80.0 20.0 

ーションをとる態度が取れる 助産履 度 数 22 20 。 。 36 6 。
修なし % 52.4 47.6 85.7 1 4.3 
選択科 度 数 1 1  8 。 。 1 5  4 。
目 なし % 57.9 42.1 78.9 2 1 . 1  

全体 度 数 47 53 5 87 1 9  。
% 44.3 50.0 4.7 0.9 82.1 1 7.9 

女性と家族へのサービス向上 勧産 度 数 6 1 5  1 7  7 31 1 3  
履修 % 1 3.3 33.3 37.8 1 5.6 68.9 28.9 2.2 

のために他のヘルスワー力一 助産履 度 数 1 0  1 5  1 5  2 32 10  。
修なし % 23.8 35.7 35.7 4.8 76.2 23.8 

と協働する態度が取れる 選択科 度 数 2 1 3  4 。 10  9 。
目 なし % 10.5 68.4 2 1 . 1  52.6 47.4 
全体 度数 1 8  43 36 9 73 32 

% 1 7.0 40.6 34.0 8.5 68.9 30.2 0.9 
セクシュアリティに聞する成長 助産 度 数 7 27 1 1  。 23 22 。

履修 % 1 5.6 60.0 24.4 51 .1 48.9 
と発達， 性的発達と性行動に 助産履 度数 1 3  23 6 。 26 1 5  

修なし % 3 1 .0 54.8 1 4.3 6 1 .9 35.7 2.4 
ついて知っている 選択科 度数 5 1 1  3 。 9 9 。

固 なし % 26.3 57.9 1 5.8 50.0 50.0 
全体 度 数 25 61 20 。 58 46 

% 23.6 57.5 1 8.9 55.2 43.8 1 .0 
受胎と生殖に関する女性と男 助産 度数 9 23 13  。 26 1 9  。

履修 % 20.0 51 .1 28.9 57.8 42.2 
性の解剖学と生理学を知って 助産履 度数 1 5  22 4 29 1 3  。

いる
修なし % 35.7 52.4 9.5 2.4 69.0 3 1 .0 

選択科 度 数 5 1 3  。 1 2  7 。
固 なし % 26.3 68.4 5.3 63.2 36.8 

全体 度 数 29 58 1 8  67 39 。
% 27.4 54.7 1 7.0 0.9 63.2 36.8 

セクシュアリティ、 出 産を取り巻 助産 度数 4 23 1 7  24 21 。
履修 % 8.9 5 1 .1 37.8 2.2 53.3 46.7 

く文化的規範と慣習 について 助産履 度 数 4 1 7  1 7  4 1 9  23 。
知っている 修なし % 9.5 40.5 40.5 9.5 45.2 54.8 

選択科 度数 2 9 8 。 7 1 2  。
目 なし % 10.5 47.4 42.1 36.8 63.2 

全体 度数 10  49 42 5 50 56 。
% 9.4 46.2 39.6 4.7 47.2 52.8 

健康歴、 家族歴、 遺伝歴の内 助産 度数 5 1 6  1 9  4 21 23 。
履修 % 1 1 .4 36.4 43.2 9.1 47.7 52.3 

容を知っている 助産履 度 数 1 0  1 8  1 4  。 1 7  25 。
修なし % 23.8 42.9 33.3 40.5 59.5 
選択科 度 数 3 7 7 2 7 1 2  。
固 なし % 1 5.8 3'6.8 36.8 1 0.5 36.8 63.2 

全体 度数 18  41  40 6 45 60 。
% 1 7.1 39.0 38.1 5.7 42.9 57.1 
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生殖機能の評価とその健康診 助産 度数 2 1 4  25 4 25 20 。
履修 % 4.4 3 1 .1 55.6 8.9 55.6 44.4 

査の内容と臨床検査の 内容を 助産履 度数 4 8 24 6 23 1 9  。
知っている 修なし % 9.5 1 9.0 57.1 1 4.3 54.8 45.2 

選択科 度 数 3 6 9 1 0  9 。
自 なし % 1 5.8 3 1 .6 47.4 5.3 52.6 47.4 

全体
度数 9 28 58 1 1  58 48 。

% 8.5 26.4 54.7 10.4 54.7 45.3 ー

リプロダクティブヘルス、 特に 助産 度数 1 1  29 2 3 33 1 2  。
履修 九 24.4 64.4 4.4 6.7 73.3 26.7 

性感染症 (STD) 、 HIV/AlDSに 助産履 度数 10  25 7 。 33 9 。
関する保健教育の 内容を知っ

修なし % .  23.8 59.5 1 6.7 78.6 2 1 .4 
選択科 度数 2 1 2  5 。 10  8 

ている 固なし % 1 0.5 63.2 26.3 52.6 42. 1 5.3 

全体
度数 23 66 14  3 76 29 

% 2 1 .7 62.3 1 3.2 2.8 7 1 . 7  27.4 0.9 

コンドーム、 ピル、 IUD 、 殺精子 助産 度数 20 21 3 28 1 7  。
履修 % 44.4 46.7 6.7 2.2 62.2 37.8 

剤、 性周期を利用した受始調 助産履 度数 20 1 8  3 33 8 。
節法を知っている 修なし % 47.6 42.9 7.1 2.4 80.5 1 9.5 

選択科 度数 6 1 0  3 。 1 1  B 。
固 なし % 3 1 .6 52.6 1 5.8 57.9 42.1 

全体
度数 46 49 9 2 72 33 。

% 43.4 46.2 8.5 1 .9 68.6 3 1 .4 

受胎調節法を選択する必要の 助産 度数 7 1 2  1 7  8 27 1 5  2 
履修 % 1 5.9 27.3 38.6 1 8.2 6 1 .4 34.1 4.5 

ある女性へのカウンセリング方 助産履 度数 。 4 25 1 3  24 1 6  2 
j去を知っている 修なし % 9.5 59.5 3 1 .0 57.1 38.1 4.8 

選択科 度 数 。 5 6 8 7 1 2  。
固 なし % 26.3 3 1 .6 42.1 36.8 63.2 
全体

度数 7 21 48 29 58 43 4 
% 6.7 20.0 45.7 27.6 55.2 41 .0 3.8 

泌尿器系感染と性感染症の徴 助産 度数 3 21 1 5  6 25 20 。
履修 % 6.7 46.7 33.3 13.3 55.6 44.4 

候と症状を知っている 助産履 度数 4 1 6  1 8  4 25 1 7  。
修なし % 9.5 38. 1 42.9 9.5 59.5 40.5 
選択科 度数 2 1 1  6 。 1 0  9 。
固 なし % 1 0.5 57.9 3 1 .6 52.6 47.4 

全体
度数 9 48 39 1 0  60 46 。

% 8.5 45.3 36.8 9.4 56.6 43.4 

計画外あるいは望まない妊娠 助産 度数 7 1 6  1 6  6 28 1 6  
履修 % 1 5.6 35.6 35.6 1 3.3 62.2 35.6 2.2 

についての意思決定に関する 助産履 度数 4 1 5  1 8  5 26 1 5  
要因を知っている 修なし % 9.5 35.7 42.9 1 1 .9 6 1 .9 35.7 2.4 

選択科 度数 5 8 3 3 1 2  7 。
固 なし % 26.3 42.1 1 5.8 1 5.8 63.2 36.8 
全体

度数 16  39 37 1 4  66 38 2 
% 1 5.1 36.8 34.9 1 3.2 62.3 35.8 1 .9 

性的問題、 家庭内暴力 、 心理 助産 度数 10  23 1 1  30 1 5  。
履修 % 2.2 22.2 5 1 . 1  24.4 66.7 33.3 

的虐待、 ネグレクトを含む対人 助産履 度数 2 4 24 1 2  26 1 6  。
関係の障害に対するカウンセ 修なし % 4.8 9.5 57.1 28.6 6 1 .9 38.1 

選択科 度数 2 4 9 4 1 1  8 。
リングの指針と方法を知ってい 目 なし % 1 0.5 21 . 1  47.4 2 1 . 1  57.9 42.1 

全体
度数 5 1 8  56 27 67 39 。

る % 4.7 1 7.0 52.8 25.5 63.2 36.8 
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健康教育や保健医療サーピ 助産 度数 。 9 22 1 3  27 1 7  。
履修 % 20.5 50.0 29.5 6 1 .4 38.6 

スを提供するための包括的な 助産履 度数 3 23 1 5  24 1 7 

問診ができる
修なし % 2.4 7.1 54.8 35.7 57.1 40.5 2.4 
選択科 度数 6 7 5 1 0  9 。
目 なし % 5.3 3 1 .6 36.8 26.3 52.6 47.4 

全体
度数 2 1 8  52 33 61 43 

% 1 .9 1 7.1 49.5 3 1 .4 58.1 4 1 .0 1 .0 
その女性の症状や訴えに焦 点 助産 度数 2 1 5  24 4 29 1 5  。

履修 % 4.4 33.3 53.3 8.9 65.9 34.1 
を絞った健康診査が実施でき 助産履 度数 。 6 20 1 6  23 1 9  。
る

修なし % 1 4.3 47.6 38.1 54.8 45.2 
選択科 度 数 2 5 9 3 1 1  8 。
固 なし % 10.5 26.3 47.4 1 5.8 57.9 42.1 

全体
度数 4 26 53 23 63 42 。

% 3.8 24.5 50.0 2 1 .7 60.0 40.0 
ヘマトクリット値、 原、 顕微鏡検 助産 度数 3 1 7  21 4 30 1 5  。

履修 % 6.7 37.8 46.7 8.9 66.7 33.3 
査等、 一般的な臨床検査の必 助産履 度数 3 1 6  1 4  8 27 1 4  。
要性がわか り 、 その介助と解 修なし % 7.3 39.0 34.1 1 9.5 65.9 34.1 

選択科 度数 5 8 5 1 2  7 。
釈ができる 固 なし % 26.3 42.1 26.3 5.3 63.2 36.8 

全体
度数 1 1  41 40 1 3  69 36 。

% 1 0.5 39.0 38.1 1 2.4 65.7 34.3 
健康教育と基本的な力ウンセ 助産 度数 3 1 7  21 4 31 1 3  。

履修 % 6.7 37.8 46.7 8.9 70.5 29.5 
リ ング技術の適切な活用がで 助産履 度 数 3 1 4  20 5 28 1 4  。

修なし % 7.1 33.3 47.6 1 1 .9 66.7 33.3 
きる 選択科 度数 2 6 7 3 7 1 1  。

固 なし % 1 1 .1 33.3 38.9 1 6.7 38.9 6 1 . 1  

全体
度数 8 37 48 1 2 66 38 。

% 7.6 35.2 45.7 1 1 .4 63.5 36.5 
入手可能で、 文化的に受容で 助産 度数 7 1 7  1 8  3 25 1 9  

履修 % 1 5.6 37.8 40.0 6.7 55.6 42.2 2.2 
きる家族計画の方法が提供で 助産履 度数 2 1 2  21 7 22 1 8  2 

きる
修なし % 4.8 28.6 50.0 1 6. 7  52.4 42.9 4.8 
選択科 度数 2 6 6 5 9 9 
自 なし % 10.5 3 1 .6 31 .6 26.3 47.4 47.4 5.3 

全体
度数 1 1  35 45 1 5  56 46 4 

% 1 0.4 33.0 42.5 1 4.2 52.8 43.4 3.8 
行ったケアと継続してみるべき 助産 度数 8 27 10 。 33 1 2 。

履修 % 1 7.8 60.0 22.2 73.3 26.7 
事項に関する記録ができる 助産履 度数 1 3  23 5 35 7 。

修なし % 3 1 .0 54.8 1 1 .9 2.4 83.3 1 6.7 
選択科 度 数 4 8 4 3 1 2  7 。
固 なし % 2 1 . 1  42.1 2 1 .1 1 5.8 63.2 36.8 

全体
度 数 25 58 1 9  4 80 26 。

% 23.6 54.7 1 7.9 3.8 75.5 24.5 一一一一一一
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資料 2 大学卒業時における リプロダクティブ ヘルス/ライツに関する理解j 調査表

看護系 大学 4 年生の皆様

大学卒業時における 「 リ プロ ダク テ ィ ブヘルス ・ ラ イ ツ に関する理解」

予備調査の協力依頼

近年 の少子化社会 に よ る 母性形成及び育児 に 関す る 社会問題や 高齢化社会 に よ る 中高年女性の健康

問題の増加への対応 に は 、 看護師及び保健師 の専門性の み な ら ず助産師の専門性も 同時 に備 えた看護職

の活動が不可欠 と な っ て き て い ま す。 現在、 看護系 大 学 の 多 く が看護師 と 保健師の統合カ リ キ ュ ラ ム と

な っ て お り 、 助産師は科 目 選択か コ ース 選択で教育 さ れて いま す。

こ の助産師教育プ ロ グ ラ ム も含 め た 3 職種の統合カ リ キ ュ ラ ム の 可能性を 考 え る た め に、 大 学卒業時

にお け る 「 リ プ ロ ダ ク テ ィ ブヘルス ・ ラ イ ツ に 関す る 理解J について 、 助産師教育課程 を持っ て い

る 看護 系 大学 (統合カ リ キ ュ ラ ム ) と 持た な い看護系 大学の学生の卒業時にお け る 知識、 技術、 態

度 を 知 る こ と が 目 的の調査です。

本調査は、 看護系大学 4 年生のみな さ んに ご協力 を お願いす る も の です。

調査の依頼は、 各大学の学科責任者 にお願いい た し ま した。

調査 は無記名 で回答 を い た だ き 、 結果 に 関 し て は統計的 に処理 を さ せ て い た だ く た め個人特定は

で き な い こ と 、 ま た 、 本調査の回答は個人の 自 由 意思 に も と づ き 、 調査協力 の有無が 学業成績、 就

職等 に 関す る 影響は一切 ない こ と をお約束 し ま す。

ご返信 を い た だいた時点で こ れ ら のお約束 に 関 し て 同意 を い た だいた も の と さ せて い た だ き ま す。

こ の調査の結果は、 学会な どで公表 を予定 し て お り ま す。

調査票は 1 枚 (表裏) ですの お答 え い た だ き ま した ら 、 同封の封筒 に入れ、 12 月 3 日 ま で に ポス

ト に投画 く だ さ い ま す よ う お願い 申 し上げま すn

なお、 調査に関す る 質問 、 ご意見 は下記の連絡先へ ご連絡 く だ さ い。

連絡先

干 409-3898 山梨県中 巨摩郡玉穂町下河東 1110

山梨大学大学院 医学工学総合研究部

臨床看護学講座 遠藤 俊子

TEL . FAX 055-273・8 1 79 (研究室直通)

E-mail toshikoe@yamanashi.ac.j 
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看護系大学 看護学科責任者 様 2005. 1 1 . 14 

大学卒業時における 「 リ プロ ダク テ ィ ブヘルス ・ ラ イ ツに関する理解」

予備調査の協力へのお願い

近年の 少子化社会 に よ る 母性形成及 び 育児 に 関す る 社会問題や高齢化社会 に よ る 中 高年女性の健康

問題の増加への対応 に は 、 看護師及び保健師の専門性のみな ら ず助産師の専門性 も 同 時 に備 え た看護職

の活動が不可欠 と な っ て き て い ま す。 現在、 看護系大学の多 く が看護師 と 保健師の統合カ リ キ ュ ラ ム と

な っ てお り 、 助産師は科 目 選択 か コ ース 選択で教育 さ れて いま す。

こ の助産師教育プ ロ グ ラ ム も含 め た 3 職種の統合カ リ キ ュ ラ ム の 可能性を 考 え る た め に、 大 学卒業時

にお け る 「 リ プ ロ ダ ク テ ィ ブヘルス ・ ラ イ ツ に 関す る 理解」 につい て 、 助産師教育課程を持っ て い

る 看護系大学 (統合カ リ キ ュ ラ ム ) と 持た な い看護系 大学の学生の卒業時にお け る 知識、 技術、 態

度 を 知 る こ と が 目 的 の調査です。

(平成 1 7 年度文部科学基盤研究 C 研究代表者 青森県立保健大学 新道幸恵)

本調査は、 看護系大学 4 年生の学生 10 名 に ご協力 を お願いす る も のです。

調査の依頼 は、 各大学の学科責任者先生経由 でお願いい た し た く 、 お願い 申 し上げます。

調査票は 1 枚 (表裏) で、 学生 自 身が 回答 を 済 ま さ れま し た ら 、 同封の封筒 に入れ、 12 月 3 日 ま

で に ポス ト に投函 く だ さ いま す よ う 依頼す る も のです。

調査は無記名 で回答 を い た だ き 、 結果 に 関 し て は統計的 に処理 を さ せて いた だ く た め個人特定は

で き ない こ と 、 ま た 、 本調査の回答は個人の 自 由 意思 に も と づ き 、 調査協力 の有無が 学業成績、 就

職等 に 関す る 影響は一切 な い こ と をお約束 し ま す。

ご返信 を いただいた時点で こ れ ら のお約束に 関 し て 同 意 を いた だいた も の と さ せて い た だ き ま す。

こ の調査の結果 は、 学会な どで公表 を 予 定 し て お り ま す。

なお、 調査 に 関す る 質問 、 ご意見 は下記の連絡先へ ご連絡 く だ さ い。

連絡先 研究分担者 遠藤俊子

〒 409・3898 山梨県中 巨摩郡玉穂町下河東 1110

山梨大学大学院 医学工学総合研究部

臨床看護学講座

TEL . FAX 055・273・8179 (研究室直通)

E -mail toshikoe@yamanashi.ac.jp 
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看護系大学 看護学科責任者 様 2005 . 1 1 . 14 

大学卒業時における 「 リ プロダク テ ィ ブヘルス ・ ラ イ ツに関する理解」

予備調査の協力へのお願い

近年の 少子化社会 に よ る 母性形成及 び育児 に 関す る 社会問題や高齢化社会 に よ る 中 高 年 女性 の健康

問題の増加への対応 に は 、 看護師及び保健師の専門性のみ な ら ず助産師の専門性 も 同 時に備 え た看護職

の活動が不可欠 と な っ て き て い ま す。 現在、 看護系 大 学 の 多 く が看護師 と 保健師の統合カ リ キ ュ ラ ム と

な っ てお り 、 助産師は科 目 選択 か コ ース 選択 で教育 さ れて い ま す。

こ の助産師教育プ ロ グ ラ ム も含 め た 3 職種の統合カ リ キ ュ ラ ム の可能性 を 考 え る た め に、 大 学卒業時

にお け る 「 リ プ ロ ダ ク テ ィ ブヘルス ・ ラ イ ツ に 関 す る 理解」 に つ い て 、 助産師教育課程 を持っ て い

る 看護系大学 (統合カ リ キ ュ ラ ム ) と 持た な い看護系大学の学生の卒業時にお け る 知識、 技術、 態

度 を知 る こ と が 目 的 の調査です。

(平成 1 7 年度文部科学基盤研究 C 研究代表者 青森県立保健大学 新道幸恵)

本調査は、 看護系 大学 4 年生の学生に ご協力 を お願いす る も の です。 助 産選択の学生全員 と 、 選択

し て い ない学生 を助産選択の学生 と ほぼ同数お選びい た だ き 、 両方に依頼 を お願いす る も の ですn

調査の依頼は、 各大学の学科責任者先生の先生経由 で母性看護学担 当 教員 にお願い 申 し上げま す。

調査票は 1 枚 (表裏) で、 学生 自 身が回答 を 済 ま さ れま し た ら 、 同封の封筒 に入れ、 12 月 3 日 ま

で に ポ ス ト に投函 く だ さ い ま す よ う 依頼す る も の です。

調査は無記名 で回答 を い た だ き 、 結果 に 関 し て は統計的 に 処理 を さ せて い ただ く た め個人特定は

で き な い こ と 、 ま た 、 本調査の回答は個 人 の 自 由 意思 に も と づ き 、 調査協力 の有無が学業成績、 就

職等 に 関す る 影響は一切な い こ と をお約束 し ま す。

ご返信 を い ただいた時点で こ れ ら のお約束に 関 し て 同意 を いただいた も の と さ せて い た だ き ま す。

こ の調査の結果は、 学会 な どで公表 を予定 してお り ま す。

なお、 調査に関す る 質問、 ご意見 は下記の連絡先へ ご連絡 く だ さ い。

連絡先 研究分担者 遠藤俊子

干 409・3898 山梨県中 巨摩郡玉穂町下河東 1 1 10

山梨大学大学院 医学工学総合研究部

臨床看護学講座

TEL . FAX 055・273・8 179 (研究室直通)

E-mail toshikoe@yamanashi. ac.jp 
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資料 2 大学卒業時に お け る リ プ ロ ダ ク テ ィ ブヘルス / ラ イ ツ に 関す る 理解」 調査票

I 以下の40項 目 について、 あなたが実習した場や実習 した内容にお いて 「できる、 まあできる、 あまりできない、 できな
b リ の4段階で最も近いと思われるも のにOをつけてください。
また、 これらの項 目 が看護職にとっての必要かどうか (必要性) について、 「ぜひ必要J r必要J rあまり必要ない』 の3段階で

最も近いと恩われるもの にOをつけてください。

項 目

1 f也域特有の文化に ついて理解 し、 その文化が尊重でき る

2 有益及び有害な伝統的、 また、 現代的な 日 常的健康習慣を 知 っ ている

3 地域の病人でよ り 高度な治療が必要な人の緊急連絡、 搬送 【救急ケア】 の
ための資源とそれらの活用法を知 っている

4 地域の妊産婦 と新生児の死亡及び寵患の直接、 間接の原因を知 っ ている

5 健康に関する女性の健康を守るだめの権利を尊重 し、 権利を擁護できる。

6 DVや幼児虐待な ど、 人権とそれが健康に及ぼす影響につ いて理解 している

7 利用可能な出産の揚についての利点と欠点を知 っ ている

8 安全に出産できる多様な揚を確保するために女性と共に情報を得るこ とがで
きる

9 地域社会の保健の状況を知 っている (給水、 住居、 環境に有害なものや健康
を脅かすちの ごと をきむ〉

1 0 モデルでの成人と新生児 ・ 乳児のIß\肺蘇生実施の指針を知 り 、 それをモデ
ルで実施でき る

1 1 看護業務を実施する揚の器械 ・ 物品の保持 ・ 管理ができる

1 2 疫学および衛生の視点からの地域診断と 人 口 統計を知 っている

1 3 助産ケアに必要な 国及び地域の保健医療機関の利用方法を知 っ ている

1 4 健康増進と疾病予防の方策を用 いた地域に根ざ したプラ イ マ リ ーケアを
知 っ ている

1 5 国の予防接種計画と地域住民への予防接種サー ビスの供給 と利用について
知 っている

1 6 自分が行うケア提供に苅する責任をも っ て意思決定 し、 それを相手に説明す
る義務を自 覚 している

1 7 看護業務に従事 し続けるための知識と技術の継続的な努力 をする意思がある

1 8 スタ ンダー ドブリ コ ー シ ョ ン (普遍的感染予防策〉 、 感染管理の方策、 清潔
操作の重要性を意識 している

1 9 ケア提供における、 適切な専門医の診察 と 照室の必要'性がわかる

20 ケア提供において、 批判的でな く その人の持つ文化に敵意を持 っ た対応をIß\
がけている

2 1 女性と協働 レ、 女性達が健康に関する説明を受けて選択する こ と に刻 レての
支援的態度が取れる

22 相手の状況に応 じた コ ミ ュ 二ケー シ ョ ン を と る態度が取れる

23 女性と家族へのサ ー ビス向上のために他のヘルスワ ー 力 ー と 協働する態度が
取れる

24 セク シ ュ ア リ テ ィ に関する成長と 発達， 性的発達 と性行動 について知 っ て い
る

25 受胎と生殖に関する女性 と男性の解剖学と生理学を知 っている

26 セ ク シ ユ ア リ テ ィ 、 出産を取 り 巻 く 文化的規範 と慣習について知 っ ている

27 健康歴、 家族歴、 遺伝歴の内容を知 っている

28 生殖機能の評価 とその健康診査の内容と臨床横査の内容を知 っている

qJu
 
nU

 
1i

 

能力 必要性
で で ぜ 必で で ま き あ き ひ 必 要 あ

き き あ な ま な 必 要 な まる る L、 り L、 要 L、 ι



項 目

29 リ ブロ ダク テ ィ ブヘルス、 特に性感染症 CSTD) 、 HIV/AIDSに関する保健
教育の内容を知 っ て い る

30 コ ン ド ーム、 ピル、 IUD、 殺精子剤、 性周期を利用 した受胎調節j去を知 っ て
い る

3 1 受胎謂節j去を選択する必要のある女性へのカ ウ ンセ リ ング方法を知 っ ている

32 泌原器系感染と 性感染症の徴候と症状 を知 っ てい る

33 計画外あるいは望まない妊娠についての意思決定に関 する要 因 を知 っ て い る

34 性的問題、 家庭 内暴力、 山理的虐待、 ネグレク ト を含む対人関係の障害に刻
する力 ウ ン セ リ ングの指針と方法を知 っ てい る

35 健康教育や保健医療サービスを提供するための包括的な問診ができる

36 その女性の症状や訴え に焦点を絞 っ 疋健康診査が実施できる

37 ヘマ ト ク リ ッ ト値、 尿、 顕微鏡横査等、 一般的な臨床検査の必要性がわか
り 、 その介聞 と解釈ができる

38 健康教育 と基本的なカ ウ ン セ リ ング技術の適切な活用ができる

39 入手可能で、 文化的に 受容できる家族計画の方法が提供できる

40 行 っ たケアと継続 してみるべき事項に関する記録ができる

H あなた 自 身のこと についてお答えください。
該 当 する番号にOあるいは ( ) 内 に 該 当 する言葉、 数字をご記入ください。

I 性別 を お答え く ださい。
E 年齢 をお答え く ださい。

E 看護職 と しての就業経験があ り ますか。
は い と お答えの万にお尋ね します。
ill - 1  その職種は何ですかo 1 看護師
ill -2 就業年数は河年ですか。 C

2 女性1 男性
) 歳

1 Id:し 1 2 い い え

2 准看護師 3 その他 (
) 年 C ) ヶ 月

N 回産 コ ー ス、 あるいは回産師国家試験受験に!必要な全科目 の護修登録 を しま したか。
1 はい 2 い い え

はいと お筈えの方にお尋ね します。
W - 1 現在、 分娩介副件叡は伺例まで進んでいますか ?
W - 2 入院か ら退院までの受け持ち件数
W - 3 分娩 1 期か ら 4 期の受け持ち件数
W - 4  継続ケー スの家庭訪問の音無 1 あ り

fk
fk
r、

しなっι

V 現在の大学へ は編入学で したか。 1 はい 2 いいえ
1 はい 2 いいえ

V で 「 はし り と お答えの万にお尋ね します。
V - 1  伺年次編入学ですか。 C ) 年次編入学

ご協力 あ り がと う ございま した。
間封の封筒に入れ、 1 2同3日 まで仁ポス ト 仁障問く ださ いn
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ill. 学士課程で助産師教育を受けた助産師への調査

1 .  目 的

助産師学校 ・ 養成所数の推移をみる と 、 2000 年 4 月 には総数 124 校で、 内訳は大学 46、 短期大学専

攻科 35、 養成所 43 で、あ っ た も のが、 2004 年 4 月 には総数 144 校 と な り 、 専門職大学院 1 、 大学 82、

短期大学専攻科 28、 養成所 お と な っ た 1 )0 1 校あた り の養成者数は大学が極端に少ない実態はあ る も

のの大学で助産を と った卒業者の割合が徐々 に増加 してい る こ と は事実であ り 、 今後 も大学数そ の も の

の増加に よ り 、 助産師の養成数の増加 も 見込まれる。

一方で、 従来か ら 大学の卒業生は、 過密カ リ キ ュ ラ ムであ り 人間的陶冶が さ れていない、 技術が未熟

であ る な どの諸問題 も指摘 さ れて き た。 し か し、 その評価は卒業時の分娩介助件数や、 実習総時間数、

経験項 目 な どか ら評価 されてき たが、 果た し て内容的にそれで良いのか、 ま た継続的な評価 も さ れて こ

なかっ た。 以上の こ と を踏ま え、 今後は実際に助産師 と して就職 した後の評価を して い く 時期であ ろ う

と 考えた。

本格的調査を始め る前において、 大学の学士課程で助産師教育を受けた助産師に、 助産師 と しての就

職 した後の体験を聞 く こ と か ら 、 学士課程の助産師教育の鞘教を導 く と と も に、 学士課程で助産師教育

を修めた助産師への現任教育への示唆を得る こ と と する。

2 . 方法

1) 対象者 : 大学で、助産師教育課程を取っ た助産師 11 名

(臨床助産師、 教育者、 行政な ど さ ま ざま な分野で働いて い る助産師)

2) 期 間 : 平成 17 年 10 月 "'12 月

3) 内 容 : r大学で助産師教育課程を と っ た助産師 と して の 自 分の強み と 弱み」

「弱みの克服は ど の よ う に したかJ

デモ グラ フ ィ ッ ク デー タ は年齢、 臨床 ・ 教育等の助産師 と し ての経験

4) 方 法 : 研究者 2 名 に よ っ て、 同意の得 られた助産師に上記の内容でイ ンタ ビュ ーを実施 した。

イ ンタ ビ、 ュ ーは凡そ 20 分程度 と した。 許可を得て、 録音 し、 テープか ら 重要 と 思われ

る部分を抽出 した。

3 . 結果 (表 : 大学 4 年間で助産師教育を受けた強み、 弱み と その克服)

1) 対象者

対象者は卒後 8 ヶ 月 か ら 24 年に分布 してお り 、 1 年 目 2 人、 2 年 目 3 人、 4 年 目 、 10 年 目 、 17

年 目 が各 1 名 、 18 年 目 2 名 、 24 年 目 1 名 であった。 経験年数 10 年以上の 5 人中 4 人は看護 (助

産 を含む) 教育に従事 し ていた。

2) 大学で学んだ強み (イ州 リ は研究協力者の表現の引 用)

①お産全体を ケア してし て 姿勢

A : 自分は看護の 中に助産 も 含まれ ているo 1 : お産のど きについ ている のは当た り 前ど思っ て

いたけど、 結構驚く こ と があ る。 人 と の対応を し っか り 学んだ。 自分はそこ は絶対に大事に し
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ている。 G : 取 り 上げな く て も ケア し ている意識はあ っ た。 H.�お産全体をケア し てU 、 く 意識は

今 で も貫い てい る。 看護のケアと助産のケアの違いが私には分か ら な い。 G : 一組を重課 した

かかわ り に自信を持っ てい る。

② 個別性の あ る 枠に と ら われない人 間 理解が可能

A : 型どお り の必須事項の実施か ら対象者に合わせた内容に し ていた。 B : 保健指導は特別な

こ と ではない。 J : 大切なのは個人 の体験っ てと こ ろ で見直 しが必要

③ アセ ス メ ン ト 能力 、 情報収集能力 、 概念化能力

B : 自己薬の仕事に責任を持 てる よ う に調べ る な ど、 ただのメ ッ セ ン ジャ ーにな

ら な い。 C : ケース レポー ト や研究の取 り組み な ど周囲に驚かれた。 E : 情報の集め方や論文

の書き方な ど。 J :考え方とかアセス メ ン ト な ど違う っ て、 1 ， 2 年 し て田 り が見え始め る と感

じる K:研究の基礎的能力があ る こ と が役立っ た。

④ 地域保健シス テ ム が わか り 、 ケ ー ス を地域 に つ な げ、 資源の活用 な ど幅広い

A:家庭に帰っ てか ら の想定は思考の出発点。 J.:違 う 側面か ら 色々 考え る こ と

ができた。 亙 : 病院が最後の職場と思え な い、 次のス テ ッ プが踏め る。 ケース を地域につな ぐ

こ と を普通に でき る

⑤ 目 標 を持 っ てい る

F : 自分の呂標を持っ ている。 日 々 の業務で終わる のは嫌で、 発見の連続。

G : 知ら ない こ と を知る楽 し さ を知っ ている。

治 大学でさ宇んT三項喜子

① 看護技術の不足 に つ い て は感 じた も の と 特に感 じ ない も の が 半々

A 、 B 、 C、 D、 1 : 看護技術の縮かい点は分か ら なか っ た。 異常妊婦のケ

や妊婦健診や特有の技術の不足、 新生児に関する こ と 、 補助業務

J : 特に感じなか っ た。 G : 思っ た こ と はな い。 即戦力の期待には応え られ ていなか っ たか も

しれな い。 日 : 特にな い。

② 業務 と して の組み立 て の 困難 さ

E : 1 日が組み立 て られなか っ た。 何を先にやっ た ら い いのか、 一気に動き出すの で落ち込ん

だ。 日 : ケアの罵辺にあ る病棟業務と し てや ら な き ゃ いけな い部分とか、 そ こ の病棟で使っ て

い る 判断み た いな も のがあ り ま すが、 そ う い う の を 自分 で把握でき る力は弱し ゅミ も しれない。

技術よ り も業務と し て流れ をつかん でそれがで、き る か どう かを言われ てい る のか も しれない。

4) 弱 み の 克服

① 臨床 現場で聞 く 、 教わ る

A : できない こ と は できな い と 言っ て助け て も ら う 。 1 年経っ と でき る。 B : 教わっ て頑張っ

た。 1 : 回数を重ね る と できる よ う になる こ と はわか っ てい る。 時間が解決 した。

② 自 己 学習 (学習方法は得意)

C : 分か ら な く て も 、 何を見れば、 イ可を調べればわかる の でそれほ ど霞ら なか

っ た。 1 : 自分で調べな い と覚え な し 功ミ ら 、 勉強の仕方は分かっ てい る。

③ 受 け 入れ先の理解 ・ 病院 が大卒採用 と する 流れ

にdnu
 
守i



C : 看護部長が大卒に理解があ っ た。 E : 初め ての大卒採用 で、 比較ではな

く こ んな も の と い う 育て方を し て も ら っ た。 大事に された。 F : 師長 さんが期待通 り に い っ て

い る と い う。

G : できないと思わせる環境はなか っ た。 H : 実習 した病院に就職 し混乱はなかっ た。 K�病院

が大卒採用 し よ う と い う 流れ で幸い した。

④ 大卒仲間 の存在

4 ま と め

C : 同 じ大卒の先輩に教わっ て習得 した。 助け ら れた。 D : 3 人 間時採用

でき る 時期とかは違う けど気が楽だっ た。

大 学で助産師教育を す る メ リ ッ ト は、 看護(助産)の基礎教育の上で、 最 も 重要な対象の理解 と 、 そ の個

人や家族 に対す る 個別 的 な ケ ア と し 、 う 部分 を核 に教育 さ れて お り 、 ま た地域に ケー ス を つ な ぐの は 当 た

り 前、 お産全体 を ケ ア し て い く 姿勢が備 わ っ て い た。

ま た 、 専門職 と し て 、 生涯看護 を 学び続 け る 職種 と し て の基礎能力 で あ る 、 自 己教育力 と し て の必要

な 学習方法な ら びに職業人 と し て の ア イ デ ンテ ィ テ ィ や 目 標 を 持 っ て い る と い う こ と 、 他者 に伝 え る た

め の概念化能力 、 ま と め る 力、 書 く 力 が大 学教育 に お い て 教育 さ れて いた こ と は、 ま さ に 、 看護教育が

大 学教育へ と 進ん だ成果で あ り 、 助産師教育が 大 学で行われ て き た最大の意義であ る こ と を感 じ さ せた 。

一方、 デ メ リ ッ ト で あ る 技術 自 体 に つい て は 、 就職当 初確 か に 不 足感 を感 じ て い る も のが 多 く 、 そ の

後 の克服に よ っ て約 1 年で問題はな く な る と し て い る 。 ま た技術 自 体が 、 本 当 に充実す る の は さ ら に経

験や修練に よ っ て獲得 さ れ る ので あ っ て 、 実は業務 と し て の成 立 を 技術 と い う 言い 方 に な っ て い る の か

も しれ な い と い う 発言 も あ っ た。

克服 に つい て は、 大 学卒業者 の 受 け入れ も徐 々 に増加 し 、 助産師の 20%程度 が 大学で助産師教育 を 受 け

た助産師が就職す る こ と か ら 、 受 け入れ に なれて き た こ と も 大き な 要 因 で あ る こ と が わか っ た。

こ れ ら の結果か ら 見 る と 、 大学 4 年 間 で助産師教育 を 受 け た助産師た ち が、 現場の助産師 と して 十分

に活躍でき る 存在 と 思 え る が 、 一部 の 助 産 師 の デー タ で あ り 、 他の課程 で の 卒業者 と の比較 も し て い な

い の で 、 今 後 引 き 続き 検討 を し て い く こ と が 望 ま れ る 。
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資料 1 学士課程で助産師教育 を 受 け た 助産師への イ ン タ ビュ ー 同意書

2005. 11 .30 

大 学 の 4 年間 の 中 で助産師教育 を 受 けた 皆様へ

大学で助産を学んだ こ と の 強み ・ 弱 み に 関す る 体験 談 の語 り へのお願い

近年の 少子化社会 に よ る 母性形成及び育児 に 関す る 社会 問題や高齢化社会 に よ る 中 高年女性の健

康問題の増加への対応 に は、 看護師及び保健師の 専門 性 の みな ら ず助産師の 専 門性 も 同 時に備 え た看護

職の活動 が 不 可欠 と な っ て き てい ま す。 現在、 看護系大 学 の ほ と ん ど は看護師 と 保健師の統合カ リ キ ュ

ラ ム と な っ てお り 、 助 産 師 は科 目 選択 か コ ー ス 選択で教育 さ れて い ま す。

こ の助産師教育プ ロ グ ラ ム も 含 め た 3 職種の統合カ リ キ ュ ラ ム の 可能性を 考 え る た め に 、 「学士課程

の看護学統合カ リ キ ュ ラ ム にお け る 助産師教 育プ ロ グ ラ ム 開発 の た め の準備調査J を 文部科学省 よ り 科

学研究費の助成を いた だ き 実施 して お り ま す。

そ の 一部 と し て 、 大学で助産教 育 を 受 け た皆様 に 、 卒後 の助 産 師業務の体験 の 中 か ら 、 大学で教育を 受

け た 強みや弱み、 さ ら に は そ の 弱 み の 克服 に つ い て 、 自 由 に語 っ て い た だき た く 中 か ら 、 教 育の在 り 方

を検討す る 資料 と し て い き た い と 考 えて お り ま すn

イ ン タ ピ ュ 一時間 は、 お よ そ 30 分 を予 定 し 、 テ ープ レ コ ー ダーで録音 を さ せて い た だ き ま す。 尚 、

テープは、 逐語記録作成後、 責任 を 持 っ て 処分 し ます。 本デー タ は、 個 人 の 特定 が で き な い よ う に記号

化 し ま す と と も に 、 イ ン タ ビ ュ ー後 、 不都合な箇所が あれば削除、 あ る い は参加取 り 消 し も 可能です。

結果は 、 研究報告書な ど に 掲載 し、 発表 し て い く 予定で あ り ます。

遠藤俊子

干 409・3898 山梨県 中 巨摩郡玉穂町下河東 1 1 1 0 

山梨大学医学工学総合研究部 臨床看護学講座

TELIFAX 055・273・8 1 79 研究室直通

toshikoe@vamanashi .日c .in

同意書

本研究の趣 旨 について上記の説明 を受 け 、 イ ン タ ビ ュ ー に協力 し ま す。

年 月 日

参加者氏名
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大学の4年間で助産師教育を受けた強み、 弱み(インタビュー概要)
対象薯 卒後 臨床 履歴 大学で助産と学んだ強み 大学で助産と学んだ弱み 弱みの克服 インタビューアーの

年数 年数 感想
A 24 3 修士課程、 病院、 看護 他の新人と違うと思った」とは、 看護と

助
助
産

産
Jも

を
含
分

ま
けれ 看護技術の不足。 5週間の助産 現場で聞いてできるようにな 大卒看護職自体が珍しい時

教育 (短大、 大学など) ていないところ。 自分は看護の中に「 学実習は輝かったので、 看護技術 っ
い
た
Jと

。 できない」とは「できな 期。 新人時代から 「考える
主
産

主
師

盃
学

と
校
考
)
えていたが、 他の新人は (看護学

}ょ
校
うだ

+
つ
取 の細かい点がわからなかった。 言って助けてもらった。 看護Jが行えていたことが

看護と助産が別物と捉えている 年たつと変わらなかったよう わかる。
た。 退院後の地域での生活もごく 自 然に視野に入 巨星三
れていた個別性のある、 枠にはまらない保健指導
を行う意識が強かった。 他の新人は集団指導

を実
の

施
「対

浴指導J r退院指導Jで型どおりの必須事項
していたが、 自分は対象者の看護記録を見て内容
を考えて行っていた。 自分は家庭に帰ってからのこ
とを想定するところが出発点であると思っている。

B 1 8  1 2  病院、 修士課程、 看護 保健指導ができた。 保健指導も 自 然に看護職と
特

し
別
て 看護技術不足、 助産師学校の同 同期に教わってがんばった。 統合カリキユフムというよ

教育 (大学) やらなければいけないと思える。 (保健指導は Z 期は臨床経験があったが、 自 分 点滴のつなぎ方。 ニ方活栓右 り、 当時の大学入学者の特
なこと・ ・ と構えることなく) 配薬するときには、 自分可 はないのに、 新人看護職として ど。 徴 (科学的思考、 看護は専
配薬の仕事に責任を持てるように薬を本で調べて の研修がなく、 困った。 大学での 門職であるという 自 負) が反
から行った。 大学で基礎の教官が「ただのメ

| と
ツ
話
セ

し
ン
た
三 看護教育そのものが理解されて 映されている

ヤーになるな、 専門職としての責任を持て」 いない時代だった。 周産期 (妊娠
のが記憶にあったからだと思う。 技術がない分しつ 期) の疾患の知識不足 ・切迫な
かりやろうと思った。 ど異常妊婦のケア、 妊婦健診が

わからないメトロ 、 コルポ等の介
助と管理をやったことがなかっ
た。

C 1 0  3 病院、 国際協 力 、 看護 大学で何度も書いていたので、 ケースレポートなど 技術不足。 助産師学校卒は病棟 閉じ大卒の先輩に教
こ
わ
助
っ
け
て

ら
望 統

活
こと

合
、

が
他
力

あ
瞳
リ

た

で
種

は

り
に
ま

、
も
地

え
目
に

域
を
で

で
向
品

の
け

生
る教、 修士課程、 博士課 が楽に書けた。 2年 固 なのに

連
、 小

携
児
に
病
関

棟
す

の
る

修
研

士
究

を
を

仕
r: 

実習が長い分、 すぐ動ける。 知 得した。 大卒の先輩!
程 た先輩とNICUと産科病棟の 識も少ない。 知らない」とが多か れた。 看護部長が

し
た

て
「

。

大
い
(マ

卒
る
グ
J
は
と

ネ

頭
メつ取り組み、 周囲に驚かれた。 地域の社会資源の紹 った。 助産師学校の卒業生より づくりがしっかり 受け入れ側の変化によっ

介、 ケースワーカーへの照会など院内、 院外の他 も判断もあさはかだった。 卒に理解があっ て、 より大きく育つ。 自分で
職種へつなぐことを当然のこととしていつも考えてL トホスピタルといわれるほど 伸びる可能性がある。
た。 教員になってからはかたちを教えるのではなく、 の大卒就職者が多かった病
根拠にこだわり、 学生に根拠の大切さをたたき込ん 院) わからなくても、 何を見れ
でいた。 ぱ、 何を調べれlまよいのか学

習方法がわかっていたので、
それほど困らなかった。

D 2 1 .8 病院 一気r=学んだという気がありますけど、 あの実習 しいて昂
て
え

困
ば

つ
、 新生児看護の経 分からない」とを分からな 集中して学ぶ」ともいいか

の乗り越えたんだから、 できるという充実感はあ 験がなく た。 最初のことだ いままにしない。 自分でも調 も ? そのままにしないで学
りますね。 先輩L聞くと、 5 月 にとって、 次は 8 月 ですけど。 できたかできないかわ ベるけど、 教えてもらい、 次 習していく様々な方法
でと点々としていたらしいけど、 集中して例数も確 からないうちに、 どんどんとるデ 園田らないようにしている。
保されたけど、 話によると4とか 6 例で終わったら メリットも確かにある。 本は買うようになった。 3 人
しいですし。 同時に就職したけど、 でき

るようになる時期とか違うけ
ど、 気にしていない

資料2

-
H
O
∞
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E 2 1 .8 病院 研究能力とか期待されている。 コンビューター扱 1 日 が組み立てられなかった。 何 結構悩んでから、 聞く」とが 概念化能力 や、 学習の方法
えるのとか、 情報の集め方とか、 論文の書き方と を先r::ゃったらいいのか、 何時 多くて。 聞きやすい先輩を がしっかりついているので、
か聞かれる。 自 分 自 身は調べたりするのは、 良〈 に誰をしてとか一気に覚えて、 一 みつけて聞く。 大学で助産 1 年経過したら強くなってき
すると思う 。 気に動き出すというのができな 修えた助産師を始めて採用 た 自分を感じている。 受け

かった。 自分が分かっていると思 されたので、 比較とかでは 入れ病棟の対応も大きい。
っていたけど、 実はわかっていな なくこんなものという育て方
くて、 どん落ち込んだりした。 最 をして毛らった。 学ぶのが楽
初、 看護業務というか分娩以外 しい。 知識が増えて。
のことになれることが求められる
から。 1 年 目 の時はそんなことば
かり考え落ち込んで、いたけど、 今
はあまりそういうことはなくて、

主
自

分が駄 目 というより、 ぶつかっ
としても、 此れをどうしよう、 どう
解決しようと前向きに変わってき
Tこ。

F 2 1 .8 病院 自 分の 目揮とかきちんと持てているように思う。 就職したらお産だけではなく、 他 日 日 の業務で終わるの は ブライド、 目 標持っている
やる気があるってずっと言われています。 のスタッフへの報告とかも一杯あ いやだ、 いつも発見し、 目 標

って、 卒業後受給調節実施指導 ありますよ。 看護師長さん
員の講習に行ったけど、 内容は が、 育て方が良かったって
全部学生時代に習ったものだっ 言っています 。 期待通りに
た。 何で大卒はもらえないと思つ いっているって
たけど、 別に思い出せたし、 まあ
L、L、かとL、うくらし、。

G 1 8  5 病院、 看護教育、 修士 看護を専門職とするアイアンナイアイは強かった。 息った」とはない。 お産は最後は おそらく卒業した大学の系 弱みと思った」とがな1.，(就
課程、 博士課程 お産をとることにすごくこだわっている助産師はい 医師がとっていたけど、 ケアして 列病院で、 5 人中 4 人は間 職する病院の対応いか

たが、 取り上げなくてもケアしている意識はあっ いる意識はすごくあった。
を
1
持
期

つ
を 期でしたために、 できないと ん) ?

た。 重視したかかわりに自信 思わせる環境はなかった。
ています。 しかし、 臨床の人たち 知らない」とを知る楽しさを
が求めるのは、 即戦力としたら大 知っているo 研修やセミナー
卒は良くないかも知れない。 1 ，2 にも参加したけど、 できない
年経てばやっぱり遭うと求めても からという意識ではなかっ
らえるから 、 そういう風にだんだ た。
んなっていくと思う。

-
]5mw
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H 1 7  1 1  病院、 看護教育、 修士 お産をとる」とにものす�<�だわっている専門学 特1=ない。 段取りはつかんで、 ケ 実習した病院に就職し、
は

お
な

お産全体のケアの必要性
課程 校の出 身者に違和感を覚えた。 お産全体をケア アの周辺にある病棟業務として 産をとることにこだわり (教育) が基本に現在まで姿

していく意識は今でも貫いています。 会陰切聞を やらなきゃならない部分とか、 そ かった「ケアがいいj といわ 勢になっている
するかどうかより、 その人が入れる、 入れないを この病棟で使っている判断みた れるから就職したので、 混
どう思っているかの方が大事と思っていた。 お産 いなものありますが、 そういうの 舌Lはなかった。
を何例取ったで評価されることにも・ ・ ・ 。 大学で受 を 自分で把握してできるようLな
けた教育で、 どこの部分が助産師としての教育な る力 は大学生は確か1=ないかな
のかは講義では明確ではない。 看護としてのケ 主

立
星
す

三
る
。
だ
10

け
例
の

し
技
た
4
って、 10 例で自

アと助産としてのケアの違いが私には分からな 術が確立するわ
い。 あるの ? けではないので、 どういう教育受

けても無理。 技術よりも業務とし
て流れをつかんで、 それができる
かどうかを邑われているのかと
思う。

0.8 診療所アルバイト，修士 短時間でやったから」そ濃くて、 思い出すんで 働き初めて一番困ったのは、 点 できない」とはできないとは 看護(助産) の基本的な考え
課程 す。 お産の時、 付いているのは当たり前って思つ 滴とかそういう補助業務が、 スム っきり 田 い、 准看護師さんで が根づきしっかりしている。

産
てい

商
た
E

けど、 結構驚く」とがある。 そばにいない助 ース1=できなくて。 時間が経て もできる人に教えてもらう。 技術は獲得しつつある。 学
いる。 自 分は、 そこは絶対大事にしていま ば、 何とかなる」とですが・ ・ 。 探 ある意味の開き直りもする。 習の仕方が分かっているの

す。 人との対応をしっかり継続などでも学んだ。 血はいいにしても、 中 に入るもの しかし、 回数を重ねるとでき で安心感がもてる。
短期間だからって、 対象者の方とかかわりが薄 は心配で。 とりあえず業務をさっ るようになる」とがわかつて
かったというわけではないと思う。 I 期が一番重 と覚えてくれみたいな感じになる いる。 時間で解決する。
要と思える」と。 お産の技術もうまさとか、 押さえ と嫌だなと。 人が少ないところだ イメージトレ一一ンクするん
る強さとかも大事だけど、 どうかかわっていられる と 応援もとめても来てくれない です。 みて学ぶことも多く、
かを大事にしてきた。 から怖いという恐怖心があり、 少 それも現場で徐々 に獲得で

ないと」ろ1=は行きたくない。 きます。 調べるのもする。
か
皇

分で調べないと貰えない
らします。 勉強の仕方を教
えたとよく昌われたから。

J 4 3 病院、 修士課程 3 つ全部の課程をカリキユフムにもっていたので、 特に感じなかった。 正常しかして 大卒が珍しいとおもわれ 対処能力が身1=ついてい
違う側面から 自 分は色々な考えができることです いない」とぐらい、 これだけ医療 て、 あと 1 0 年ぶりの助産師 る。 統合カリキュラムのよさ
かね。 学生時代の継続ケースの学習は意義があ 関与が多くなっている産科医療 の採用だっ

ま
た

こ
のうで

だ、つ
主
た
主
と

l
か三

を認めている
った。 保健指導などについて、 大切なのは個人の だから、 少しは正常以外の妊婦 さ

た
れ
ま

た。 昔l っ
体験ってと」ろで見直しなど必要と思います 。 比 や新生児もしてよかったかなとも に言われたけど、 それ
較的、 大卒の方が多いと」ろLいった友人達に、 思う。 時間はないですね。 が悲観的ではなかっ

て
た
き

。
だ
私
E 考え方、 アセスメントなどが違うって認識できるの はこうし巧風にやっ

は、 1 ， 2 年して回 りが見え初めやとき1=感じると 説明して理解してもらった。
いう」とを聞きます。 早産や低出生体重児の出

生時ケアなど呼んでもらっ
て学ぶようにした。

ー
]戸
。
|



第N章 外 国 の 大 学 に お け る 助 産 師教 育 プ ロ グ ラ ム

1 . 外 国 の 大 学 の お け る 助 産 師 教 育 プ ロ グ ラ ム

1 ) は じ め に

第 3 班 は 「 学 士 課 程 の 看 護 学統 合 カ リ キ ュ ラ ム に お け る 助 産 師 教 育 プ ロ グ ラ ム 開 発 の た

め の 準 備 調 査 J の 役 割 分担 と し て 、 外 国 の 大 学 に お け る 助 産 師 教 育 プ ロ グ ラ ム 内 容 の 検 討

を 目 的 と し て 、 本 調 査 を イ ン タ ー ネ ッ ト や郵 送 に よ る 既 存 資 料 の 分析 と 訪 問 調 査 に よ っ て

お こ な っ た 。 し か し 、 訪 問 時期 の 関係 上 、 こ こ に は 、 既 存 資 料 の 分 析 結 果 の み を 掲載 し た 。

2 ) 目 的

外 国 の 大 学 に お け る 助 産 師 教 育 の 制 度 、 お よ び カ リ キ ュ ラ ム 内 容 に つ い て 調 査 し 、 そ の

特 徴 を 明 ら か に す る 。

3 ) 調 査 方 法

( 1 ) 対 象 国 の 選 定

対 象 国 の 選 定 は 、 次 の 理 由 で 3 国 を 選 定 す る こ と と し た 。

イ ギ リ ス : 大 学 学 部 教 育 の 中 に Bachelor of Midwifery を 設 け 、 こ の シ ス テ ム を 世 界 の 中

で 先 駆 け て 始 め た 国 で あ る 。

オ ー ス ト ラ リ ア : 現 在 助 産 教 育 の 教育 制度 が 複雑 多 岐 で あ り 、 さ ま ざ ま な 方 向 か ら 行 わ れ

て い る 国 で あ る 。

タ イ : 日 本 と 同 じ よ う に 学 部 教 育 の 中 に 、 基 礎 教 育 と し て 位 置 づ け ら れ て 行 わ れ て い る 国

で あ る 。

英 語 圏 で あ る た め 、 資 料 が 収集 し や す い 。 ま た 研 究 班 の 分担者 が そ れ ぞれ の 国 と コ ン タ

ク ト を と る 何 ら か の 手段 を 持 っ て い た と い う 理 由 か ら 3 国 を 選 定 し た 。

( 2 ) 資 料 の 収集 方 法

① イ ギ リ ス か ら の 情 報 収 集 : 分 担 者 の 知 人 を 通 し 、 ロ ン ド ン に あ る Thames Valley 

University の Midwifery Program の Program Handbook を 取 り 寄 せ 、 そ の 内 容 の 分析。

同 様 に イ ギ リ ス Nursing & Midwifery Council か ら Stan dards of proficiency for 

pre-registration midwifery education を 取 り 寄 せ 、 そ の 内 容 の 分析 を 行 っ た 。

② オ ー ス ト ラ リ ア : オ ー ス ト ラ リ ア は 大 学 の ホ ー ム ペ ー ジ を 中 心 に 掲 載 さ れ て い る シ ラ

パ ス の 分 析 、 分 担者 が オ ー ス ト ラ リ ア で集 め た 資 料 、 お よ び助 産 教 育者 と の デ ス カ ッ シ ョ

ン か ら 得 ら れ た 情 報 。

③ タ イ : 分 担 者 の 知 人 か ら 取 り 寄 せ た Mahidol university の 母 子 看 護 と 助 産 I の シ ラ

パ ス 、 タ イ の The Nursing Council of Thailand の ホ ー ム ペ ー ジ か ら の 情 報 で あ る 。

( 3 ) 分 析 方 法

各 国 の 助 産 教 育 制 度 、 カ リ キ ュ ラ ム の 内 容 等 に つ い て 丁 寧 に 記 述 し て い く 。

4 ) 倫 理 的 配 慮
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各 国 か ら 取 り 寄 せ た 資 料 は 、 こ の 研 究 に の み 使 用 す る も の で あ る こ と を 説 明 し 、 同 意 を

口 頭 あ る い は メ ー ル に て 得 て い る 。 ま た 、 Mahidol University の シ ラ パ ス は 日 本語 に 翻

訳 す る 旨 を 説 明 し 同 意 を メ ー ル で、 説 明 し 、 同 意 を 得 て い る 。

5 ) 結果

( 1 ) オ ー ス ト ラ リ ア

① 教 育制 度 に つ い て

オ ー ス ト ラ リ ア は 病 院 付 属 の 看 護 学 校 で の Diploma 教 育 か ら 1984 年 、 3 年 間 の

Bachelor of Nursing の 大 学 教 育 に 一 斉 に 切 り 替 え て い る 。 こ れ に 伴 い 助 産 師教 育 は 大 学

院 教 育 へ 変 わ っ て い く こ と と な る 。 し か し 、 2000 年 前 後 か ら Direct entry を 取 り 入 れ た

助 産 課 程 B achelor o f  Midwifery の 動 き が あ る 一 方 で 学 部 教 育 を 4 年 と し 、 Bachelor of 

nursing と Bachelor of Midwifery の f 二 つ の 学位 を 同 時 に 取得 す る と い う よ う な コ ー ス

が あ り 、 オ ー ス ト ラ リ ア の 助 産 師 教 育 は 様 々 な プ ロ グ ラ ム が 提 供 さ れ て い る 。 こ こ で オ ー

ス ト ラ リ ア の 助 産 師 教 育 制 度 に つ い て 紹 介す る 。

a.助 産 の 大 学 院 教 育

Graduate Diploma i n  Midwifery/ Master of Midwifery 

オ ー ス ト ラ リ ア の 助 産 教 育 は 、 Bachelor of Nursing を 終 了 の 後 に位 置 づ け ら れ る も の し

て 、 Graduate Diploma in Midwifery と い う 1 年 の 教 育 が あ る 。 こ の 入 学 資 格 と し て は 、

ナ ー ス と し て の ラ イ セ ン ス を 持 ち 、 少 な く て も 1 年 以 上 の 臨床 経 験 を 有 す る こ と を 求 め て

い る 。

修 業 年 限 は full-time period が 1 年 、 Part time Period が 2 年 で あ る 。 そ の カ リ キ ュ ラ

ム 内 容 は 、 日 本 の 助 産 師 指 定規 則 に 準 じ る よ う で あ る 。

Graduate Diploma で 単 位 の 取 れ て い る も の は 希 望 に よ り Master of Midwifery に 進 む

こ と が で き 、 さ ら に こ の コ ー ス で 1 年 か け て 、 単位 を 修 得 し 、 修 士 の 学位 を 取得 す る こ と

に な る 。 こ の 場 合 、 修 士 課 程 の 48credit points 中 24credit points が 免 除 さ れ る 場合 も あ

る 。 ま た 、 graduate Diploma in Midwifery の 24 credit points に さ ら に 48credit points を

課 す 大 学 も あ り 、 一 様 で は な い 。

Mater of Midwifery を 純粋 に 2 年 間 の 助 産 師職 能 教 育 と し て カ リ キ ュ ラ ム を 構 築 し て い

る と こ ろ も あ る 。 入 学者 の 条 件 は や は り 臨 床 経 験 を 有 す る こ と で あ り 、 2 年 間 で 48credit

points を 取得 す る よ う に な っ て い る 。

オー ス ト ラ リ ア の 助 産 の 教 育 の 基 本 は 、 Graduate Diploma in Midwifery の 1 年 課 程 で

助 産 の ラ イ セ ン ス を 得 る こ と が で き る よ う に カ リ キ ュ ラ ム が 組 ま れ て い る こ と が 多 い 。 さ

ら に そ の 後 に 修 士 課程 を 設 け て い る 。 し か し 、 そ の 修 士 課 程 の カ リ キ ュ ラ ム は 大 学 問 に よ

っ て 多少 の 違 い が あ る 。 大 学 院 は 助 産 師養 成 の た め の コ ー ス と 研 究 を ベ ー ス に し た コ ー ス

と に 区 別 さ れ て い る 。

b. ダ イ レ ク ト エ ン ト リ ー Direct Entry Midwifery (DEM) 

オ ー ス ト ラ リ ア の 助 産 師 教 育 に お い て 、 1990 年代 後 半 に 大 き な 変 革 の 波 が 訪 れ る こ と に

な る 。 Direct Entry Midwife E ducation で あ る 。 こ れ は 、 従 来 の B achelor of Nursing の

つ臼1i
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後 に Graduate Diploma in Midwifery で 助 産 の ラ イ セ ン ス を 取 得 す る の で は な く 、

Bachelor of Midwifery と し て 看 護 の ラ イ セ ン ス を 持 た ず に 直接 助 産 の ラ イ セ ン ス を 取得

す る と い う も の で あ る 。

1999 年 に 第 1 回 の The Australian Direct Entry Midwifery Education Newsletter No . 1  

が 発行 さ れ て い る 。 こ こ で は 、 DEM の 提 案 大 学 で あ る 南 オ ー ス ト リ ア 大 学 、 フ ィ ン ダ ー

ズ 大 学 の 助 産 教 育 関 係 者 が DME の 必 要 性 を 説 く ほ か 、 大 都 市 病 院 の 看 護 部 長 、 地 方 病 院

看 護 部 長 、 州 衛 生 部 関 係 者 、 南 オ ー ス ト ラ リ ア 州 看護 協 会等 が 意 見 を 交 換 し て い る 。 こ の

よ う に 数 年 間 の 論 議 の 末 、 2 002 年 南 オ ー ス ト ラ リ ア 州 、 ヴ ィ ク ト リ ア 州 の 大 学 の 一 部 で D

E M 教 育 で あ る Bachelor of Midwifery が 発 足 し て い る 。

D E M の 必 要 性 と し て い く つ か あ る が 、 明 確 な 回 答 と し て は 、 助 産 師 不 足 が 挙 げ ら れ て

い る 。 特 に 大都 市 で は 深刻 で あ り 、 さ ら に 助 産 師 の 平 均 年齢 の 高 齢化 も 指 摘 さ れ て い る 。

現 在 は 助 産 師養 成 に 4 年 を 要 し 、 早 急 な 数 の 確保 の た め に D E M が 必 要 で あ る と い う の が

主 な 理 由 と な る 。 さ ら に 3 年 の 年 限 は 、 助 産 教 育 年 限 を 短 く す る こ と に な り 、 そ れ が 教 育

コ ス ト を 下 げ る こ と に な る と し て い る 。

ま た 、 現 在 の マ タ ニ テ ィ ケ ア の モ デ ル が 変 わ り つ つ あ り 、 こ の 中 で 強 調 さ れ る の が

Women's Centered で あ り 、 継続 ケ ア で あ る 。 ま た 助 産 師 の 主 体性 を 持 っ た ケ ア の 必 要 性

か ら こ の 教 育 が 必 要 で あ る こ と が 唱 え ら れ て い る 。

2005 年 南 オ ー ス ト ラ リ ア 大 学 で 1 0 名 の 卒 業 生 を 輩 出 し て い る 。 2004 年 サ ウ ズ ウ ェ ル

ス 州 の 一 部 の 大 学 が D E M を 開 設 し 、 2007 年 を め ど に ク イ ン ー ズ ラ ン ド 州 の 大 学 が D E M

の 開 設 を 考 え て い る 。 今 後 D E M へ の 助 産 師 教 育 の シ フ ト が 考 え ら れ る 。

c . ダ ブ ル デ ィ グ リ ー と し て の 学 部 教 育 Bachelor of Nursingl Bachelor of Midwifery 

オ ー ス ト ラ リ ア の 学 部 教 育 は 3 年課 程 で あ る が 、 ダ ブ ル デ、 ィ グ リ ー つ ま り 、 二 つ の 学 士

を 同 時 に 取得 す る こ と が で き る カ リ キ ュ ラ ム が あ る 。 例 え ば 、 看 護 学 と 心 理 学 の 学位 を 同

時 に 取 得 す る 、 あ る い は 看 護 学 と 経 営 学 と い う よ う な も の で あ る 。 こ の 時 の 修 業 年 限 は 4

年 と な る 。 こ の 発 想、 か ら 看護 学 と 助 産 学 の 学位 を 同 時 に 取 得 す る と い う ダ ブ ル デ ィ グ リ ー

の カ リ キ ュ ラ ム を 提 供 し て い る 大 学 が あ る 。 Australian college of Midwives の ホ ー ム ペ ー

ジ で 提 供 し て い る ダ ブ ル デ ィ グ リ ー の 助 産 プ ロ グ ラ ム 提 供 大 学 は LA TROBE 

UNIVERSITY( ヴ ィ ク ト リ ア 州 ) と CHART STURY UNIVERSITY ( ニ ュ ー サ ウ ル ズ ウ エ ル

ス 州 ) に あ る 私 立 大 学 で あ る 。 オ ー ス ト ラ リ ア の 主 要 な 大 学 の カ リ キ ュ ラ ム を 見 る 限 り に お

い て 、 助 産 学 と 看護 学 の ダ ブ ルデ ィ グ リ ー の カ リ キ ュ ラ ム を 提 供 し て い る の は こ れ ら の 大

学 だ け で あ る 。

オ ー ス ト ラ リ ア の 助 産 師 制 度 と し て は 、 多 様 な コ ー ス が 提 供 さ れ て い る 。 し か し そ れ ぞ

れ の 教 育 は 各 州 の 看 護 ・ 助 産 協 会 が 示 す Pre-registration midwifery の 基 準 プ ロ グ ラ ム に

準 じ て 構成 さ れ て い る 。 こ れ は 、 学 生 に よ る 教 育 の 選 択 の 幅 を 広 げ ら れ て い る と 解釈 す る

こ と が で き る 。 し か し 、 そ の 教 育 の 質 の ば ら つ き と い う デ メ リ ッ ト も 考 え ら れ る 。

② カ リ キ ュ ラ ム の 比 較

a""' d に 示 す よ う な 科 目 名 で そ れ ぞ れ カ リ キ ュ ラ ム が 組 ま れ て い る 。
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a. Graduate Diploma in Midwifery (Queensland University of Technology) 

合 計 48 credit points ( 1 年 間 )

Clinical studies in Midwifery A 

Contemporary Practice Issues 

Foundations of Midwifery Practice 

Introduction to Quantitative Research methods 

Complex Issues for Childbearing Families 

Clinical Studies in Midwifery B 

Sexual and Reproductive Health 

Critical Issues in Neonatal Care 

a' . Queensland University of Technology の 実 習 に つ い て

実 習 要 綱 を 資 料 に ど の よ う に 実 習 が 組 み 立 て ら れ て い る か を 示 す 。 実 習 は 主 に 6 つ の

内 容 で 構 成 さ れ て い る 。 継続 実 習 ( 妊 娠 期 か ら 産 樽 ま で の 1 人 の 女性 と 家族 を 受 け 持 ち 、

そ の ケ ア を 行 う ) 、 地 域 母 子 保 健 実 習 ( 家族 計 画 協 会 、 地域 の サ ポ ー ト グ ル ー プ 、 保健

セ ン タ ー な ど で の 実 習 ) 、 分 娩 室 実 習 ( 分 娩 介 助 実 習 ) 、 産 樗 実 習 ( 産 樽棟 、 訪 問 看護 、

地域 サ ポ ー ト グル ー プ と の か か わ り ) 、 N I C U 実 習 、 地域 と の 連携 実 習 で あ る 。 助 産

師 の 働 く あ ら ゆ る 場 の 体験 、 女性や そ の 家族 を 継続 的 に ケ ア す る こ と を 体験 す る た め に

構成 さ れ た 内 容 に な っ て い る 。

そ の ほ か に 臨床 で の 経 験項 目 が 示 さ れ て お り 、 学 生 は そ の 項 目 を 実 習 中 に 経 験 で き る

よ う に 実 習 を 進 め て い く こ と と な る 。 例 え ば 、

助 産 師 が 持 っ て い る 能力 : 妊娠 中 の 健 診 、 妊 娠 中 の ヘ ル ス ア セ ス メ ン ト 、 分 娩 期 の ア セ

ス メ ン ト 、 分 娩 第 1 期 の ケ ア 、 分 娩 介助 、 産 掃期 の ア セ ス メ ン ト 、 新 生 児 の ヘル ス ア セ

ス メ ン ト 、 新 生 児 の 呼 吸 管 理 を 経 験項 目 と し て 示 し て い る 。

妊娠期 の ケ ア : 助 産 師外 来 の 見 学 1 回 、 初 回 妊婦 の 問 診 を 5 回 、 妊 婦 の 健康 診 査 5 回 、

妊娠期 の 妊 婦 の 腹 部 触診 20 回 経 験 回 数 が 示 さ れ て い る 。

分娩期 の ケ ア : 入 院 診 察 5 回 、 分 娩 期 の 進 行 ア セ ス メ ン ト 5 回 、 分 娩 進 行 中 の 内 診 、 お

よ び腹 部 触 診 5 回 、 分 娩 介助 20 回 、 分 娩 進 行 中 の 産 痛 ア セ ス メ ン ト 4 固 と な っ て い る 。

以 上 の よ う に Australian college of nursing が 定 め る 助 産 師 の competences を 考 慮 し 、

修 了 時 点 で 、 新 人 助 産 師 と し て の 適 正 を 獲 得す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。 実習

内 容 の 組 み 立 て は 、 日 本 の 助 産 実 習 と 似 た よ う な 組 ま れ か た で あ る 。 オ ー ス ト ラ リ ア は

Bachelor of Nursing で母性看護 学 実 習 は な く 、 ま た 、 大 学 に よ っ て は 母性看護 学 の 講

義 も 選 択 科 目 と し て 開 講 さ れ て お り 、 こ の 1 年 が 母性看護 学 、 助 産 学 に 始 め て 触れ る こ

と に な る 。

分 娩 介 助 20 例 は 日 本 の 2 倍 と な っ て い る 。 実 習 病 院 は 分娩 件 数 が 年 間 5000 件 も あ る

施 設 で あ る た め 、 可 能 な 数 と 考 え ら れ る 。

b.  Mater of Midwifery( 助 産 師養 成 コ ー ス )

合 計 48 credit points (2 年 間 )

Midwifery Practice l 

Midwifery Practice2 

(University of Wollongong) 
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Midwifery Practice3 

Human reproduction 

Midwifery in the Social Context 

Legal and Professional Issues 

Midwifery Management 1 

Midwifery Management 2 

Reflective Practice 1 

大 学 院 修 士 課 程 で は こ こ に 示 し た よ う に 助 産 師 養 成 を 目 的 に し た 修 士 課程 と す で に 助 産

師 登録 さ れ て い る 助 産 師 が 、 さ ら に 研 究 や 上 級 の 助 産 能 力 を 身 に つ け る た め の 修 士 課 程 が

開 設 さ れ て い る 。 特 に 次 に 述 べ る Bachelor o f  Midwifery を 開 設 し た 大 学 で は 、 後 者 の 色

合 い を 持 っ た 修 士課 程 と な っ て い る 。

c. Bachelor of Midwifery と Bachelor of Nursing ((University of Technology Sydney) 

Bachelor of Midwifery 

合 計 1 44cp 

1 学年

Midwifery knowledge and practice 

Foundations of midwifery practice 

Anatomy and physiology: Pregnancy and 

Childbirth 

Health assessment for midwifery practice 

Midwifery practice : Supporting Women 

The meaning of Birth 

Evidence-Based Practice(Midwifery) 

Ethics and law in Midwifery practice 

2 学年

Indigenous Health :Women and Babies 

Essentials of pathophysiology 

Midwifery practice :Surgical 

Midwifery practice :Acute care 

I Child and Family health 

Complex new born care 

I
�叫x midw向 …e

|
Introductory pharmacology 

I microbiology 

Bachelor of Nursing 

合 計 144cp 

1 学年

Fundamentals Pathophysiologyl 

The discipline of  Nursing 

Adult nursing: cardiovascular 

Adult nursing: respiratory 

Fundamentals P athophysiology2 

Nursing relationships 

Adult nursing: renal and reproductive 

Adult nursing: GIT and orthopaedic 

2 学年

Fundamentals P athophysiology3 

Foundations of children's nursing 

The family in health and illness 

Adult nursing: neuro-endocrine 

Fundamentals Pathophysiology4 

Foundations of mental health nursing 

Primary health care 

and I Adult nursing: .cellular alterations 
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3 学年 3 学年

Australian health care system 

Challenges in midwifery practice 

Rural midwifery practice 

Continuity of midwifery care 

Collaborative midwifery practice 

International perspective 

Midwifery caseload practice 

Focused midwifery practice 

Inquiry in nursing  practice 

Practice interactions 

Practice development1 

Option practice development2 

Comprehensive health assessment 

Organizational relationships 

Option practice development3 

Option class 

3 年 間 の 中 で 、 生 殖 器 系 に 関 す る 解 剖 、 生 理 学 、 病 理 学 の 基礎 医 学 に 関 す る も の 、 正 常 、

異 常 の 妊娠 ・ 分娩 ・ 産 祷 に 時 間 を か け た カ リ キ ュ ラ ム の 展 開 が 行 わ れ て い る 。

d .  Bachelor of Nursing IBachelor of Midwifery ダ ブ ル デ イ グ リ ー カ リ キ ュ ラ ム

( LA TROBE UNIVERSITY) 合 計 540cp 

1 学年 2 学年

Introduction to behavioral health science 

A 

Nursing art and science 

Information literacy for nursing 

Foundations of midwifery 

Introduction to human body 

Fundamentals of nursing practice 

Health assessment for nurses 

Introduction to behavioral health science 

B 

Anatomy: Organs 

Human body function 

Pregnancy in m idwifery p ractice 

3 学年

Gerontological nursing 

Neonata l  midw ifery practice 

Interdisciplinary professional practice 

Managing complex interactions in nursing 

Comprom ised p re gnancy 

Mental health nursing practice 

主ommunity nursing practice 

Acute nursing practice A 

Pathophysiology in nursing 

Promoting health in nursing practice 

Normal b irth & postnatal A 
Medical management of nurses 

Evidenced based nursing 

Law，Ethics and Accountability for nurses 

Normal b irth & p o stnatal B 
Child and family nursing practice 

1 4 学年

I Nursing the future 

Compromised b irth A 
Acute nursing practice B 

Acute nursing practice C 

Midwi fery/ nurs ing e lective 

app rove d list 

fro m  

一一一_l�omp rom ise d b irth B 

FO
 



こ の 大 学 の ダ ブル デ ィ グ リ ー の カ リ キ ュ ラ ム は 、 1 年 か ら 4 年 に か け て 助 産 に 関 す る 科

目 が 配 分 さ れ て い る 。 も と も と 3 年 間 の 学 部 教 育 で あ り 、 そ こ に プ ラ ス 1 で 助 産 教 育 が 行

わ れ て い た オ ー ス ト ラ リ ア で 、 B achelor of Midwifery が で き た こ と に よ っ て 、 こ の ダ ブ ル

デ ィ グ リ ー は 実 現 す る こ と に な る 。 こ の 大 学 で は 、 ダ ブル デ ィ グ リ ー カ リ キ ュ ラ ム は 数 多

く 組 ま れ て い る 。 そ の 場 合 そ れ ぞ れ 単 独 の Bachelor of 何 が し と い う 学 部 カ リ キ ュ ラ ム が

存 在 し て い る の で あ る が 、 Bachelor of Nursing が 単 独 で 存 在 し て も 、 Bachelor of 

Midwifery は 存 在 し て い な い 。 も と も と 存 在 し な い B achelor of Midwifery を ダ ブ、 ル デ ィ

グ リ ー と し て 取 り 入 れ た の は 興 味 深 い こ と で あ る 。

ま た 、 Bachelor of Nursing + Graduate Diploma of Midwifery と Double Degree と し

て の Bachelor of Nursing /Midwifery の 違 い を カ リ キ ュ ラ ム の 内 容 か ら 見 出 す こ と が で き

な か っ た 。 し い て 言 う な ら ば 、 Graduate Diploma of Midwifery は R N と し て 登 録 さ れ 、

少 な く て も 1 年 間 の 臨 床 が あ る こ と が 入 学 の 条 件 で あ る が 、 Double degree の 場 合 は 、 看

護 と 助 産 を Pre-registration 教 育 と し て 同 時 に 行 う と い う こ と で あ る 。

( 2 ) タ イ

① タ イ の 看 護 教 育 制 度

タ イ の 教 育 制 度 は 次 の よ う に な っ て い る 。 12 年 間 の 高 校 ま で の 教 育 を 終 了 後 大 学 教 育 と
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し て の 4 年 間 の 教 育 の コ ー ス と 専 門 学校 2 年 、 さ ら に 2 年 間 の Bachelor 教 育 が あ る 。 そ の

後 大 学 院 修 士 課 程 2 年 間 、 さ ら に 2 年 間 の 博 士 課 程 の 教 育 が 整 え ら れ て い る 。

こ の 教 育 制 度 に よ っ て 、 看 護 師 、 助 産 師 、 そ し て 看 護 ・ 助 産 師 の い ず れ か の ラ イ セ ン ス

を 取得 す る こ と が で き る 。 免 許 を 取得 す る に は 、 タ イ の 看護 協 会 (The nursing council of 

Thailand) へ 登 録 す る こ と に な る が 、 免 許 を 取 る た め に は 、 試 験 を 受 け な け れ ば な ら ず 、

次 の よ う な 試験 が 課 せ ら れ る こ と に な る 。

a.看 護 師 免 許 取 得 の 試 験科 目

Mother and Child nursing，  Pediatric Nursing， Adult Nursing， Geriatric Nursing， 

Psychiatric Nursing， Community Health Nursing， Laws (Related health Care Laws， 
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Professional Nursing and Midwifery Laws) 

b .助 産 師 免 許 取 得 の た め の 試 験 課 目

Mother and Child Nursing， Obstetric Nursing， Laws (Related health Care Laws ， 

Professional Nursing and Midwifery Laws) 

c .看 護 師 ・ 助 産 師 免 許 取得 の た め の 試 験課 目

Mother and Child nursing， Pediatric Nursing， Adult Nursing， Geriatric Nursing， 

Psychiatric Nursing， Community Health Nursing， Obstetric Nursing ，Laws (Related 

health Care Laws ， Professional Nursing and Midwifery Laws) 

と な る 。

② タ イ の 看 護 系 大 学 等 の カ リ キ ュ ラ ム 規 程

タ イ 看 護 協 会 で は 、 看 護 系 大 学 、 学 校 の 認 定基 準 を 設 け て い る 。 そ の 中 で の カ リ キ ュ ラ

ム の 内 容 に つ い て 紹 介 す る 。

a.看護 系 大 学 の カ リ キ ュ ラ ム ( B achelor of Nursing and Midwifery) 

卒業 単 位 数 は 130- 15 0credits で あ り 、 こ れ を 4 コ ー ス に 分 け て い る 。

一般教養 系 科 目 は 最 低 3 0credit と し 、 そ の 内 訳 は 社 会 科 学 6 credits 以 上 、 人 間 科 学 6

credits 以 上 、 語 学 6credits 以 上 、 自 然 科 学 6credits 以 上 で 、 こ れ 以 外 に 教養 科 目 を 独

自 に 提 供 す る 。

基 礎 看 護 系 科 目 は 最 低 2 4credits と し 、 健康 科 学 を 含 め て 専 門 科 目 の 基礎 と な る 科 目

を 網 羅 す る 。

専 門 看 護 系 科 目 は 最 低 70credits と し 、 そ の 中 で 最 低 20credits を 実 習 に 関 わ る 科 目 、

40 credits は 講 義 科 目 を 配 分 す る 。

自 由 選 択 科 目 は 、 他 の 学 部 で 開 講 す る 課 目 も 含 め て 自 由 に 選 択 で き る 科 目 と し 最 低

6credits と る こ と が で き る 。

日 本 の 大 学 カ リ キ ュ ラ ム 構 成 と 非 常 に よ く 似 て い る 。

b.看護 系 専 門 学校 2 年 課 程

一 般 教養 科 目 、 基 礎看 護 系 科 目 、 専 門 看護 系 科 目 で構 成 さ れ 、 最低 75credits と し 、

80credits を 超 え て は な ら な い .

一般教養科 目 は 最 低 で 1 5credits と し 、 内 訳 と し て 社 会 科 学 、 人 間 科 学 に 関 す る 科 目

を 最 低 6credits 以 上 、 語 学 が 最低 3credits 以 上 、 自 然科 学 が 6credits 以 上 と し て い

る 。

基 礎看 護 系 科 目 は 、 健 康 科 学 を 含 め て 専 門 科 目 の 基 礎 と な る 科 目 を 網 羅 し 、 最 低

15credits で 科 目 を 構成 す る 。

専 門 看 護 系 科 目 は 最 低 で 42credits と し 、 そ の 内 訳 と し て 実 習 に 関 す る 科 目 と し て

最低 14credits ，講 義 に 関 わ る 科 目 と し て 最低 2 4credits 配 分 す る 。 助 産 に 関 し て 要 求

さ れ る 最低 credits は 実 習 、 講 義 を 含 め て 8credits で あ る 。

c . 看 護 系 大 学 2 年課程 ( 継 続 2 年 プ ロ グ ラ ム )

4 年 制 大 学 と 同 様 に 一 般 教 養 科 目 、 基礎 看 護 系 科 目 、 専 門 看 護 系 科 目 、 自 由 選 択 科 目 の
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4 コ ー ス で構 成 さ れ る 。 卒 業 単位 は 最 低 70credits 最 高 80credits ま で で あ る 。

一 般 教養 科 目 は 最 低 18credits 以 上 で 、 そ の 内 訳 と し て 社会 科 学 、 人 間 科 学 に 関 わ る 科

目 が 最 低 8credits 以 上 、 語 学 が 4crediti 以 上 、 自 然科 学 6credits 以 上 に な っ て い る 。

基礎看 護 系 科 目 は 、 最 低 12credits 以 上 で 、 健 康 科 学 を 含 め て 専 門 科 目 の 基礎 と な る 科

目 で構 成す る 。

専 門 看護 系 科 目 は 、 最 低 34credits 以 上 で 少 な く て も 12credits は 実 習 に 相 当 す る 科 目

で 構 成 す る 。

自 由 選 択 科 目 は 最 低 6credits 以 上 、 他 学 部 で 提供 さ れ る 科 目 を 自 由 に 取 る こ と が で き る 。

こ こ で 具 体 的 に 助 産 に 関 す る 単位 数 を 規 定 し て い る の は 、 看 護 学 校 の カ リ キ ュ ラ ム だ け

で あ る 。 大 学 系 に お い て は 、 助 産 の 科 目 に 対 す る 規 程 は 特別 に は 設 け ら れ て い な い 。

d.単位 の 換 算

単位 と 時 間 と の 関係 は 、 日 本 と 似 て お り 、 講 義 の 場合 は 1 週 1 時 間 、 1 セ メ ス タ ー 15 時

間 と し 、 こ れ を 1 credit と 換算 し て い る 。 演 習 科 目 は 1 週 間 2-3 時 間 、 1 セ メ ス タ ー 30・45

時 間 と し 、 こ れ を 1credit と 換算 し て い る 。 実 習 科 目 に お い て は 、 臨 地 実 習 の 場合 1 週 間

4 - 6 時 間 、 1 セ メ ス タ ー60・90 時 間 を 1credit と 換算 し て い る 。

専 門 学校 課 程 で 、 助 産 を と る 場合 8credit 必 要 で あ る が 、 こ れ を 日 本 の 指 定規則 の よ う

に 実 習 と 講義 を 1 : 1 と し て 考 え て 見 る と 、 助 産 に 関 わ る 実 習 時 間 は 4 credits で 240・360

時 間 と な り 、 講 義 時 間 は 60 時 間 と い う こ と に な る 。

e . タ イ マ ヒ ド ン 大 学 看 護 学 「 母 子 看 護 と 助 産 1 J の シ ラ パ ス

マ ヒ ド ン 大 学 看護 学 部 の 母 子 看 護 に 関 わ る シ ラ パ ス を 入 手 で き た の で 、 内 容 の 一 部 を 紹

介す る 。 マ ヒ ド ン 大 学 の カ リ キ ュ ラ ム 構 成 全 体 を 見 通 せ る 資 料 が な い た め 、 こ の 「 母 子看

護 と 助 産 1 J と い う 科 目 が ど こ に 位 置 づ け ら れ て い る も の で あ る か は 示 す こ と は で き な い

が 、 3 学 年 の 前 後 期 通 年 で 行 わ れ る 科 目 で あ る 。 学 習 内 容 は 日 本 の 母性 看 護 学 ( 周 産 期 看

護 ) と 助 産 学 の 分娩 期 に 関 わ る 部 分 を 学 習 す る 科 目 と 考 え る こ と が で き る 。 冊子 看 護 と 助 [
厘2現状 と 傾 向 iを 1 時 間 、 母 子 看護 学 の 歴 史 と 衛 生 統 計 、 看 護 師 と 助 産 師 の 役 割 を 学 習 す

る 内 容 で あ る 。 医雇扇}こ お け る 母 子 看 護 と 助 産 (は 7 時 間 学 習 し 、 妊 娠 期 の 生 理 学 的 変 化 と

妊娠期 の 看護 が 中 心 で あ る 。 両娩 期 の 母 子 看蚕E扇画は 16 時 間 の 学 習 に な る が 、 全 体 の

半 分 が こ の 時 間 と い う こ と に な る 。 分 娩 の 過 程 、 メ カ ニ ズ ム 、 分 娩 期 の 看護 、 産痛緩 和 に

関 わ る 内 容 、 正 常 な 分娩 介助 に 関 わ る 内 容 を 学 習 す る 。 雇存扇万瓦干吾蚕右両画は 8 時 間

で産 樽 に 関 す る 看 護 過 程 の 展 開 を こ こ で 学 ぶ 。 加 え て 母 子 の 幹 、 母 乳 栄 養 の こ と を 学 習 す

る よ う に な っ て い る 。 時 間 で 言 う と 2credits 分 に あ た る 。

f. タ イ の 教 育 制 度 の ま と め

こ れ ま で の 資 料 か ら わ か る こ と は 、 タ イ の 助 産 師教 育 は 学 部 教 育 、 あ る い は 専 門 学校 教

育 の 中 で 行 わ れ て い る の が わ か る 。 ま た 、 タ イ の 看 護 に 関 わ る 免 許 に は 3 種類 の 免 許 が あ

る 、 看護 師 免 許 、 助 産 師免 許 、 そ し て 、 看 護 ・ 助 産 師 免 許 の 3 つ で あ る 。 看 護 ・ 助 産 師 免

許 と い う の は 、 と て も 特 徴 的 で あ る 。 取 得 の た め の 試験 に お い て も 、 試 験 科 目 が 加 算 さ れ

て 同 時 に 取 る こ と が で き る 免 許 で あ り 、 Bachelor 教 育 の 中 で 、 主 に 行 わ れ て い る と 推 測 で

き る 。
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な ぜ 、 タ イ は 看 護 ・ 助 産 師免 許 が あ る の で あ ろ う か。 そ れ は タ イ の 看護 教 育 の 歴 史 の 中

に 見 る こ と が で き る 。 Ruth ( 1999) ら の 論 文 で The development of Nursing in Thailand 

and its Relationship to Childbi此h Practices，  The American Journal of Maternal/Child 

Nurisng，2 4( 3 ) ，p . 145・ 150， 1999 . の タ イ の 看 護 教 育 を 論 述 し て い る 中 に そ の 回 答 が 出 て く

る 。 タ イ の 看 護 教 育 は 1 896 年 に 最 初 の 看 護 学校 が タ イ の 首 都 パ ン コ ッ ク に で き た こ と か

ら 始 め る 。 カ リ キ ュ ラ ム を 構 築 す る に あ た り 、 一 番 に 考 慮 さ れ た こ と は 、 タ イ の 国 の 妊 婦

死 亡 率 と 乳 児 死 亡 率 が 高 い こ と で あ っ た 。 そ れ に よ っ て 助 産 学 を 重視 し 、 そ れ に 焦 点 を あ

て た カ リ キ ュ ラ ム が 構成 さ れ た こ と か ら 始 ま る 。 ア メ リ カ の 看護 教 育 の 影 響 を 受 け な が ら 、

看護 の 教 育 年 限 が 2 年 か ら 3 年 に 延 長 さ れ 、 さ ら に そ こ に 助 産 に 関 わ る 教育 が 6 ヶ 月 加 え

ら れ る こ と と な る 。 1956 年 に 学 部 で の 看護 教 育 が 始 ま る こ と と な る 。 ま た 、 1959 年 に は

看 護 の Diploma の 教 育 に お い て も 入学 に 必 要 な 基礎 教 育 年 限 は 12 年 に 引 き 上 げ ら れ て い

る 。 大 学 教 育 の 中 で も 助 産 カ リ キ ュ ラ ム は続 け ら れ 、 看 護学 の 重 要 な 1 分 野 と な っ て い る 。

し た が っ て 、 Diploma で も bachelor の ど ち ら の 学位 で あ っ て も 、 看 護 師 = 看護 ・ 助 産 師

と い う 状 態 を 作 る に い た っ た 。 タ イ で は 、 早 く か ら 看 護 の 中 に 助 産 師 教 育 が 統 合 さ れ た 唯

一 の 国 で あ る と 考 え る こ と が で き る 。

( 3 ) イ ギ リ ス

① イ ギ リ ス に お け る 看護 の 資 格 と 教 育

イ ギ リ ス の 看 護 資 格 は 、 基 本 資 格 と 上 級 資 格 と に 分 け ら れ て い る 。 基 本 資 格 に は 看

護 師 と 助 産 師 が 含 ま れ 、 こ れ ら は 国 家免 許 と な る 。 看護 師 な ら び に 助 産 師 の 資 格 を 得

る た め の 教 育 は 、 3 年課 程 の 資格 を 得 る コ ー ス と ( Diploma) 、 3 年 あ る い は 4 年 課 程

の 学位 を 得 る コ ー ス (Degree ) と が あ る 。 助 産 師 教 育 は 看 護 教 育 を 経 な い ダ イ レ ク ト エ

ン ト リ ー で あ る が 、 看 護 師 の 資 格 を も ち 助 産 師 を 希 望 す る 者 に は 、 78 週 間 の 短 縮 プ ロ

グ ラ ム が 準備 さ れ て い る 。 看 護 師 な ら び に 助 産 師 の 国 家 免 許 の 付 与 は 、 各 教 育 課 程 に

お け る 卒 業 試 験 に 合 格 し た 者 で 、 看 護 と 助 産 評 議 会 ( NMC : The Nursing and 

Midwifery C ouncil) に 登 録 を す る こ と で 、 看 護 師 資 格 が 付 与 さ れ 業 務 に 従 事 す る こ と

が で き る 仕組 み に な っ て い る 。

上 級 資 格 に は ( ス ペ シ ャ リ ス ト ) 、 Health Visitor， District Nurse ( HVDN) ， General 

Practice Nurse ( GPN) ， Nurse Prescrib e r  ( NP) 、 な ら び に 各 領 域 の Nurse Specialist 

( NS) と Nurse Consultant ( NC ) が 含 ま れ て い る 。 各 ス ペ シ ャ リ ス ト の 役 割 は 割 愛

す る が 、 教 育 期 間 は 列 挙 し て い る 順 に 、 2 年 間 の 大 学 レ ベ ル の 専 門 コ ー ス ( HVDN) 、

最低 3 2 週 間 の 継続 教 育 機 関 で の 教 育 ( GPN) 、 期 間 は 多様 で あ る が 研 修 コ ー ス ( NP) 、

大 学 院 レ ベ ル も し く は 学位 コ ー ス の 最 終 学 年 以 上 の 内 容 で 1 年 以 上 ( NS ) 、 大 学 院 レ

ベル ( NC ) と な っ て い る 。 こ れ ら の 資 格 は 、 看 護 師 ・ 助 産 師 の 国 家 免 許 と は 異 な り 認

定 免 許 で あ り 、 NMC が 認 定機 関 と な っ て い る 。

② イ ギ リ ス に お け る 資 格 と 教 育 の 認 定

イ ギ リ ス で は 、 看護 職 登 録 は 保 健 省 内 に 設 置 さ れ て い る The U K  Central Council for 

Nursing， Midwifery， and Health Visiting (UKC C ) が 行 い 、 看 護 教 育 基 準 や 認 可 は 、

National Boards for Nurses .  Midwives and Health Visitors が 行 っ て い た 。 し か し 、
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2002 年 4 月 か ら NMC が 設 立 さ れ 、 看 護 基 礎 教 育 か ら 継続 教 育 を 含 む 全 教 育 、 な ら び

に 看護 の 基 本 資 格 と 上級 資 格 の 認 定 と 登録 を 担 当 す る よ う に な っ て い る 。 な お 基 本 資

格 な ら び に 上級 資 格 免 許や 実 践 は 、 The Nurses，  Midwive s，  and Health Visitors Act 

が 根 拠法 と な っ て い る 。

③ 大 学 に お け る 助 産 教育 な ら び に 資 格 基 準

a . 基 準 の よ り ど こ ろ に つ い て

助 産 教 育 な ら び に 資 格 の 基 準 は 、 Standards of p roficiency for pre-registration 

midwifery education に 述 べ ら れ て い る 。 こ の 基 準 は 、 1998 年 と 2000 年 に UKCC か

ら 出 版 さ れ た Midwives rules and code of practice と Requirement for 

pre-registration midwifery programmes 、 な ら び に 以 前 出 版 さ れ て い た Statutory

Instrument s  and Council policy を 、 前 述 の NMC が 統 合 し て 作成 し た も の で あ る 。 こ

の 基 準 に 沿 っ た 教 育 プ ロ グ ラ ム を 終 え た 人 が 、 N M C に 登 録 を す る と 、 看 護 師 や 助 産

師 の 国 家 免 許 が 付 与 さ れ る 。 つ ま り こ の 基 準 は 教 育 内 容 を 規 定 し て い る も の で あ り 、

免 許 と 直 結 し て い る 。 そ れ 故 、 各 大 学 は こ の 基 準 に 基 づ い て 助 産 師教 育 プ ロ グ ラ ム を

作 成 し て い る 。

b . 基 準 の 全 体 像

基 準 は 、 4 範 囲 1 5 項 目 か ら 構 成 さ れ て い る 。 ま ず 、 「 助 産 教 育 を 行 う 教 育機 関 や 免

許 を 申 請 す る 助 産 師 に 関 す る 基 準 ( Standard s for the Lead Midwife for Education ) J 
は 、 助 産 教 育や 実 践 の 質 保 証 の た め に 設 け ら れ て お り 、 3 項 目 の 基 準 を 含 ん で い る 。

そ れ ら 基 準 内 容 に は 、 助 産 師 は 実 践 を 行 っ て い る こ と 、 教 育機 関 は 規 定 の 様 式 に 沿 っ

て N M C に 届 け る こ と 、 ま た N M C の 基 準 に 基 づ い て 教 育 を 提供 す る こ と 、 免 許 の 申

請 時 に は 良 好 な 健 康 状 態 と 性 格 で あ る こ と を 宣 言 す る こ と 等 が 含 ま れ て い る 。

次 は 、 「 助 産 教 育 へ の 入 学 や 勉 学 の 継続 に 関 す る 基 準 ( Standards for admission to 

and continued participation in， p re-registration midwifery programmes) J で あ り 、

こ れ に は 入 学 要 件 や勉 学 に 関 す る 項 目 な ど の 5 項 目 の 基 準 が 含 ま れ て い る 。 そ の 内 容

は 、 入 学 時 に 十 分 な 読 み 書 き 、 計 算 が で き 、 ま た 健 康 状 態 や 性 格 が 良 い こ と を 証 明 す

る と と 、 卒 業 時 の 年 齢 が 1 7 . 5 歳 以 下 で は な い と と 、 3 年 課 程 に お い て 休 学 し た 場合 に

は 5 年 以 内 に 卒 業 す る と と 、 看 護 師 免 許 を 有 す る 場 合 に は 78 週 以 下 の プ ロ グ ラ ム が あ

る こ と 、 学 生 の 転 学 は 認 可 を 受 け て い る 教 育 機 関 の 問 で 可 能 で あ る こ と な ど で あ る 。

第 3 の 範 囲 は 、 「 助 産 教 育 の 構 造 と 本 質 の た め の 基 準 ( Standards for the structure 

and nature o f  pre-registration midwife ry programmes) J で あ る 。 こ こ で は 国 家免 許

の 認 定 を 受 け る 資 格 に つ な が る 助 産 教 育 の 構 造 基 準 が 記 述 さ れ て い る 。 内 容 は 、 助 産

教 育 の 最 低 限 の 学 問 的 基 準 は 、 よ り 高 度 な 教 育 で あ り 、 教 育機 関 は 3 年 未 満 で は な い

こ と 、 ま た 助 産 教 員 と 指 導 者 は NMC が 設 定 す る 要 件 を 満 た し て い る と と 、 実 習 と 理

論 は 半 々 で あ る こ と 、 学 生 は 労働 者 で な く 学 習 者 で あ る こ と 、 学 生 が 知 識 ・ 技 術 ・ 態

度 を 十 分 に 身 に つ け る と と が で き る 教 育 で あ る こ と な ど で あ る 。

最 後 の 範 囲 は 、 I NMC 基 準 を 達成 す る た め の 教 育 基 準 ( Standards for education to 

achieve the NMC standard s of p roficiency) J で あ る 。 こ の 基 準 は 、 女性 中 心 の ケ ア
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提 供 、 倫 理 的 法 的 義務 、 個 と 地 域 の 尊重 、 質 の 保 証 、 生 涯 を 通 し た 学 び 、 証 拠 に 基 づ

い た 実 践 と 学 び な ど の 原 則 と 価 値観 に 基 づ い て 作成 さ れ て い る 。 そ し て 特 に こ の 領 域

基 準 が 、 教 育 内 容 を 規 定 す る も の で あ る 。 事 項 に そ の 概 略 を 記 す。

C . 教 育 基 準

前 項 で 述 べ た NMC が 設 定 し て い る 基 準 の う ち 、 特 に 教 育 内 容 に 関係 し た 基 準 が

I NMC 基 準 を 達成 す る た め の 教 育 基 準 J で あ る 。 こ の 中 に は 、 4 領域 が 設 定 さ れ て い

る 。 つ ま り 、 ① 効 果 的 な 助 産 実 践 、 ② 専 門 的 倫 理 的 実 践 、 ③ 助 産 師 と し て の 成 長 、 ④

評 価 と 研 究 を 通 し た 質 の 高 い ケ ア の 達成 で あ る 。 以 下 、 領 域 毎 に そ れ ぞ れ の 内 容 を 述

べ る 。

「 効 果 的 な 助 産 実 践領 域 J に は 、 次 の 1 5 項 目 が 含 ま れ て い る 。 ① 妊 娠 前 か ら 産 祷

期 を 通 し て 、 女 性 や そ の 家族 と 効 果 的 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と る こ と が あ り 、 コ ミ

ュ ニ ケ ー シ ョ ン と は 女 性 の 言 う こ と に 耳 を 傾 け 、 そ の 感 情 や 不 安 を 明 ら か に し 、 自 己

の 健 康 な ど に つ い て 自 己 決 定 が で き る よ う に す る こ と な ど が 含 ま れ て い る 。 ② 妊 娠 の

診 断や 妊 娠 前 か ら 産 樽期 ま で を 査 定 し モ ニ タ リ ン グ す る こ と で は 、 査 定 方 法 と し て 観

察 、 身 体 検 査 、 社 会 文 化 情 緒 的 査 定 な ど が 挙 げ ら れ て い る 。 ③ 女 性 に ケ ア と 支援 を 提

供 す る こ と で は 、 相 手 の ニ ー ド 、 文 脈 、 文 化 な ど を 踏 ま え 、 ま た 倫 理 的 で あ り 、 最 良

の 臨床 判 断 で 行 う こ と な ど が 規 定 さ れ て い る 。 ④ 女 性 と 他 の ケ ア 提 供者 と の パ ー ト ナ

ー シ ッ プ を 持 ち な が ら 、 適 切 な 介 入 を 行 う こ と で あ り 、 そ の た め に は 女 性 の ニ ー ド に

合 致 し 、 彼 女 た ち の 健 康 と 安 寧 を 促 進 し 、 リ ス ク 管 理 と 一 致 す る よ う な ケ ア が 望 ま れ

る 。 ⑤ 必 要 時 、 女 性 を 他 の 専 門 職 に 紹 介 す る こ と で は 、 例 え ば 、 健康 問 題 、 心 理 的 ・

社 会 的 ・ 経 済 的 ・ 法 的 問 題 な ど に つ い て 、 知 識 と 技 術 を 持 っ て い る 専 門 職 に 女 性 を 紹

介 す る こ と の 重 要 性 が 述 べ ら れ て い る 。 ⑥ 分 娩 の 間 女 性 を ケ ア 、 モ ニ タ リ ン グ 、 サ ポ

ー ト す る こ と 、 ま た 胎 児 の 状 態 を モ ニ タ リ ン グ す る こ と 、 そ し て 自 然 な 分娩 を 支援 す

る こ と 、 ⑦ 女性 と 子 ど も の 健 康 ニ ー ド に あ っ た 適 切 な 救急 処 置 を お こ な う 義 務 が あ る

こ と 、 例 え ば胎 盤 用 手 剥 離 や 蘇 生 法 な ど で あ る 。 ③ 出 産 後 す ぐ 新 生 児 を 調 べ て ケ ア す

る こ と 、 例 え ば バ イ タ ル サ イ ン の 確 認 や 身 体 の 確認 な ど で あ る 。 ⑨ 女 性 と 他 の ケ ア 提

供 者 と パ ー ト ナ ー シ ッ プ を も ち な が ら 働 く こ と 、 ⑩ 例 え ば 、 幼 児 保護 、 心 疾 患 や低 体

重 児 な ど 特別 な 健 康 あ る い は 社 会 ニ ー ド を も っ 子 ど も に 対 す る ケ ア を 行 う こ と 、 ⑪ 証

拠 に 基 づ い た 助 言 や 支 援 を 、 祷 婦 や 新 生 児 に お と な う こ と 、 ⑫ 許 さ れ て い る 薬剤 を 選

択 し 入 手 し 、 安 全 に 管 理 す る こ と 、 ⑬ 記録 を 行 い 、 保 管 す る こ と 、 ⑭ ケ ア の 効 果 性 を

観 察 ・ 評 価 す る こ と 、 ま た 効 果 の 向 上 の た め に ケ ア を 修 正 す る こ と 、 ⑬ 個 と 地 域 の 健

康 と 社 会 的 安 寧 を 高 め る こ と に 貢 献 す る こ と で あ る 。

次 の 「 専 門 的 倫 理 的 実 践領 域 J に は 、 ① 個 人 の 権 利 、 関 心 、 好 み 、 信 念 と 文 化 を 尊

重 し 、 促 進 し 指 示 す る 方 法 で 実 践 を す る こ と 、 ② 自 己 の 能 力 ・ 知 識 ・ 活 動 範 囲 の 限 界

を 知 り 、 N M C の 規 約 に 合 致 し た 実 践 を お こ な う こ と 、 ③ 適 切 な 法 と 合 致 し た 実 践 を

行 う こ と 、 ④ 守 秘 義 務 を 守 る こ と 、 ⑤他 の 実 践 家 な ど と 協 同 し て 働 く こ と 、 ⑥ 競 合 す

る 要 求 を 管 理 す る こ と 、 ⑦ 女 性 と 子 ど も 、 家 族 の 健 康 、 安 全 、 安 寧 を 促 進 す る 環 境 を

作 っ た り 維 持 し た り す る こ と 、 ③ 女 性 と 子 ど も 、 そ の 家 族 の 利 益 の た め に 、 施 策 や ガ

イ ド ラ イ ン を 評 価 し 立 案 す る こ と 、 ま た 提 案 を す る こ と の 8 項 目 が 含 ま れ て い る 。

「 助 産 師 と し て の 成 長 領 域 」 に は 、 ① 自 己 の 知 識 ・ 技 術 ・ 実 践 の 適 合性 を 振 り 返 り 、
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高 め る こ と 、 ② 専 門 職 聞 を 越 え て 効 果 的 に 働 く こ と を 示 し 、 専 門 的 ネ ッ ト ワ ー ク を 構

築 す る こ と が 述 べ ら れ て い る 。

「 評 価 と 研 究 を 通 し た 質 の 高 い ケ ア の 達成 領 域 J に は 、 ① 適 切 な 知 識 を 自 身 の 実 践

の 中 で 用 い る こ と 、 ② 自 身 の 実 践 、 ま た 使 用 可 能 な 最 良 の 証拠 を 用 い る こ と を 通 し て

他 者 の 実 践 も 発 達 さ せ る こ と 、 ③最 も 適 切 な 情 報 通 信 技 術 を 用 い て 、 ケ ア を 管 理 ・ 発

展 す る こ と 、 ④ 実 践 の 評 価 に 貢 献す る こ と の 3 項 目 が 含 ま れ て い る 。

④NMC の 基 準 を 用 い た 教 育 プ ロ グ ラ ム 例 ( Thames Valley University) 

こ こ で は 、 テ ム ズパ レ イ 大 学 に お け る 3 年 の 助 産 教 育 プ ロ グ ラ ム を 紹 介 す る 。 前 述

し た N M C の 基 準 に 基づ き 作成 ・ 展 開 さ れ て い る 。

ま ず 1 年 次 は レ ベ ル 1 と 呼 ば れ 、 1 2 0 単位 を 履 修 す る 。 内 容 は 、 助 産概 論 4 0 単

位 、 正 常 分娩 4 0 単位 、 女 性 の 健康 と 出 産 4 0 単位 で あ る 。 2 年 次 は レ ベ ル 2 で 、 同

じ く 総 計 1 2 0 単位 を 履 修 す る 。 そ の 内 容 は 助 産 に お け る 公 衆 衛 生 の 原 則 4 0 単位 、

妊 娠 と そ れ 以 前 の 状 態 2 0 単位 、 助 産 と 妊 娠 ・ 分 娩 の 合 併症 4 0 単位 、 正 常 分娩 2 0 

単位 で あ る 。 3 年 次 レベ ル 3 は Advanced Diploma ( 上 級 資 格 ) と 呼 ば れ 、 6 0 単位

を 履修 す る 。 そ の 内 訳 は 、 助 産 に お け る 管 理 と 指 導 の 原 則 ( 管 理 と リ ー ダ ー シ ッ プ を

学 ぶ ) 2 0 単位 、 実 践 の た め の 準 備 ( 実 践 ) 2 0 単位 と 、 助 産 実 践 プ ロ ジ ェ ク ト ( 実

践 に お け る 自 律 の 能 力 を 獲 得 す る ) 2 0 単位 で あ る 。 こ れ ら を 通 し て 、 学 生 は 3 年 間

で 総 計 3 0 0 単 位 を 履 修 す る こ と に な る 。

し か し 、 3 年 次 の プ ロ グ ラ ム に は さ ら に も う 一 つ の 道 が あ り 、 学 生 は ど ち ら か を 選

択 す る こ と が で き る 。 つ ま り 、 3 年 次 レ ベ ル 3 は B .Sc (Hons)で、 あ り 、 1 2 0 単 位 を 履

修す る 。 内 容 は 、 助 産 に お け る 管 理/指 導 の 原 則 と 方略 4 0 単位 、 実 践 に お け る 助 産 4

0 単位 、 助 産 プ ロ ジ ェ ク ト ( 研 究 の 過 程 と 批 判 能 力 の 獲 得 ) 4 0 単位 で あ る 。 学 生 は

3 年 次 に な り 、 Advanced Diploma HE か B . Sc か の い ず れ か を 選択 す る 。 前 者 の 総 履

修 科 目 単位 は 3 0 0 単位 で あ り 、 も う 一 方 の B .Sc (Hons) は 、 3 6 0 単位 と な る 。 こ

れ ら い ず れ の プ ロ グ ラ ム も 国 家 免 許 を 受 け る 前 の 教 育 ( Pre Registration Midwifery 

Education) と 呼 ば れ て い る 。 学 生 は こ の 教 育 プ ロ グ ラ ム を 卒 業 し 、 NMC に 登 録 を す

る こ と で 、 助 産 師 の 国 家免 許 を 得 る こ と が で き る 。

⑤ イ ギ リ ス に お け る 教 育 制 度 の ま と め

イ ギ リ ス で は 、 看 護 と 助 産 評 議 会 ( NMC : The Nursing and Midwifery Council) が

免 許 な ら び に 教 育 の 基 準 を 管 轄 し 、 こ れ は 政 府 内 の 組織 で あ る 。 イ ギ リ ス に お け る 看

護 資 格 は 、 基 本 資 格 と 上 級 資 格 と に 分 け ら れ 、 看 護 師 な ら び に 助 産 師 は 基 本 資 格 と し

て 位 置 づ け ら れ 、 そ の 資 格 は 国 家免 許 で あ る 。 看 護 教 育 な ら び に 助 産 教 育 は 、 NMC が

作 成 す る 基 準 に 基 づ い て 、 そ の 教 育 プ ロ グ ラ ム が 構 築 さ れ て い る 。 助 産 教 育 は 、 3 年

間 も し く は 4 年 間 の プ ロ グ ラ ム が あ り 、 3 年 間 の 教 育 プ ロ グ ラ ム の 中 に も 、 テ ム ズ、 パ

レ イ 大 学 の 例 に あ る よ う に 、 3 年 次 に は 二 つ の プ ロ グ ラ ム が 存 在 し 学 生 が 選 択 で き る

よ う に な っ て い る 。

教 育 基 準 な ら び に 内 容 を 見 る と 、 卒 業 時 に 期 待 さ れ る 能 力 に 基 づ き 作 成 さ れ て い る 。

つ ま り 、 基 準 の 範 囲 や 領 域 、 あ る い は そ れ ら の 下 位 項 目 に は 、 助 産 師 と し て の 実 践 に
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必 要 な 知 識 や 技 術 、 あ る い は 態 度 、 ま た 専 門 職 と し て の 責 務 な ど が 含 ま れ て い る 。

6 ) ま と め

オー ス ト ラ リ ア 、 タ イ 2 カ 国 の 助 産 教育 は 両 国 と も と て も 特徴 的 で あ っ た 。 オー ス ト ラ

リ ア は 当 初 、 看 護 教 育 を 基本 と し て 助 産 の 教 育 が 組 み 立 て ら れ て い た が 、 現 在看護 を 基本

ど し た 助 産 教 育 を 残 し つ つ も 、 イ ギ リ ス 、 ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド を 手 本 と し た 看 護 を 基本 と し

な い 助 産 学 の 取 り 組 み が 行 わ れ よ う と し て い る い ず れ に し ろ 、 助 産 の 教 育 は Bachelor

教 育 ( 学位 を 伴 う ) と し て 行 わ れ て い く と い う こ と に な る 。 そ の 中 で 、 現 在 2 校 の 大 学 で

行 わ れ て い る Double degree と し て の 助 産 教 育 の 将来 に 関 心 が 向 け ら れ て い る 。

タ イ は 、 看 護 教 育 の カ リ キ ュ ラ ム 構 築 の 中 で 、 母 子 保 健 に 重 き を 置 かれ た こ と か ら 、 看

護 教 育 の 中 に 助 産 教 育 が 統 合 さ れ た 形 で 作 ら れ て い っ た 経 緯 が あ る 。 そ の こ と は 、 現 在 も

大 学 教 育 の 中 に 残 り 、 助 産 教 育 は B achelor 教 育 に 位 置 づ け ら れ て い る 。

イ ギ リ ス の 助 産 教 育 の 場合 は 、 基 本 的 に は ダ イ レ ク ト エ ン ト リ ー が 行 わ れ 、 教 育 は 3 年

課 程 な ら び に 4 年 課程 が 存 在 し て い る 。 こ れ は 、 Diploma コ ー ス と 学位 コ ー ス が あ る こ と

を 意 味 し て い る 。 し か し 3 年 課 程 の 教 育 で も 、 管 理 能 力 や 研 究 能 力 を 得 る た め の 科 目 が 提

供 さ れ 、 実 践 と 同 時 に 問 題解 決 能 力 な ど を 持 つ こ と は 期 待 さ れ て い る よ う で あ る 。 今 回 、

調 査 し た 国 に お い て は 、 Diploma コ ー ス や 学位 コ ー ス が 見 ら れ て い る が 、 学 位 に つ な が る

教育 と し て 、 助 産 教 育 は 移行 し つ つ あ る 。

免 許 あ る い は 教 育 の 登録や認 定 に 関 し て は 、 各 国 と も そ れ を 行 う 組織 ( 評議会や Nurses

Board) を 有 し 、 そ の 組 織 は 州 も し く は 政府 内 に 位 置 づ け ら れ て い た り 、 職 能 団 体 が 関 与

し た り す る 部 分 も 見 ら れ て い る 。 助 産 師 の 免 許 は 、 国 家 免 許 あ る い は認 定免 許 で あ る が 、

い ず れ の 国 も 基 本 資 格 の 位 置 づ け に あ り 、 そ の 他 に 高 度 な 実 践 が で き る ス ペ シ ャ リ ス ト 制

度 を 有 し て い る 。 助 産 教 育 を 検 討す る 際 に は 、 こ の よ う な 看護 ・ 助 産 実 践 の 全体 像 も 踏 ま

え て 考 え る こ と が 必 要 で あ る 。

最後 に 、 教 育 内 容 を 検 討す る 際 に は 教 育 の 基 準 が 必 要 で あ る 。 基 準 は 、 日 本 で も そ う で

あ る が 、 卒 業 時 に 期 待 さ れ る 能 力 を 元 に 作成 さ れ て い る 。 助 産 教 育 の 基 準 と し て 、 ど の よ

う な 範 囲 や 領 域 を 含 め る の か 、 そ の 下 位 項 目 に は ど の よ う な 項 目 が 必 要 な の か な ど に つ い

て 、 既 存 の も の を 活 用 し つ つ 、 実 際 の 助 産 教 育 内 容 や 方 法 を 検 討す る こ と が 可 能 で あ ろ う c
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